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韓国岳（1,700ｍ）から高千穂峰（1,574ｍ）を望む。
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福岡銀行小笹支店の近隣には福岡市動植物園があり、季節を楽
しめます。ちょうど今の時期は、メジロをはじめ春を告げる野鳥を
目にすることが出来ます。皆様も植物園を散策し、季節を感じて
みられてはいかがでしょうか。
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●

西高宮小
●
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●
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●
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鉄
天
神
大
牟
田
線

地下鉄空港線

福岡市
植物園

季節の便り

今月号から、季節感あふれる支店周辺の「名
所」をご案内します。
初回は、福岡銀行小笹支店からの春の便りです。

福岡銀行
小笹支店
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熊本城
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わ
い
し
た
、は
推
測
の
域
と
し
て
、反
面
、旅
や
ハ
イ
キ
ン
グ
は
折

り
に
触
れ
て
親
し
ん
だ
。久
大
線
も
豊
肥
線
も
開
通
し
て
い
な

か
っ
た
時
代
に
耶
馬
渓・宇
佐
神
宮
や
阿
蘇
ま
で
足
を
延
ば
し
、

筑
後
路
に
は
上
流
域
を
含
め
て
複
数
回
の
足
跡
を
残
し
た
。

わ
だ
か
ま
り
を
抱
え
て
馴
染
ま
な
い
日
常
の
裏
返
し
、気
分
転

換
と
い
う
説
明
は
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
明
治
三
十
年
暮
れ
の
お
あ
ま
小
天
温
泉（
玉
名
市
）行
は
正
月
の
煩

わ
し
さ
か
ら
の
逃
避
だ
っ
た
が
、後
年
の『
草
枕
』と
な
り
、阿
蘇

の
旅
は『
二
百
十
日
』に
結
実
す
る
。結
果
と
し
て「
熊
本
時
代
」

は
小
説
家・漱
石
の
温
床
で
あ
っ
た
。そ
の
最
後
の
一
年
と
重
な
っ

て
森
鴎
外
の
小
倉
生
活
が
始
ま
る
。期
せ
ず
し
て
九
州
に
暮
ら

し
た
漱
石
と
鴎
外
。鴎
外
は
小
倉
を
舞
台
に
三
部
作
、そ
し
て

細
川
藩
を
材
に『
阿
部
一
族
』を
書
い
た
。と
も
に
東
京
に
心
を

残
し
て
の
暮
ら
し
だ
っ
た
が
、二
人
の
文
豪
は
少
な
く
な
い
実

り
を
こ
の
地
で
得
た
の
で
あ
る
。

所在地：熊本市中央区本丸1-1

　
英
語
教
師
と
し
て
四
国
の
松
山
中
学
か
ら
第
五
高
等
学
校

に
赴
任
す
る
二
十
九
歳
の
夏
目
漱
石
が
熊
本
に
一
歩
を
し
る

し
た
の
は
、当
時
の
玄
関
口
、昼
下
が
り
の
九
州
鉄
道
池
田
駅

（
現
在
の
Ｊ
Ｒ
上
熊
本
駅
）で
あ
っ
た
。市
中
に
向
か
う
人
力
車

に
揺
ら
れ
て
坂
を
登
り
、京
町
台
に
さ
し
か
か
っ
た
時
に
眼
下

を
見
渡
し
て
漏
ら
し
た
と
い
う「
森
の
都
だ
な
」の
つ
ぶ
や
き
が

熊
本
市
の
美
称
の
由
来
で
あ
る
。

　
漱
石
の
熊
本
時
代
は
そ
の
日
、明
治
二
十
九
年
四
月
十
三
日

か
ら
イ
ギ
リ
ス
留
学
の
た
め
に
帰
京
す
る
三
十
三
年
七
月
二
十

日
ま
で
の
四
年
三
か
月
。こ
の
間
に
六
軒
も
の
家
を
転
々
し
た
。

鏡
子
夫
人
と
新
婚
生
活
を
送
っ
た
光
琳
寺
町（
現
在
の
銀
座
通

り
付
近
）の
最
初
の
家
は
四
か
月
、正
岡
子
規
に「
名
月
や
十
三

円
の
家
に
住
む
」と
書
き
送
っ
た
二
番
目
の
家
は
一
年・・・最
後

の
住
ま
い
と
な
る
藤
崎
宮
近
く
の
家
の
三
か
月
は
留
学
の
余

儀
な
い
事
情
だ
が
、い
ず
れ
に
し
て
も
長
女
の
筆
子
が
生
ま
れ
、

五
高
生
の
寺
田
寅
彦
が
俳
句
の
教
え
を
乞
う
た
五
番
目
の
家

の
一
年
八
か
月
が
最
長
で
あ
っ
た
。

　
気
難
し
い
性
格
に
加
え
て
、江
戸
で
生
ま
れ
文
明
開
化
の
東

京
で
育
っ
た
都
会
っ
子
の
気
質
が
、「
馴
染
む
」と
い
う
点
で
わ
ざ
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トップに聞く！

九州を知る！ マンスリーコラム
トカク人ノ世ハ。  夏目漱石

22

継承の技を守り、さらに研鑽して、
“繁桝”を福岡県の皆様に知って欲しい。

株式会社 高橋商店　高橋 信郎 氏

アルミニウムをはじめとする
多様な軽金属の可能性を追求し
未開拓分野への挑戦を続けたい。

不二ライトメタル 株式会社　中重 健治 氏

6

12

※FFG調査月報４月号は４月１日の発行予定となります。次号発行日について

　韓国岳（からくにだけ）は霧島
連山の最高峰です。えびの高
原を起点にした、韓国岳～中岳
～高千穂河原の縦走コースは
360度の視界が開け、眺望の
素晴らしさから人気の登山
コース（全長１２ｋｍ・5時間）に
なっています。ただし今は新燃
岳の火山活動で一部入山規
制中です。
　冬の山頂はよく冠雪し、美し
い霧氷が見られます。

【バックナンバーのお知らせ】 「FFG 調査月報」のバックナンバーは、ふくおかフィナンシャルグループのホームページにてご覧いただけます。
http://www.fukuoka-fg.com/

C O N T E N T S

6 12 18

鹿児島県霧島市
宮崎県えびの市・小林市

韓国岳
［ からくにだけ ］

18 石炭事業を柱に100周年。
次の100年に向けて、常に社会から
必要とされる企業を目指す。

三井松島産業 株式会社　串間 新一郎 氏

地元小学生が参加した「ふくぎん少年野球教室」

今
月
の
一
枚 

「
ふ
く
ぎ
ん
少
年
野
球
教
室
」

今月の表紙

　今
月
の
一
枚
は
、F
F
G

設
立
５
周
年
を
記
念
し
て

開
催
し
た
「
ふ
く
ぎ
ん
少

年
野
球
教
室
」
の
集
合
写

真
で
す
。

　昨
年
の
12
月
16
日（
日
）に

開
催
し
た
本
イ
ベ
ン
ト
に

は
、地
元
の
少
年
野
球
チ
ー

ム
10
チ
ー
ム
、約
1
1
0
名

の
小
学
生
が
参
加
。福
岡
銀

行
野
球
部
員
が
、ウ
ォ
ー
ム

ア
ッ
プ
や
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
等
の
基
本
動
作
を
中
心

に
、分
か
り
や
す
く
実
技
指

導
を
行
い
ま
し
た
。

　ま
た
、特
別
ゲ
ス
ト
と
し

て
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク

ス
選
手
５
名
を
お
迎
え
し

ま
し
た
。

　プ
ロ
の
指
導
を
受
け
ら

れ
る
め
っ
た
に
な
い
機
会

に
、野
球
少
年
達
は
目
を
輝

か
せ
、息
を
弾
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

　F
F
G
で
は
、こ
れ
か
ら

も
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
、

地
域
の
皆
様
と
と
も
に
歩

ん
で
参
り
ま
す
。
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1

福岡空港の発着回数

九州の炭田
　かつて九州には筑豊（福岡県）、三池（福岡県）、西彼杵（長崎県）等、多くの炭田が存在し、
北海道と並ぶ石炭生産地として戦後日本の高度成長を支えてきました。しかし、1958年頃からはじ
まったエネルギー革命（いわゆる「石炭から石油へ」という流れ）や、海外からの安い石炭の輸入
増加等の影響を受けて、九州の炭鉱は相次いで閉山に追い込まれました。そして2001年に西彼杵炭
田の池島炭鉱が閉山したことで、九州の石炭生産の歴史は幕を閉じました。
　それでも、九州には官営八幡製鉄所（現、新日鐵住金株式会社八幡製鉄所）をはじめ、石炭生産
をきっかけに生まれ育った企業や産業が数多く存在しています。また、現在北九州市で石炭火力発
電の最先端技術の実証実験が実施中である等、九州は今でも石炭関連分野の先進地域として日本の
発展に貢献しています。

九州の炭田

九州の
炭田

九州の
炭田

にし その ぎ

三池炭田
1721年～1997年

福岡（糟屋）炭田

福岡空港の発着回数
福岡空港の発着回数
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（出所：国道交通省「暦年・年度別空港管理状況調書」を基にふくおかフィナンシャルグループ作成）
※「発着回数」は、空港管理状況調書における「着陸回数」の2倍として算出。
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福岡空港の発着回数（単位：回）
今月は「福岡空港の発着回数」と「九州の炭田」です。
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　地下鉄で博多から５分、天神から10分。都心部からのアクセスがとても便利な福岡空港は、毎日
多くの方々に利用されています。リーマンショック直後に減少した発着回数はその後増加傾向で、
2012年度には、相次いで就航したLCCの効果もあり過去最多が予想されています。また、福岡空港
の発着回数は、羽田（384,716回）、成田（188,572回）に続く国内第3位、滑走路１本あたりでは
全国一を誇ります（滑走路数：羽田４本、成田２本、福岡１本）。
 2013年４月からは、KLMオランダ航空により、ヨーロッパ・福岡間初の直行便就航が予定される
他、滑走路増設に向けた動きも本格化する等、福岡空港はこれからも九州の空の玄関口として、更
なる利便性向上と発展が期待されます。

（資料）各種資料を基にふくおかフィナンシャルグループ作成
※筑豊、三池、西彼杵炭田の生産開始・終了年については、それぞれ直方市石炭記念館ＨＰ、大牟田市作成資料、九州・山口の近代化産業遺跡群ＨＰを参照
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トップに聞く！

九州を知る！ マンスリーコラム
トカク人ノ世ハ。  夏目漱石

22

継承の技を守り、さらに研鑽して、
“繁桝”を福岡県の皆様に知って欲しい。

株式会社 高橋商店　高橋 信郎 氏

アルミニウムをはじめとする
多様な軽金属の可能性を追求し
未開拓分野への挑戦を続けたい。

不二ライトメタル 株式会社　中重 健治 氏

6

12

※FFG調査月報４月号は４月１日の発行予定となります。次号発行日について

　韓国岳（からくにだけ）は霧島
連山の最高峰です。えびの高
原を起点にした、韓国岳～中岳
～高千穂河原の縦走コースは
360度の視界が開け、眺望の
素晴らしさから人気の登山
コース（全長１２ｋｍ・5時間）に
なっています。ただし今は新燃
岳の火山活動で一部入山規
制中です。
　冬の山頂はよく冠雪し、美し
い霧氷が見られます。

【バックナンバーのお知らせ】 「FFG 調査月報」のバックナンバーは、ふくおかフィナンシャルグループのホームページにてご覧いただけます。
http://www.fukuoka-fg.com/

C O N T E N T S

6 12 18

鹿児島県霧島市
宮崎県えびの市・小林市

韓国岳
［ からくにだけ ］

18 石炭事業を柱に100周年。
次の100年に向けて、常に社会から
必要とされる企業を目指す。

三井松島産業 株式会社　串間 新一郎 氏

地元小学生が参加した「ふくぎん少年野球教室」

今
月
の
一
枚 

「
ふ
く
ぎ
ん
少
年
野
球
教
室
」

今月の表紙

　今
月
の
一
枚
は
、F
F
G

設
立
５
周
年
を
記
念
し
て

開
催
し
た
「
ふ
く
ぎ
ん
少

年
野
球
教
室
」
の
集
合
写

真
で
す
。

　昨
年
の
12
月
16
日（
日
）に

開
催
し
た
本
イ
ベ
ン
ト
に

は
、地
元
の
少
年
野
球
チ
ー

ム
10
チ
ー
ム
、約
1
1
0
名

の
小
学
生
が
参
加
。福
岡
銀

行
野
球
部
員
が
、ウ
ォ
ー
ム

ア
ッ
プ
や
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
等
の
基
本
動
作
を
中
心

に
、分
か
り
や
す
く
実
技
指

導
を
行
い
ま
し
た
。

　ま
た
、特
別
ゲ
ス
ト
と
し

て
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク

ス
選
手
５
名
を
お
迎
え
し

ま
し
た
。

　プ
ロ
の
指
導
を
受
け
ら

れ
る
め
っ
た
に
な
い
機
会

に
、野
球
少
年
達
は
目
を
輝

か
せ
、息
を
弾
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

　F
F
G
で
は
、こ
れ
か
ら

も
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
、

地
域
の
皆
様
と
と
も
に
歩

ん
で
参
り
ま
す
。
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福岡空港の発着回数

九州の炭田
　かつて九州には筑豊（福岡県）、三池（福岡県）、西彼杵（長崎県）等、多くの炭田が存在し、
北海道と並ぶ石炭生産地として戦後日本の高度成長を支えてきました。しかし、1958年頃からはじ
まったエネルギー革命（いわゆる「石炭から石油へ」という流れ）や、海外からの安い石炭の輸入
増加等の影響を受けて、九州の炭鉱は相次いで閉山に追い込まれました。そして2001年に西彼杵炭
田の池島炭鉱が閉山したことで、九州の石炭生産の歴史は幕を閉じました。
　それでも、九州には官営八幡製鉄所（現、新日鐵住金株式会社八幡製鉄所）をはじめ、石炭生産
をきっかけに生まれ育った企業や産業が数多く存在しています。また、現在北九州市で石炭火力発
電の最先端技術の実証実験が実施中である等、九州は今でも石炭関連分野の先進地域として日本の
発展に貢献しています。
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九州の
炭田

九州の
炭田

にし その ぎ

三池炭田
1721年～1997年

福岡（糟屋）炭田

福岡空港の発着回数
福岡空港の発着回数
福岡空港の発着回数
福岡空港の発着回数
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130,000

（出所：国道交通省「暦年・年度別空港管理状況調書」を基にふくおかフィナンシャルグループ作成）
※「発着回数」は、空港管理状況調書における「着陸回数」の2倍として算出。
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福岡空港の発着回数（単位：回）
今月は「福岡空港の発着回数」と「九州の炭田」です。
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　地下鉄で博多から５分、天神から10分。都心部からのアクセスがとても便利な福岡空港は、毎日
多くの方々に利用されています。リーマンショック直後に減少した発着回数はその後増加傾向で、
2012年度には、相次いで就航したLCCの効果もあり過去最多が予想されています。また、福岡空港
の発着回数は、羽田（384,716回）、成田（188,572回）に続く国内第3位、滑走路１本あたりでは
全国一を誇ります（滑走路数：羽田４本、成田２本、福岡１本）。
 2013年４月からは、KLMオランダ航空により、ヨーロッパ・福岡間初の直行便就航が予定される
他、滑走路増設に向けた動きも本格化する等、福岡空港はこれからも九州の空の玄関口として、更
なる利便性向上と発展が期待されます。

（資料）各種資料を基にふくおかフィナンシャルグループ作成
※筑豊、三池、西彼杵炭田の生産開始・終了年については、それぞれ直方市石炭記念館ＨＰ、大牟田市作成資料、九州・山口の近代化産業遺跡群ＨＰを参照

筑豊炭田
1700年代頭～1976年
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▲仕込み蔵前で（左から高橋社長、谷頭取）

株式会社 高橋商店

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

取
引
店
／
福
岡
銀
行 

八
女
支
店

株
式
会
社 

高
橋
商
店

代
表
取
締
役
社
長

高
橋 

の

ぶ

お

信
郎
氏

継
承
の
技
を
守
り
、さ
ら
に
研
鑽
し
て
、

〝
し
げ
ま
す

繁
桝
〞を
福
岡
県
の
皆
様
に
知って
欲
し
い
。
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ら
に
研
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て
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ま
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繁
桝
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福
岡
県
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皆
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に
知って
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❷ 洗米❸ 蒸米❺ 
もと
酛造り ❹ 麹造り❻ 仕込み

❶ 精米（精米後のチェック風景）

❼ 搾り 酒造りの主な工程

株式会社 高橋商店

で
、酒
造
り
の
先
進
地
で
あ
る
新
潟
の

酒
蔵
を
見
学
さ
せ
て
頂
き
、そ
こ
で

伺
っ
た
お
話
を
参
考
に
、比
較
的
早
期

に「
品
質
重
視
」の
酒
蔵
へ
と
転
換
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
２
つ
目
と
し
て
、平
成
の
初
め
に
当

社
製
品
で
あ
る「
大
吟
醸
箱
入
娘
」

が
、日
本
航
空
国
際
線
フ
ァ
ー
ス
ト
ク

ラ
ス
の
機
内
酒
と
し
て
採
用
さ
れ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。「
大
吟
醸
箱
入

娘
」が
採
用
さ
れ
た
こ
と
は
、全
国
各

地
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
、地
酒
ブ
ー
ム

の
真
っ
只
中
に
あ
っ
て
、全
国
の
酒
販

店
の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。ま
た
、国

際
線
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
の
機
内
酒
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
酒
と
す
べ
く
、さ
ら

な
る
品
質
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

結
果
と
し
て
当
社
の
他
銘
柄
へ
も
良
い

影
響
を
与
え
ま
し
た
。「
大
吟
醸
箱
入

娘
」は
、現
在
も
創
業
以
来
の
メ
イ
ン

ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る「
繁
桝
」と
並
ぶ
当

社
の
代
表
銘
柄
の
一
つ
と
し
て
、全
国

の
ご
愛
飲
者
の
皆
様
に
親
し
ん
で
頂
い

て
お
り
ま
す
。

　
当
社
は
、江
戸
時
代
の
1
7
1
7

年
（
享
保
２
年
）に
、
初
代
高
橋

ろ
く
ろ
う
え
も
ん

六
郎
右
衛
門
が
米
ど
こ
ろ
八
女
で
、造

り
酒
屋
を
開
業
し
た
こ
と
に
始
ま
り

ま
す
。そ
の
後
、九
代
目
た
け
き
ち

竹
吉
に
よ
る

基
礎
固
め
の
時
期
を
経
て
、十
代
目

し
げ
た
ろ
う

繁
太
郎
が
会
社
組
織
へ
改
組
。現
在
、

十
八
代
目
の
私
、の
ぶ
お
信
郎
が
、継
承
の
技

を
守
り
つ
つ
も
さ
ら
に
研
鑽
を
積
み
な

が
ら
、品
質
の
高
い
酒
造
り
の
為
、

日
々
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
当
社
の
歴
史
で
、タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
は
２
つ
あ
り
ま
す
。ま
ず
１
つ
目

は
、昭
和
の
終
わ
り
か
ら
平
成
の
初
め

に
か
け
て
、人
気
の
銘
柄
が
多
い
新
潟

の
日
本
酒
が
火
付
け
役
と
な
っ
た「
地

酒
ブ
ー
ム
」で
す
。福
岡
県
は
兵
庫
県

（
灘
）、京
都
府（
伏
見
）に
続
く
日
本

三
大
酒
処
に
も
か
か
わ
ら
ず
、福
岡
県

産
酒
の
売
上
が
落
ち
込
ん
で
き
た
こ

と
に
危
機
感
を
感
じ
ま
し
た
。そ
こ

し
な
が
ら
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ

の
他
、当
社
で
は
一
定
の
品
質
を
保
つ

為
に
、搾
り
の
前
の
も
ろ
み醪
の
段
階
か
ら
何

度
も「
利
き
酒
」を
し
て
品
質
を
チ
ェッ

ク
し
ま
す
。色
、香
り
、味
は
ど
う
か

等
、杜
氏
が
何
回
も
吟
味
し
、そ
し
て

最
終
的
に
私
が「
こ
れ
で
良
し
」と
認

め
た
も
の
だ
け
が
商
品
と
な
り
ま
す
。

　「
利
き
酒
」は
当
社
の
注
力
点
で
あ

り
、現
在
は
、製
造
技
術
者
を
は
じ
め

瓶
詰
め
技
術
者
の
利
き
酒
能
力
の
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。私
は
、十
二
代
目

社
長
の
祖
父
か
ら
酒
造
り
を
学
ん
だ
の

で
す
が
、口
や
か
ま
し
く
言
わ
れ
た
の

が「
利
き
酒
の
大
切
さ
」で
す
。た
と
え

製
法
や
原
料
が
一
緒
で
も
、醸
造
や
貯

蔵
の
状
態
が
少
し
違
う
だ
け
で
、趣
が

変
わ
っ
て
し
ま
う
の
が
日
本
酒
で
す
。デ

リ
ケ
ー
ト
な
お
酒
の
品
質
を
判
断
・
把

握
し
、品
質
を
保
持
す
る
為
に
も
高
い

米
、麹
造
り
、も
と酛
造
り（
酒
母
を
造
る

工
程
）、仕
込
み
、搾
り
、そ
の
後
の
濾

過
、火
入
れ
、貯
蔵
、最
後
に
瓶
詰
め
と

い
う
工
程
を
経
て
出
荷
に
至
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
ど
の
工
程
も
大
事
で
す
が
、

最
初
に
気
を
配
る
の
が
精
米
、い
わ
ゆ

る「
米
を
磨
く
」と
い
う
工
程
で
す
。当

社
で
は
酒
造
好
適
米
を
厳
選
し
、自
社

で
精
米
を
行
っ
て
い
ま
す
。酒
の
品
質

は
、こ
の
米
を
磨
く
工
程
に
懸
か
っ
て
い

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ

う
。ま
た
、洗
米
も
時
間
管
理
を
徹
底

「
美
味
し
い
」の
笑
顔
を
生
む
存
在
で

あ
る
こ
と
、そ
れ
が
私
の
理
想
で
す
。

　
当
社
は
、酒
の
原
料
と
な
る「
米
」

「
水
」、そ
し
て「
人
」に
こ
だ
わ
り
な

が
ら
酒
造
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。代
表
銘
柄
の「
繁
桝
」の
米
は
、

し
ゅ
ぞ
う
こ
う
て
き
ま
い

酒
造
好
適
米（
酒
造
り
に
適
し
た
米
）

で
あ
る
福
岡
県
産
の「
山
田
錦
」を
は

じ
め「
お
ま
ち
雄
町
」・「
ぎ
ん吟
の
さ
と里
」・「
ゆ
め
いっ
こ
ん

夢
一
献
」

と
い
っ
た
酒
米
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

水
は
鉄
分
が
少
な
く
ミ
ネ
ラ
ル
を
適

度
に
含
ん
だ
矢
部
川
の
伏
流
水
を
井

戸
か
ら
く
み
上
げ
て
い
ま
す
。く
ら
お
と
こ

蔵
男
た

ち
は
、酒
造
り
の
期
間
中
、寝
食
を
共

に
し
、全
身
全
霊
を
か
け
て
製
造
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
だ
わ
り
の
原
料
を
高
品
質

な
酒
造
り
に
結
び
付
け
る
の
が
、当
社

の
誇
る
高
い
製
造
技
術
と
瓶
詰
技
術

で
す
。日
本
酒
は
、精
米
、洗
米
、蒸

　
当
社
は
、経
営
理
念
を『
私
た
ち

は
、日
本
酒
を「
心
の
か
て糧
」「
体
の
か
て糧
」

と
し
て
お
客
様
の
生
活
に
潤
い
と
活

力
を
与
え
る「
幸
せ
の
力
水
」と
な
る

よ
う
な
酒
造
り
に
励
み
ま
す
。』と
定

め
て
い
ま
す
。

　
酒
蔵
見
学
に
見
え
ら
れ
た
お
客
様

に
試
飲
頂
き
ま
す
と
、す
ご
く
穏
や
か

で
満
ち
足
り
た
表
情
を
な
さ
い
ま
す
。

き
っ
と
美
味
し
い
日
本
酒
に
は
、そ
の

様
な
力
が
あ
る
の
だ
と
私
は
信
じ
て
い

ま
す
。「
酒
は
百
薬
の
長
」と
い
う
言

葉
が
あ
る
様
に
、私
ど
も
の
造
る
日
本

酒
は
、生
活
に
活
力
を
与
え
、お
客
様

の
元
気
を
引
き
出
す
道
具
で
あ
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
、こ
の
理
念
に
基
づ
い
て

「
品
質
第
一
」を
社
是
と
し
、手
造
り

の
伝
統
を
今
に
受
け
継
ぎ
な
が
ら
高
い

品
質
の
酒
造
り
に
専
心
し
て
い
ま
す
。

私
ど
も
が
大
切
に
造
っ
た
日
本
酒
が
、

利
き
酒
能
力
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
当
社
の
日
本
酒
に
は
、全
国
的
に
知

名
度
の
高
い「
大
吟
醸
箱
入
娘
」と
、

当
社
の
歴
史
そ
の
も
の
で
あ
る「
繁
桝
」

と
い
う
二
大
銘
柄
が
あ
り
ま
す
。ま
た

そ
の
他
の
銘
柄
と
し
て
、地
域
限
定
酒

と
し
て
誕
生
し
た「
博
多
一
本
〆
」、

当
社
の
屋
号
を
付
け
た「
こ
う
じ
や

麹
屋
」、さ

ら
に
は
熟
成
酒
の「
こ
た
ん
枯
淡
」等
の
銘
柄

が
ご
ざ
い
ま
す
。お
か
げ
様
で
現
在
ま

で
様
々
な
賞
を
頂
戴
し
、直
近
で
は
、

2
0
1
2
年（
平
成
24
年
）福
岡
国
税

局
主
催
の
清
酒
鑑
評
会
で
吟
醸
酒
、

純
米
酒
共
に
金
賞
を
受
賞
致
し
ま
し

た
。今
後
の
展
望
と
し
ま
し
て
は
、こ

れ
に
お
ご奢
る
こ
と
な
く
、さ
ら
な
る
品
質

向
上
に
努
め
、５
年
後
に
は
、福
岡
県

の
地
酒
と
し
て「
繁
桝
」の
よ
り一層
の

知
名
度
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、当
社
清
酒
の
地
域
別
販

売
量
は
、有
難
い
こ
と
に
85
％
が
福
岡

県
内
で
お
買
い
上
げ
頂
い
て
お
り
、そ

の
う
ち
筑
後
地
区
が
75
％
を
占
め
て

い
ま
す
。今
後
も
、福
岡
県
民
の
方
々

を
は
じ
め
、ご
愛
飲
頂
い
て
い
る
皆
様

の
期
待
を
裏
切
る
こ
と
な
く
、「
美
味

し
い
」の
笑
顔
に
た
く
さ
ん
出
会
え
る

様
、社
員
一
丸
と
な
っ
て
品
質
向
上
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

歴
史
と
伝
統
を
守
り
な
が
ら
、

福
岡
で
い
ち
早
く

「
品
質
重
視
」の
酒
蔵
へ

品
質
第
一
の
精
神
を
大
切
に
、

日
本
酒
を
愛
す
る
皆
様
の

「
幸
せ
の
力
水
」と
な
る
酒
造
り
を

こ
だ
わ
り
の
原
料
と

研
鑽
し
た
技
術
と
の

調
和
が
生
み
出
す
銘
酒
の
数
々

▲見学風景（酒造り工程「搾り」） ▲見学風景（酒造好適米の精米状況）▲見学風景（酒造好適米のサンプル）▲繁桝 大吟醸 枯淡 ▲麹屋 純米吟醸 ▲繁桝 大吟醸 箱入娘 ▲繁桝 大吟醸 しずく搾り ▲純米大吟醸しずく搾りの試飲
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❷ 洗米❸ 蒸米❺ 
もと
酛造り ❹ 麹造り❻ 仕込み

❶ 精米（精米後のチェック風景）

❼ 搾り 酒造りの主な工程

株式会社 高橋商店

で
、酒
造
り
の
先
進
地
で
あ
る
新
潟
の

酒
蔵
を
見
学
さ
せ
て
頂
き
、そ
こ
で

伺
っ
た
お
話
を
参
考
に
、比
較
的
早
期

に「
品
質
重
視
」の
酒
蔵
へ
と
転
換
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
２
つ
目
と
し
て
、平
成
の
初
め
に
当

社
製
品
で
あ
る「
大
吟
醸
箱
入
娘
」

が
、日
本
航
空
国
際
線
フ
ァ
ー
ス
ト
ク

ラ
ス
の
機
内
酒
と
し
て
採
用
さ
れ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。「
大
吟
醸
箱
入

娘
」が
採
用
さ
れ
た
こ
と
は
、全
国
各

地
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
、地
酒
ブ
ー
ム

の
真
っ
只
中
に
あ
っ
て
、全
国
の
酒
販

店
の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。ま
た
、国

際
線
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
の
機
内
酒
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
酒
と
す
べ
く
、さ
ら

な
る
品
質
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

結
果
と
し
て
当
社
の
他
銘
柄
へ
も
良
い

影
響
を
与
え
ま
し
た
。「
大
吟
醸
箱
入

娘
」は
、現
在
も
創
業
以
来
の
メ
イ
ン

ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る「
繁
桝
」と
並
ぶ
当

社
の
代
表
銘
柄
の
一
つ
と
し
て
、全
国

の
ご
愛
飲
者
の
皆
様
に
親
し
ん
で
頂
い

て
お
り
ま
す
。

　
当
社
は
、江
戸
時
代
の
1
7
1
7

年
（
享
保
２
年
）に
、
初
代
高
橋

ろ
く
ろ
う
え
も
ん

六
郎
右
衛
門
が
米
ど
こ
ろ
八
女
で
、造

り
酒
屋
を
開
業
し
た
こ
と
に
始
ま
り

ま
す
。そ
の
後
、九
代
目
た
け
き
ち

竹
吉
に
よ
る

基
礎
固
め
の
時
期
を
経
て
、十
代
目

し
げ
た
ろ
う

繁
太
郎
が
会
社
組
織
へ
改
組
。現
在
、

十
八
代
目
の
私
、の
ぶ
お
信
郎
が
、継
承
の
技

を
守
り
つ
つ
も
さ
ら
に
研
鑽
を
積
み
な

が
ら
、品
質
の
高
い
酒
造
り
の
為
、

日
々
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
当
社
の
歴
史
で
、タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
は
２
つ
あ
り
ま
す
。ま
ず
１
つ
目

は
、昭
和
の
終
わ
り
か
ら
平
成
の
初
め

に
か
け
て
、人
気
の
銘
柄
が
多
い
新
潟

の
日
本
酒
が
火
付
け
役
と
な
っ
た「
地

酒
ブ
ー
ム
」で
す
。福
岡
県
は
兵
庫
県

（
灘
）、京
都
府（
伏
見
）に
続
く
日
本

三
大
酒
処
に
も
か
か
わ
ら
ず
、福
岡
県

産
酒
の
売
上
が
落
ち
込
ん
で
き
た
こ

と
に
危
機
感
を
感
じ
ま
し
た
。そ
こ

し
な
が
ら
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ

の
他
、当
社
で
は
一
定
の
品
質
を
保
つ

為
に
、搾
り
の
前
の
も
ろ
み醪
の
段
階
か
ら
何

度
も「
利
き
酒
」を
し
て
品
質
を
チ
ェッ

ク
し
ま
す
。色
、香
り
、味
は
ど
う
か

等
、杜
氏
が
何
回
も
吟
味
し
、そ
し
て

最
終
的
に
私
が「
こ
れ
で
良
し
」と
認

め
た
も
の
だ
け
が
商
品
と
な
り
ま
す
。

　「
利
き
酒
」は
当
社
の
注
力
点
で
あ

り
、現
在
は
、製
造
技
術
者
を
は
じ
め

瓶
詰
め
技
術
者
の
利
き
酒
能
力
の
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。私
は
、十
二
代
目

社
長
の
祖
父
か
ら
酒
造
り
を
学
ん
だ
の

で
す
が
、口
や
か
ま
し
く
言
わ
れ
た
の

が「
利
き
酒
の
大
切
さ
」で
す
。た
と
え

製
法
や
原
料
が
一
緒
で
も
、醸
造
や
貯

蔵
の
状
態
が
少
し
違
う
だ
け
で
、趣
が

変
わ
っ
て
し
ま
う
の
が
日
本
酒
で
す
。デ

リ
ケ
ー
ト
な
お
酒
の
品
質
を
判
断
・
把

握
し
、品
質
を
保
持
す
る
為
に
も
高
い

米
、麹
造
り
、も
と酛
造
り（
酒
母
を
造
る

工
程
）、仕
込
み
、搾
り
、そ
の
後
の
濾

過
、火
入
れ
、貯
蔵
、最
後
に
瓶
詰
め
と

い
う
工
程
を
経
て
出
荷
に
至
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
ど
の
工
程
も
大
事
で
す
が
、

最
初
に
気
を
配
る
の
が
精
米
、い
わ
ゆ

る「
米
を
磨
く
」と
い
う
工
程
で
す
。当

社
で
は
酒
造
好
適
米
を
厳
選
し
、自
社

で
精
米
を
行
っ
て
い
ま
す
。酒
の
品
質

は
、こ
の
米
を
磨
く
工
程
に
懸
か
っ
て
い

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ

う
。ま
た
、洗
米
も
時
間
管
理
を
徹
底

「
美
味
し
い
」の
笑
顔
を
生
む
存
在
で

あ
る
こ
と
、そ
れ
が
私
の
理
想
で
す
。

　
当
社
は
、酒
の
原
料
と
な
る「
米
」

「
水
」、そ
し
て「
人
」に
こ
だ
わ
り
な

が
ら
酒
造
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。代
表
銘
柄
の「
繁
桝
」の
米
は
、

し
ゅ
ぞ
う
こ
う
て
き
ま
い

酒
造
好
適
米（
酒
造
り
に
適
し
た
米
）

で
あ
る
福
岡
県
産
の「
山
田
錦
」を
は

じ
め「
お
ま
ち
雄
町
」・「
ぎ
ん吟
の
さ
と里
」・「
ゆ
め
いっ
こ
ん

夢
一
献
」

と
い
っ
た
酒
米
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

水
は
鉄
分
が
少
な
く
ミ
ネ
ラ
ル
を
適

度
に
含
ん
だ
矢
部
川
の
伏
流
水
を
井

戸
か
ら
く
み
上
げ
て
い
ま
す
。く
ら
お
と
こ

蔵
男
た

ち
は
、酒
造
り
の
期
間
中
、寝
食
を
共

に
し
、全
身
全
霊
を
か
け
て
製
造
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
だ
わ
り
の
原
料
を
高
品
質

な
酒
造
り
に
結
び
付
け
る
の
が
、当
社

の
誇
る
高
い
製
造
技
術
と
瓶
詰
技
術

で
す
。日
本
酒
は
、精
米
、洗
米
、蒸

　
当
社
は
、経
営
理
念
を『
私
た
ち

は
、日
本
酒
を「
心
の
か
て糧
」「
体
の
か
て糧
」

と
し
て
お
客
様
の
生
活
に
潤
い
と
活

力
を
与
え
る「
幸
せ
の
力
水
」と
な
る

よ
う
な
酒
造
り
に
励
み
ま
す
。』と
定

め
て
い
ま
す
。

　
酒
蔵
見
学
に
見
え
ら
れ
た
お
客
様

に
試
飲
頂
き
ま
す
と
、す
ご
く
穏
や
か

で
満
ち
足
り
た
表
情
を
な
さ
い
ま
す
。

き
っ
と
美
味
し
い
日
本
酒
に
は
、そ
の

様
な
力
が
あ
る
の
だ
と
私
は
信
じ
て
い

ま
す
。「
酒
は
百
薬
の
長
」と
い
う
言

葉
が
あ
る
様
に
、私
ど
も
の
造
る
日
本

酒
は
、生
活
に
活
力
を
与
え
、お
客
様

の
元
気
を
引
き
出
す
道
具
で
あ
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
、こ
の
理
念
に
基
づ
い
て

「
品
質
第
一
」を
社
是
と
し
、手
造
り

の
伝
統
を
今
に
受
け
継
ぎ
な
が
ら
高
い

品
質
の
酒
造
り
に
専
心
し
て
い
ま
す
。

私
ど
も
が
大
切
に
造
っ
た
日
本
酒
が
、

利
き
酒
能
力
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
当
社
の
日
本
酒
に
は
、全
国
的
に
知

名
度
の
高
い「
大
吟
醸
箱
入
娘
」と
、

当
社
の
歴
史
そ
の
も
の
で
あ
る「
繁
桝
」

と
い
う
二
大
銘
柄
が
あ
り
ま
す
。ま
た

そ
の
他
の
銘
柄
と
し
て
、地
域
限
定
酒

と
し
て
誕
生
し
た「
博
多
一
本
〆
」、

当
社
の
屋
号
を
付
け
た「
こ
う
じ
や

麹
屋
」、さ

ら
に
は
熟
成
酒
の「
こ
た
ん
枯
淡
」等
の
銘
柄

が
ご
ざ
い
ま
す
。お
か
げ
様
で
現
在
ま

で
様
々
な
賞
を
頂
戴
し
、直
近
で
は
、

2
0
1
2
年（
平
成
24
年
）福
岡
国
税

局
主
催
の
清
酒
鑑
評
会
で
吟
醸
酒
、

純
米
酒
共
に
金
賞
を
受
賞
致
し
ま
し

た
。今
後
の
展
望
と
し
ま
し
て
は
、こ

れ
に
お
ご奢
る
こ
と
な
く
、さ
ら
な
る
品
質

向
上
に
努
め
、５
年
後
に
は
、福
岡
県

の
地
酒
と
し
て「
繁
桝
」の
よ
り一層
の

知
名
度
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、当
社
清
酒
の
地
域
別
販

売
量
は
、有
難
い
こ
と
に
85
％
が
福
岡

県
内
で
お
買
い
上
げ
頂
い
て
お
り
、そ

の
う
ち
筑
後
地
区
が
75
％
を
占
め
て

い
ま
す
。今
後
も
、福
岡
県
民
の
方
々

を
は
じ
め
、ご
愛
飲
頂
い
て
い
る
皆
様

の
期
待
を
裏
切
る
こ
と
な
く
、「
美
味

し
い
」の
笑
顔
に
た
く
さ
ん
出
会
え
る

様
、社
員
一
丸
と
な
っ
て
品
質
向
上
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

歴
史
と
伝
統
を
守
り
な
が
ら
、

福
岡
で
い
ち
早
く

「
品
質
重
視
」の
酒
蔵
へ

品
質
第
一
の
精
神
を
大
切
に
、

日
本
酒
を
愛
す
る
皆
様
の

「
幸
せ
の
力
水
」と
な
る
酒
造
り
を

こ
だ
わ
り
の
原
料
と

研
鑽
し
た
技
術
と
の

調
和
が
生
み
出
す
銘
酒
の
数
々

▲見学風景（酒造り工程「搾り」） ▲見学風景（酒造好適米の精米状況）▲見学風景（酒造好適米のサンプル）▲繁桝 大吟醸 枯淡 ▲麹屋 純米吟醸 ▲繁桝 大吟醸 箱入娘 ▲繁桝 大吟醸 しずく搾り ▲純米大吟醸しずく搾りの試飲
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福岡銀行
谷　正明取締役頭取

▲高橋社長

▲2012年福岡国税局主催の清酒鑑評会で金賞を受賞
　（吟醸酒部門、純米酒部門）

◎インタビューを終えて

株式会社 高橋商店

で
、酒
造
り
の
先
進
地
で
あ
る
新
潟
の

酒
蔵
を
見
学
さ
せ
て
頂
き
、そ
こ
で

伺
っ
た
お
話
を
参
考
に
、比
較
的
早
期

に「
品
質
重
視
」の
酒
蔵
へ
と
転
換
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
２
つ
目
と
し
て
、平
成
の
初
め
に
当

社
製
品
で
あ
る「
大
吟
醸
箱
入
娘
」

が
、日
本
航
空
国
際
線
フ
ァ
ー
ス
ト
ク

ラ
ス
の
機
内
酒
と
し
て
採
用
さ
れ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。「
大
吟
醸
箱
入

娘
」が
採
用
さ
れ
た
こ
と
は
、全
国
各

地
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
、地
酒
ブ
ー
ム

の
真
っ
只
中
に
あ
っ
て
、全
国
の
酒
販

店
の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。ま
た
、国

際
線
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
の
機
内
酒
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
酒
と
す
べ
く
、さ
ら

な
る
品
質
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

結
果
と
し
て
当
社
の
他
銘
柄
へ
も
良
い

影
響
を
与
え
ま
し
た
。「
大
吟
醸
箱
入

娘
」は
、現
在
も
創
業
以
来
の
メ
イ
ン

ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る「
繁
桝
」と
並
ぶ
当

社
の
代
表
銘
柄
の
一
つ
と
し
て
、全
国

の
ご
愛
飲
者
の
皆
様
に
親
し
ん
で
頂
い

て
お
り
ま
す
。

　
当
社
は
、江
戸
時
代
の
1
7
1
7

年
（
享
保
２
年
）に
、
初
代
高
橋

ろ
く
ろ
う
え
も
ん

六
郎
右
衛
門
が
米
ど
こ
ろ
八
女
で
、造

り
酒
屋
を
開
業
し
た
こ
と
に
始
ま
り

ま
す
。そ
の
後
、九
代
目
た
け
き
ち

竹
吉
に
よ
る

基
礎
固
め
の
時
期
を
経
て
、十
代
目

し
げ
た
ろ
う

繁
太
郎
が
会
社
組
織
へ
改
組
。現
在
、

十
八
代
目
の
私
、の
ぶ
お
信
郎
が
、継
承
の
技

を
守
り
つ
つ
も
さ
ら
に
研
鑽
を
積
み
な

が
ら
、品
質
の
高
い
酒
造
り
の
為
、

日
々
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
当
社
の
歴
史
で
、タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
は
２
つ
あ
り
ま
す
。ま
ず
１
つ
目

は
、昭
和
の
終
わ
り
か
ら
平
成
の
初
め

に
か
け
て
、人
気
の
銘
柄
が
多
い
新
潟

の
日
本
酒
が
火
付
け
役
と
な
っ
た「
地

酒
ブ
ー
ム
」で
す
。福
岡
県
は
兵
庫
県

（
灘
）、京
都
府（
伏
見
）に
続
く
日
本

三
大
酒
処
に
も
か
か
わ
ら
ず
、福
岡
県

産
酒
の
売
上
が
落
ち
込
ん
で
き
た
こ

と
に
危
機
感
を
感
じ
ま
し
た
。そ
こ

し
な
が
ら
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ

の
他
、当
社
で
は
一
定
の
品
質
を
保
つ

為
に
、搾
り
の
前
の
も
ろ
み醪
の
段
階
か
ら
何

度
も「
利
き
酒
」を
し
て
品
質
を
チ
ェッ

ク
し
ま
す
。色
、香
り
、味
は
ど
う
か

等
、杜
氏
が
何
回
も
吟
味
し
、そ
し
て

最
終
的
に
私
が「
こ
れ
で
良
し
」と
認

め
た
も
の
だ
け
が
商
品
と
な
り
ま
す
。

　「
利
き
酒
」は
当
社
の
注
力
点
で
あ

り
、現
在
は
、製
造
技
術
者
を
は
じ
め

瓶
詰
め
技
術
者
の
利
き
酒
能
力
の
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。私
は
、十
二
代
目

社
長
の
祖
父
か
ら
酒
造
り
を
学
ん
だ
の

で
す
が
、口
や
か
ま
し
く
言
わ
れ
た
の

が「
利
き
酒
の
大
切
さ
」で
す
。た
と
え

製
法
や
原
料
が
一
緒
で
も
、醸
造
や
貯

蔵
の
状
態
が
少
し
違
う
だ
け
で
、趣
が

変
わ
っ
て
し
ま
う
の
が
日
本
酒
で
す
。デ

リ
ケ
ー
ト
な
お
酒
の
品
質
を
判
断
・
把

握
し
、品
質
を
保
持
す
る
為
に
も
高
い

米
、麹
造
り
、も
と酛
造
り（
酒
母
を
造
る

工
程
）、仕
込
み
、搾
り
、そ
の
後
の
濾

過
、火
入
れ
、貯
蔵
、最
後
に
瓶
詰
め
と

い
う
工
程
を
経
て
出
荷
に
至
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
ど
の
工
程
も
大
事
で
す
が
、

最
初
に
気
を
配
る
の
が
精
米
、い
わ
ゆ

る「
米
を
磨
く
」と
い
う
工
程
で
す
。当

社
で
は
酒
造
好
適
米
を
厳
選
し
、自
社

で
精
米
を
行
っ
て
い
ま
す
。酒
の
品
質

は
、こ
の
米
を
磨
く
工
程
に
懸
か
っ
て
い

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ

う
。ま
た
、洗
米
も
時
間
管
理
を
徹
底

「
美
味
し
い
」の
笑
顔
を
生
む
存
在
で

あ
る
こ
と
、そ
れ
が
私
の
理
想
で
す
。

　
当
社
は
、酒
の
原
料
と
な
る「
米
」

「
水
」、そ
し
て「
人
」に
こ
だ
わ
り
な

が
ら
酒
造
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。代
表
銘
柄
の「
繁
桝
」の
米
は
、

し
ゅ
ぞ
う
こ
う
て
き
ま
い

酒
造
好
適
米（
酒
造
り
に
適
し
た
米
）

で
あ
る
福
岡
県
産
の「
山
田
錦
」を
は

じ
め「
お
ま
ち
雄
町
」・「
ぎ
ん吟
の
さ
と里
」・「
ゆ
め
いっ
こ
ん

夢
一
献
」

と
い
っ
た
酒
米
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

水
は
鉄
分
が
少
な
く
ミ
ネ
ラ
ル
を
適

度
に
含
ん
だ
矢
部
川
の
伏
流
水
を
井

戸
か
ら
く
み
上
げ
て
い
ま
す
。く
ら
お
と
こ

蔵
男
た

ち
は
、酒
造
り
の
期
間
中
、寝
食
を
共

に
し
、全
身
全
霊
を
か
け
て
製
造
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
だ
わ
り
の
原
料
を
高
品
質

な
酒
造
り
に
結
び
付
け
る
の
が
、当
社

の
誇
る
高
い
製
造
技
術
と
瓶
詰
技
術

で
す
。日
本
酒
は
、精
米
、洗
米
、蒸

　
当
社
は
、経
営
理
念
を『
私
た
ち

は
、日
本
酒
を「
心
の
か
て糧
」「
体
の
か
て糧
」

と
し
て
お
客
様
の
生
活
に
潤
い
と
活

力
を
与
え
る「
幸
せ
の
力
水
」と
な
る

よ
う
な
酒
造
り
に
励
み
ま
す
。』と
定

め
て
い
ま
す
。

　
酒
蔵
見
学
に
見
え
ら
れ
た
お
客
様

に
試
飲
頂
き
ま
す
と
、す
ご
く
穏
や
か

で
満
ち
足
り
た
表
情
を
な
さ
い
ま
す
。

き
っ
と
美
味
し
い
日
本
酒
に
は
、そ
の

様
な
力
が
あ
る
の
だ
と
私
は
信
じ
て
い

ま
す
。「
酒
は
百
薬
の
長
」と
い
う
言

葉
が
あ
る
様
に
、私
ど
も
の
造
る
日
本

酒
は
、生
活
に
活
力
を
与
え
、お
客
様

の
元
気
を
引
き
出
す
道
具
で
あ
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
、こ
の
理
念
に
基
づ
い
て

「
品
質
第
一
」を
社
是
と
し
、手
造
り

の
伝
統
を
今
に
受
け
継
ぎ
な
が
ら
高
い

品
質
の
酒
造
り
に
専
心
し
て
い
ま
す
。

私
ど
も
が
大
切
に
造
っ
た
日
本
酒
が
、

利
き
酒
能
力
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
当
社
の
日
本
酒
に
は
、全
国
的
に
知

名
度
の
高
い「
大
吟
醸
箱
入
娘
」と
、

当
社
の
歴
史
そ
の
も
の
で
あ
る「
繁
桝
」

と
い
う
二
大
銘
柄
が
あ
り
ま
す
。ま
た

そ
の
他
の
銘
柄
と
し
て
、地
域
限
定
酒

と
し
て
誕
生
し
た「
博
多
一
本
〆
」、

当
社
の
屋
号
を
付
け
た「
こ
う
じ
や

麹
屋
」、さ

ら
に
は
熟
成
酒
の「
こ
た
ん
枯
淡
」等
の
銘
柄

が
ご
ざ
い
ま
す
。お
か
げ
様
で
現
在
ま

で
様
々
な
賞
を
頂
戴
し
、直
近
で
は
、

2
0
1
2
年（
平
成
24
年
）福
岡
国
税

局
主
催
の
清
酒
鑑
評
会
で
吟
醸
酒
、

純
米
酒
共
に
金
賞
を
受
賞
致
し
ま
し

た
。今
後
の
展
望
と
し
ま
し
て
は
、こ

れ
に
お
ご奢
る
こ
と
な
く
、さ
ら
な
る
品
質

向
上
に
努
め
、５
年
後
に
は
、福
岡
県

の
地
酒
と
し
て「
繁
桝
」の
よ
り一層
の

知
名
度
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、当
社
清
酒
の
地
域
別
販

売
量
は
、有
難
い
こ
と
に
85
％
が
福
岡

県
内
で
お
買
い
上
げ
頂
い
て
お
り
、そ

の
う
ち
筑
後
地
区
が
75
％
を
占
め
て

い
ま
す
。今
後
も
、福
岡
県
民
の
方
々

を
は
じ
め
、ご
愛
飲
頂
い
て
い
る
皆
様

の
期
待
を
裏
切
る
こ
と
な
く
、「
美
味

し
い
」の
笑
顔
に
た
く
さ
ん
出
会
え
る

様
、社
員
一
丸
と
な
っ
て
品
質
向
上
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

　創業以来の伝統を守りつつ、いち早く「品質重視」の酒造りに取り組まれ、
「繁桝」や「箱入娘」等、多くの日本酒ファンに愛される、数々の銘酒を生み出し
てこられました。本日、高橋社長のお話をお伺いして、「利き酒」をはじめとする
品質に対する強いこだわりや、酒造りに対する情熱を肌身に感じ、また、「大吟
醸しずく搾り」の試飲では、御社の想いのこもった日本酒を堪能させて頂き、
その美味しさに感激致しました。
　今後も、美味しい日本酒を、ご愛飲者のもとへ届けて頂き、我々の生活に活
力を与えて頂けることを期待致しております。

さ
ら
な
る
品
質
向
上
に
努
め
、

「
繁
桝
」の
認
知
度
ア
ッ
プ
を

目
指
し
た
い

▲
くらおとこ
蔵男の皆様と（前列スーツ左から稲田支店長（福岡銀行）、高橋社長、谷頭取）
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福岡銀行
谷　正明取締役頭取

▲高橋社長

▲2012年福岡国税局主催の清酒鑑評会で金賞を受賞
　（吟醸酒部門、純米酒部門）

◎インタビューを終えて

株式会社 高橋商店

で
、酒
造
り
の
先
進
地
で
あ
る
新
潟
の

酒
蔵
を
見
学
さ
せ
て
頂
き
、そ
こ
で

伺
っ
た
お
話
を
参
考
に
、比
較
的
早
期

に「
品
質
重
視
」の
酒
蔵
へ
と
転
換
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
２
つ
目
と
し
て
、平
成
の
初
め
に
当

社
製
品
で
あ
る「
大
吟
醸
箱
入
娘
」

が
、日
本
航
空
国
際
線
フ
ァ
ー
ス
ト
ク

ラ
ス
の
機
内
酒
と
し
て
採
用
さ
れ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。「
大
吟
醸
箱
入

娘
」が
採
用
さ
れ
た
こ
と
は
、全
国
各

地
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
、地
酒
ブ
ー
ム

の
真
っ
只
中
に
あ
っ
て
、全
国
の
酒
販

店
の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。ま
た
、国

際
線
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
の
機
内
酒
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
酒
と
す
べ
く
、さ
ら

な
る
品
質
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

結
果
と
し
て
当
社
の
他
銘
柄
へ
も
良
い

影
響
を
与
え
ま
し
た
。「
大
吟
醸
箱
入

娘
」は
、現
在
も
創
業
以
来
の
メ
イ
ン

ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る「
繁
桝
」と
並
ぶ
当

社
の
代
表
銘
柄
の
一
つ
と
し
て
、全
国

の
ご
愛
飲
者
の
皆
様
に
親
し
ん
で
頂
い

て
お
り
ま
す
。

　
当
社
は
、江
戸
時
代
の
1
7
1
7

年
（
享
保
２
年
）に
、
初
代
高
橋

ろ
く
ろ
う
え
も
ん

六
郎
右
衛
門
が
米
ど
こ
ろ
八
女
で
、造

り
酒
屋
を
開
業
し
た
こ
と
に
始
ま
り

ま
す
。そ
の
後
、九
代
目
た
け
き
ち

竹
吉
に
よ
る

基
礎
固
め
の
時
期
を
経
て
、十
代
目

し
げ
た
ろ
う

繁
太
郎
が
会
社
組
織
へ
改
組
。現
在
、

十
八
代
目
の
私
、の
ぶ
お
信
郎
が
、継
承
の
技

を
守
り
つ
つ
も
さ
ら
に
研
鑽
を
積
み
な

が
ら
、品
質
の
高
い
酒
造
り
の
為
、

日
々
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
当
社
の
歴
史
で
、タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
は
２
つ
あ
り
ま
す
。ま
ず
１
つ
目

は
、昭
和
の
終
わ
り
か
ら
平
成
の
初
め

に
か
け
て
、人
気
の
銘
柄
が
多
い
新
潟

の
日
本
酒
が
火
付
け
役
と
な
っ
た「
地

酒
ブ
ー
ム
」で
す
。福
岡
県
は
兵
庫
県

（
灘
）、京
都
府（
伏
見
）に
続
く
日
本

三
大
酒
処
に
も
か
か
わ
ら
ず
、福
岡
県

産
酒
の
売
上
が
落
ち
込
ん
で
き
た
こ

と
に
危
機
感
を
感
じ
ま
し
た
。そ
こ

し
な
が
ら
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ

の
他
、当
社
で
は
一
定
の
品
質
を
保
つ

為
に
、搾
り
の
前
の
も
ろ
み醪
の
段
階
か
ら
何

度
も「
利
き
酒
」を
し
て
品
質
を
チ
ェッ

ク
し
ま
す
。色
、香
り
、味
は
ど
う
か

等
、杜
氏
が
何
回
も
吟
味
し
、そ
し
て

最
終
的
に
私
が「
こ
れ
で
良
し
」と
認

め
た
も
の
だ
け
が
商
品
と
な
り
ま
す
。

　「
利
き
酒
」は
当
社
の
注
力
点
で
あ

り
、現
在
は
、製
造
技
術
者
を
は
じ
め

瓶
詰
め
技
術
者
の
利
き
酒
能
力
の
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。私
は
、十
二
代
目

社
長
の
祖
父
か
ら
酒
造
り
を
学
ん
だ
の

で
す
が
、口
や
か
ま
し
く
言
わ
れ
た
の

が「
利
き
酒
の
大
切
さ
」で
す
。た
と
え

製
法
や
原
料
が
一
緒
で
も
、醸
造
や
貯

蔵
の
状
態
が
少
し
違
う
だ
け
で
、趣
が

変
わ
っ
て
し
ま
う
の
が
日
本
酒
で
す
。デ

リ
ケ
ー
ト
な
お
酒
の
品
質
を
判
断
・
把

握
し
、品
質
を
保
持
す
る
為
に
も
高
い

米
、麹
造
り
、も
と酛
造
り（
酒
母
を
造
る

工
程
）、仕
込
み
、搾
り
、そ
の
後
の
濾

過
、火
入
れ
、貯
蔵
、最
後
に
瓶
詰
め
と

い
う
工
程
を
経
て
出
荷
に
至
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
ど
の
工
程
も
大
事
で
す
が
、

最
初
に
気
を
配
る
の
が
精
米
、い
わ
ゆ

る「
米
を
磨
く
」と
い
う
工
程
で
す
。当

社
で
は
酒
造
好
適
米
を
厳
選
し
、自
社

で
精
米
を
行
っ
て
い
ま
す
。酒
の
品
質

は
、こ
の
米
を
磨
く
工
程
に
懸
か
っ
て
い

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ

う
。ま
た
、洗
米
も
時
間
管
理
を
徹
底

「
美
味
し
い
」の
笑
顔
を
生
む
存
在
で

あ
る
こ
と
、そ
れ
が
私
の
理
想
で
す
。

　
当
社
は
、酒
の
原
料
と
な
る「
米
」

「
水
」、そ
し
て「
人
」に
こ
だ
わ
り
な

が
ら
酒
造
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。代
表
銘
柄
の「
繁
桝
」の
米
は
、

し
ゅ
ぞ
う
こ
う
て
き
ま
い

酒
造
好
適
米（
酒
造
り
に
適
し
た
米
）

で
あ
る
福
岡
県
産
の「
山
田
錦
」を
は

じ
め「
お
ま
ち
雄
町
」・「
ぎ
ん吟
の
さ
と里
」・「
ゆ
め
いっ
こ
ん

夢
一
献
」

と
い
っ
た
酒
米
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

水
は
鉄
分
が
少
な
く
ミ
ネ
ラ
ル
を
適

度
に
含
ん
だ
矢
部
川
の
伏
流
水
を
井

戸
か
ら
く
み
上
げ
て
い
ま
す
。く
ら
お
と
こ

蔵
男
た

ち
は
、酒
造
り
の
期
間
中
、寝
食
を
共

に
し
、全
身
全
霊
を
か
け
て
製
造
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
だ
わ
り
の
原
料
を
高
品
質

な
酒
造
り
に
結
び
付
け
る
の
が
、当
社

の
誇
る
高
い
製
造
技
術
と
瓶
詰
技
術

で
す
。日
本
酒
は
、精
米
、洗
米
、蒸

　
当
社
は
、経
営
理
念
を『
私
た
ち

は
、日
本
酒
を「
心
の
か
て糧
」「
体
の
か
て糧
」

と
し
て
お
客
様
の
生
活
に
潤
い
と
活

力
を
与
え
る「
幸
せ
の
力
水
」と
な
る

よ
う
な
酒
造
り
に
励
み
ま
す
。』と
定

め
て
い
ま
す
。

　
酒
蔵
見
学
に
見
え
ら
れ
た
お
客
様

に
試
飲
頂
き
ま
す
と
、す
ご
く
穏
や
か

で
満
ち
足
り
た
表
情
を
な
さ
い
ま
す
。

き
っ
と
美
味
し
い
日
本
酒
に
は
、そ
の

様
な
力
が
あ
る
の
だ
と
私
は
信
じ
て
い

ま
す
。「
酒
は
百
薬
の
長
」と
い
う
言

葉
が
あ
る
様
に
、私
ど
も
の
造
る
日
本

酒
は
、生
活
に
活
力
を
与
え
、お
客
様

の
元
気
を
引
き
出
す
道
具
で
あ
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
、こ
の
理
念
に
基
づ
い
て

「
品
質
第
一
」を
社
是
と
し
、手
造
り

の
伝
統
を
今
に
受
け
継
ぎ
な
が
ら
高
い

品
質
の
酒
造
り
に
専
心
し
て
い
ま
す
。

私
ど
も
が
大
切
に
造
っ
た
日
本
酒
が
、

利
き
酒
能
力
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
当
社
の
日
本
酒
に
は
、全
国
的
に
知

名
度
の
高
い「
大
吟
醸
箱
入
娘
」と
、

当
社
の
歴
史
そ
の
も
の
で
あ
る「
繁
桝
」

と
い
う
二
大
銘
柄
が
あ
り
ま
す
。ま
た

そ
の
他
の
銘
柄
と
し
て
、地
域
限
定
酒

と
し
て
誕
生
し
た「
博
多
一
本
〆
」、

当
社
の
屋
号
を
付
け
た「
こ
う
じ
や

麹
屋
」、さ

ら
に
は
熟
成
酒
の「
こ
た
ん
枯
淡
」等
の
銘
柄

が
ご
ざ
い
ま
す
。お
か
げ
様
で
現
在
ま

で
様
々
な
賞
を
頂
戴
し
、直
近
で
は
、

2
0
1
2
年（
平
成
24
年
）福
岡
国
税

局
主
催
の
清
酒
鑑
評
会
で
吟
醸
酒
、

純
米
酒
共
に
金
賞
を
受
賞
致
し
ま
し

た
。今
後
の
展
望
と
し
ま
し
て
は
、こ

れ
に
お
ご奢
る
こ
と
な
く
、さ
ら
な
る
品
質

向
上
に
努
め
、５
年
後
に
は
、福
岡
県

の
地
酒
と
し
て「
繁
桝
」の
よ
り一層
の

知
名
度
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、当
社
清
酒
の
地
域
別
販

売
量
は
、有
難
い
こ
と
に
85
％
が
福
岡

県
内
で
お
買
い
上
げ
頂
い
て
お
り
、そ

の
う
ち
筑
後
地
区
が
75
％
を
占
め
て

い
ま
す
。今
後
も
、福
岡
県
民
の
方
々

を
は
じ
め
、ご
愛
飲
頂
い
て
い
る
皆
様

の
期
待
を
裏
切
る
こ
と
な
く
、「
美
味

し
い
」の
笑
顔
に
た
く
さ
ん
出
会
え
る

様
、社
員
一
丸
と
な
っ
て
品
質
向
上
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

　創業以来の伝統を守りつつ、いち早く「品質重視」の酒造りに取り組まれ、
「繁桝」や「箱入娘」等、多くの日本酒ファンに愛される、数々の銘酒を生み出し
てこられました。本日、高橋社長のお話をお伺いして、「利き酒」をはじめとする
品質に対する強いこだわりや、酒造りに対する情熱を肌身に感じ、また、「大吟
醸しずく搾り」の試飲では、御社の想いのこもった日本酒を堪能させて頂き、
その美味しさに感激致しました。
　今後も、美味しい日本酒を、ご愛飲者のもとへ届けて頂き、我々の生活に活
力を与えて頂けることを期待致しております。

さ
ら
な
る
品
質
向
上
に
努
め
、

「
繁
桝
」の
認
知
度
ア
ッ
プ
を

目
指
し
た
い

▲
くらおとこ
蔵男の皆様と（前列スーツ左から稲田支店長（福岡銀行）、高橋社長、谷頭取）
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西
日
本
地
区
に
お
け
る
生
産
拠
点
と

し
て
、1
9
6
9
年（
昭
和
44
年
）に

設
立
さ
れ
た
九
州
不
二
サ
ツ
シ
株
式

会
社
で
す
。70
年（
昭
和
45
年
）に
操

業
を
開
始
し
、当
初
は
親
会
社
向
け
の

サ
ッ
シ（
窓
枠
）の
み
の
生
産
を
手
掛
け

て
お
り
ま
し
た
が
、建
設
・
住
宅
関
連

業
界
の
落
ち
込
み
と
共
に
、先
行
き
に

暗
雲
が
た
ち
込
め
ま
し
た
。独
自
で
活

路
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
生
き
残
れ
な

い
と
の
思
い
で
、76
年（
昭
和
51
年
）に

営
業
部
門
を
新
設
し
、幅
広
い
分
野
の

製
品
に
使
用
さ
れ
る
一
般
形
材
の
営

業
を
開
始
し
ま
し
た
。当
時
は
営
業

畑
の
社
員
は
一
人
も
お
ら
ず
、工
場
の

社
員
か
ら
選
抜
し
た「
営
業
マ
ン
」ば

か
り
で
、西
も
東
も
分
か
ら
な
い
田
舎

者
が
い
き
な
り
全
国
区
へ
躍
り
出
て
、

大
変
な
苦
労
と
全
社
一
丸
と
な
っ
た

挑
戦
の
連
続
で
し
た
。こ
の
こ
と
が
転

機
と
な
り
、サ
ッ
シ
以
外
の
多
様
な
分

野
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
品
を
提
供
す
る

企
業
へ
と
変
革
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
94
年（
平
成
６
年
）に
東
京
営
業
所

（
現
・
東
京
支
店
）と
大
阪
営
業
所

　〝
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
〞は
、軽
い
、錆
び
に

く
い
、強
い
、加
工
し
や
す
い
、そ
し
て

表
面
が
美
し
く
デ
ザ
イ
ン
性
が
あ
る

等
の
特
性
か
ら
、産
業
分
野
の
み
な
ら

ず
、日
常
生
活
で
も
欠
く
こ
と
の
出
来

な
い
金
属
で
す
。当
社
は
、こ
の
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
を
取
り
扱
う
企
業
と
し
て
40

余
年
の
歴
史
を
歩
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　
当
社
の
前
身
は
、「
不
二
サ
ッ
シ
」の

た
商
品
の
開
発
、製
造
、販
売
を
行
っ

て
い
ま
す
。製
販
一
体
の
体
制
で
建
材

関
連
を
は
じ
め
半
導
体
製
造
装
置
や

自
動
車
関
連
、家
電
製
品
、事
務
機
、

日
用
品
等
の
部
品
ま
で
、多
様
な
製

品
を
お
客
様
と
一
緒
に
考
え
、図
面

化
し
、か
た
ち形
に
し
て
市
場
に
提
供
し
て
い

ま
す
。

　
特
に
、「
鋳
造
↓
押
出
↓
表
面
処
理

↓
加
工
↓
組
立
」ま
で
を
一
拠
点
で
行

う
一
貫
生
産
シ
ス
テ
ム
は
当
社
の
大
き

な
強
み
で
、お
客
様
の
ご
要
望
へ
の
柔

軟
な
対
応
、及
び
高
品
質
・
短
納
期
・

ロ
ー
コ
ス
ト
で
の
製
品
供
給
を
可
能
に

す
る
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
品
は
、鋳
造
工
程

で
の
温
度
管
理
や
押
出
工
程
で
の
押

出
速
度
等
の
微
妙
な
違
い
に
よ
り
品

質
が
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。特
に

表
面
処
理
工
程
は
、ア
ル
ミ
形
材
の
耐

食
性
・
耐
摩
擦
性
・
た
い
こ
う
せ
い

耐
候
性（
野
外
等

に
放
置
し
た
と
き
の
耐
性
）を
高
め
る

為
に
重
要
な
工
程
で
あ
り
、着
色
等
に

は
細
か
い
色
合
せ
の
調
整
が
必
要
で

す
。淡
色
か
ら
濃
色
、ツ
ヤ
の
有
る
も

（
現・大
阪
支
店
）を
開
設
、2
0
0
7

年（
平
成
19
年
）に
は
、不
二
サ
ッ
シ
株

式
会
社
の
資
材
事
業
部
と
統
合
し
、

不
二
ラ
イ
ト
メ
タ
ル
株
式
会
社
へ
と
社

名
を
変
更
し
ま
し
た
。ま
た
、02
年

（
平
成
14
年
）に
は
熊
本
大
学
と
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
製
造
技
術
開
発
に
関
す
る

共
同
研
究
を
開
始
す
る
等
、事
業
領

域
の
拡
大
に
加
え
、新
た
な
軽
金
属
素

材
の
創
出
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。未
だ
に「
不
二
ラ
イ
ト
メ
タ
ル
」と

い
う
社
名
は
知
名
度
が
低
く
、旧
社
名

の「
九
州
不
二
サ
ッ
シ
」の
方
が
お
客

様
に
認
識
頂
て
い
る
状
況
で
す
が
、今

後
は
、現
在
の
社
名
を
よ
り
多
く
の

方
々
に
知
っ
て
頂
け
る
よ
う
、新
た
な

飛
躍
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
当
社
は
、ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
や
そ
の
他

の
軽
金
属
の
特
性
を
充
分
に
活
か
し

で
し
た
。そ
こ
で
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
た
熊
本
大
学
と

の
共
同
研
究
を
開
始
し
、知
識
・
技

術・ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
に
努
め
、研
究
開

発
か
ら
製
造
加
工
ま
で
を
担
う
こ
と

の
出
来
る
人
材
を
揃
え
て
い
き
ま
し

た
。そ
う
し
た
努
力
も
あ
っ
て
、マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
合
金
の
製
造
技
術
開
発
は
着

実
に
進
展
し
、06
年（
平
成
18
年
）か

ら
は
熊
本
県
を
中
心
と
し
た
産
学
官

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
次
世
代
耐
熱
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
の
基
盤
技
術
開
発
」

に
中
核
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
画
、11
年

（
平
成
23
年
）に
は
経
済
産
業
省
の

「
先
端
技
術
実
証・評
価
技
術
整
備
等

事
業
」に
採
択
さ
れ
、つ
い
に
昨
年
、

K
U
M
A
D
A
I
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合

金
の
実
証
工
場
を
稼
働
さ
せ
ま
し
た
。

02
年（
平
成
14
年
）よ
り
熊
本
大
学
と

の
共
同
研
究
を
開
始
し
、実
に
10
年
に

及
ぶ
研
究
の
末
、高
強
度
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
合
金
の
大
型
化
を
可
能
と
す
る
開

発
技
術
が
培
わ
れ
た
の
で
す
。そ
の
成

果
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
展
開
が
有

望
視
さ
れ
て
お
り
、世
界
に
お
け
る
未

組
み
、地
域
の
活
性
化
や
人
々
の
生
活

に
役
立
つ
商
品
を
生
み
出
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
当
社
が
現
在
最
も
注
力
し
て
い
る

の
が
、ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
よ
り
優
れ
た
特

性
を
有
す
る
次
世
代
合
金
で
あ
る
、

〝
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
〞の
研
究・開
発
で

す
。熊
本
大
学
と
共
同
で
開
発
し
た

「
K
U
M
A
D
A
I
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合

金
」は
、ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
以
上
の
高
強

度
・
超
軽
量
・
高
耐
久
性
を
持
ち
、各

種
機
械
の
ネ
ジ
や
ボ
ル
ト
に
は
じ
ま

り
、医
療
器
具
、自
動
車
や
飛
行
機
の

素
材
等
、多
分
野
で
の
利
用
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
10
年
ほ
ど
前
に
、マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
の
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
着
目
し
、

製
造
技
術
開
発
に
着
手
し
た
の
で
す

が
、当
初
は
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
に
関
す
る

知
識
が
乏
し
か
っ
た
為
苦
労
の
連
続

　
こ
の
よ
う
に
、高
品
質
な
製
品
づ
く

り
の
実
現
に
は
長
年
に
亘
る
経
験
が

重
要
な
鍵
を
握
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

各
製
品
・
行
程
の
中
で
培
っ
て
き
た
当

社
の
技
術
、ノ
ウ
ハ
ウ
は
誇
り
で
あ
り
、

大
切
な
財
産
で
も
あ
り
ま
す
。ベ
テ
ラ

ン
の
社
員
が
多
数
定
年
退
職
を
迎
え

て
い
る
昨
今
、そ
の
職
人
わ
ざ業
を
次
の
世

代
に
確
実
に
継
承
し
更
に
高
め
て
い
く

為
に
、各
職
場
で
は
多
能
工
化
を
進
め

て
い
ま
す
。ま
た
、第
一
線
の
監
督
者

か
ら
役
員
に
至
る
ま
で
階
層
別
研
修

を
行
い
、社
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
よ
る

他
社
と
の
差
別
化
を
図
り
、軽
金
属

加
工
分
野
で
N
o
．1
の
企
業
に
な
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、当
社
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

の
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。自

社
開
発
し
た「
ア
ル
ミ
製
み
こ
し
神
輿
」は
、

軽
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、湿
度

に
強
く
水
拭
き
も
出
来
る
と
い
う
便

利
さ
や
、オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
も
可
能
な

こ
と
か
ら
、お
か
げ
様
で
全
国
各
地
か

ら
ご
注
文
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。今
後

も
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
商
品
の
開
発
に
取
り

の
や
無
い
も
の
、小
物
ラ
イ
ン
で
の
ア

ル
マ
イ
ト
、染
色
、ニ
ッ
ケ
ル
メ
ッ
キ
等
、

表
面
処
理
の
種
類
は
多
種
多
様
で

す
。加
工
技
術
は
、押
出
成
形
の
ノ
ウ

ハ
ウ
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
ダ
イ
ス
金
型

の
設
計
・
製
作
か
ら
、押
出
形
材
の
マ

シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
切
削
加
工

や
溶
接
、曲
げ
加
工
ま
で
、試
行
錯
誤

を
繰
り
返
し
な
が
ら
納
得
の
い
く
製

品
を
日
々
追
求
し
て
い
ま
す
。お
客
様

の
ご
要
望
に
お
応
え
出
来
た
瞬
間
や
、

街
で
自
社
製
品
を
見
掛
け
た
時
に

は
、社
員
も
大
き
な
喜
び
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　
ロ
ー
コ
ス
ト
の
実
現
の
為
に
は
、社

員
の
コ
ス
ト
意
識
も
重
要
で
す
。例
え

ば
、作
業
の
際
、何
気
な
く
使
用
す
る

軍
手
に
ど
の
程
度
の
費
用
が
掛
か
っ
て

い
る
の
か
等
を
普
段
か
ら
意
識
し
て
も

ら
う
こ
と
で
、物
の
大
切
さ
を
理
解
出

来
る
人
材
を
育
て
な
が
ら
、原
価
削
減

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。大
げ
さ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、社
員
一
人
ひ
と
り
の

意
識
の
高
さ
が
当
社
を
創
っ
て
い
る
の

で
す
。

事
業
も
、ま
だ
ま
だ
可
能
性
の
広
が
る

分
野
で
す
。昨
年
、地
域
社
会
へ
の
貢

献
の
一
環
と
し
て
当
社
で
開
発
し
た

ソ
ー
ラ
ー
付
L
E
D
街
路
灯
を
長
洲

町
、玉
名
市
、荒
尾
市
に
寄
贈
し
た
と

こ
ろ
、高
い
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。今

後
、街
路
灯
は
も
と
よ
り
、防
犯
灯
、

直
管
系
照
明
等
の
販
売
も
進
め
て
い

き
ま
す
。こ
の
他
、医
療
、介
護
、福
祉

分
野
で
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発

を
手
掛
け
て
い
く
こ
と
も
計
画
し
て
い

ま
す
。

　
そ
し
て
、前
述
の「
K
U
M
A
D
A
I

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
」を
当
社
の
大
き

な
事
業
の
柱
に
育
て
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。当
社
の
挑
戦
は
更
に
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
。昨
年
末
に
完
成
・
稼
働

し
た
実
証
工
場
を
、数
年
後
に
は
鋳
造

か
ら
加
工
ま
で
を
一
貫
生
産
す
る
量

産
工
場
に
成
長
さ
せ
、オ
ン
リ
ー
ワ
ン

の「
K
U
M
A
D
A
I
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

合
金
」を「
熊
本
県
の
長
洲
町
か
ら
世

界
へ
」と
広
げ
る
べ
く
、社
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

当
社
の
若
手
社
員
を
常
駐
さ
せ
て
い

ま
す
。熊
本
弁
し
か
話
せ
な
か
っ
た
営

業
マ
ン
が
英
語
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、東

南
ア
ジ
ア
の
市
場
調
査
を
行
い
な
が

ら
、営
業
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。今

後
、現
地
で
製
造
し
た
製
品
を
日
本
に

持
ち
込
む
O
U
T-

I
N
、現
地
で
製

造
し
た
製
品
を
現
地
で
販
売
す
る

O
U
T-

O
U
T
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、３
年
前
に
参
入
し
た
L
E
D

知
の
可
能
性
を
秘
め
た
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

合
金
の
商
品
化
・
事
業
化
を
、今
後
の

当
社
の
大
き
な
経
営
課
題
に
位
置
づ

け
て
い
ま
す
。

　
将
来
の
海
外
展
開
を
視
野
に
入
れ
、

現
在
、不
二
サ
ッ
シ
マ
レ
ー
シ
ア
社
に

▲左から林頭取、中重社長

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

取
引
店
／
熊
本
フ
ァ
ミ
リ
ー
銀
行 

玉
名
支
店

　
　
　
　福
岡
銀
行 

大
牟
田
支
店

不
二
ラ
イ
ト
メ
タ
ル 

株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

中
重 

健
治
氏

不二ライトメタル 株式会社

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
は
じ
め
と
す
る

多
様
な
軽
金
属
の
可
能
性
を
追
求
し

未
開
拓
分
野
への
挑
戦
を
続
け
た
い
。

1
9
7
6
年
の

一
般
か
た
ざ
い

形
材
販
売
を
転
機
に
、

多
分
野
に
軽
金
属
を

提
供
す
る
企
業
へ
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西
日
本
地
区
に
お
け
る
生
産
拠
点
と

し
て
、1
9
6
9
年（
昭
和
44
年
）に

設
立
さ
れ
た
九
州
不
二
サ
ツ
シ
株
式

会
社
で
す
。70
年（
昭
和
45
年
）に
操

業
を
開
始
し
、当
初
は
親
会
社
向
け
の

サ
ッ
シ（
窓
枠
）の
み
の
生
産
を
手
掛
け

て
お
り
ま
し
た
が
、建
設
・
住
宅
関
連

業
界
の
落
ち
込
み
と
共
に
、先
行
き
に

暗
雲
が
た
ち
込
め
ま
し
た
。独
自
で
活

路
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
生
き
残
れ
な

い
と
の
思
い
で
、76
年（
昭
和
51
年
）に

営
業
部
門
を
新
設
し
、幅
広
い
分
野
の

製
品
に
使
用
さ
れ
る
一
般
形
材
の
営

業
を
開
始
し
ま
し
た
。当
時
は
営
業

畑
の
社
員
は
一
人
も
お
ら
ず
、工
場
の

社
員
か
ら
選
抜
し
た「
営
業
マ
ン
」ば

か
り
で
、西
も
東
も
分
か
ら
な
い
田
舎

者
が
い
き
な
り
全
国
区
へ
躍
り
出
て
、

大
変
な
苦
労
と
全
社
一
丸
と
な
っ
た

挑
戦
の
連
続
で
し
た
。こ
の
こ
と
が
転

機
と
な
り
、サ
ッ
シ
以
外
の
多
様
な
分

野
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
品
を
提
供
す
る

企
業
へ
と
変
革
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
94
年（
平
成
６
年
）に
東
京
営
業
所

（
現
・
東
京
支
店
）と
大
阪
営
業
所

　〝
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
〞は
、軽
い
、錆
び
に

く
い
、強
い
、加
工
し
や
す
い
、そ
し
て

表
面
が
美
し
く
デ
ザ
イ
ン
性
が
あ
る

等
の
特
性
か
ら
、産
業
分
野
の
み
な
ら

ず
、日
常
生
活
で
も
欠
く
こ
と
の
出
来

な
い
金
属
で
す
。当
社
は
、こ
の
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
を
取
り
扱
う
企
業
と
し
て
40

余
年
の
歴
史
を
歩
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　
当
社
の
前
身
は
、「
不
二
サ
ッ
シ
」の

た
商
品
の
開
発
、製
造
、販
売
を
行
っ

て
い
ま
す
。製
販
一
体
の
体
制
で
建
材

関
連
を
は
じ
め
半
導
体
製
造
装
置
や

自
動
車
関
連
、家
電
製
品
、事
務
機
、

日
用
品
等
の
部
品
ま
で
、多
様
な
製

品
を
お
客
様
と
一
緒
に
考
え
、図
面

化
し
、か
た
ち形
に
し
て
市
場
に
提
供
し
て
い

ま
す
。

　
特
に
、「
鋳
造
↓
押
出
↓
表
面
処
理

↓
加
工
↓
組
立
」ま
で
を
一
拠
点
で
行

う
一
貫
生
産
シ
ス
テ
ム
は
当
社
の
大
き

な
強
み
で
、お
客
様
の
ご
要
望
へ
の
柔

軟
な
対
応
、及
び
高
品
質
・
短
納
期
・

ロ
ー
コ
ス
ト
で
の
製
品
供
給
を
可
能
に

す
る
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
品
は
、鋳
造
工
程

で
の
温
度
管
理
や
押
出
工
程
で
の
押

出
速
度
等
の
微
妙
な
違
い
に
よ
り
品

質
が
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。特
に

表
面
処
理
工
程
は
、ア
ル
ミ
形
材
の
耐

食
性
・
耐
摩
擦
性
・
た
い
こ
う
せ
い

耐
候
性（
野
外
等

に
放
置
し
た
と
き
の
耐
性
）を
高
め
る

為
に
重
要
な
工
程
で
あ
り
、着
色
等
に

は
細
か
い
色
合
せ
の
調
整
が
必
要
で

す
。淡
色
か
ら
濃
色
、ツ
ヤ
の
有
る
も

（
現・大
阪
支
店
）を
開
設
、2
0
0
7

年（
平
成
19
年
）に
は
、不
二
サ
ッ
シ
株

式
会
社
の
資
材
事
業
部
と
統
合
し
、

不
二
ラ
イ
ト
メ
タ
ル
株
式
会
社
へ
と
社

名
を
変
更
し
ま
し
た
。ま
た
、02
年

（
平
成
14
年
）に
は
熊
本
大
学
と
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
製
造
技
術
開
発
に
関
す
る

共
同
研
究
を
開
始
す
る
等
、事
業
領

域
の
拡
大
に
加
え
、新
た
な
軽
金
属
素

材
の
創
出
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。未
だ
に「
不
二
ラ
イ
ト
メ
タ
ル
」と

い
う
社
名
は
知
名
度
が
低
く
、旧
社
名

の「
九
州
不
二
サ
ッ
シ
」の
方
が
お
客

様
に
認
識
頂
て
い
る
状
況
で
す
が
、今

後
は
、現
在
の
社
名
を
よ
り
多
く
の

方
々
に
知
っ
て
頂
け
る
よ
う
、新
た
な

飛
躍
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
当
社
は
、ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
や
そ
の
他

の
軽
金
属
の
特
性
を
充
分
に
活
か
し

で
し
た
。そ
こ
で
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
た
熊
本
大
学
と

の
共
同
研
究
を
開
始
し
、知
識
・
技

術・ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
に
努
め
、研
究
開

発
か
ら
製
造
加
工
ま
で
を
担
う
こ
と

の
出
来
る
人
材
を
揃
え
て
い
き
ま
し

た
。そ
う
し
た
努
力
も
あ
っ
て
、マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
合
金
の
製
造
技
術
開
発
は
着

実
に
進
展
し
、06
年（
平
成
18
年
）か

ら
は
熊
本
県
を
中
心
と
し
た
産
学
官

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
次
世
代
耐
熱
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
の
基
盤
技
術
開
発
」

に
中
核
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
画
、11
年

（
平
成
23
年
）に
は
経
済
産
業
省
の

「
先
端
技
術
実
証・評
価
技
術
整
備
等

事
業
」に
採
択
さ
れ
、つ
い
に
昨
年
、

K
U
M
A
D
A
I
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合

金
の
実
証
工
場
を
稼
働
さ
せ
ま
し
た
。

02
年（
平
成
14
年
）よ
り
熊
本
大
学
と

の
共
同
研
究
を
開
始
し
、実
に
10
年
に

及
ぶ
研
究
の
末
、高
強
度
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
合
金
の
大
型
化
を
可
能
と
す
る
開

発
技
術
が
培
わ
れ
た
の
で
す
。そ
の
成

果
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
展
開
が
有

望
視
さ
れ
て
お
り
、世
界
に
お
け
る
未

組
み
、地
域
の
活
性
化
や
人
々
の
生
活

に
役
立
つ
商
品
を
生
み
出
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
当
社
が
現
在
最
も
注
力
し
て
い
る

の
が
、ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
よ
り
優
れ
た
特

性
を
有
す
る
次
世
代
合
金
で
あ
る
、

〝
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
〞の
研
究・開
発
で

す
。熊
本
大
学
と
共
同
で
開
発
し
た

「
K
U
M
A
D
A
I
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合

金
」は
、ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
以
上
の
高
強

度
・
超
軽
量
・
高
耐
久
性
を
持
ち
、各

種
機
械
の
ネ
ジ
や
ボ
ル
ト
に
は
じ
ま

り
、医
療
器
具
、自
動
車
や
飛
行
機
の

素
材
等
、多
分
野
で
の
利
用
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
10
年
ほ
ど
前
に
、マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
の
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
着
目
し
、

製
造
技
術
開
発
に
着
手
し
た
の
で
す

が
、当
初
は
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
に
関
す
る

知
識
が
乏
し
か
っ
た
為
苦
労
の
連
続

　
こ
の
よ
う
に
、高
品
質
な
製
品
づ
く

り
の
実
現
に
は
長
年
に
亘
る
経
験
が

重
要
な
鍵
を
握
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

各
製
品
・
行
程
の
中
で
培
っ
て
き
た
当

社
の
技
術
、ノ
ウ
ハ
ウ
は
誇
り
で
あ
り
、

大
切
な
財
産
で
も
あ
り
ま
す
。ベ
テ
ラ

ン
の
社
員
が
多
数
定
年
退
職
を
迎
え

て
い
る
昨
今
、そ
の
職
人
わ
ざ業
を
次
の
世

代
に
確
実
に
継
承
し
更
に
高
め
て
い
く

為
に
、各
職
場
で
は
多
能
工
化
を
進
め

て
い
ま
す
。ま
た
、第
一
線
の
監
督
者

か
ら
役
員
に
至
る
ま
で
階
層
別
研
修

を
行
い
、社
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
よ
る

他
社
と
の
差
別
化
を
図
り
、軽
金
属

加
工
分
野
で
N
o
．1
の
企
業
に
な
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、当
社
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

の
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。自

社
開
発
し
た「
ア
ル
ミ
製
み
こ
し
神
輿
」は
、

軽
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、湿
度

に
強
く
水
拭
き
も
出
来
る
と
い
う
便

利
さ
や
、オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
も
可
能
な

こ
と
か
ら
、お
か
げ
様
で
全
国
各
地
か

ら
ご
注
文
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。今
後

も
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
商
品
の
開
発
に
取
り

の
や
無
い
も
の
、小
物
ラ
イ
ン
で
の
ア

ル
マ
イ
ト
、染
色
、ニ
ッ
ケ
ル
メ
ッ
キ
等
、

表
面
処
理
の
種
類
は
多
種
多
様
で

す
。加
工
技
術
は
、押
出
成
形
の
ノ
ウ

ハ
ウ
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
ダ
イ
ス
金
型

の
設
計
・
製
作
か
ら
、押
出
形
材
の
マ

シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
切
削
加
工

や
溶
接
、曲
げ
加
工
ま
で
、試
行
錯
誤

を
繰
り
返
し
な
が
ら
納
得
の
い
く
製

品
を
日
々
追
求
し
て
い
ま
す
。お
客
様

の
ご
要
望
に
お
応
え
出
来
た
瞬
間
や
、

街
で
自
社
製
品
を
見
掛
け
た
時
に

は
、社
員
も
大
き
な
喜
び
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　
ロ
ー
コ
ス
ト
の
実
現
の
為
に
は
、社

員
の
コ
ス
ト
意
識
も
重
要
で
す
。例
え

ば
、作
業
の
際
、何
気
な
く
使
用
す
る

軍
手
に
ど
の
程
度
の
費
用
が
掛
か
っ
て

い
る
の
か
等
を
普
段
か
ら
意
識
し
て
も

ら
う
こ
と
で
、物
の
大
切
さ
を
理
解
出

来
る
人
材
を
育
て
な
が
ら
、原
価
削
減

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。大
げ
さ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、社
員
一
人
ひ
と
り
の

意
識
の
高
さ
が
当
社
を
創
っ
て
い
る
の

で
す
。

事
業
も
、ま
だ
ま
だ
可
能
性
の
広
が
る

分
野
で
す
。昨
年
、地
域
社
会
へ
の
貢

献
の
一
環
と
し
て
当
社
で
開
発
し
た

ソ
ー
ラ
ー
付
L
E
D
街
路
灯
を
長
洲

町
、玉
名
市
、荒
尾
市
に
寄
贈
し
た
と

こ
ろ
、高
い
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。今

後
、街
路
灯
は
も
と
よ
り
、防
犯
灯
、

直
管
系
照
明
等
の
販
売
も
進
め
て
い

き
ま
す
。こ
の
他
、医
療
、介
護
、福
祉

分
野
で
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発

を
手
掛
け
て
い
く
こ
と
も
計
画
し
て
い

ま
す
。

　
そ
し
て
、前
述
の「
K
U
M
A
D
A
I

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
」を
当
社
の
大
き

な
事
業
の
柱
に
育
て
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。当
社
の
挑
戦
は
更
に
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
。昨
年
末
に
完
成
・
稼
働

し
た
実
証
工
場
を
、数
年
後
に
は
鋳
造

か
ら
加
工
ま
で
を
一
貫
生
産
す
る
量

産
工
場
に
成
長
さ
せ
、オ
ン
リ
ー
ワ
ン

の「
K
U
M
A
D
A
I
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

合
金
」を「
熊
本
県
の
長
洲
町
か
ら
世

界
へ
」と
広
げ
る
べ
く
、社
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

当
社
の
若
手
社
員
を
常
駐
さ
せ
て
い

ま
す
。熊
本
弁
し
か
話
せ
な
か
っ
た
営

業
マ
ン
が
英
語
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、東

南
ア
ジ
ア
の
市
場
調
査
を
行
い
な
が

ら
、営
業
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。今

後
、現
地
で
製
造
し
た
製
品
を
日
本
に

持
ち
込
む
O
U
T-

I
N
、現
地
で
製

造
し
た
製
品
を
現
地
で
販
売
す
る

O
U
T-

O
U
T
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、３
年
前
に
参
入
し
た
L
E
D

知
の
可
能
性
を
秘
め
た
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

合
金
の
商
品
化
・
事
業
化
を
、今
後
の

当
社
の
大
き
な
経
営
課
題
に
位
置
づ

け
て
い
ま
す
。

　
将
来
の
海
外
展
開
を
視
野
に
入
れ
、

現
在
、不
二
サ
ッ
シ
マ
レ
ー
シ
ア
社
に

▲左から林頭取、中重社長

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

取
引
店
／
熊
本
フ
ァ
ミ
リ
ー
銀
行 

玉
名
支
店

　
　
　
　福
岡
銀
行 

大
牟
田
支
店

不
二
ラ
イ
ト
メ
タ
ル 

株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

中
重 

健
治
氏

不二ライトメタル 株式会社

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
は
じ
め
と
す
る

多
様
な
軽
金
属
の
可
能
性
を
追
求
し

未
開
拓
分
野
への
挑
戦
を
続
け
た
い
。

1
9
7
6
年
の

一
般
か
た
ざ
い

形
材
販
売
を
転
機
に
、

多
分
野
に
軽
金
属
を

提
供
す
る
企
業
へ
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西
日
本
地
区
に
お
け
る
生
産
拠
点
と

し
て
、1
9
6
9
年（
昭
和
44
年
）に

設
立
さ
れ
た
九
州
不
二
サ
ツ
シ
株
式

会
社
で
す
。70
年（
昭
和
45
年
）に
操

業
を
開
始
し
、当
初
は
親
会
社
向
け
の

サ
ッ
シ（
窓
枠
）の
み
の
生
産
を
手
掛
け

て
お
り
ま
し
た
が
、建
設
・
住
宅
関
連

業
界
の
落
ち
込
み
と
共
に
、先
行
き
に

暗
雲
が
た
ち
込
め
ま
し
た
。独
自
で
活

路
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
生
き
残
れ
な

い
と
の
思
い
で
、76
年（
昭
和
51
年
）に

営
業
部
門
を
新
設
し
、幅
広
い
分
野
の

製
品
に
使
用
さ
れ
る
一
般
形
材
の
営

業
を
開
始
し
ま
し
た
。当
時
は
営
業

畑
の
社
員
は
一
人
も
お
ら
ず
、工
場
の

社
員
か
ら
選
抜
し
た「
営
業
マ
ン
」ば

か
り
で
、西
も
東
も
分
か
ら
な
い
田
舎

者
が
い
き
な
り
全
国
区
へ
躍
り
出
て
、

大
変
な
苦
労
と
全
社
一
丸
と
な
っ
た

挑
戦
の
連
続
で
し
た
。こ
の
こ
と
が
転

機
と
な
り
、サ
ッ
シ
以
外
の
多
様
な
分

野
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
品
を
提
供
す
る

企
業
へ
と
変
革
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
94
年（
平
成
６
年
）に
東
京
営
業
所

（
現
・
東
京
支
店
）と
大
阪
営
業
所

　〝
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
〞は
、軽
い
、錆
び
に

く
い
、強
い
、加
工
し
や
す
い
、そ
し
て

表
面
が
美
し
く
デ
ザ
イ
ン
性
が
あ
る

等
の
特
性
か
ら
、産
業
分
野
の
み
な
ら

ず
、日
常
生
活
で
も
欠
く
こ
と
の
出
来

な
い
金
属
で
す
。当
社
は
、こ
の
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
を
取
り
扱
う
企
業
と
し
て
40

余
年
の
歴
史
を
歩
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　
当
社
の
前
身
は
、「
不
二
サ
ッ
シ
」の

た
商
品
の
開
発
、製
造
、販
売
を
行
っ

て
い
ま
す
。製
販
一
体
の
体
制
で
建
材

関
連
を
は
じ
め
半
導
体
製
造
装
置
や

自
動
車
関
連
、家
電
製
品
、事
務
機
、

日
用
品
等
の
部
品
ま
で
、多
様
な
製

品
を
お
客
様
と
一
緒
に
考
え
、図
面

化
し
、か
た
ち形
に
し
て
市
場
に
提
供
し
て
い

ま
す
。

　
特
に
、「
鋳
造
↓
押
出
↓
表
面
処
理

↓
加
工
↓
組
立
」ま
で
を
一
拠
点
で
行

う
一
貫
生
産
シ
ス
テ
ム
は
当
社
の
大
き

な
強
み
で
、お
客
様
の
ご
要
望
へ
の
柔

軟
な
対
応
、及
び
高
品
質
・
短
納
期
・

ロ
ー
コ
ス
ト
で
の
製
品
供
給
を
可
能
に

す
る
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
品
は
、鋳
造
工
程

で
の
温
度
管
理
や
押
出
工
程
で
の
押

出
速
度
等
の
微
妙
な
違
い
に
よ
り
品

質
が
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。特
に

表
面
処
理
工
程
は
、ア
ル
ミ
形
材
の
耐

食
性
・
耐
摩
擦
性
・
た
い
こ
う
せ
い

耐
候
性（
野
外
等

に
放
置
し
た
と
き
の
耐
性
）を
高
め
る

為
に
重
要
な
工
程
で
あ
り
、着
色
等
に

は
細
か
い
色
合
せ
の
調
整
が
必
要
で

す
。淡
色
か
ら
濃
色
、ツ
ヤ
の
有
る
も

（
現・大
阪
支
店
）を
開
設
、2
0
0
7

年（
平
成
19
年
）に
は
、不
二
サ
ッ
シ
株

式
会
社
の
資
材
事
業
部
と
統
合
し
、

不
二
ラ
イ
ト
メ
タ
ル
株
式
会
社
へ
と
社

名
を
変
更
し
ま
し
た
。ま
た
、02
年

（
平
成
14
年
）に
は
熊
本
大
学
と
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
製
造
技
術
開
発
に
関
す
る

共
同
研
究
を
開
始
す
る
等
、事
業
領

域
の
拡
大
に
加
え
、新
た
な
軽
金
属
素

材
の
創
出
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。未
だ
に「
不
二
ラ
イ
ト
メ
タ
ル
」と

い
う
社
名
は
知
名
度
が
低
く
、旧
社
名

の「
九
州
不
二
サ
ッ
シ
」の
方
が
お
客

様
に
認
識
頂
て
い
る
状
況
で
す
が
、今

後
は
、現
在
の
社
名
を
よ
り
多
く
の

方
々
に
知
っ
て
頂
け
る
よ
う
、新
た
な

飛
躍
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
当
社
は
、ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
や
そ
の
他

の
軽
金
属
の
特
性
を
充
分
に
活
か
し

で
し
た
。そ
こ
で
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
た
熊
本
大
学
と

の
共
同
研
究
を
開
始
し
、知
識
・
技

術・ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
に
努
め
、研
究
開

発
か
ら
製
造
加
工
ま
で
を
担
う
こ
と

の
出
来
る
人
材
を
揃
え
て
い
き
ま
し

た
。そ
う
し
た
努
力
も
あ
っ
て
、マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
合
金
の
製
造
技
術
開
発
は
着

実
に
進
展
し
、06
年（
平
成
18
年
）か

ら
は
熊
本
県
を
中
心
と
し
た
産
学
官

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
次
世
代
耐
熱
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
の
基
盤
技
術
開
発
」

に
中
核
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
画
、11
年

（
平
成
23
年
）に
は
経
済
産
業
省
の

「
先
端
技
術
実
証・評
価
技
術
整
備
等

事
業
」に
採
択
さ
れ
、つ
い
に
昨
年
、

K
U
M
A
D
A
I
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合

金
の
実
証
工
場
を
稼
働
さ
せ
ま
し
た
。

02
年（
平
成
14
年
）よ
り
熊
本
大
学
と

の
共
同
研
究
を
開
始
し
、実
に
10
年
に

及
ぶ
研
究
の
末
、高
強
度
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
合
金
の
大
型
化
を
可
能
と
す
る
開

発
技
術
が
培
わ
れ
た
の
で
す
。そ
の
成

果
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
展
開
が
有

望
視
さ
れ
て
お
り
、世
界
に
お
け
る
未

組
み
、地
域
の
活
性
化
や
人
々
の
生
活

に
役
立
つ
商
品
を
生
み
出
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
当
社
が
現
在
最
も
注
力
し
て
い
る

の
が
、ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
よ
り
優
れ
た
特

性
を
有
す
る
次
世
代
合
金
で
あ
る
、

〝
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
〞の
研
究・開
発
で

す
。熊
本
大
学
と
共
同
で
開
発
し
た

「
K
U
M
A
D
A
I
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合

金
」は
、ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
以
上
の
高
強

度
・
超
軽
量
・
高
耐
久
性
を
持
ち
、各

種
機
械
の
ネ
ジ
や
ボ
ル
ト
に
は
じ
ま

り
、医
療
器
具
、自
動
車
や
飛
行
機
の

素
材
等
、多
分
野
で
の
利
用
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
10
年
ほ
ど
前
に
、マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
の
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
着
目
し
、

製
造
技
術
開
発
に
着
手
し
た
の
で
す

が
、当
初
は
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
に
関
す
る

知
識
が
乏
し
か
っ
た
為
苦
労
の
連
続

　
こ
の
よ
う
に
、高
品
質
な
製
品
づ
く

り
の
実
現
に
は
長
年
に
亘
る
経
験
が

重
要
な
鍵
を
握
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

各
製
品
・
行
程
の
中
で
培
っ
て
き
た
当

社
の
技
術
、ノ
ウ
ハ
ウ
は
誇
り
で
あ
り
、

大
切
な
財
産
で
も
あ
り
ま
す
。ベ
テ
ラ

ン
の
社
員
が
多
数
定
年
退
職
を
迎
え

て
い
る
昨
今
、そ
の
職
人
わ
ざ業
を
次
の
世

代
に
確
実
に
継
承
し
更
に
高
め
て
い
く

為
に
、各
職
場
で
は
多
能
工
化
を
進
め

て
い
ま
す
。ま
た
、第
一
線
の
監
督
者

か
ら
役
員
に
至
る
ま
で
階
層
別
研
修

を
行
い
、社
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
よ
る

他
社
と
の
差
別
化
を
図
り
、軽
金
属

加
工
分
野
で
N
o
．1
の
企
業
に
な
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、当
社
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

の
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。自

社
開
発
し
た「
ア
ル
ミ
製
み
こ
し
神
輿
」は
、

軽
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、湿
度

に
強
く
水
拭
き
も
出
来
る
と
い
う
便

利
さ
や
、オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
も
可
能
な

こ
と
か
ら
、お
か
げ
様
で
全
国
各
地
か

ら
ご
注
文
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。今
後

も
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
商
品
の
開
発
に
取
り

の
や
無
い
も
の
、小
物
ラ
イ
ン
で
の
ア

ル
マ
イ
ト
、染
色
、ニ
ッ
ケ
ル
メ
ッ
キ
等
、

表
面
処
理
の
種
類
は
多
種
多
様
で

す
。加
工
技
術
は
、押
出
成
形
の
ノ
ウ

ハ
ウ
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
ダ
イ
ス
金
型

の
設
計
・
製
作
か
ら
、押
出
形
材
の
マ

シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
切
削
加
工

や
溶
接
、曲
げ
加
工
ま
で
、試
行
錯
誤

を
繰
り
返
し
な
が
ら
納
得
の
い
く
製

品
を
日
々
追
求
し
て
い
ま
す
。お
客
様

の
ご
要
望
に
お
応
え
出
来
た
瞬
間
や
、

街
で
自
社
製
品
を
見
掛
け
た
時
に

は
、社
員
も
大
き
な
喜
び
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　
ロ
ー
コ
ス
ト
の
実
現
の
為
に
は
、社

員
の
コ
ス
ト
意
識
も
重
要
で
す
。例
え

ば
、作
業
の
際
、何
気
な
く
使
用
す
る

軍
手
に
ど
の
程
度
の
費
用
が
掛
か
っ
て

い
る
の
か
等
を
普
段
か
ら
意
識
し
て
も

ら
う
こ
と
で
、物
の
大
切
さ
を
理
解
出

来
る
人
材
を
育
て
な
が
ら
、原
価
削
減

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。大
げ
さ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、社
員
一
人
ひ
と
り
の

意
識
の
高
さ
が
当
社
を
創
っ
て
い
る
の

で
す
。

事
業
も
、ま
だ
ま
だ
可
能
性
の
広
が
る

分
野
で
す
。昨
年
、地
域
社
会
へ
の
貢

献
の
一
環
と
し
て
当
社
で
開
発
し
た

ソ
ー
ラ
ー
付
L
E
D
街
路
灯
を
長
洲

町
、玉
名
市
、荒
尾
市
に
寄
贈
し
た
と

こ
ろ
、高
い
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。今

後
、街
路
灯
は
も
と
よ
り
、防
犯
灯
、

直
管
系
照
明
等
の
販
売
も
進
め
て
い

き
ま
す
。こ
の
他
、医
療
、介
護
、福
祉

分
野
で
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発

を
手
掛
け
て
い
く
こ
と
も
計
画
し
て
い

ま
す
。

　
そ
し
て
、前
述
の「
K
U
M
A
D
A
I

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
」を
当
社
の
大
き

な
事
業
の
柱
に
育
て
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。当
社
の
挑
戦
は
更
に
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
。昨
年
末
に
完
成
・
稼
働

し
た
実
証
工
場
を
、数
年
後
に
は
鋳
造

か
ら
加
工
ま
で
を
一
貫
生
産
す
る
量

産
工
場
に
成
長
さ
せ
、オ
ン
リ
ー
ワ
ン

の「
K
U
M
A
D
A
I
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

合
金
」を「
熊
本
県
の
長
洲
町
か
ら
世

界
へ
」と
広
げ
る
べ
く
、社
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

当
社
の
若
手
社
員
を
常
駐
さ
せ
て
い

ま
す
。熊
本
弁
し
か
話
せ
な
か
っ
た
営

業
マ
ン
が
英
語
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、東

南
ア
ジ
ア
の
市
場
調
査
を
行
い
な
が

ら
、営
業
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。今

後
、現
地
で
製
造
し
た
製
品
を
日
本
に

持
ち
込
む
O
U
T-

I
N
、現
地
で
製

造
し
た
製
品
を
現
地
で
販
売
す
る

O
U
T-

O
U
T
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、３
年
前
に
参
入
し
た
L
E
D

知
の
可
能
性
を
秘
め
た
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

合
金
の
商
品
化
・
事
業
化
を
、今
後
の

当
社
の
大
き
な
経
営
課
題
に
位
置
づ

け
て
い
ま
す
。

　
将
来
の
海
外
展
開
を
視
野
に
入
れ
、

現
在
、不
二
サ
ッ
シ
マ
レ
ー
シ
ア
社
に

業
界
N
o
．1
を
目
指
し

一
貫
生
産
シ
ス
テ
ム
と

確
か
な
技
術
で

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

不二ライトメタル 株式会社

▲アルミニウム製品（エレクトロニクス向け）▲当社オリジナル商品（アルミ製神輿）▲長洲町に寄贈したソーラー付きLED街灯路

▲表面処理後のアルミニウムのカラーバリエーション

▲KUMADAIマグネシウム合金製品（背負子）
しょいこ

アルミニウム製品  製造工程

▲半導体関連部品等 ▲住宅用サッシ形材

❶ 溶解・鋳造（地金を溶かし固める）

❷ 鋳造後のビレット❸ 押出（アルミニウム形材の成型）❸ 押出（アルミニウム形材の成型）❹ 表面処理❺ 加工・組立カラーバリエーション

❶ 溶解・鋳造（地金を溶かし固める）

❷ 鋳造後のビレット❹ 表面処理❺ 加工・組立カラーバリエーション

当社主力商品
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西
日
本
地
区
に
お
け
る
生
産
拠
点
と

し
て
、1
9
6
9
年（
昭
和
44
年
）に

設
立
さ
れ
た
九
州
不
二
サ
ツ
シ
株
式

会
社
で
す
。70
年（
昭
和
45
年
）に
操

業
を
開
始
し
、当
初
は
親
会
社
向
け
の

サ
ッ
シ（
窓
枠
）の
み
の
生
産
を
手
掛
け

て
お
り
ま
し
た
が
、建
設
・
住
宅
関
連

業
界
の
落
ち
込
み
と
共
に
、先
行
き
に

暗
雲
が
た
ち
込
め
ま
し
た
。独
自
で
活

路
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
生
き
残
れ
な

い
と
の
思
い
で
、76
年（
昭
和
51
年
）に

営
業
部
門
を
新
設
し
、幅
広
い
分
野
の

製
品
に
使
用
さ
れ
る
一
般
形
材
の
営

業
を
開
始
し
ま
し
た
。当
時
は
営
業

畑
の
社
員
は
一
人
も
お
ら
ず
、工
場
の

社
員
か
ら
選
抜
し
た「
営
業
マ
ン
」ば

か
り
で
、西
も
東
も
分
か
ら
な
い
田
舎

者
が
い
き
な
り
全
国
区
へ
躍
り
出
て
、

大
変
な
苦
労
と
全
社
一
丸
と
な
っ
た

挑
戦
の
連
続
で
し
た
。こ
の
こ
と
が
転

機
と
な
り
、サ
ッ
シ
以
外
の
多
様
な
分

野
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
品
を
提
供
す
る

企
業
へ
と
変
革
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
94
年（
平
成
６
年
）に
東
京
営
業
所

（
現
・
東
京
支
店
）と
大
阪
営
業
所

　〝
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
〞は
、軽
い
、錆
び
に

く
い
、強
い
、加
工
し
や
す
い
、そ
し
て

表
面
が
美
し
く
デ
ザ
イ
ン
性
が
あ
る

等
の
特
性
か
ら
、産
業
分
野
の
み
な
ら

ず
、日
常
生
活
で
も
欠
く
こ
と
の
出
来

な
い
金
属
で
す
。当
社
は
、こ
の
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
を
取
り
扱
う
企
業
と
し
て
40

余
年
の
歴
史
を
歩
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　
当
社
の
前
身
は
、「
不
二
サ
ッ
シ
」の

た
商
品
の
開
発
、製
造
、販
売
を
行
っ

て
い
ま
す
。製
販
一
体
の
体
制
で
建
材

関
連
を
は
じ
め
半
導
体
製
造
装
置
や

自
動
車
関
連
、家
電
製
品
、事
務
機
、

日
用
品
等
の
部
品
ま
で
、多
様
な
製

品
を
お
客
様
と
一
緒
に
考
え
、図
面

化
し
、か
た
ち形
に
し
て
市
場
に
提
供
し
て
い

ま
す
。

　
特
に
、「
鋳
造
↓
押
出
↓
表
面
処
理

↓
加
工
↓
組
立
」ま
で
を
一
拠
点
で
行

う
一
貫
生
産
シ
ス
テ
ム
は
当
社
の
大
き

な
強
み
で
、お
客
様
の
ご
要
望
へ
の
柔

軟
な
対
応
、及
び
高
品
質
・
短
納
期
・

ロ
ー
コ
ス
ト
で
の
製
品
供
給
を
可
能
に

す
る
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
品
は
、鋳
造
工
程

で
の
温
度
管
理
や
押
出
工
程
で
の
押

出
速
度
等
の
微
妙
な
違
い
に
よ
り
品

質
が
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。特
に

表
面
処
理
工
程
は
、ア
ル
ミ
形
材
の
耐

食
性
・
耐
摩
擦
性
・
た
い
こ
う
せ
い

耐
候
性（
野
外
等

に
放
置
し
た
と
き
の
耐
性
）を
高
め
る

為
に
重
要
な
工
程
で
あ
り
、着
色
等
に

は
細
か
い
色
合
せ
の
調
整
が
必
要
で

す
。淡
色
か
ら
濃
色
、ツ
ヤ
の
有
る
も

（
現・大
阪
支
店
）を
開
設
、2
0
0
7

年（
平
成
19
年
）に
は
、不
二
サ
ッ
シ
株

式
会
社
の
資
材
事
業
部
と
統
合
し
、

不
二
ラ
イ
ト
メ
タ
ル
株
式
会
社
へ
と
社

名
を
変
更
し
ま
し
た
。ま
た
、02
年

（
平
成
14
年
）に
は
熊
本
大
学
と
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
製
造
技
術
開
発
に
関
す
る

共
同
研
究
を
開
始
す
る
等
、事
業
領

域
の
拡
大
に
加
え
、新
た
な
軽
金
属
素

材
の
創
出
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。未
だ
に「
不
二
ラ
イ
ト
メ
タ
ル
」と

い
う
社
名
は
知
名
度
が
低
く
、旧
社
名

の「
九
州
不
二
サ
ッ
シ
」の
方
が
お
客

様
に
認
識
頂
て
い
る
状
況
で
す
が
、今

後
は
、現
在
の
社
名
を
よ
り
多
く
の

方
々
に
知
っ
て
頂
け
る
よ
う
、新
た
な

飛
躍
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
当
社
は
、ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
や
そ
の
他

の
軽
金
属
の
特
性
を
充
分
に
活
か
し

で
し
た
。そ
こ
で
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
た
熊
本
大
学
と

の
共
同
研
究
を
開
始
し
、知
識
・
技

術・ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
に
努
め
、研
究
開

発
か
ら
製
造
加
工
ま
で
を
担
う
こ
と

の
出
来
る
人
材
を
揃
え
て
い
き
ま
し

た
。そ
う
し
た
努
力
も
あ
っ
て
、マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
合
金
の
製
造
技
術
開
発
は
着

実
に
進
展
し
、06
年（
平
成
18
年
）か

ら
は
熊
本
県
を
中
心
と
し
た
産
学
官

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
次
世
代
耐
熱
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
の
基
盤
技
術
開
発
」

に
中
核
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
画
、11
年

（
平
成
23
年
）に
は
経
済
産
業
省
の

「
先
端
技
術
実
証・評
価
技
術
整
備
等

事
業
」に
採
択
さ
れ
、つ
い
に
昨
年
、

K
U
M
A
D
A
I
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合

金
の
実
証
工
場
を
稼
働
さ
せ
ま
し
た
。

02
年（
平
成
14
年
）よ
り
熊
本
大
学
と

の
共
同
研
究
を
開
始
し
、実
に
10
年
に

及
ぶ
研
究
の
末
、高
強
度
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
合
金
の
大
型
化
を
可
能
と
す
る
開

発
技
術
が
培
わ
れ
た
の
で
す
。そ
の
成

果
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
展
開
が
有

望
視
さ
れ
て
お
り
、世
界
に
お
け
る
未

組
み
、地
域
の
活
性
化
や
人
々
の
生
活

に
役
立
つ
商
品
を
生
み
出
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
当
社
が
現
在
最
も
注
力
し
て
い
る

の
が
、ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
よ
り
優
れ
た
特

性
を
有
す
る
次
世
代
合
金
で
あ
る
、

〝
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
〞の
研
究・開
発
で

す
。熊
本
大
学
と
共
同
で
開
発
し
た

「
K
U
M
A
D
A
I
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合

金
」は
、ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
以
上
の
高
強

度
・
超
軽
量
・
高
耐
久
性
を
持
ち
、各

種
機
械
の
ネ
ジ
や
ボ
ル
ト
に
は
じ
ま

り
、医
療
器
具
、自
動
車
や
飛
行
機
の

素
材
等
、多
分
野
で
の
利
用
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
10
年
ほ
ど
前
に
、マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
の
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
着
目
し
、

製
造
技
術
開
発
に
着
手
し
た
の
で
す

が
、当
初
は
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
に
関
す
る

知
識
が
乏
し
か
っ
た
為
苦
労
の
連
続

　
こ
の
よ
う
に
、高
品
質
な
製
品
づ
く

り
の
実
現
に
は
長
年
に
亘
る
経
験
が

重
要
な
鍵
を
握
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

各
製
品
・
行
程
の
中
で
培
っ
て
き
た
当

社
の
技
術
、ノ
ウ
ハ
ウ
は
誇
り
で
あ
り
、

大
切
な
財
産
で
も
あ
り
ま
す
。ベ
テ
ラ

ン
の
社
員
が
多
数
定
年
退
職
を
迎
え

て
い
る
昨
今
、そ
の
職
人
わ
ざ業
を
次
の
世

代
に
確
実
に
継
承
し
更
に
高
め
て
い
く

為
に
、各
職
場
で
は
多
能
工
化
を
進
め

て
い
ま
す
。ま
た
、第
一
線
の
監
督
者

か
ら
役
員
に
至
る
ま
で
階
層
別
研
修

を
行
い
、社
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
よ
る

他
社
と
の
差
別
化
を
図
り
、軽
金
属

加
工
分
野
で
N
o
．1
の
企
業
に
な
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、当
社
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

の
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。自

社
開
発
し
た「
ア
ル
ミ
製
み
こ
し
神
輿
」は
、

軽
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、湿
度

に
強
く
水
拭
き
も
出
来
る
と
い
う
便

利
さ
や
、オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
も
可
能
な

こ
と
か
ら
、お
か
げ
様
で
全
国
各
地
か

ら
ご
注
文
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。今
後

も
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
商
品
の
開
発
に
取
り

の
や
無
い
も
の
、小
物
ラ
イ
ン
で
の
ア

ル
マ
イ
ト
、染
色
、ニ
ッ
ケ
ル
メ
ッ
キ
等
、

表
面
処
理
の
種
類
は
多
種
多
様
で

す
。加
工
技
術
は
、押
出
成
形
の
ノ
ウ

ハ
ウ
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
ダ
イ
ス
金
型

の
設
計
・
製
作
か
ら
、押
出
形
材
の
マ

シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
切
削
加
工

や
溶
接
、曲
げ
加
工
ま
で
、試
行
錯
誤

を
繰
り
返
し
な
が
ら
納
得
の
い
く
製

品
を
日
々
追
求
し
て
い
ま
す
。お
客
様

の
ご
要
望
に
お
応
え
出
来
た
瞬
間
や
、

街
で
自
社
製
品
を
見
掛
け
た
時
に

は
、社
員
も
大
き
な
喜
び
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　
ロ
ー
コ
ス
ト
の
実
現
の
為
に
は
、社

員
の
コ
ス
ト
意
識
も
重
要
で
す
。例
え

ば
、作
業
の
際
、何
気
な
く
使
用
す
る

軍
手
に
ど
の
程
度
の
費
用
が
掛
か
っ
て

い
る
の
か
等
を
普
段
か
ら
意
識
し
て
も

ら
う
こ
と
で
、物
の
大
切
さ
を
理
解
出

来
る
人
材
を
育
て
な
が
ら
、原
価
削
減

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。大
げ
さ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、社
員
一
人
ひ
と
り
の

意
識
の
高
さ
が
当
社
を
創
っ
て
い
る
の

で
す
。

事
業
も
、ま
だ
ま
だ
可
能
性
の
広
が
る

分
野
で
す
。昨
年
、地
域
社
会
へ
の
貢

献
の
一
環
と
し
て
当
社
で
開
発
し
た

ソ
ー
ラ
ー
付
L
E
D
街
路
灯
を
長
洲

町
、玉
名
市
、荒
尾
市
に
寄
贈
し
た
と

こ
ろ
、高
い
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。今

後
、街
路
灯
は
も
と
よ
り
、防
犯
灯
、

直
管
系
照
明
等
の
販
売
も
進
め
て
い

き
ま
す
。こ
の
他
、医
療
、介
護
、福
祉

分
野
で
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発

を
手
掛
け
て
い
く
こ
と
も
計
画
し
て
い

ま
す
。

　
そ
し
て
、前
述
の「
K
U
M
A
D
A
I

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
」を
当
社
の
大
き

な
事
業
の
柱
に
育
て
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。当
社
の
挑
戦
は
更
に
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
。昨
年
末
に
完
成
・
稼
働

し
た
実
証
工
場
を
、数
年
後
に
は
鋳
造

か
ら
加
工
ま
で
を
一
貫
生
産
す
る
量

産
工
場
に
成
長
さ
せ
、オ
ン
リ
ー
ワ
ン

の「
K
U
M
A
D
A
I
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

合
金
」を「
熊
本
県
の
長
洲
町
か
ら
世

界
へ
」と
広
げ
る
べ
く
、社
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

当
社
の
若
手
社
員
を
常
駐
さ
せ
て
い

ま
す
。熊
本
弁
し
か
話
せ
な
か
っ
た
営

業
マ
ン
が
英
語
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、東

南
ア
ジ
ア
の
市
場
調
査
を
行
い
な
が

ら
、営
業
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。今

後
、現
地
で
製
造
し
た
製
品
を
日
本
に

持
ち
込
む
O
U
T-

I
N
、現
地
で
製

造
し
た
製
品
を
現
地
で
販
売
す
る

O
U
T-

O
U
T
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、３
年
前
に
参
入
し
た
L
E
D

知
の
可
能
性
を
秘
め
た
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

合
金
の
商
品
化
・
事
業
化
を
、今
後
の

当
社
の
大
き
な
経
営
課
題
に
位
置
づ

け
て
い
ま
す
。

　
将
来
の
海
外
展
開
を
視
野
に
入
れ
、

現
在
、不
二
サ
ッ
シ
マ
レ
ー
シ
ア
社
に

業
界
N
o
．1
を
目
指
し

一
貫
生
産
シ
ス
テ
ム
と

確
か
な
技
術
で

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
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▲アルミニウム製品（エレクトロニクス向け）▲当社オリジナル商品（アルミ製神輿）▲長洲町に寄贈したソーラー付きLED街灯路

▲表面処理後のアルミニウムのカラーバリエーション

▲KUMADAIマグネシウム合金製品（背負子）
しょいこ

アルミニウム製品  製造工程

▲半導体関連部品等 ▲住宅用サッシ形材

❶ 溶解・鋳造（地金を溶かし固める）

❷ 鋳造後のビレット❸ 押出（アルミニウム形材の成型）❸ 押出（アルミニウム形材の成型）❹ 表面処理❺ 加工・組立カラーバリエーション

❶ 溶解・鋳造（地金を溶かし固める）

❷ 鋳造後のビレット❹ 表面処理❺ 加工・組立カラーバリエーション

当社主力商品
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▲中重社長

西
日
本
地
区
に
お
け
る
生
産
拠
点
と

し
て
、1
9
6
9
年（
昭
和
44
年
）に

設
立
さ
れ
た
九
州
不
二
サ
ツ
シ
株
式

会
社
で
す
。70
年（
昭
和
45
年
）に
操

業
を
開
始
し
、当
初
は
親
会
社
向
け
の

サ
ッ
シ（
窓
枠
）の
み
の
生
産
を
手
掛
け

て
お
り
ま
し
た
が
、建
設
・
住
宅
関
連

業
界
の
落
ち
込
み
と
共
に
、先
行
き
に

暗
雲
が
た
ち
込
め
ま
し
た
。独
自
で
活

路
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
生
き
残
れ
な

い
と
の
思
い
で
、76
年（
昭
和
51
年
）に

営
業
部
門
を
新
設
し
、幅
広
い
分
野
の

製
品
に
使
用
さ
れ
る
一
般
形
材
の
営

業
を
開
始
し
ま
し
た
。当
時
は
営
業

畑
の
社
員
は
一
人
も
お
ら
ず
、工
場
の

社
員
か
ら
選
抜
し
た「
営
業
マ
ン
」ば

か
り
で
、西
も
東
も
分
か
ら
な
い
田
舎

者
が
い
き
な
り
全
国
区
へ
躍
り
出
て
、

大
変
な
苦
労
と
全
社
一
丸
と
な
っ
た

挑
戦
の
連
続
で
し
た
。こ
の
こ
と
が
転

機
と
な
り
、サ
ッ
シ
以
外
の
多
様
な
分

野
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
品
を
提
供
す
る

企
業
へ
と
変
革
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
94
年（
平
成
６
年
）に
東
京
営
業
所

（
現
・
東
京
支
店
）と
大
阪
営
業
所

　〝
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
〞は
、軽
い
、錆
び
に

く
い
、強
い
、加
工
し
や
す
い
、そ
し
て

表
面
が
美
し
く
デ
ザ
イ
ン
性
が
あ
る

等
の
特
性
か
ら
、産
業
分
野
の
み
な
ら

ず
、日
常
生
活
で
も
欠
く
こ
と
の
出
来

な
い
金
属
で
す
。当
社
は
、こ
の
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
を
取
り
扱
う
企
業
と
し
て
40

余
年
の
歴
史
を
歩
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　
当
社
の
前
身
は
、「
不
二
サ
ッ
シ
」の

た
商
品
の
開
発
、製
造
、販
売
を
行
っ

て
い
ま
す
。製
販
一
体
の
体
制
で
建
材

関
連
を
は
じ
め
半
導
体
製
造
装
置
や

自
動
車
関
連
、家
電
製
品
、事
務
機
、

日
用
品
等
の
部
品
ま
で
、多
様
な
製

品
を
お
客
様
と
一
緒
に
考
え
、図
面

化
し
、か
た
ち形
に
し
て
市
場
に
提
供
し
て
い

ま
す
。

　
特
に
、「
鋳
造
↓
押
出
↓
表
面
処
理

↓
加
工
↓
組
立
」ま
で
を
一
拠
点
で
行

う
一
貫
生
産
シ
ス
テ
ム
は
当
社
の
大
き

な
強
み
で
、お
客
様
の
ご
要
望
へ
の
柔

軟
な
対
応
、及
び
高
品
質
・
短
納
期
・

ロ
ー
コ
ス
ト
で
の
製
品
供
給
を
可
能
に

す
る
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
品
は
、鋳
造
工
程

で
の
温
度
管
理
や
押
出
工
程
で
の
押

出
速
度
等
の
微
妙
な
違
い
に
よ
り
品

質
が
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。特
に

表
面
処
理
工
程
は
、ア
ル
ミ
形
材
の
耐

食
性
・
耐
摩
擦
性
・
た
い
こ
う
せ
い

耐
候
性（
野
外
等

に
放
置
し
た
と
き
の
耐
性
）を
高
め
る

為
に
重
要
な
工
程
で
あ
り
、着
色
等
に

は
細
か
い
色
合
せ
の
調
整
が
必
要
で

す
。淡
色
か
ら
濃
色
、ツ
ヤ
の
有
る
も

（
現・大
阪
支
店
）を
開
設
、2
0
0
7

年（
平
成
19
年
）に
は
、不
二
サ
ッ
シ
株

式
会
社
の
資
材
事
業
部
と
統
合
し
、

不
二
ラ
イ
ト
メ
タ
ル
株
式
会
社
へ
と
社

名
を
変
更
し
ま
し
た
。ま
た
、02
年

（
平
成
14
年
）に
は
熊
本
大
学
と
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
製
造
技
術
開
発
に
関
す
る

共
同
研
究
を
開
始
す
る
等
、事
業
領

域
の
拡
大
に
加
え
、新
た
な
軽
金
属
素

材
の
創
出
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。未
だ
に「
不
二
ラ
イ
ト
メ
タ
ル
」と

い
う
社
名
は
知
名
度
が
低
く
、旧
社
名

の「
九
州
不
二
サ
ッ
シ
」の
方
が
お
客

様
に
認
識
頂
て
い
る
状
況
で
す
が
、今

後
は
、現
在
の
社
名
を
よ
り
多
く
の

方
々
に
知
っ
て
頂
け
る
よ
う
、新
た
な

飛
躍
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
当
社
は
、ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
や
そ
の
他

の
軽
金
属
の
特
性
を
充
分
に
活
か
し

で
し
た
。そ
こ
で
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
た
熊
本
大
学
と

の
共
同
研
究
を
開
始
し
、知
識
・
技

術・ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
に
努
め
、研
究
開

発
か
ら
製
造
加
工
ま
で
を
担
う
こ
と

の
出
来
る
人
材
を
揃
え
て
い
き
ま
し

た
。そ
う
し
た
努
力
も
あ
っ
て
、マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
合
金
の
製
造
技
術
開
発
は
着

実
に
進
展
し
、06
年（
平
成
18
年
）か

ら
は
熊
本
県
を
中
心
と
し
た
産
学
官

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
次
世
代
耐
熱
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
の
基
盤
技
術
開
発
」

に
中
核
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
画
、11
年

（
平
成
23
年
）に
は
経
済
産
業
省
の

「
先
端
技
術
実
証・評
価
技
術
整
備
等

事
業
」に
採
択
さ
れ
、つ
い
に
昨
年
、

K
U
M
A
D
A
I
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合

金
の
実
証
工
場
を
稼
働
さ
せ
ま
し
た
。

02
年（
平
成
14
年
）よ
り
熊
本
大
学
と

の
共
同
研
究
を
開
始
し
、実
に
10
年
に

及
ぶ
研
究
の
末
、高
強
度
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
合
金
の
大
型
化
を
可
能
と
す
る
開

発
技
術
が
培
わ
れ
た
の
で
す
。そ
の
成

果
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
展
開
が
有

望
視
さ
れ
て
お
り
、世
界
に
お
け
る
未

組
み
、地
域
の
活
性
化
や
人
々
の
生
活

に
役
立
つ
商
品
を
生
み
出
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
当
社
が
現
在
最
も
注
力
し
て
い
る

の
が
、ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
よ
り
優
れ
た
特

性
を
有
す
る
次
世
代
合
金
で
あ
る
、

〝
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
〞の
研
究・開
発
で

す
。熊
本
大
学
と
共
同
で
開
発
し
た

「
K
U
M
A
D
A
I
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合

金
」は
、ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
以
上
の
高
強

度
・
超
軽
量
・
高
耐
久
性
を
持
ち
、各

種
機
械
の
ネ
ジ
や
ボ
ル
ト
に
は
じ
ま

り
、医
療
器
具
、自
動
車
や
飛
行
機
の

素
材
等
、多
分
野
で
の
利
用
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
10
年
ほ
ど
前
に
、マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
の
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
着
目
し
、

製
造
技
術
開
発
に
着
手
し
た
の
で
す

が
、当
初
は
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
に
関
す
る

知
識
が
乏
し
か
っ
た
為
苦
労
の
連
続

　
こ
の
よ
う
に
、高
品
質
な
製
品
づ
く

り
の
実
現
に
は
長
年
に
亘
る
経
験
が

重
要
な
鍵
を
握
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

各
製
品
・
行
程
の
中
で
培
っ
て
き
た
当

社
の
技
術
、ノ
ウ
ハ
ウ
は
誇
り
で
あ
り
、

大
切
な
財
産
で
も
あ
り
ま
す
。ベ
テ
ラ

ン
の
社
員
が
多
数
定
年
退
職
を
迎
え

て
い
る
昨
今
、そ
の
職
人
わ
ざ業
を
次
の
世

代
に
確
実
に
継
承
し
更
に
高
め
て
い
く

為
に
、各
職
場
で
は
多
能
工
化
を
進
め

て
い
ま
す
。ま
た
、第
一
線
の
監
督
者

か
ら
役
員
に
至
る
ま
で
階
層
別
研
修

を
行
い
、社
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
よ
る

他
社
と
の
差
別
化
を
図
り
、軽
金
属

加
工
分
野
で
N
o
．1
の
企
業
に
な
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、当
社
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

の
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。自

社
開
発
し
た「
ア
ル
ミ
製
み
こ
し
神
輿
」は
、

軽
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、湿
度

に
強
く
水
拭
き
も
出
来
る
と
い
う
便

利
さ
や
、オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
も
可
能
な

こ
と
か
ら
、お
か
げ
様
で
全
国
各
地
か

ら
ご
注
文
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。今
後

も
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
商
品
の
開
発
に
取
り

の
や
無
い
も
の
、小
物
ラ
イ
ン
で
の
ア

ル
マ
イ
ト
、染
色
、ニ
ッ
ケ
ル
メ
ッ
キ
等
、

表
面
処
理
の
種
類
は
多
種
多
様
で

す
。加
工
技
術
は
、押
出
成
形
の
ノ
ウ

ハ
ウ
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
ダ
イ
ス
金
型

の
設
計
・
製
作
か
ら
、押
出
形
材
の
マ

シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
切
削
加
工

や
溶
接
、曲
げ
加
工
ま
で
、試
行
錯
誤

を
繰
り
返
し
な
が
ら
納
得
の
い
く
製

品
を
日
々
追
求
し
て
い
ま
す
。お
客
様

の
ご
要
望
に
お
応
え
出
来
た
瞬
間
や
、

街
で
自
社
製
品
を
見
掛
け
た
時
に

は
、社
員
も
大
き
な
喜
び
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　
ロ
ー
コ
ス
ト
の
実
現
の
為
に
は
、社

員
の
コ
ス
ト
意
識
も
重
要
で
す
。例
え

ば
、作
業
の
際
、何
気
な
く
使
用
す
る

軍
手
に
ど
の
程
度
の
費
用
が
掛
か
っ
て

い
る
の
か
等
を
普
段
か
ら
意
識
し
て
も

ら
う
こ
と
で
、物
の
大
切
さ
を
理
解
出

来
る
人
材
を
育
て
な
が
ら
、原
価
削
減

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。大
げ
さ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、社
員
一
人
ひ
と
り
の

意
識
の
高
さ
が
当
社
を
創
っ
て
い
る
の

で
す
。

事
業
も
、ま
だ
ま
だ
可
能
性
の
広
が
る

分
野
で
す
。昨
年
、地
域
社
会
へ
の
貢

献
の
一
環
と
し
て
当
社
で
開
発
し
た

ソ
ー
ラ
ー
付
L
E
D
街
路
灯
を
長
洲

町
、玉
名
市
、荒
尾
市
に
寄
贈
し
た
と

こ
ろ
、高
い
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。今

後
、街
路
灯
は
も
と
よ
り
、防
犯
灯
、

直
管
系
照
明
等
の
販
売
も
進
め
て
い

き
ま
す
。こ
の
他
、医
療
、介
護
、福
祉

分
野
で
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発

を
手
掛
け
て
い
く
こ
と
も
計
画
し
て
い

ま
す
。

　
そ
し
て
、前
述
の「
K
U
M
A
D
A
I

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
」を
当
社
の
大
き

な
事
業
の
柱
に
育
て
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。当
社
の
挑
戦
は
更
に
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
。昨
年
末
に
完
成
・
稼
働

し
た
実
証
工
場
を
、数
年
後
に
は
鋳
造

か
ら
加
工
ま
で
を
一
貫
生
産
す
る
量

産
工
場
に
成
長
さ
せ
、オ
ン
リ
ー
ワ
ン

の「
K
U
M
A
D
A
I
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

合
金
」を「
熊
本
県
の
長
洲
町
か
ら
世

界
へ
」と
広
げ
る
べ
く
、社
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

当
社
の
若
手
社
員
を
常
駐
さ
せ
て
い

ま
す
。熊
本
弁
し
か
話
せ
な
か
っ
た
営

業
マ
ン
が
英
語
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、東

南
ア
ジ
ア
の
市
場
調
査
を
行
い
な
が

ら
、営
業
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。今

後
、現
地
で
製
造
し
た
製
品
を
日
本
に

持
ち
込
む
O
U
T-

I
N
、現
地
で
製

造
し
た
製
品
を
現
地
で
販
売
す
る

O
U
T-

O
U
T
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、３
年
前
に
参
入
し
た
L
E
D

知
の
可
能
性
を
秘
め
た
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

合
金
の
商
品
化
・
事
業
化
を
、今
後
の

当
社
の
大
き
な
経
営
課
題
に
位
置
づ

け
て
い
ま
す
。

　
将
来
の
海
外
展
開
を
視
野
に
入
れ
、

現
在
、不
二
サ
ッ
シ
マ
レ
ー
シ
ア
社
に

熊
本
か
ら
世
界
へ
。

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
商
品
を
目
指
し
、

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
の
事
業
化
に
も
注
力

熊本ファミリー銀行

◎インタビューを終えて

　アルミニウム製品の製造を手掛けておられる御社の製品は、半導体や自動
車関連部品、日用品等、生活のあらゆる場面で必要不可欠な存在となっており
ます。本日、中重社長のお話をお伺いして、御社の現在のご活躍があるのは、
全社一丸となって新分野への挑戦を続けてこられた結果であることを知り、そ
の姿勢やこれまでのご努力に対して改めて敬服の念を抱きました。
　そして、長年の研究により開花しつつある「KUMADAIマグネシウム合金」
は、アルミニウムを超える優れた特性を持つ次世代の金属として、今後益々注
目が集まることでしょう。“世界に通用するオンリーワン商品”の今後の展開を、
私も心から楽しみにしております。

海
外
展
開
も
視
野
に
入
れ
て
、

重
点
市
場
を
見
据
え
た

多
彩
な
事
業
を
力
強
く
推
進

不二ライトメタル 株式会社

▲KUMADAIマグネシウム合金の軽さを体験

▲KUMADAIマグネシウム合金実証工場にて
　左から西支店長（熊本ファミリー銀行）、林頭取、中重社長、前畑相談役、山田常務

▲見学風景（KUMADAIマグネシウム合金の実証工場） ▲見学風景（アルミニウム製品製造工場）

▲「KUMADAIマグネシウム合金」実用化に向け、熊本大学と包括連携協定を締結（2011年9月）

林　謙治取締役頭取
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▲中重社長

西
日
本
地
区
に
お
け
る
生
産
拠
点
と

し
て
、1
9
6
9
年（
昭
和
44
年
）に

設
立
さ
れ
た
九
州
不
二
サ
ツ
シ
株
式

会
社
で
す
。70
年（
昭
和
45
年
）に
操

業
を
開
始
し
、当
初
は
親
会
社
向
け
の

サ
ッ
シ（
窓
枠
）の
み
の
生
産
を
手
掛
け

て
お
り
ま
し
た
が
、建
設
・
住
宅
関
連

業
界
の
落
ち
込
み
と
共
に
、先
行
き
に

暗
雲
が
た
ち
込
め
ま
し
た
。独
自
で
活

路
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
生
き
残
れ
な

い
と
の
思
い
で
、76
年（
昭
和
51
年
）に

営
業
部
門
を
新
設
し
、幅
広
い
分
野
の

製
品
に
使
用
さ
れ
る
一
般
形
材
の
営

業
を
開
始
し
ま
し
た
。当
時
は
営
業

畑
の
社
員
は
一
人
も
お
ら
ず
、工
場
の

社
員
か
ら
選
抜
し
た「
営
業
マ
ン
」ば

か
り
で
、西
も
東
も
分
か
ら
な
い
田
舎

者
が
い
き
な
り
全
国
区
へ
躍
り
出
て
、

大
変
な
苦
労
と
全
社
一
丸
と
な
っ
た

挑
戦
の
連
続
で
し
た
。こ
の
こ
と
が
転

機
と
な
り
、サ
ッ
シ
以
外
の
多
様
な
分

野
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
品
を
提
供
す
る

企
業
へ
と
変
革
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
94
年（
平
成
６
年
）に
東
京
営
業
所

（
現
・
東
京
支
店
）と
大
阪
営
業
所

　〝
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
〞は
、軽
い
、錆
び
に

く
い
、強
い
、加
工
し
や
す
い
、そ
し
て

表
面
が
美
し
く
デ
ザ
イ
ン
性
が
あ
る

等
の
特
性
か
ら
、産
業
分
野
の
み
な
ら

ず
、日
常
生
活
で
も
欠
く
こ
と
の
出
来

な
い
金
属
で
す
。当
社
は
、こ
の
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
を
取
り
扱
う
企
業
と
し
て
40

余
年
の
歴
史
を
歩
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　
当
社
の
前
身
は
、「
不
二
サ
ッ
シ
」の

た
商
品
の
開
発
、製
造
、販
売
を
行
っ

て
い
ま
す
。製
販
一
体
の
体
制
で
建
材

関
連
を
は
じ
め
半
導
体
製
造
装
置
や

自
動
車
関
連
、家
電
製
品
、事
務
機
、

日
用
品
等
の
部
品
ま
で
、多
様
な
製

品
を
お
客
様
と
一
緒
に
考
え
、図
面

化
し
、か
た
ち形
に
し
て
市
場
に
提
供
し
て
い

ま
す
。

　
特
に
、「
鋳
造
↓
押
出
↓
表
面
処
理

↓
加
工
↓
組
立
」ま
で
を
一
拠
点
で
行

う
一
貫
生
産
シ
ス
テ
ム
は
当
社
の
大
き

な
強
み
で
、お
客
様
の
ご
要
望
へ
の
柔

軟
な
対
応
、及
び
高
品
質
・
短
納
期
・

ロ
ー
コ
ス
ト
で
の
製
品
供
給
を
可
能
に

す
る
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
品
は
、鋳
造
工
程

で
の
温
度
管
理
や
押
出
工
程
で
の
押

出
速
度
等
の
微
妙
な
違
い
に
よ
り
品

質
が
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。特
に

表
面
処
理
工
程
は
、ア
ル
ミ
形
材
の
耐

食
性
・
耐
摩
擦
性
・
た
い
こ
う
せ
い

耐
候
性（
野
外
等

に
放
置
し
た
と
き
の
耐
性
）を
高
め
る

為
に
重
要
な
工
程
で
あ
り
、着
色
等
に

は
細
か
い
色
合
せ
の
調
整
が
必
要
で

す
。淡
色
か
ら
濃
色
、ツ
ヤ
の
有
る
も

（
現・大
阪
支
店
）を
開
設
、2
0
0
7

年（
平
成
19
年
）に
は
、不
二
サ
ッ
シ
株

式
会
社
の
資
材
事
業
部
と
統
合
し
、

不
二
ラ
イ
ト
メ
タ
ル
株
式
会
社
へ
と
社

名
を
変
更
し
ま
し
た
。ま
た
、02
年

（
平
成
14
年
）に
は
熊
本
大
学
と
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
製
造
技
術
開
発
に
関
す
る

共
同
研
究
を
開
始
す
る
等
、事
業
領

域
の
拡
大
に
加
え
、新
た
な
軽
金
属
素

材
の
創
出
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。未
だ
に「
不
二
ラ
イ
ト
メ
タ
ル
」と

い
う
社
名
は
知
名
度
が
低
く
、旧
社
名

の「
九
州
不
二
サ
ッ
シ
」の
方
が
お
客

様
に
認
識
頂
て
い
る
状
況
で
す
が
、今

後
は
、現
在
の
社
名
を
よ
り
多
く
の

方
々
に
知
っ
て
頂
け
る
よ
う
、新
た
な

飛
躍
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
当
社
は
、ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
や
そ
の
他

の
軽
金
属
の
特
性
を
充
分
に
活
か
し

で
し
た
。そ
こ
で
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
た
熊
本
大
学
と

の
共
同
研
究
を
開
始
し
、知
識
・
技

術・ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
に
努
め
、研
究
開

発
か
ら
製
造
加
工
ま
で
を
担
う
こ
と

の
出
来
る
人
材
を
揃
え
て
い
き
ま
し

た
。そ
う
し
た
努
力
も
あ
っ
て
、マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
合
金
の
製
造
技
術
開
発
は
着

実
に
進
展
し
、06
年（
平
成
18
年
）か

ら
は
熊
本
県
を
中
心
と
し
た
産
学
官

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
次
世
代
耐
熱
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
の
基
盤
技
術
開
発
」

に
中
核
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
画
、11
年

（
平
成
23
年
）に
は
経
済
産
業
省
の

「
先
端
技
術
実
証・評
価
技
術
整
備
等

事
業
」に
採
択
さ
れ
、つ
い
に
昨
年
、

K
U
M
A
D
A
I
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合

金
の
実
証
工
場
を
稼
働
さ
せ
ま
し
た
。

02
年（
平
成
14
年
）よ
り
熊
本
大
学
と

の
共
同
研
究
を
開
始
し
、実
に
10
年
に

及
ぶ
研
究
の
末
、高
強
度
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
合
金
の
大
型
化
を
可
能
と
す
る
開

発
技
術
が
培
わ
れ
た
の
で
す
。そ
の
成

果
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
展
開
が
有

望
視
さ
れ
て
お
り
、世
界
に
お
け
る
未

組
み
、地
域
の
活
性
化
や
人
々
の
生
活

に
役
立
つ
商
品
を
生
み
出
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
当
社
が
現
在
最
も
注
力
し
て
い
る

の
が
、ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
よ
り
優
れ
た
特

性
を
有
す
る
次
世
代
合
金
で
あ
る
、

〝
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
〞の
研
究・開
発
で

す
。熊
本
大
学
と
共
同
で
開
発
し
た

「
K
U
M
A
D
A
I
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合

金
」は
、ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
以
上
の
高
強

度
・
超
軽
量
・
高
耐
久
性
を
持
ち
、各

種
機
械
の
ネ
ジ
や
ボ
ル
ト
に
は
じ
ま

り
、医
療
器
具
、自
動
車
や
飛
行
機
の

素
材
等
、多
分
野
で
の
利
用
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
10
年
ほ
ど
前
に
、マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
の
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
着
目
し
、

製
造
技
術
開
発
に
着
手
し
た
の
で
す

が
、当
初
は
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
に
関
す
る

知
識
が
乏
し
か
っ
た
為
苦
労
の
連
続

　
こ
の
よ
う
に
、高
品
質
な
製
品
づ
く

り
の
実
現
に
は
長
年
に
亘
る
経
験
が

重
要
な
鍵
を
握
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

各
製
品
・
行
程
の
中
で
培
っ
て
き
た
当

社
の
技
術
、ノ
ウ
ハ
ウ
は
誇
り
で
あ
り
、

大
切
な
財
産
で
も
あ
り
ま
す
。ベ
テ
ラ

ン
の
社
員
が
多
数
定
年
退
職
を
迎
え

て
い
る
昨
今
、そ
の
職
人
わ
ざ業
を
次
の
世

代
に
確
実
に
継
承
し
更
に
高
め
て
い
く

為
に
、各
職
場
で
は
多
能
工
化
を
進
め

て
い
ま
す
。ま
た
、第
一
線
の
監
督
者

か
ら
役
員
に
至
る
ま
で
階
層
別
研
修

を
行
い
、社
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
よ
る

他
社
と
の
差
別
化
を
図
り
、軽
金
属

加
工
分
野
で
N
o
．1
の
企
業
に
な
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、当
社
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

の
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。自

社
開
発
し
た「
ア
ル
ミ
製
み
こ
し
神
輿
」は
、

軽
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、湿
度

に
強
く
水
拭
き
も
出
来
る
と
い
う
便

利
さ
や
、オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
も
可
能
な

こ
と
か
ら
、お
か
げ
様
で
全
国
各
地
か

ら
ご
注
文
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。今
後

も
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
商
品
の
開
発
に
取
り

の
や
無
い
も
の
、小
物
ラ
イ
ン
で
の
ア

ル
マ
イ
ト
、染
色
、ニ
ッ
ケ
ル
メ
ッ
キ
等
、

表
面
処
理
の
種
類
は
多
種
多
様
で

す
。加
工
技
術
は
、押
出
成
形
の
ノ
ウ

ハ
ウ
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
ダ
イ
ス
金
型

の
設
計
・
製
作
か
ら
、押
出
形
材
の
マ

シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
切
削
加
工

や
溶
接
、曲
げ
加
工
ま
で
、試
行
錯
誤

を
繰
り
返
し
な
が
ら
納
得
の
い
く
製

品
を
日
々
追
求
し
て
い
ま
す
。お
客
様

の
ご
要
望
に
お
応
え
出
来
た
瞬
間
や
、

街
で
自
社
製
品
を
見
掛
け
た
時
に

は
、社
員
も
大
き
な
喜
び
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　
ロ
ー
コ
ス
ト
の
実
現
の
為
に
は
、社

員
の
コ
ス
ト
意
識
も
重
要
で
す
。例
え

ば
、作
業
の
際
、何
気
な
く
使
用
す
る

軍
手
に
ど
の
程
度
の
費
用
が
掛
か
っ
て

い
る
の
か
等
を
普
段
か
ら
意
識
し
て
も

ら
う
こ
と
で
、物
の
大
切
さ
を
理
解
出

来
る
人
材
を
育
て
な
が
ら
、原
価
削
減

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。大
げ
さ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、社
員
一
人
ひ
と
り
の

意
識
の
高
さ
が
当
社
を
創
っ
て
い
る
の

で
す
。

事
業
も
、ま
だ
ま
だ
可
能
性
の
広
が
る

分
野
で
す
。昨
年
、地
域
社
会
へ
の
貢

献
の
一
環
と
し
て
当
社
で
開
発
し
た

ソ
ー
ラ
ー
付
L
E
D
街
路
灯
を
長
洲

町
、玉
名
市
、荒
尾
市
に
寄
贈
し
た
と

こ
ろ
、高
い
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。今

後
、街
路
灯
は
も
と
よ
り
、防
犯
灯
、

直
管
系
照
明
等
の
販
売
も
進
め
て
い

き
ま
す
。こ
の
他
、医
療
、介
護
、福
祉

分
野
で
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発

を
手
掛
け
て
い
く
こ
と
も
計
画
し
て
い

ま
す
。

　
そ
し
て
、前
述
の「
K
U
M
A
D
A
I

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
」を
当
社
の
大
き

な
事
業
の
柱
に
育
て
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。当
社
の
挑
戦
は
更
に
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
。昨
年
末
に
完
成
・
稼
働

し
た
実
証
工
場
を
、数
年
後
に
は
鋳
造

か
ら
加
工
ま
で
を
一
貫
生
産
す
る
量

産
工
場
に
成
長
さ
せ
、オ
ン
リ
ー
ワ
ン

の「
K
U
M
A
D
A
I
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

合
金
」を「
熊
本
県
の
長
洲
町
か
ら
世

界
へ
」と
広
げ
る
べ
く
、社
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

当
社
の
若
手
社
員
を
常
駐
さ
せ
て
い

ま
す
。熊
本
弁
し
か
話
せ
な
か
っ
た
営

業
マ
ン
が
英
語
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、東

南
ア
ジ
ア
の
市
場
調
査
を
行
い
な
が

ら
、営
業
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。今

後
、現
地
で
製
造
し
た
製
品
を
日
本
に

持
ち
込
む
O
U
T-

I
N
、現
地
で
製

造
し
た
製
品
を
現
地
で
販
売
す
る

O
U
T-

O
U
T
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、３
年
前
に
参
入
し
た
L
E
D

知
の
可
能
性
を
秘
め
た
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

合
金
の
商
品
化
・
事
業
化
を
、今
後
の

当
社
の
大
き
な
経
営
課
題
に
位
置
づ

け
て
い
ま
す
。

　
将
来
の
海
外
展
開
を
視
野
に
入
れ
、

現
在
、不
二
サ
ッ
シ
マ
レ
ー
シ
ア
社
に

熊
本
か
ら
世
界
へ
。

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
商
品
を
目
指
し
、

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
の
事
業
化
に
も
注
力

熊本ファミリー銀行

◎インタビューを終えて

　アルミニウム製品の製造を手掛けておられる御社の製品は、半導体や自動
車関連部品、日用品等、生活のあらゆる場面で必要不可欠な存在となっており
ます。本日、中重社長のお話をお伺いして、御社の現在のご活躍があるのは、
全社一丸となって新分野への挑戦を続けてこられた結果であることを知り、そ
の姿勢やこれまでのご努力に対して改めて敬服の念を抱きました。
　そして、長年の研究により開花しつつある「KUMADAIマグネシウム合金」
は、アルミニウムを超える優れた特性を持つ次世代の金属として、今後益々注
目が集まることでしょう。“世界に通用するオンリーワン商品”の今後の展開を、
私も心から楽しみにしております。

海
外
展
開
も
視
野
に
入
れ
て
、

重
点
市
場
を
見
据
え
た

多
彩
な
事
業
を
力
強
く
推
進

不二ライトメタル 株式会社

▲KUMADAIマグネシウム合金の軽さを体験

▲KUMADAIマグネシウム合金実証工場にて
　左から西支店長（熊本ファミリー銀行）、林頭取、中重社長、前畑相談役、山田常務

▲見学風景（KUMADAIマグネシウム合金の実証工場） ▲見学風景（アルミニウム製品製造工場）

▲「KUMADAIマグネシウム合金」実用化に向け、熊本大学と包括連携協定を締結（2011年9月）

林　謙治取締役頭取
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合
の
松
島
で
、松
島
炭
鉱
株
式
会
社
と

し
て
誕
生
し
ま
し
た
。坑
内
へ
の
出
水

等
に
よ
り
、35
年（
昭
和
10
年
）に
松
島

か
ら
撤
退
し
た
後
は
、松
島
の
北
部
に

位
置
す
る
大
島
で
操
業
を
開
始
。そ
し

て
第
二
次
世
界
大
戦
後
、戦
後
復
興
と

朝
鮮
戦
争
特
需
に
よ
る
石
炭
需
要
に

対
応
す
べ
く
、52
年（
昭
和
27
年
）に
池

島
炭
鉱
の
開
発
に
着
手
し
、約
半
世
紀

に
わ
た
り
生
産
を
続
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、時
代
の
変
化
に
対
応
す
べ

く
経
営
の
多
角
化
を
図
り
、73
年（
昭

和
48
年
）に
松
島
興
産
株
式
会
社
に
商

号
を
変
更
。83
年（
昭
和
58
年
）に
は
三

井
鉱
山
建
材
販
売
株
式
会
社
を
吸
収

合
併
し
、三
井
松
島
産
業
株
式
会
社

が
誕
生
。そ
の
事
業
は
、石
炭
事
業
を

軸
と
し
つ
つ
も
、建
設
資
機
材
の
販
売
、

不
動
産
事
業
、ス
ー
パ
ー
事
業
等
、多

岐
に
わ
た
っ
て
い
き
ま
し
た
。ま
た
、長

年
培
っ
て
き
た
炭
鉱
開
発
技
術
を
基
に

海
外
炭
鉱
の
開
発・運
営
も
積
極
的
に

進
め
、90
年（
平
成
２
年
）に
海
外
法
人

第
一
号
と
し
て
三
井
松
島
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
社
を
設
立
。翌
年
に
は
オ
ー
ス
ト

　「
黒
い
ダ
イ
ヤ
」と
呼
ば
れ
る
石
炭

は
、18
世
紀
に
始
ま
っ
た
産
業
革
命
の

頃
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、主
要
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
、ま
た
鉄
鋼
等
の

原
料
と
し
て
、日
本
、そ
し
て
世
界
の

経
済
を
支
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
そ
の
石
炭
を
扱
う
会
社
と

し
て
、1
9
1
3
年（
大
正
２
年
）、炭

鉱
と
し
て
も
貿
易
港
と
し
て
も
好
条

件
を
備
え
て
い
た
長
崎
県
西
海
市
沖

三井松島産業 株式会社

転
、今
年
１
月
に
は
創
業
1
0
0
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
創
業
以
来
当
社
の
中
核
事
業
で
あ

る
石
炭
生
産
・
販
売
事
業
に
お
い
て
、

当
社
は
３
つ
の
優
位
性
を
有
し
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
第
１
に
、「
長
年
の
炭
鉱
経
営
で

培
っ
た
鉱
山
採
掘
の
技
術
力
」。当
社

に
は
技
術
関
係
の
関
連
会
社
が
２
社
、

国
内
で
炭
鉱
を
経
営
し
て
い
た
時
か

ら
の
鉱
山
技
術
者
が
約
30
名
お
り
、実

際
に
海
外
で
の
炭
鉱
開
発
等
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。こ
の
鉱
山
採
掘
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
達
の
存
在
こ
そ
が
、当
社
最
大

の
強
み
で
す
。

　
第
２
に
、「
海
外
炭
鉱
へ
の
投
資
活

動
を
通
じ
て
培
っ
た
企
画・提
案
力
」。

当
社
は
前
述
の
リ
デ
ル
炭
鉱
を
は
じ

め
、1
9
9
0
年
代
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、カ
ナ
ダ
、ア
メ
リ
カ
で
炭
鉱
開
発
に

ラ
リ
ア
の
ニュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州

ハ
ン
タ
ー
バ
レ
ー
地
区
に
あ
る
リ
デ
ル

炭
鉱
の
権
益
を
取
得
し
、リ
デ
ル
炭
鉱

J
V（
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
）に
参
入

し
ま
し
た
。そ
こ
で
産
出
さ
れ
る
石
炭

は
、主
に
発
電
に
使
用
さ
れ
る
一
般
炭

と
製
鉄
用
原
料
炭
で
あ
り
、い
ず
れ
も

非
常
に
高
品
位
な
も
の
で
し
た
。一
方
、

安
価
な
海
外
炭
に
押
さ
れ
て
国
内
炭

鉱
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増

し
、池
島
炭
鉱
も
2
0
0
1
年（
平
成

13
年
）に
閉
山
。当
社
の
約
90
年
に
わ

た
る
国
内
炭
鉱
経
営
の
歴
史
は
幕
を

閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
池
島
炭
鉱
閉
山
前
後
は
苦
難
の
連

続
で
し
た
。閉
山
に
伴
い
財
務
状
況
が

急
速
に
悪
化
し
た
当
社
は
、当
時
の
コ

ア
事
業
の
１
つ
だ
っ
た
レ
ン
ズ
を
製
造

す
る
子
会
社
を
売
却
す
る
と
と
も
に

資
本
を
増
強
し
、多
角
経
営
か
ら
石

炭
事
業
を
中
心
と
し
た
事
業
構
造
へ

転
換
し
て
収
益
構
造
の
強
化
を
図
り

ま
し
た
。そ
の
後
、新
興
国
の
経
済
発

展
に
伴
う
石
炭
の
需
要
増
加
、価
格

上
昇
等
を
受
け
て
経
営
状
況
も
好

す
る
等
、次
の
1
0
0
年
へ
向
け
た
体

制
強
化
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
将
来
展
望
で
す
が
、ま
ず
中
核
事

業
で
あ
る
石
炭
事
業
に
つ
い
て
は
、新

興
国
の
経
済
発
展
に
伴
い
、安
価
で
か

つ
豊
富
に
存
在
す
る
石
炭
に
対
す
る

需
要
も
拡
大
が
予
想
さ
れ
る
為
、引
き

続
き
競
争
力
の
あ
る
新
規
炭
鉱
の
開

発
に
尽
力
す
る
方
針
で
す
。

　
ま
た
、先
に
述
べ
た
新
規
事
業
育
成

に
も
今
以
上
に
注
力
す
る
方
針
で
、２

年
前
か
ら
社
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、社
員
の
意
識

改
革
と
起
業
家
魂
の
育
成
を
目
的
に

ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
、社
内
横
断
的

に
複
数
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
チ
ー
ム
を
組
織

し
、現
在
２
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
１
つ
が「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
発
電
事
業
」で
、昨
年

M
M
エ
ナ
ジ
ー
株
式
会
社
を
設
立
し

動
向
や
為
替
の
影
響
を
大
き
く
受
け
、

ま
た
、社
会
環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造

の
大
き
な
変
化
に
備
え
る
必
要
も
あ

る
こ
と
か
ら
、収
益
の
安
定
化
・
多
様

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、２
つ
目
の

柱
で
あ
る「
新
規
事
業
の
育
成
に
よ
る

収
益
の
安
定
化
・
多
様
化
」に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。例
え
ば
昨
年
、民
間
企

業
や
地
方
自
治
体
が
所
有
す
る
保
養

所
・
研
修
所
等
の
運
営
受
託
事
業
で

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
、

株
式
会
社
エ
ム
ア
ン
ド
エ
ム
サ
ー
ビ
ス

（
大
阪
市
）を
子
会
社
化
し
ま
し
た
。

九
州
に
は
同
社
が
運
営
を
手
掛
け
る

施
設
は
ま
だ
１
ヵ
所
し
か
な
く
、今
後

は
九
州
で
の
運
営
受
託
を
拡
大
さ
せ

て
い
く
考
え
で
す
。

　
ま
た
同
年
、「
選
別・分
離
」を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業（
日

本
で
唯
一
石
炭
の
選
別
技
術
を
有
し
、

燃
焼
灰
か
ら
未
燃
カ
ー
ボ
ン
を
選
別

す
る
技
術
や
、産
業
廃
棄
物
か
ら
非
鉄

金
属
を
選
別
す
る
技
術
等
を
開
発
）

を
手
掛
け
る
永
田
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

株
式
会
社（
北
九
州
市
）を
子
会
社
化

　
１
つ
目
が「
新
規
石
炭
鉱
山
の
権
益

確
保
に
よ
る
収
益
力
強
化
」で
す
。近

年
は
、新
た
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ド

イ
ル
ス・ク
リ
ー
ク
炭
鉱
の
権
益
並
び

に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
G
D
M
社
の
株
式
を

取
得
す
る
等
、新
規
炭
鉱
の
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。特
に
、G
D
M
社

の
炭
鉱
は
、露
天
掘
り
で
は
限
界
が
近

づ
い
て
い
た
の
で
す
が
、当
社
が
調
査

し
た
と
こ
ろ
、ま
だ
坑
内
掘
り
で
は
生

産
可
能
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
、当
社

の
技
術
を
活
か
し
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

は
初
と
な
る
大
規
模
な
機
械
採
炭
方

式
に
よ
る
坑
内
掘
開
発
を
行
う
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。坑
内
掘
り
は
露
天

掘
り
と
違
っ
て
、森
林
伐
採
等
が
少
な

く
済
み
環
境
に
も
優
し
い
と
い
う
こ
と

で
、同
国
政
府
か
ら
も
高
い
関
心
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
ケ
ー
ス
の
様

に
、当
社
が
長
年
の
国
内
炭
鉱
経
営
で

培
っ
て
き
た
坑
内
掘
技
術
が
、こ
れ
か

ら
の
ア
ジ
ア
地
域
の
石
炭
生
産
に
大
き

く
貢
献
出
来
る
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

　
一
方
、石
炭
事
業
は
石
炭
の
需
要

従
事
し
て
き
ま
し
た
。こ
の
中
で
長
年

に
わ
た
っ
て
構
築・蓄
積
し
て
き
た
、多

様
な
専
門
技
術
者
や
企
業
と
の
コ
ネ

ク
シ
ョ
ン
、そ
し
て
炭
鉱
経
営
の
ノ
ウ
ハ

ウ
や
高
度
な
技
術
は
、他
社
に
は
な
い

当
社
の
財
産
で
あ
り
大
き
な
魅
力
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
第
３
に
、「
多
業
種
に
わ
た
る
優
良

需
要
家
へ
の
販
売
力
」。当
社
の
石
炭

販
売
先
に
は
、電
力
会
社
、鉄
鋼
会

社
、セ
メ
ン
ト
会
社
等
、日
本
で
も
有

数
の
企
業
が
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。当

社
が
こ
の
よ
う
な
優
良
な
企
業
と
お

取
引
し
て
い
る
こ
と
は
、海
外
の
生
産

者
に
と
っ
て
み
れ
ば
需
要
の
裏
づ
け
と

な
る
こ
と
も
あ
り
、開
発
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
の
参
画
要
請
等
様
々
な
情
報

が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

　
当
社
は
現
在
、２
つ
の
柱
か
ら
な
る

成
長
戦
略
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
し
た
。第
１
弾
の
事
業
と
し
て
、福

岡
県
福
津
市
に
太
陽
光
発
電
施
設

「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
つ
や
ざ
き
」を
建
設

し
、今
春
か
ら
発
電
を
開
始
す
る
予
定

で
す
。も
う
１
つ
は「
シ
ル
バ
ー
事
業
」

で
、こ
ち
ら
は
事
業
化
に
向
け
て
現
在

検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は「
人
と
社
会
の
役
に
立
つ
」

と
い
う
経
営
の
基
本
理
念
を
掲
げ
て

い
ま
す
が
、こ
れ
は
、利
益
を
社
会
に

還
元
し
た
り
、新
規
事
業
に
よ
り
社
会

が
求
め
て
い
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く

こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。社
員
一
丸

と
な
っ
て
そ
の
実
現
に
取
り
組
む
こ
と

で
、こ
れ
か
ら
の
1
0
0
年
も
進
化
し

続
け
、常
に
社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
る

企
業
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

▲左から串間社長、小幡頭取

炭
鉱
専
業
の
会
社
と
し
て

日
本
の
発
展
と
と
も
に

歩
ん
だ
1
0
0
年
間

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

取
引
店
／
親
和
銀
行 

福
岡
営
業
部

福
岡
銀
行 

本
店
営
業
部

三
井
松
島
産
業 

株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

串
間 

新
一
郎
氏

石
炭
事
業
を
柱
に
1
0
0
周
年
。

次
の
1
0
0
年
に
向
け
て
、常
に
社
会
か
ら

必
要
と
さ
れ
る
企
業
を
目
指
す
。
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合
の
松
島
で
、松
島
炭
鉱
株
式
会
社
と

し
て
誕
生
し
ま
し
た
。坑
内
へ
の
出
水

等
に
よ
り
、35
年（
昭
和
10
年
）に
松
島

か
ら
撤
退
し
た
後
は
、松
島
の
北
部
に

位
置
す
る
大
島
で
操
業
を
開
始
。そ
し

て
第
二
次
世
界
大
戦
後
、戦
後
復
興
と

朝
鮮
戦
争
特
需
に
よ
る
石
炭
需
要
に

対
応
す
べ
く
、52
年（
昭
和
27
年
）に
池

島
炭
鉱
の
開
発
に
着
手
し
、約
半
世
紀

に
わ
た
り
生
産
を
続
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、時
代
の
変
化
に
対
応
す
べ

く
経
営
の
多
角
化
を
図
り
、73
年（
昭

和
48
年
）に
松
島
興
産
株
式
会
社
に
商

号
を
変
更
。83
年（
昭
和
58
年
）に
は
三

井
鉱
山
建
材
販
売
株
式
会
社
を
吸
収

合
併
し
、三
井
松
島
産
業
株
式
会
社

が
誕
生
。そ
の
事
業
は
、石
炭
事
業
を

軸
と
し
つ
つ
も
、建
設
資
機
材
の
販
売
、

不
動
産
事
業
、ス
ー
パ
ー
事
業
等
、多

岐
に
わ
た
っ
て
い
き
ま
し
た
。ま
た
、長

年
培
っ
て
き
た
炭
鉱
開
発
技
術
を
基
に

海
外
炭
鉱
の
開
発・運
営
も
積
極
的
に

進
め
、90
年（
平
成
２
年
）に
海
外
法
人

第
一
号
と
し
て
三
井
松
島
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
社
を
設
立
。翌
年
に
は
オ
ー
ス
ト

　「
黒
い
ダ
イ
ヤ
」と
呼
ば
れ
る
石
炭

は
、18
世
紀
に
始
ま
っ
た
産
業
革
命
の

頃
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、主
要
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
、ま
た
鉄
鋼
等
の

原
料
と
し
て
、日
本
、そ
し
て
世
界
の

経
済
を
支
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
そ
の
石
炭
を
扱
う
会
社
と

し
て
、1
9
1
3
年（
大
正
２
年
）、炭

鉱
と
し
て
も
貿
易
港
と
し
て
も
好
条

件
を
備
え
て
い
た
長
崎
県
西
海
市
沖

三井松島産業 株式会社

転
、今
年
１
月
に
は
創
業
1
0
0
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
創
業
以
来
当
社
の
中
核
事
業
で
あ

る
石
炭
生
産
・
販
売
事
業
に
お
い
て
、

当
社
は
３
つ
の
優
位
性
を
有
し
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
第
１
に
、「
長
年
の
炭
鉱
経
営
で

培
っ
た
鉱
山
採
掘
の
技
術
力
」。当
社

に
は
技
術
関
係
の
関
連
会
社
が
２
社
、

国
内
で
炭
鉱
を
経
営
し
て
い
た
時
か

ら
の
鉱
山
技
術
者
が
約
30
名
お
り
、実

際
に
海
外
で
の
炭
鉱
開
発
等
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。こ
の
鉱
山
採
掘
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
達
の
存
在
こ
そ
が
、当
社
最
大

の
強
み
で
す
。

　
第
２
に
、「
海
外
炭
鉱
へ
の
投
資
活

動
を
通
じ
て
培
っ
た
企
画・提
案
力
」。

当
社
は
前
述
の
リ
デ
ル
炭
鉱
を
は
じ

め
、1
9
9
0
年
代
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、カ
ナ
ダ
、ア
メ
リ
カ
で
炭
鉱
開
発
に

ラ
リ
ア
の
ニュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州

ハ
ン
タ
ー
バ
レ
ー
地
区
に
あ
る
リ
デ
ル

炭
鉱
の
権
益
を
取
得
し
、リ
デ
ル
炭
鉱

J
V（
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
）に
参
入

し
ま
し
た
。そ
こ
で
産
出
さ
れ
る
石
炭

は
、主
に
発
電
に
使
用
さ
れ
る
一
般
炭

と
製
鉄
用
原
料
炭
で
あ
り
、い
ず
れ
も

非
常
に
高
品
位
な
も
の
で
し
た
。一
方
、

安
価
な
海
外
炭
に
押
さ
れ
て
国
内
炭

鉱
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増

し
、池
島
炭
鉱
も
2
0
0
1
年（
平
成

13
年
）に
閉
山
。当
社
の
約
90
年
に
わ

た
る
国
内
炭
鉱
経
営
の
歴
史
は
幕
を

閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
池
島
炭
鉱
閉
山
前
後
は
苦
難
の
連

続
で
し
た
。閉
山
に
伴
い
財
務
状
況
が

急
速
に
悪
化
し
た
当
社
は
、当
時
の
コ

ア
事
業
の
１
つ
だ
っ
た
レ
ン
ズ
を
製
造

す
る
子
会
社
を
売
却
す
る
と
と
も
に

資
本
を
増
強
し
、多
角
経
営
か
ら
石

炭
事
業
を
中
心
と
し
た
事
業
構
造
へ

転
換
し
て
収
益
構
造
の
強
化
を
図
り

ま
し
た
。そ
の
後
、新
興
国
の
経
済
発

展
に
伴
う
石
炭
の
需
要
増
加
、価
格

上
昇
等
を
受
け
て
経
営
状
況
も
好

す
る
等
、次
の
1
0
0
年
へ
向
け
た
体

制
強
化
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
将
来
展
望
で
す
が
、ま
ず
中
核
事

業
で
あ
る
石
炭
事
業
に
つ
い
て
は
、新

興
国
の
経
済
発
展
に
伴
い
、安
価
で
か

つ
豊
富
に
存
在
す
る
石
炭
に
対
す
る

需
要
も
拡
大
が
予
想
さ
れ
る
為
、引
き

続
き
競
争
力
の
あ
る
新
規
炭
鉱
の
開

発
に
尽
力
す
る
方
針
で
す
。

　
ま
た
、先
に
述
べ
た
新
規
事
業
育
成

に
も
今
以
上
に
注
力
す
る
方
針
で
、２

年
前
か
ら
社
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、社
員
の
意
識

改
革
と
起
業
家
魂
の
育
成
を
目
的
に

ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
、社
内
横
断
的

に
複
数
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
チ
ー
ム
を
組
織

し
、現
在
２
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
１
つ
が「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
発
電
事
業
」で
、昨
年

M
M
エ
ナ
ジ
ー
株
式
会
社
を
設
立
し

動
向
や
為
替
の
影
響
を
大
き
く
受
け
、

ま
た
、社
会
環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造

の
大
き
な
変
化
に
備
え
る
必
要
も
あ

る
こ
と
か
ら
、収
益
の
安
定
化
・
多
様

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、２
つ
目
の

柱
で
あ
る「
新
規
事
業
の
育
成
に
よ
る

収
益
の
安
定
化
・
多
様
化
」に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。例
え
ば
昨
年
、民
間
企

業
や
地
方
自
治
体
が
所
有
す
る
保
養

所
・
研
修
所
等
の
運
営
受
託
事
業
で

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
、

株
式
会
社
エ
ム
ア
ン
ド
エ
ム
サ
ー
ビ
ス

（
大
阪
市
）を
子
会
社
化
し
ま
し
た
。

九
州
に
は
同
社
が
運
営
を
手
掛
け
る

施
設
は
ま
だ
１
ヵ
所
し
か
な
く
、今
後

は
九
州
で
の
運
営
受
託
を
拡
大
さ
せ

て
い
く
考
え
で
す
。

　
ま
た
同
年
、「
選
別・分
離
」を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業（
日

本
で
唯
一
石
炭
の
選
別
技
術
を
有
し
、

燃
焼
灰
か
ら
未
燃
カ
ー
ボ
ン
を
選
別

す
る
技
術
や
、産
業
廃
棄
物
か
ら
非
鉄

金
属
を
選
別
す
る
技
術
等
を
開
発
）

を
手
掛
け
る
永
田
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

株
式
会
社（
北
九
州
市
）を
子
会
社
化

　
１
つ
目
が「
新
規
石
炭
鉱
山
の
権
益

確
保
に
よ
る
収
益
力
強
化
」で
す
。近

年
は
、新
た
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ド

イ
ル
ス・ク
リ
ー
ク
炭
鉱
の
権
益
並
び

に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
G
D
M
社
の
株
式
を

取
得
す
る
等
、新
規
炭
鉱
の
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。特
に
、G
D
M
社

の
炭
鉱
は
、露
天
掘
り
で
は
限
界
が
近

づ
い
て
い
た
の
で
す
が
、当
社
が
調
査

し
た
と
こ
ろ
、ま
だ
坑
内
掘
り
で
は
生

産
可
能
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
、当
社

の
技
術
を
活
か
し
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

は
初
と
な
る
大
規
模
な
機
械
採
炭
方

式
に
よ
る
坑
内
掘
開
発
を
行
う
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。坑
内
掘
り
は
露
天

掘
り
と
違
っ
て
、森
林
伐
採
等
が
少
な

く
済
み
環
境
に
も
優
し
い
と
い
う
こ
と

で
、同
国
政
府
か
ら
も
高
い
関
心
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
ケ
ー
ス
の
様

に
、当
社
が
長
年
の
国
内
炭
鉱
経
営
で

培
っ
て
き
た
坑
内
掘
技
術
が
、こ
れ
か

ら
の
ア
ジ
ア
地
域
の
石
炭
生
産
に
大
き

く
貢
献
出
来
る
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

　
一
方
、石
炭
事
業
は
石
炭
の
需
要

従
事
し
て
き
ま
し
た
。こ
の
中
で
長
年

に
わ
た
っ
て
構
築・蓄
積
し
て
き
た
、多

様
な
専
門
技
術
者
や
企
業
と
の
コ
ネ

ク
シ
ョ
ン
、そ
し
て
炭
鉱
経
営
の
ノ
ウ
ハ

ウ
や
高
度
な
技
術
は
、他
社
に
は
な
い

当
社
の
財
産
で
あ
り
大
き
な
魅
力
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
第
３
に
、「
多
業
種
に
わ
た
る
優
良

需
要
家
へ
の
販
売
力
」。当
社
の
石
炭

販
売
先
に
は
、電
力
会
社
、鉄
鋼
会

社
、セ
メ
ン
ト
会
社
等
、日
本
で
も
有

数
の
企
業
が
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。当

社
が
こ
の
よ
う
な
優
良
な
企
業
と
お

取
引
し
て
い
る
こ
と
は
、海
外
の
生
産

者
に
と
っ
て
み
れ
ば
需
要
の
裏
づ
け
と

な
る
こ
と
も
あ
り
、開
発
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
の
参
画
要
請
等
様
々
な
情
報

が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

　
当
社
は
現
在
、２
つ
の
柱
か
ら
な
る

成
長
戦
略
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
し
た
。第
１
弾
の
事
業
と
し
て
、福

岡
県
福
津
市
に
太
陽
光
発
電
施
設

「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
つ
や
ざ
き
」を
建
設

し
、今
春
か
ら
発
電
を
開
始
す
る
予
定

で
す
。も
う
１
つ
は「
シ
ル
バ
ー
事
業
」

で
、こ
ち
ら
は
事
業
化
に
向
け
て
現
在

検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は「
人
と
社
会
の
役
に
立
つ
」

と
い
う
経
営
の
基
本
理
念
を
掲
げ
て

い
ま
す
が
、こ
れ
は
、利
益
を
社
会
に

還
元
し
た
り
、新
規
事
業
に
よ
り
社
会

が
求
め
て
い
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く

こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。社
員
一
丸

と
な
っ
て
そ
の
実
現
に
取
り
組
む
こ
と

で
、こ
れ
か
ら
の
1
0
0
年
も
進
化
し

続
け
、常
に
社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
る

企
業
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

▲左から串間社長、小幡頭取

炭
鉱
専
業
の
会
社
と
し
て

日
本
の
発
展
と
と
も
に

歩
ん
だ
1
0
0
年
間

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

取
引
店
／
親
和
銀
行 

福
岡
営
業
部

福
岡
銀
行 

本
店
営
業
部

三
井
松
島
産
業 

株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

串
間 

新
一
郎
氏

石
炭
事
業
を
柱
に
1
0
0
周
年
。

次
の
1
0
0
年
に
向
け
て
、常
に
社
会
か
ら

必
要
と
さ
れ
る
企
業
を
目
指
す
。
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合
の
松
島
で
、松
島
炭
鉱
株
式
会
社
と

し
て
誕
生
し
ま
し
た
。坑
内
へ
の
出
水

等
に
よ
り
、35
年（
昭
和
10
年
）に
松
島

か
ら
撤
退
し
た
後
は
、松
島
の
北
部
に

位
置
す
る
大
島
で
操
業
を
開
始
。そ
し

て
第
二
次
世
界
大
戦
後
、戦
後
復
興
と

朝
鮮
戦
争
特
需
に
よ
る
石
炭
需
要
に

対
応
す
べ
く
、52
年（
昭
和
27
年
）に
池

島
炭
鉱
の
開
発
に
着
手
し
、約
半
世
紀

に
わ
た
り
生
産
を
続
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、時
代
の
変
化
に
対
応
す
べ

く
経
営
の
多
角
化
を
図
り
、73
年（
昭

和
48
年
）に
松
島
興
産
株
式
会
社
に
商

号
を
変
更
。83
年（
昭
和
58
年
）に
は
三

井
鉱
山
建
材
販
売
株
式
会
社
を
吸
収

合
併
し
、三
井
松
島
産
業
株
式
会
社

が
誕
生
。そ
の
事
業
は
、石
炭
事
業
を

軸
と
し
つ
つ
も
、建
設
資
機
材
の
販
売
、

不
動
産
事
業
、ス
ー
パ
ー
事
業
等
、多

岐
に
わ
た
っ
て
い
き
ま
し
た
。ま
た
、長

年
培
っ
て
き
た
炭
鉱
開
発
技
術
を
基
に

海
外
炭
鉱
の
開
発・運
営
も
積
極
的
に

進
め
、90
年（
平
成
２
年
）に
海
外
法
人

第
一
号
と
し
て
三
井
松
島
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
社
を
設
立
。翌
年
に
は
オ
ー
ス
ト

　「
黒
い
ダ
イ
ヤ
」と
呼
ば
れ
る
石
炭

は
、18
世
紀
に
始
ま
っ
た
産
業
革
命
の

頃
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、主
要
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
、ま
た
鉄
鋼
等
の

原
料
と
し
て
、日
本
、そ
し
て
世
界
の

経
済
を
支
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
そ
の
石
炭
を
扱
う
会
社
と

し
て
、1
9
1
3
年（
大
正
２
年
）、炭

鉱
と
し
て
も
貿
易
港
と
し
て
も
好
条

件
を
備
え
て
い
た
長
崎
県
西
海
市
沖

三井松島産業 株式会社

転
、今
年
１
月
に
は
創
業
1
0
0
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
創
業
以
来
当
社
の
中
核
事
業
で
あ

る
石
炭
生
産
・
販
売
事
業
に
お
い
て
、

当
社
は
３
つ
の
優
位
性
を
有
し
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
第
１
に
、「
長
年
の
炭
鉱
経
営
で

培
っ
た
鉱
山
採
掘
の
技
術
力
」。当
社

に
は
技
術
関
係
の
関
連
会
社
が
２
社
、

国
内
で
炭
鉱
を
経
営
し
て
い
た
時
か

ら
の
鉱
山
技
術
者
が
約
30
名
お
り
、実

際
に
海
外
で
の
炭
鉱
開
発
等
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。こ
の
鉱
山
採
掘
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
達
の
存
在
こ
そ
が
、当
社
最
大

の
強
み
で
す
。

　
第
２
に
、「
海
外
炭
鉱
へ
の
投
資
活

動
を
通
じ
て
培
っ
た
企
画・提
案
力
」。

当
社
は
前
述
の
リ
デ
ル
炭
鉱
を
は
じ

め
、1
9
9
0
年
代
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、カ
ナ
ダ
、ア
メ
リ
カ
で
炭
鉱
開
発
に

ラ
リ
ア
の
ニュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州

ハ
ン
タ
ー
バ
レ
ー
地
区
に
あ
る
リ
デ
ル

炭
鉱
の
権
益
を
取
得
し
、リ
デ
ル
炭
鉱

J
V（
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
）に
参
入

し
ま
し
た
。そ
こ
で
産
出
さ
れ
る
石
炭

は
、主
に
発
電
に
使
用
さ
れ
る
一
般
炭

と
製
鉄
用
原
料
炭
で
あ
り
、い
ず
れ
も

非
常
に
高
品
位
な
も
の
で
し
た
。一
方
、

安
価
な
海
外
炭
に
押
さ
れ
て
国
内
炭

鉱
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増

し
、池
島
炭
鉱
も
2
0
0
1
年（
平
成

13
年
）に
閉
山
。当
社
の
約
90
年
に
わ

た
る
国
内
炭
鉱
経
営
の
歴
史
は
幕
を

閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
池
島
炭
鉱
閉
山
前
後
は
苦
難
の
連

続
で
し
た
。閉
山
に
伴
い
財
務
状
況
が

急
速
に
悪
化
し
た
当
社
は
、当
時
の
コ

ア
事
業
の
１
つ
だ
っ
た
レ
ン
ズ
を
製
造

す
る
子
会
社
を
売
却
す
る
と
と
も
に

資
本
を
増
強
し
、多
角
経
営
か
ら
石

炭
事
業
を
中
心
と
し
た
事
業
構
造
へ

転
換
し
て
収
益
構
造
の
強
化
を
図
り

ま
し
た
。そ
の
後
、新
興
国
の
経
済
発

展
に
伴
う
石
炭
の
需
要
増
加
、価
格

上
昇
等
を
受
け
て
経
営
状
況
も
好

す
る
等
、次
の
1
0
0
年
へ
向
け
た
体

制
強
化
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
将
来
展
望
で
す
が
、ま
ず
中
核
事

業
で
あ
る
石
炭
事
業
に
つ
い
て
は
、新

興
国
の
経
済
発
展
に
伴
い
、安
価
で
か

つ
豊
富
に
存
在
す
る
石
炭
に
対
す
る

需
要
も
拡
大
が
予
想
さ
れ
る
為
、引
き

続
き
競
争
力
の
あ
る
新
規
炭
鉱
の
開

発
に
尽
力
す
る
方
針
で
す
。

　
ま
た
、先
に
述
べ
た
新
規
事
業
育
成

に
も
今
以
上
に
注
力
す
る
方
針
で
、２

年
前
か
ら
社
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、社
員
の
意
識

改
革
と
起
業
家
魂
の
育
成
を
目
的
に

ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
、社
内
横
断
的

に
複
数
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
チ
ー
ム
を
組
織

し
、現
在
２
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
１
つ
が「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
発
電
事
業
」で
、昨
年

M
M
エ
ナ
ジ
ー
株
式
会
社
を
設
立
し

動
向
や
為
替
の
影
響
を
大
き
く
受
け
、

ま
た
、社
会
環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造

の
大
き
な
変
化
に
備
え
る
必
要
も
あ

る
こ
と
か
ら
、収
益
の
安
定
化
・
多
様

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、２
つ
目
の

柱
で
あ
る「
新
規
事
業
の
育
成
に
よ
る

収
益
の
安
定
化
・
多
様
化
」に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。例
え
ば
昨
年
、民
間
企

業
や
地
方
自
治
体
が
所
有
す
る
保
養

所
・
研
修
所
等
の
運
営
受
託
事
業
で

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
、

株
式
会
社
エ
ム
ア
ン
ド
エ
ム
サ
ー
ビ
ス

（
大
阪
市
）を
子
会
社
化
し
ま
し
た
。

九
州
に
は
同
社
が
運
営
を
手
掛
け
る

施
設
は
ま
だ
１
ヵ
所
し
か
な
く
、今
後

は
九
州
で
の
運
営
受
託
を
拡
大
さ
せ

て
い
く
考
え
で
す
。

　
ま
た
同
年
、「
選
別・分
離
」を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業（
日

本
で
唯
一
石
炭
の
選
別
技
術
を
有
し
、

燃
焼
灰
か
ら
未
燃
カ
ー
ボ
ン
を
選
別

す
る
技
術
や
、産
業
廃
棄
物
か
ら
非
鉄

金
属
を
選
別
す
る
技
術
等
を
開
発
）

を
手
掛
け
る
永
田
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

株
式
会
社（
北
九
州
市
）を
子
会
社
化

　
１
つ
目
が「
新
規
石
炭
鉱
山
の
権
益

確
保
に
よ
る
収
益
力
強
化
」で
す
。近

年
は
、新
た
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ド

イ
ル
ス・ク
リ
ー
ク
炭
鉱
の
権
益
並
び

に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
G
D
M
社
の
株
式
を

取
得
す
る
等
、新
規
炭
鉱
の
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。特
に
、G
D
M
社

の
炭
鉱
は
、露
天
掘
り
で
は
限
界
が
近

づ
い
て
い
た
の
で
す
が
、当
社
が
調
査

し
た
と
こ
ろ
、ま
だ
坑
内
掘
り
で
は
生

産
可
能
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
、当
社

の
技
術
を
活
か
し
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

は
初
と
な
る
大
規
模
な
機
械
採
炭
方

式
に
よ
る
坑
内
掘
開
発
を
行
う
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。坑
内
掘
り
は
露
天

掘
り
と
違
っ
て
、森
林
伐
採
等
が
少
な

く
済
み
環
境
に
も
優
し
い
と
い
う
こ
と

で
、同
国
政
府
か
ら
も
高
い
関
心
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
ケ
ー
ス
の
様

に
、当
社
が
長
年
の
国
内
炭
鉱
経
営
で

培
っ
て
き
た
坑
内
掘
技
術
が
、こ
れ
か

ら
の
ア
ジ
ア
地
域
の
石
炭
生
産
に
大
き

く
貢
献
出
来
る
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

　
一
方
、石
炭
事
業
は
石
炭
の
需
要

従
事
し
て
き
ま
し
た
。こ
の
中
で
長
年

に
わ
た
っ
て
構
築・蓄
積
し
て
き
た
、多

様
な
専
門
技
術
者
や
企
業
と
の
コ
ネ

ク
シ
ョ
ン
、そ
し
て
炭
鉱
経
営
の
ノ
ウ
ハ

ウ
や
高
度
な
技
術
は
、他
社
に
は
な
い

当
社
の
財
産
で
あ
り
大
き
な
魅
力
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
第
３
に
、「
多
業
種
に
わ
た
る
優
良

需
要
家
へ
の
販
売
力
」。当
社
の
石
炭

販
売
先
に
は
、電
力
会
社
、鉄
鋼
会

社
、セ
メ
ン
ト
会
社
等
、日
本
で
も
有

数
の
企
業
が
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。当

社
が
こ
の
よ
う
な
優
良
な
企
業
と
お

取
引
し
て
い
る
こ
と
は
、海
外
の
生
産

者
に
と
っ
て
み
れ
ば
需
要
の
裏
づ
け
と

な
る
こ
と
も
あ
り
、開
発
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
の
参
画
要
請
等
様
々
な
情
報

が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

　
当
社
は
現
在
、２
つ
の
柱
か
ら
な
る

成
長
戦
略
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
し
た
。第
１
弾
の
事
業
と
し
て
、福

岡
県
福
津
市
に
太
陽
光
発
電
施
設

「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
つ
や
ざ
き
」を
建
設

し
、今
春
か
ら
発
電
を
開
始
す
る
予
定

で
す
。も
う
１
つ
は「
シ
ル
バ
ー
事
業
」

で
、こ
ち
ら
は
事
業
化
に
向
け
て
現
在

検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は「
人
と
社
会
の
役
に
立
つ
」

と
い
う
経
営
の
基
本
理
念
を
掲
げ
て

い
ま
す
が
、こ
れ
は
、利
益
を
社
会
に

還
元
し
た
り
、新
規
事
業
に
よ
り
社
会

が
求
め
て
い
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く

こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。社
員
一
丸

と
な
っ
て
そ
の
実
現
に
取
り
組
む
こ
と

で
、こ
れ
か
ら
の
1
0
0
年
も
進
化
し

続
け
、常
に
社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
る

企
業
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

▲リデル炭鉱のピット（オーストラリア）

▲池島（長崎）炭鉱全景（当社の国内最後の炭鉱）

▲応接室内に飾られる池島産の石炭 ▲人車による入坑（大島） ▲作業終了後の昇坑風景（大島）（昭和35年頃） ▲選炭婦による手作業の選炭風景 （大正14年頃）
　（ 西海市教育委員会提供）

▲松島（長崎）第四坑立坑全景 （西海市教育委員会提供）▲手積時代の大島（長崎）坑内

１
世
紀
に
わ
た
る

炭
鉱
経
営
で
培
わ
れ
た

石
炭
事
業
に
お
け
る
３
つ
の
優
位
性

新
規
炭
鉱
開
発
を
柱
に

非
石
炭
関
連
の

新
規
事
業
育
成
に
も
注
力
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合
の
松
島
で
、松
島
炭
鉱
株
式
会
社
と

し
て
誕
生
し
ま
し
た
。坑
内
へ
の
出
水

等
に
よ
り
、35
年（
昭
和
10
年
）に
松
島

か
ら
撤
退
し
た
後
は
、松
島
の
北
部
に

位
置
す
る
大
島
で
操
業
を
開
始
。そ
し

て
第
二
次
世
界
大
戦
後
、戦
後
復
興
と

朝
鮮
戦
争
特
需
に
よ
る
石
炭
需
要
に

対
応
す
べ
く
、52
年（
昭
和
27
年
）に
池

島
炭
鉱
の
開
発
に
着
手
し
、約
半
世
紀

に
わ
た
り
生
産
を
続
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、時
代
の
変
化
に
対
応
す
べ

く
経
営
の
多
角
化
を
図
り
、73
年（
昭

和
48
年
）に
松
島
興
産
株
式
会
社
に
商

号
を
変
更
。83
年（
昭
和
58
年
）に
は
三

井
鉱
山
建
材
販
売
株
式
会
社
を
吸
収

合
併
し
、三
井
松
島
産
業
株
式
会
社

が
誕
生
。そ
の
事
業
は
、石
炭
事
業
を

軸
と
し
つ
つ
も
、建
設
資
機
材
の
販
売
、

不
動
産
事
業
、ス
ー
パ
ー
事
業
等
、多

岐
に
わ
た
っ
て
い
き
ま
し
た
。ま
た
、長

年
培
っ
て
き
た
炭
鉱
開
発
技
術
を
基
に

海
外
炭
鉱
の
開
発・運
営
も
積
極
的
に

進
め
、90
年（
平
成
２
年
）に
海
外
法
人

第
一
号
と
し
て
三
井
松
島
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
社
を
設
立
。翌
年
に
は
オ
ー
ス
ト

　「
黒
い
ダ
イ
ヤ
」と
呼
ば
れ
る
石
炭

は
、18
世
紀
に
始
ま
っ
た
産
業
革
命
の

頃
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、主
要
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
、ま
た
鉄
鋼
等
の

原
料
と
し
て
、日
本
、そ
し
て
世
界
の

経
済
を
支
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
そ
の
石
炭
を
扱
う
会
社
と

し
て
、1
9
1
3
年（
大
正
２
年
）、炭

鉱
と
し
て
も
貿
易
港
と
し
て
も
好
条

件
を
備
え
て
い
た
長
崎
県
西
海
市
沖

三井松島産業 株式会社

転
、今
年
１
月
に
は
創
業
1
0
0
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
創
業
以
来
当
社
の
中
核
事
業
で
あ

る
石
炭
生
産
・
販
売
事
業
に
お
い
て
、

当
社
は
３
つ
の
優
位
性
を
有
し
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
第
１
に
、「
長
年
の
炭
鉱
経
営
で

培
っ
た
鉱
山
採
掘
の
技
術
力
」。当
社

に
は
技
術
関
係
の
関
連
会
社
が
２
社
、

国
内
で
炭
鉱
を
経
営
し
て
い
た
時
か

ら
の
鉱
山
技
術
者
が
約
30
名
お
り
、実

際
に
海
外
で
の
炭
鉱
開
発
等
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。こ
の
鉱
山
採
掘
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
達
の
存
在
こ
そ
が
、当
社
最
大

の
強
み
で
す
。

　
第
２
に
、「
海
外
炭
鉱
へ
の
投
資
活

動
を
通
じ
て
培
っ
た
企
画・提
案
力
」。

当
社
は
前
述
の
リ
デ
ル
炭
鉱
を
は
じ

め
、1
9
9
0
年
代
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、カ
ナ
ダ
、ア
メ
リ
カ
で
炭
鉱
開
発
に

ラ
リ
ア
の
ニュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州

ハ
ン
タ
ー
バ
レ
ー
地
区
に
あ
る
リ
デ
ル

炭
鉱
の
権
益
を
取
得
し
、リ
デ
ル
炭
鉱

J
V（
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
）に
参
入

し
ま
し
た
。そ
こ
で
産
出
さ
れ
る
石
炭

は
、主
に
発
電
に
使
用
さ
れ
る
一
般
炭

と
製
鉄
用
原
料
炭
で
あ
り
、い
ず
れ
も

非
常
に
高
品
位
な
も
の
で
し
た
。一
方
、

安
価
な
海
外
炭
に
押
さ
れ
て
国
内
炭

鉱
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増

し
、池
島
炭
鉱
も
2
0
0
1
年（
平
成

13
年
）に
閉
山
。当
社
の
約
90
年
に
わ

た
る
国
内
炭
鉱
経
営
の
歴
史
は
幕
を

閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
池
島
炭
鉱
閉
山
前
後
は
苦
難
の
連

続
で
し
た
。閉
山
に
伴
い
財
務
状
況
が

急
速
に
悪
化
し
た
当
社
は
、当
時
の
コ

ア
事
業
の
１
つ
だ
っ
た
レ
ン
ズ
を
製
造

す
る
子
会
社
を
売
却
す
る
と
と
も
に

資
本
を
増
強
し
、多
角
経
営
か
ら
石

炭
事
業
を
中
心
と
し
た
事
業
構
造
へ

転
換
し
て
収
益
構
造
の
強
化
を
図
り

ま
し
た
。そ
の
後
、新
興
国
の
経
済
発

展
に
伴
う
石
炭
の
需
要
増
加
、価
格

上
昇
等
を
受
け
て
経
営
状
況
も
好

す
る
等
、次
の
1
0
0
年
へ
向
け
た
体

制
強
化
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
将
来
展
望
で
す
が
、ま
ず
中
核
事

業
で
あ
る
石
炭
事
業
に
つ
い
て
は
、新

興
国
の
経
済
発
展
に
伴
い
、安
価
で
か

つ
豊
富
に
存
在
す
る
石
炭
に
対
す
る

需
要
も
拡
大
が
予
想
さ
れ
る
為
、引
き

続
き
競
争
力
の
あ
る
新
規
炭
鉱
の
開

発
に
尽
力
す
る
方
針
で
す
。

　
ま
た
、先
に
述
べ
た
新
規
事
業
育
成

に
も
今
以
上
に
注
力
す
る
方
針
で
、２

年
前
か
ら
社
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、社
員
の
意
識

改
革
と
起
業
家
魂
の
育
成
を
目
的
に

ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
、社
内
横
断
的

に
複
数
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
チ
ー
ム
を
組
織

し
、現
在
２
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
１
つ
が「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
発
電
事
業
」で
、昨
年

M
M
エ
ナ
ジ
ー
株
式
会
社
を
設
立
し

動
向
や
為
替
の
影
響
を
大
き
く
受
け
、

ま
た
、社
会
環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造

の
大
き
な
変
化
に
備
え
る
必
要
も
あ

る
こ
と
か
ら
、収
益
の
安
定
化
・
多
様

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、２
つ
目
の

柱
で
あ
る「
新
規
事
業
の
育
成
に
よ
る

収
益
の
安
定
化
・
多
様
化
」に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。例
え
ば
昨
年
、民
間
企

業
や
地
方
自
治
体
が
所
有
す
る
保
養

所
・
研
修
所
等
の
運
営
受
託
事
業
で

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
、

株
式
会
社
エ
ム
ア
ン
ド
エ
ム
サ
ー
ビ
ス

（
大
阪
市
）を
子
会
社
化
し
ま
し
た
。

九
州
に
は
同
社
が
運
営
を
手
掛
け
る

施
設
は
ま
だ
１
ヵ
所
し
か
な
く
、今
後

は
九
州
で
の
運
営
受
託
を
拡
大
さ
せ

て
い
く
考
え
で
す
。

　
ま
た
同
年
、「
選
別・分
離
」を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業（
日

本
で
唯
一
石
炭
の
選
別
技
術
を
有
し
、

燃
焼
灰
か
ら
未
燃
カ
ー
ボ
ン
を
選
別

す
る
技
術
や
、産
業
廃
棄
物
か
ら
非
鉄

金
属
を
選
別
す
る
技
術
等
を
開
発
）

を
手
掛
け
る
永
田
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

株
式
会
社（
北
九
州
市
）を
子
会
社
化

　
１
つ
目
が「
新
規
石
炭
鉱
山
の
権
益

確
保
に
よ
る
収
益
力
強
化
」で
す
。近

年
は
、新
た
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ド

イ
ル
ス・ク
リ
ー
ク
炭
鉱
の
権
益
並
び

に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
G
D
M
社
の
株
式
を

取
得
す
る
等
、新
規
炭
鉱
の
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。特
に
、G
D
M
社

の
炭
鉱
は
、露
天
掘
り
で
は
限
界
が
近

づ
い
て
い
た
の
で
す
が
、当
社
が
調
査

し
た
と
こ
ろ
、ま
だ
坑
内
掘
り
で
は
生

産
可
能
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
、当
社

の
技
術
を
活
か
し
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

は
初
と
な
る
大
規
模
な
機
械
採
炭
方

式
に
よ
る
坑
内
掘
開
発
を
行
う
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。坑
内
掘
り
は
露
天

掘
り
と
違
っ
て
、森
林
伐
採
等
が
少
な

く
済
み
環
境
に
も
優
し
い
と
い
う
こ
と

で
、同
国
政
府
か
ら
も
高
い
関
心
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
ケ
ー
ス
の
様

に
、当
社
が
長
年
の
国
内
炭
鉱
経
営
で

培
っ
て
き
た
坑
内
掘
技
術
が
、こ
れ
か

ら
の
ア
ジ
ア
地
域
の
石
炭
生
産
に
大
き

く
貢
献
出
来
る
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

　
一
方
、石
炭
事
業
は
石
炭
の
需
要

従
事
し
て
き
ま
し
た
。こ
の
中
で
長
年

に
わ
た
っ
て
構
築・蓄
積
し
て
き
た
、多

様
な
専
門
技
術
者
や
企
業
と
の
コ
ネ

ク
シ
ョ
ン
、そ
し
て
炭
鉱
経
営
の
ノ
ウ
ハ

ウ
や
高
度
な
技
術
は
、他
社
に
は
な
い

当
社
の
財
産
で
あ
り
大
き
な
魅
力
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
第
３
に
、「
多
業
種
に
わ
た
る
優
良

需
要
家
へ
の
販
売
力
」。当
社
の
石
炭

販
売
先
に
は
、電
力
会
社
、鉄
鋼
会

社
、セ
メ
ン
ト
会
社
等
、日
本
で
も
有

数
の
企
業
が
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。当

社
が
こ
の
よ
う
な
優
良
な
企
業
と
お

取
引
し
て
い
る
こ
と
は
、海
外
の
生
産

者
に
と
っ
て
み
れ
ば
需
要
の
裏
づ
け
と

な
る
こ
と
も
あ
り
、開
発
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
の
参
画
要
請
等
様
々
な
情
報

が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

　
当
社
は
現
在
、２
つ
の
柱
か
ら
な
る

成
長
戦
略
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
し
た
。第
１
弾
の
事
業
と
し
て
、福

岡
県
福
津
市
に
太
陽
光
発
電
施
設

「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
つ
や
ざ
き
」を
建
設

し
、今
春
か
ら
発
電
を
開
始
す
る
予
定

で
す
。も
う
１
つ
は「
シ
ル
バ
ー
事
業
」

で
、こ
ち
ら
は
事
業
化
に
向
け
て
現
在

検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は「
人
と
社
会
の
役
に
立
つ
」

と
い
う
経
営
の
基
本
理
念
を
掲
げ
て

い
ま
す
が
、こ
れ
は
、利
益
を
社
会
に

還
元
し
た
り
、新
規
事
業
に
よ
り
社
会

が
求
め
て
い
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く

こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。社
員
一
丸

と
な
っ
て
そ
の
実
現
に
取
り
組
む
こ
と

で
、こ
れ
か
ら
の
1
0
0
年
も
進
化
し

続
け
、常
に
社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
る

企
業
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

▲リデル炭鉱のピット（オーストラリア）

▲池島（長崎）炭鉱全景（当社の国内最後の炭鉱）

▲応接室内に飾られる池島産の石炭 ▲人車による入坑（大島） ▲作業終了後の昇坑風景（大島）（昭和35年頃） ▲選炭婦による手作業の選炭風景 （大正14年頃）
　（ 西海市教育委員会提供）

▲松島（長崎）第四坑立坑全景 （西海市教育委員会提供）▲手積時代の大島（長崎）坑内

１
世
紀
に
わ
た
る

炭
鉱
経
営
で
培
わ
れ
た

石
炭
事
業
に
お
け
る
３
つ
の
優
位
性

新
規
炭
鉱
開
発
を
柱
に

非
石
炭
関
連
の

新
規
事
業
育
成
に
も
注
力
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▲メガソーラーつやざき（社内ベンチャーから生まれた新規事業） ▲インドネシア研修生

▲子会社で運営を受託する保養所（里創人 熊野倶楽部）▲左から小栁取締役、串間社長、小幡頭取、荒木福岡営業部長（親和銀行）

▲串間社長

▲インドネシアでの探査風景

合
の
松
島
で
、松
島
炭
鉱
株
式
会
社
と

し
て
誕
生
し
ま
し
た
。坑
内
へ
の
出
水

等
に
よ
り
、35
年（
昭
和
10
年
）に
松
島

か
ら
撤
退
し
た
後
は
、松
島
の
北
部
に

位
置
す
る
大
島
で
操
業
を
開
始
。そ
し

て
第
二
次
世
界
大
戦
後
、戦
後
復
興
と

朝
鮮
戦
争
特
需
に
よ
る
石
炭
需
要
に

対
応
す
べ
く
、52
年（
昭
和
27
年
）に
池

島
炭
鉱
の
開
発
に
着
手
し
、約
半
世
紀

に
わ
た
り
生
産
を
続
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、時
代
の
変
化
に
対
応
す
べ

く
経
営
の
多
角
化
を
図
り
、73
年（
昭

和
48
年
）に
松
島
興
産
株
式
会
社
に
商

号
を
変
更
。83
年（
昭
和
58
年
）に
は
三

井
鉱
山
建
材
販
売
株
式
会
社
を
吸
収

合
併
し
、三
井
松
島
産
業
株
式
会
社

が
誕
生
。そ
の
事
業
は
、石
炭
事
業
を

軸
と
し
つ
つ
も
、建
設
資
機
材
の
販
売
、

不
動
産
事
業
、ス
ー
パ
ー
事
業
等
、多

岐
に
わ
た
っ
て
い
き
ま
し
た
。ま
た
、長

年
培
っ
て
き
た
炭
鉱
開
発
技
術
を
基
に

海
外
炭
鉱
の
開
発・運
営
も
積
極
的
に

進
め
、90
年（
平
成
２
年
）に
海
外
法
人

第
一
号
と
し
て
三
井
松
島
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
社
を
設
立
。翌
年
に
は
オ
ー
ス
ト

　「
黒
い
ダ
イ
ヤ
」と
呼
ば
れ
る
石
炭

は
、18
世
紀
に
始
ま
っ
た
産
業
革
命
の

頃
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、主
要
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
、ま
た
鉄
鋼
等
の

原
料
と
し
て
、日
本
、そ
し
て
世
界
の

経
済
を
支
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
そ
の
石
炭
を
扱
う
会
社
と

し
て
、1
9
1
3
年（
大
正
２
年
）、炭

鉱
と
し
て
も
貿
易
港
と
し
て
も
好
条

件
を
備
え
て
い
た
長
崎
県
西
海
市
沖

親和銀行
小幡　修取締役頭取

◎インタビューを終えて

　まずは、１月に創業百周年を迎えられたこと、心よりお慶び申し上げます。
　御社は日本の経済に必要不可欠なエネルギー源である石炭の生産・販売を
通して、その発展に貢献し続けてこられました。本日、串間社長様にお伺いした
「長い歴史の中には幾度もの苦難があり、それを乗り越えてきたからこそ今日
がある」という言葉からは、百年もの間、幾多の困難を乗り越えてきた御社のご
努力が想察され、改めて尊敬の念を抱きました。
　これまでの百年で培われた経験を糧に、御社が次の百年も「人と社会の役に
立つ」企業として発展され続けることを祈念致します。

三井松島産業 株式会社

転
、今
年
１
月
に
は
創
業
1
0
0
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
創
業
以
来
当
社
の
中
核
事
業
で
あ

る
石
炭
生
産
・
販
売
事
業
に
お
い
て
、

当
社
は
３
つ
の
優
位
性
を
有
し
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
第
１
に
、「
長
年
の
炭
鉱
経
営
で

培
っ
た
鉱
山
採
掘
の
技
術
力
」。当
社

に
は
技
術
関
係
の
関
連
会
社
が
２
社
、

国
内
で
炭
鉱
を
経
営
し
て
い
た
時
か

ら
の
鉱
山
技
術
者
が
約
30
名
お
り
、実

際
に
海
外
で
の
炭
鉱
開
発
等
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。こ
の
鉱
山
採
掘
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
達
の
存
在
こ
そ
が
、当
社
最
大

の
強
み
で
す
。

　
第
２
に
、「
海
外
炭
鉱
へ
の
投
資
活

動
を
通
じ
て
培
っ
た
企
画・提
案
力
」。

当
社
は
前
述
の
リ
デ
ル
炭
鉱
を
は
じ

め
、1
9
9
0
年
代
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、カ
ナ
ダ
、ア
メ
リ
カ
で
炭
鉱
開
発
に

ラ
リ
ア
の
ニュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州

ハ
ン
タ
ー
バ
レ
ー
地
区
に
あ
る
リ
デ
ル

炭
鉱
の
権
益
を
取
得
し
、リ
デ
ル
炭
鉱

J
V（
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
）に
参
入

し
ま
し
た
。そ
こ
で
産
出
さ
れ
る
石
炭

は
、主
に
発
電
に
使
用
さ
れ
る
一
般
炭

と
製
鉄
用
原
料
炭
で
あ
り
、い
ず
れ
も

非
常
に
高
品
位
な
も
の
で
し
た
。一
方
、

安
価
な
海
外
炭
に
押
さ
れ
て
国
内
炭

鉱
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増

し
、池
島
炭
鉱
も
2
0
0
1
年（
平
成

13
年
）に
閉
山
。当
社
の
約
90
年
に
わ

た
る
国
内
炭
鉱
経
営
の
歴
史
は
幕
を

閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
池
島
炭
鉱
閉
山
前
後
は
苦
難
の
連

続
で
し
た
。閉
山
に
伴
い
財
務
状
況
が

急
速
に
悪
化
し
た
当
社
は
、当
時
の
コ

ア
事
業
の
１
つ
だ
っ
た
レ
ン
ズ
を
製
造

す
る
子
会
社
を
売
却
す
る
と
と
も
に

資
本
を
増
強
し
、多
角
経
営
か
ら
石

炭
事
業
を
中
心
と
し
た
事
業
構
造
へ

転
換
し
て
収
益
構
造
の
強
化
を
図
り

ま
し
た
。そ
の
後
、新
興
国
の
経
済
発

展
に
伴
う
石
炭
の
需
要
増
加
、価
格

上
昇
等
を
受
け
て
経
営
状
況
も
好

す
る
等
、次
の
1
0
0
年
へ
向
け
た
体

制
強
化
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
将
来
展
望
で
す
が
、ま
ず
中
核
事

業
で
あ
る
石
炭
事
業
に
つ
い
て
は
、新

興
国
の
経
済
発
展
に
伴
い
、安
価
で
か

つ
豊
富
に
存
在
す
る
石
炭
に
対
す
る

需
要
も
拡
大
が
予
想
さ
れ
る
為
、引
き

続
き
競
争
力
の
あ
る
新
規
炭
鉱
の
開

発
に
尽
力
す
る
方
針
で
す
。

　
ま
た
、先
に
述
べ
た
新
規
事
業
育
成

に
も
今
以
上
に
注
力
す
る
方
針
で
、２

年
前
か
ら
社
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、社
員
の
意
識

改
革
と
起
業
家
魂
の
育
成
を
目
的
に

ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
、社
内
横
断
的

に
複
数
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
チ
ー
ム
を
組
織

し
、現
在
２
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
１
つ
が「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
発
電
事
業
」で
、昨
年

M
M
エ
ナ
ジ
ー
株
式
会
社
を
設
立
し

動
向
や
為
替
の
影
響
を
大
き
く
受
け
、

ま
た
、社
会
環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造

の
大
き
な
変
化
に
備
え
る
必
要
も
あ

る
こ
と
か
ら
、収
益
の
安
定
化
・
多
様

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、２
つ
目
の

柱
で
あ
る「
新
規
事
業
の
育
成
に
よ
る

収
益
の
安
定
化
・
多
様
化
」に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。例
え
ば
昨
年
、民
間
企

業
や
地
方
自
治
体
が
所
有
す
る
保
養

所
・
研
修
所
等
の
運
営
受
託
事
業
で

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
、

株
式
会
社
エ
ム
ア
ン
ド
エ
ム
サ
ー
ビ
ス

（
大
阪
市
）を
子
会
社
化
し
ま
し
た
。

九
州
に
は
同
社
が
運
営
を
手
掛
け
る

施
設
は
ま
だ
１
ヵ
所
し
か
な
く
、今
後

は
九
州
で
の
運
営
受
託
を
拡
大
さ
せ

て
い
く
考
え
で
す
。

　
ま
た
同
年
、「
選
別・分
離
」を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業（
日

本
で
唯
一
石
炭
の
選
別
技
術
を
有
し
、

燃
焼
灰
か
ら
未
燃
カ
ー
ボ
ン
を
選
別

す
る
技
術
や
、産
業
廃
棄
物
か
ら
非
鉄

金
属
を
選
別
す
る
技
術
等
を
開
発
）

を
手
掛
け
る
永
田
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

株
式
会
社（
北
九
州
市
）を
子
会
社
化

　
１
つ
目
が「
新
規
石
炭
鉱
山
の
権
益

確
保
に
よ
る
収
益
力
強
化
」で
す
。近

年
は
、新
た
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ド

イ
ル
ス・ク
リ
ー
ク
炭
鉱
の
権
益
並
び

に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
G
D
M
社
の
株
式
を

取
得
す
る
等
、新
規
炭
鉱
の
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。特
に
、G
D
M
社

の
炭
鉱
は
、露
天
掘
り
で
は
限
界
が
近

づ
い
て
い
た
の
で
す
が
、当
社
が
調
査

し
た
と
こ
ろ
、ま
だ
坑
内
掘
り
で
は
生

産
可
能
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
、当
社

の
技
術
を
活
か
し
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

は
初
と
な
る
大
規
模
な
機
械
採
炭
方

式
に
よ
る
坑
内
掘
開
発
を
行
う
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。坑
内
掘
り
は
露
天

掘
り
と
違
っ
て
、森
林
伐
採
等
が
少
な

く
済
み
環
境
に
も
優
し
い
と
い
う
こ
と

で
、同
国
政
府
か
ら
も
高
い
関
心
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
ケ
ー
ス
の
様

に
、当
社
が
長
年
の
国
内
炭
鉱
経
営
で

培
っ
て
き
た
坑
内
掘
技
術
が
、こ
れ
か

ら
の
ア
ジ
ア
地
域
の
石
炭
生
産
に
大
き

く
貢
献
出
来
る
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

　
一
方
、石
炭
事
業
は
石
炭
の
需
要

従
事
し
て
き
ま
し
た
。こ
の
中
で
長
年

に
わ
た
っ
て
構
築・蓄
積
し
て
き
た
、多

様
な
専
門
技
術
者
や
企
業
と
の
コ
ネ

ク
シ
ョ
ン
、そ
し
て
炭
鉱
経
営
の
ノ
ウ
ハ

ウ
や
高
度
な
技
術
は
、他
社
に
は
な
い

当
社
の
財
産
で
あ
り
大
き
な
魅
力
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
第
３
に
、「
多
業
種
に
わ
た
る
優
良

需
要
家
へ
の
販
売
力
」。当
社
の
石
炭

販
売
先
に
は
、電
力
会
社
、鉄
鋼
会

社
、セ
メ
ン
ト
会
社
等
、日
本
で
も
有

数
の
企
業
が
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。当

社
が
こ
の
よ
う
な
優
良
な
企
業
と
お

取
引
し
て
い
る
こ
と
は
、海
外
の
生
産

者
に
と
っ
て
み
れ
ば
需
要
の
裏
づ
け
と

な
る
こ
と
も
あ
り
、開
発
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
の
参
画
要
請
等
様
々
な
情
報

が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

　
当
社
は
現
在
、２
つ
の
柱
か
ら
な
る

成
長
戦
略
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
し
た
。第
１
弾
の
事
業
と
し
て
、福

岡
県
福
津
市
に
太
陽
光
発
電
施
設

「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
つ
や
ざ
き
」を
建
設

し
、今
春
か
ら
発
電
を
開
始
す
る
予
定

で
す
。も
う
１
つ
は「
シ
ル
バ
ー
事
業
」

で
、こ
ち
ら
は
事
業
化
に
向
け
て
現
在

検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は「
人
と
社
会
の
役
に
立
つ
」

と
い
う
経
営
の
基
本
理
念
を
掲
げ
て

い
ま
す
が
、こ
れ
は
、利
益
を
社
会
に

還
元
し
た
り
、新
規
事
業
に
よ
り
社
会

が
求
め
て
い
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く

こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。社
員
一
丸

と
な
っ
て
そ
の
実
現
に
取
り
組
む
こ
と

で
、こ
れ
か
ら
の
1
0
0
年
も
進
化
し

続
け
、常
に
社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
る

企
業
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

起
業
家
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
育
み

次
の
1
0
0
年
に
つ
な
げ
る
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▲メガソーラーつやざき（社内ベンチャーから生まれた新規事業） ▲インドネシア研修生

▲子会社で運営を受託する保養所（里創人 熊野倶楽部）▲左から小栁取締役、串間社長、小幡頭取、荒木福岡営業部長（親和銀行）

▲串間社長

▲インドネシアでの探査風景

合
の
松
島
で
、松
島
炭
鉱
株
式
会
社
と

し
て
誕
生
し
ま
し
た
。坑
内
へ
の
出
水

等
に
よ
り
、35
年（
昭
和
10
年
）に
松
島

か
ら
撤
退
し
た
後
は
、松
島
の
北
部
に

位
置
す
る
大
島
で
操
業
を
開
始
。そ
し

て
第
二
次
世
界
大
戦
後
、戦
後
復
興
と

朝
鮮
戦
争
特
需
に
よ
る
石
炭
需
要
に

対
応
す
べ
く
、52
年（
昭
和
27
年
）に
池

島
炭
鉱
の
開
発
に
着
手
し
、約
半
世
紀

に
わ
た
り
生
産
を
続
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、時
代
の
変
化
に
対
応
す
べ

く
経
営
の
多
角
化
を
図
り
、73
年（
昭

和
48
年
）に
松
島
興
産
株
式
会
社
に
商

号
を
変
更
。83
年（
昭
和
58
年
）に
は
三

井
鉱
山
建
材
販
売
株
式
会
社
を
吸
収

合
併
し
、三
井
松
島
産
業
株
式
会
社

が
誕
生
。そ
の
事
業
は
、石
炭
事
業
を

軸
と
し
つ
つ
も
、建
設
資
機
材
の
販
売
、

不
動
産
事
業
、ス
ー
パ
ー
事
業
等
、多

岐
に
わ
た
っ
て
い
き
ま
し
た
。ま
た
、長

年
培
っ
て
き
た
炭
鉱
開
発
技
術
を
基
に

海
外
炭
鉱
の
開
発・運
営
も
積
極
的
に

進
め
、90
年（
平
成
２
年
）に
海
外
法
人

第
一
号
と
し
て
三
井
松
島
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
社
を
設
立
。翌
年
に
は
オ
ー
ス
ト

　「
黒
い
ダ
イ
ヤ
」と
呼
ば
れ
る
石
炭

は
、18
世
紀
に
始
ま
っ
た
産
業
革
命
の

頃
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、主
要
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
、ま
た
鉄
鋼
等
の

原
料
と
し
て
、日
本
、そ
し
て
世
界
の

経
済
を
支
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
そ
の
石
炭
を
扱
う
会
社
と

し
て
、1
9
1
3
年（
大
正
２
年
）、炭

鉱
と
し
て
も
貿
易
港
と
し
て
も
好
条

件
を
備
え
て
い
た
長
崎
県
西
海
市
沖

親和銀行
小幡　修取締役頭取

◎インタビューを終えて

　まずは、１月に創業百周年を迎えられたこと、心よりお慶び申し上げます。
　御社は日本の経済に必要不可欠なエネルギー源である石炭の生産・販売を
通して、その発展に貢献し続けてこられました。本日、串間社長様にお伺いした
「長い歴史の中には幾度もの苦難があり、それを乗り越えてきたからこそ今日
がある」という言葉からは、百年もの間、幾多の困難を乗り越えてきた御社のご
努力が想察され、改めて尊敬の念を抱きました。
　これまでの百年で培われた経験を糧に、御社が次の百年も「人と社会の役に
立つ」企業として発展され続けることを祈念致します。

三井松島産業 株式会社

転
、今
年
１
月
に
は
創
業
1
0
0
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
創
業
以
来
当
社
の
中
核
事
業
で
あ

る
石
炭
生
産
・
販
売
事
業
に
お
い
て
、

当
社
は
３
つ
の
優
位
性
を
有
し
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
第
１
に
、「
長
年
の
炭
鉱
経
営
で

培
っ
た
鉱
山
採
掘
の
技
術
力
」。当
社

に
は
技
術
関
係
の
関
連
会
社
が
２
社
、

国
内
で
炭
鉱
を
経
営
し
て
い
た
時
か

ら
の
鉱
山
技
術
者
が
約
30
名
お
り
、実

際
に
海
外
で
の
炭
鉱
開
発
等
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。こ
の
鉱
山
採
掘
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
達
の
存
在
こ
そ
が
、当
社
最
大

の
強
み
で
す
。

　
第
２
に
、「
海
外
炭
鉱
へ
の
投
資
活

動
を
通
じ
て
培
っ
た
企
画・提
案
力
」。

当
社
は
前
述
の
リ
デ
ル
炭
鉱
を
は
じ

め
、1
9
9
0
年
代
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、カ
ナ
ダ
、ア
メ
リ
カ
で
炭
鉱
開
発
に

ラ
リ
ア
の
ニュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州

ハ
ン
タ
ー
バ
レ
ー
地
区
に
あ
る
リ
デ
ル

炭
鉱
の
権
益
を
取
得
し
、リ
デ
ル
炭
鉱

J
V（
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
）に
参
入

し
ま
し
た
。そ
こ
で
産
出
さ
れ
る
石
炭

は
、主
に
発
電
に
使
用
さ
れ
る
一
般
炭

と
製
鉄
用
原
料
炭
で
あ
り
、い
ず
れ
も

非
常
に
高
品
位
な
も
の
で
し
た
。一
方
、

安
価
な
海
外
炭
に
押
さ
れ
て
国
内
炭

鉱
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増

し
、池
島
炭
鉱
も
2
0
0
1
年（
平
成

13
年
）に
閉
山
。当
社
の
約
90
年
に
わ

た
る
国
内
炭
鉱
経
営
の
歴
史
は
幕
を

閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
池
島
炭
鉱
閉
山
前
後
は
苦
難
の
連

続
で
し
た
。閉
山
に
伴
い
財
務
状
況
が

急
速
に
悪
化
し
た
当
社
は
、当
時
の
コ

ア
事
業
の
１
つ
だ
っ
た
レ
ン
ズ
を
製
造

す
る
子
会
社
を
売
却
す
る
と
と
も
に

資
本
を
増
強
し
、多
角
経
営
か
ら
石

炭
事
業
を
中
心
と
し
た
事
業
構
造
へ

転
換
し
て
収
益
構
造
の
強
化
を
図
り

ま
し
た
。そ
の
後
、新
興
国
の
経
済
発

展
に
伴
う
石
炭
の
需
要
増
加
、価
格

上
昇
等
を
受
け
て
経
営
状
況
も
好

す
る
等
、次
の
1
0
0
年
へ
向
け
た
体

制
強
化
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
将
来
展
望
で
す
が
、ま
ず
中
核
事

業
で
あ
る
石
炭
事
業
に
つ
い
て
は
、新

興
国
の
経
済
発
展
に
伴
い
、安
価
で
か

つ
豊
富
に
存
在
す
る
石
炭
に
対
す
る

需
要
も
拡
大
が
予
想
さ
れ
る
為
、引
き

続
き
競
争
力
の
あ
る
新
規
炭
鉱
の
開

発
に
尽
力
す
る
方
針
で
す
。

　
ま
た
、先
に
述
べ
た
新
規
事
業
育
成

に
も
今
以
上
に
注
力
す
る
方
針
で
、２

年
前
か
ら
社
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、社
員
の
意
識

改
革
と
起
業
家
魂
の
育
成
を
目
的
に

ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
、社
内
横
断
的

に
複
数
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
チ
ー
ム
を
組
織

し
、現
在
２
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
１
つ
が「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
発
電
事
業
」で
、昨
年

M
M
エ
ナ
ジ
ー
株
式
会
社
を
設
立
し

動
向
や
為
替
の
影
響
を
大
き
く
受
け
、

ま
た
、社
会
環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造

の
大
き
な
変
化
に
備
え
る
必
要
も
あ

る
こ
と
か
ら
、収
益
の
安
定
化
・
多
様

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、２
つ
目
の

柱
で
あ
る「
新
規
事
業
の
育
成
に
よ
る

収
益
の
安
定
化
・
多
様
化
」に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。例
え
ば
昨
年
、民
間
企

業
や
地
方
自
治
体
が
所
有
す
る
保
養

所
・
研
修
所
等
の
運
営
受
託
事
業
で

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
、

株
式
会
社
エ
ム
ア
ン
ド
エ
ム
サ
ー
ビ
ス

（
大
阪
市
）を
子
会
社
化
し
ま
し
た
。

九
州
に
は
同
社
が
運
営
を
手
掛
け
る

施
設
は
ま
だ
１
ヵ
所
し
か
な
く
、今
後

は
九
州
で
の
運
営
受
託
を
拡
大
さ
せ

て
い
く
考
え
で
す
。

　
ま
た
同
年
、「
選
別・分
離
」を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業（
日

本
で
唯
一
石
炭
の
選
別
技
術
を
有
し
、

燃
焼
灰
か
ら
未
燃
カ
ー
ボ
ン
を
選
別

す
る
技
術
や
、産
業
廃
棄
物
か
ら
非
鉄

金
属
を
選
別
す
る
技
術
等
を
開
発
）

を
手
掛
け
る
永
田
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

株
式
会
社（
北
九
州
市
）を
子
会
社
化

　
１
つ
目
が「
新
規
石
炭
鉱
山
の
権
益

確
保
に
よ
る
収
益
力
強
化
」で
す
。近

年
は
、新
た
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ド

イ
ル
ス・ク
リ
ー
ク
炭
鉱
の
権
益
並
び

に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
G
D
M
社
の
株
式
を

取
得
す
る
等
、新
規
炭
鉱
の
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。特
に
、G
D
M
社

の
炭
鉱
は
、露
天
掘
り
で
は
限
界
が
近

づ
い
て
い
た
の
で
す
が
、当
社
が
調
査

し
た
と
こ
ろ
、ま
だ
坑
内
掘
り
で
は
生

産
可
能
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
、当
社

の
技
術
を
活
か
し
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

は
初
と
な
る
大
規
模
な
機
械
採
炭
方

式
に
よ
る
坑
内
掘
開
発
を
行
う
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。坑
内
掘
り
は
露
天

掘
り
と
違
っ
て
、森
林
伐
採
等
が
少
な

く
済
み
環
境
に
も
優
し
い
と
い
う
こ
と

で
、同
国
政
府
か
ら
も
高
い
関
心
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
ケ
ー
ス
の
様

に
、当
社
が
長
年
の
国
内
炭
鉱
経
営
で

培
っ
て
き
た
坑
内
掘
技
術
が
、こ
れ
か

ら
の
ア
ジ
ア
地
域
の
石
炭
生
産
に
大
き

く
貢
献
出
来
る
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

　
一
方
、石
炭
事
業
は
石
炭
の
需
要

従
事
し
て
き
ま
し
た
。こ
の
中
で
長
年

に
わ
た
っ
て
構
築・蓄
積
し
て
き
た
、多

様
な
専
門
技
術
者
や
企
業
と
の
コ
ネ

ク
シ
ョ
ン
、そ
し
て
炭
鉱
経
営
の
ノ
ウ
ハ

ウ
や
高
度
な
技
術
は
、他
社
に
は
な
い

当
社
の
財
産
で
あ
り
大
き
な
魅
力
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
第
３
に
、「
多
業
種
に
わ
た
る
優
良

需
要
家
へ
の
販
売
力
」。当
社
の
石
炭

販
売
先
に
は
、電
力
会
社
、鉄
鋼
会

社
、セ
メ
ン
ト
会
社
等
、日
本
で
も
有

数
の
企
業
が
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。当

社
が
こ
の
よ
う
な
優
良
な
企
業
と
お

取
引
し
て
い
る
こ
と
は
、海
外
の
生
産

者
に
と
っ
て
み
れ
ば
需
要
の
裏
づ
け
と

な
る
こ
と
も
あ
り
、開
発
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
の
参
画
要
請
等
様
々
な
情
報

が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

　
当
社
は
現
在
、２
つ
の
柱
か
ら
な
る

成
長
戦
略
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
し
た
。第
１
弾
の
事
業
と
し
て
、福

岡
県
福
津
市
に
太
陽
光
発
電
施
設

「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
つ
や
ざ
き
」を
建
設

し
、今
春
か
ら
発
電
を
開
始
す
る
予
定

で
す
。も
う
１
つ
は「
シ
ル
バ
ー
事
業
」

で
、こ
ち
ら
は
事
業
化
に
向
け
て
現
在

検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は「
人
と
社
会
の
役
に
立
つ
」

と
い
う
経
営
の
基
本
理
念
を
掲
げ
て

い
ま
す
が
、こ
れ
は
、利
益
を
社
会
に

還
元
し
た
り
、新
規
事
業
に
よ
り
社
会

が
求
め
て
い
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く

こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。社
員
一
丸

と
な
っ
て
そ
の
実
現
に
取
り
組
む
こ
と

で
、こ
れ
か
ら
の
1
0
0
年
も
進
化
し

続
け
、常
に
社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
る

企
業
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

起
業
家
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
育
み

次
の
1
0
0
年
に
つ
な
げ
る
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株式会社 高橋商店 高橋商店

■設　　立：1969年
■所 在 地：熊本県玉名郡
■資 本 金：20億90万円
■従 業 員：996名
■事業内容：非鉄金属圧延業
■事業拠点：熊本県玉名郡（本社・西日本事業部）、千葉県市原市（東日本事業部）、

東京都中央区（東京支店）、大阪市中央区（大阪支店）
■取 引 店：　　　　　　　　　  玉名支店  0968-73-3144

6p 11p

17p12p

18p 23p

■創　　業：1717年
■設　　立：1926年4月
■所 在 地：福岡県八女市
■資 本 金：2,400万円
■従 業 員：22名
■事業内容：清酒・焼酎・リキュール製造、全酒類卸売
■事業拠点：福岡県八女市（本社、工場）
■取 引 店：　　　　　　　  八女支店  0943-23-3111

不二ライトメタル
株式会社

不二ライトメタル

三井松島産業 株式会社 三井松島産業

トップに聞く！ 会社概要

■設　　立：1913年
■所 在 地：福岡市中央区
■資 本 金：85億7,180万円
■従 業 員：67名（連結従業員数：690名）
■事業内容：石炭生産・販売事業、

建機材事業、不動産事業、リサイクル・合金鉄事業、
各種施設直営・運営受託事業、スーパーマーケット、介護事業、炭鉱技術研修事業、
港湾・倉庫事業、産業用機械装置・電気機器事業、選炭・環境資源リサイクル設備事業

■事業拠点：福岡市中央区（本社）、東京都中央区（支社）、
福岡市中央区、北九州市若松区、長崎県長崎市、長崎県西海市、大阪市中央区、オーストラリア（関連会社）

■取 引 店：　　　　　　　　福岡営業部  092-731-0091

株式会社
高橋商店

不二ライトメタル
株式会社

三井松島産業
株式会社
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親 会 社
住 所
T E L
F A X

　

 

三
光
株
式
会
社
様
は
、福
岡
県
久
留
米
市
に
本
社
を
、大
阪

市
中
央
区
に
本
部
を
構
え
、「
化
学
品
製
造
事
業（
自
社
製
品

の
研
究・製
造・販
売
）」と「
化
学
品
専
門
商
社
事
業（
自
社

製
品
以
外
の
幅
広
い
化
学
品
を
販
売
）」と
い
う
２
つ
の
事
業

を
手
掛
け
て
お
ら
れ
る
企
業
で
す
。本
社・本
部
に
加
え
て
国

内
４
支
店
、３
工
場
、１
研
究
所
、1
営
業
所
、そ
の
他
4
つ
の

関
連
会
社
と
海
外
に
４
拠
点（
ド
イ
ツ・タ
イ・米
国・中
国
）を

構
え
る
等
、ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
求
め
て
世
界
中
に
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
広
げ
て
お
ら
れ
、そ
の
う
ち
米
国
法
人
S
A
N
K
O 

U
S
A 

I
n
c
.（
以
下
、同
社
）は
、2
0
0
4
年
７
月
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
社
は
三
光
株
式
会
社
様
の
米
国
に
お
け
る
営
業
拠
点
と

し
て
、主
に
自
社
製
品
の
営
業
、販
売
を
手
掛
け
て
お
ら
れ
る

他
、米
国・ア
ジ
ア
製
品
の
輸
出・輸
入
販
売
と
い
う
商
社
業
も

営
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
、同
社
は
商
社
業
も
営
む
と
い
う
自
社
の
特
徴
を

活
か
し
て
、顧
客
の
要
望
に
応
じ
て
自
社
製
品
以
外
の
製
品

も
販
売
す
る
等
、幅
広
い
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
体
制
を

構
築
し
、主
に
感
熱
紙
を
は
じ
め
と
し
た
情
報
用
紙
関
連
の

原
料
や
、コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤
に
加
え
る
黄
変
防
止
剤
を
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。販
売
先
は
現
地
の
日
系
企
業
だ
け
で
は
な
く

米
国
企
業
、そ
し
て
南
米
の
ブ
ラ
ジ
ル
に
も
広
が
っ
て
お
り
、

現
在
も
販
売
先
の
更
な
る
増
加
を
目
指
し
て
努
力
を
続
け
て

お
ら
れ
ま
す
。

　
現
在
の
米
国
市
場
は
、「
円
高
」と「
環
境
規
制
の
違
い
」と

い
う
二
点
で
、同
社
に
と
って
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。足
元

で
は
若
干
円
安
傾
向
に
転
換
し
た
も
の
の
、依
然
と
し
て
円
高

水
準
が
続
く
中
、同
社
製
品
は
中
国
、台
湾
等
の
ア
ジ
ア
諸
国

か
ら
流
入
す
る
低
価
格
品
と
の
厳
し
い
競
争
に
直
面
し
て
い

る
こ
と
に
加
え
、米
国
は
日
本
ほ
ど
環
境
規
制
が
厳
し
く
な
い

た
め
、多
く
の
米
国
企
業
は
環
境
性
能
よ
り
も
価
格
を
重
視

し
て
調
達
す
る
傾
向
が
強
い
こ
と
も
逆
風
と
な
っ
て
い
ま
す
。

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
国
際
的
な
規
格
で
あ
る

I
S
O
1
4
0
0
1
の
認
証
を
取
得
す
る
等
、積
極
的
に

環
境
問
題
に
取
り
組
む
三
光
株
式
会
社
様
で
す
が
、価
格

重
視
に
偏
り
が
ち
な
米
国
市
場
で
の
販
売
拡
大
に
は
並
々
な

ら
ぬ
苦
労
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
同
社
で
は
、今
後
取
扱
製
品
の
拡
充
を
図
る
た
め
に
商
社

機
能
の
強
化
を
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
営
業
活
動

を
通
し
て
把
握
し
た「
顧
客
が
求
め
る
商
品
」の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

を
拡
充
す
る
こ
と
で
、よ
り
一
層
顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

営
業
に
注
力
さ
れ
る
予
定
で
す
。

 

ま
た
、環
境
意
識
が
年
々
高
ま
る
中
、世
界
的
な
潮
流
は

規
制
強
化
方
向
に
傾
い
て
い
ま
す
。将
来
、米
国
で
も
環
境
規

制
が
強
化
さ
れ
る
可
能
性
を
考
え
る
と
、環
境
性
能
が
低
く

て
も
低
価
格
品
が
売
れ
る
現
状
が
変
化
し
、高
付
加
価
値
を

備
え
た
同
社
製
品
に
注
目
が
集
ま
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

同
社
で
は
、こ
れ
ま
で
の
地
道
な
営
業
努
力
は
い
つ
か
必
ず
実

を
結
ぶ
と
お
考
え
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
様
々
な
活
動
や
苦
労
話
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、

困
難
な
状
況
の
中
で
何
と
か
突
破
口
を
見
出
そ
う
と
現
地

ス
タ
ッ
フ
と
一
体
と
な
っ
て
業
務
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
同
社

の
熱
意
を
感
じ
ま
し
た
。厳
し
い
環
境
で
す
が
、前
向
き
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
が
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
繋
が
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

         （
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
駐
在
員
事
務
所
　
久
保
田
　
雅
人
） 

ニューヨーク編

海
外
進
出
最
前
線

海
外
進
出
さ
れ
て
い
る
福
岡
銀
行
大
阪
支
店
の
お
取
引
先
企
業
グ
ル
ー
プ
の
ご
紹
介

三
光
株
式
会
社
〜SAN

KO
U
SA

In
c
.

〜

4
最
後
に

1
は
じ
め
に

2
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
で
の
M
＆
A

3
香
港
で
の
事
業
活
動

４
最
後
に

PROFILE

：
：

：
：
：
：
：

香港包装器材中心有限公司
Unit 02-03, 21/F, CITIC 
Telecom Tower, 93 Kwai Fuk Road, 
Kwai Chung, N.T., Hong Kong
+852-2610-2277
丸東産業株式会社
福岡県小郡市干潟892番地1
0942-73-3845
0942-73-3848

現地法人名
住 所

T E L
親 会 社
住 所
T E L
F A X

　
丸
東
産
業
株
式
会
社
様
は
、福
岡
県
小
郡
市
に
本
拠
地

を
構
え
、パッ
ケ
ー
ジ
関
連
製
品
の
製
造
、販
売
を
行
わ
れ
て
い
る

企
業
で
す
。セ
ロ
フ
ァ
ン
等
の
取
り
扱
い
に
端
を
発
し
、現
在
は

製
品
の
上
流（
デ
ザ
イ
ン
や
商
品
企
画
等
）か
ら
下
流（
製
袋
）ま

で
の
一
貫
生
産
体
制
を
敷
い
て
、食
品・医
薬
品・化
粧
品・工
業

用
品
等
、あ
ら
ゆ
る
分
野
で
デ
ザ
イ
ン
性
と
機
能
性
を
両
立
さ
せ

た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
手
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。最
近
で
は「
直
進
く

ん（
手
で
簡
単
に
ま
っ
す
ぐ
開
封
出
来
る
袋
）」等
の
付
加
価
値
の

高
い
製
品
を
開
発
し
、全
国
の
営
業
拠
点
を
通
じ
て
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。今
回
は
、丸
東
産
業
株
式
会
社
様
の
子
会
社
で

香
港
に
拠
点
を
置
く「
香
港
包
装
器
材
中
心
有
限
公
司（
以
下
、

同
社
）」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
丸
東
産
業
株
式
会
社
様
の
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
取
り
組
み
の

歴
史
は
古
く
、1
9
5
7
年
に
は
貿
易
部（
現・国
際
部
）を
設
置

し
、い
ち
早
く
輸
出
に
注
力
さ
れ
て
い
ま
し
た
。当
初
、香
港
資
本

の
商
社
を
代
理
店
と
し
、包
装
関
連
製
品
や
食
品
ト
レ
イ
等
を

輸
出
さ
れ
て
い
た
経
緯
か
ら
、香
港
周
辺
市
場
に
強
い
魅
力
を

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。1
9
8
8
年
に
は
、そ
の
香
港

商
社
の
株
式
を
取
得
、1
0
0
％
子
会
社
と
し
た
の
が
現
在
の

同
社
で
、今
で
は
グ
ル
ー
プ
全
体
の
売
上
の
約
1
割
を
占
め
て
い

ま
す
。

　
香
港
で
は
夫
婦
共
働
き
世
帯
が
多
く
、レ
ス
ト
ラ
ン
で
も
持
ち

帰
り
の
文
化
が
根
付
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、同
社
で
は
そ
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
為
、多
く
の
有
名
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

等
に
食
品
ト
レ
イ
を
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、月
餅（
中
国
の

菓
子
の
一
種
）メ
ー
カ
ー
や
製
パ
ン
メ
ー
カ
ー
等
に
は
、高
品
質
な

ラ
ミ
ネ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム
製
品
を
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
他
、同

社
は
商
社
と
し
て
の
強
み
を
活
か
し
、日
本
か
ら
の
高
品
質
な
製

品
に
加
え
て
、中
国
等
か
ら
の
調
達
品
も
同
時
に
販
売
す
る
等
、

顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
幅
広
い
製
品
を
取
り
扱
わ
れ
て
い
ま

す
。近
年
、香
港
で
は
日
本
食
の
浸
透
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、主
力

製
品
の
包
装
資
材
等
だ
け
で
な
く
、寿
司
ロ
ボ
ッ
ト
の
様
な
機
械

装
置
や
調
理
用
器
具
等
、飲
食
店
向
け
の
ア
イ
テ
ム
を
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
で
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、日
本
食
文
化
の
拡
大
に
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
社
は
、ビ
ジ
ネ
ス
の
大
半
が
香
港
企
業
と
の
間
で
行
わ
れ
て

い
る
他
、現
地
で
採
用
し
た
香
港
人
25
名
と
日
本
人
1
名
で

運
営
す
る
等
、香
港
社
会
に
深
く
根
付
い
た
事
業
を
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。今
後
は
中
国
本
土
で
の
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
構
築
も

視
野
に
入
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、食
品
関
連
や
医
療
等
の

分
野
で
香
港
を
は
じ
め
と
し
た
中
国
地
域
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
を

検
討
し
て
い
る
企
業
に
と
って
、同
社
は
有
力
な
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト

ナ
ー
に
な
り
得
る
存
在
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。同
地
域
で
の

ビ
ジ
ネ
ス
を
検
討
さ
れ
て
い
る
皆
様
は
、ぜ
ひ
同
社
に
コ
ン
タ

ク
ト
を
取
ら
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
香
港
駐
在
員
事
務
所
　
菅
　
大
輔
）

▲同社取扱商品「直進くん」
▲左から福村副社長、Ms. Cheryl Richardson、福本社長

▲後列右端：Ran Chang総経理、後列右から2番目：下村常務董事

香港編

海
外
進
出
最
前
線

海
外
進
出
さ
れ
て
い
る
福
岡
銀
行
本
店
営
業
部
の
お
取
引
先
企
業
グ
ル
ー
プ
の
ご
紹
介

丸
東
産
業
株
式
会
社
〜
香
港
包
装
器
材
中
心
有
限
公
司
〜

げ
っ
ぺ
い
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三
光
株
式
会
社
様
は
、福
岡
県
久
留
米
市
に
本
社
を
、大
阪

市
中
央
区
に
本
部
を
構
え
、「
化
学
品
製
造
事
業（
自
社
製
品

の
研
究・製
造・販
売
）」と「
化
学
品
専
門
商
社
事
業（
自
社

製
品
以
外
の
幅
広
い
化
学
品
を
販
売
）」と
い
う
２
つ
の
事
業

を
手
掛
け
て
お
ら
れ
る
企
業
で
す
。本
社・本
部
に
加
え
て
国

内
４
支
店
、３
工
場
、１
研
究
所
、1
営
業
所
、そ
の
他
4
つ
の

関
連
会
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と
海
外
に
４
拠
点（
ド
イ
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イ・米
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国
）を
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る
等
、ビ
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を
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め
て
世
界
中
に
ネ
ッ
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を
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お
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れ
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の
う
ち
米
国
法
人
S
A
N
K
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U
S
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I
n
c
.（
以
下
、同
社
）は
、2
0
0
4
年
７
月
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
社
は
三
光
株
式
会
社
様
の
米
国
に
お
け
る
営
業
拠
点
と

し
て
、主
に
自
社
製
品
の
営
業
、販
売
を
手
掛
け
て
お
ら
れ
る

他
、米
国・ア
ジ
ア
製
品
の
輸
出・輸
入
販
売
と
い
う
商
社
業
も

営
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
、同
社
は
商
社
業
も
営
む
と
い
う
自
社
の
特
徴
を

活
か
し
て
、顧
客
の
要
望
に
応
じ
て
自
社
製
品
以
外
の
製
品

も
販
売
す
る
等
、幅
広
い
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
体
制
を

構
築
し
、主
に
感
熱
紙
を
は
じ
め
と
し
た
情
報
用
紙
関
連
の

原
料
や
、コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤
に
加
え
る
黄
変
防
止
剤
を
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。販
売
先
は
現
地
の
日
系
企
業
だ
け
で
は
な
く

米
国
企
業
、そ
し
て
南
米
の
ブ
ラ
ジ
ル
に
も
広
が
っ
て
お
り
、

現
在
も
販
売
先
の
更
な
る
増
加
を
目
指
し
て
努
力
を
続
け
て

お
ら
れ
ま
す
。

　
現
在
の
米
国
市
場
は
、「
円
高
」と「
環
境
規
制
の
違
い
」と

い
う
二
点
で
、同
社
に
と
って
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。足
元

で
は
若
干
円
安
傾
向
に
転
換
し
た
も
の
の
、依
然
と
し
て
円
高

水
準
が
続
く
中
、同
社
製
品
は
中
国
、台
湾
等
の
ア
ジ
ア
諸
国

か
ら
流
入
す
る
低
価
格
品
と
の
厳
し
い
競
争
に
直
面
し
て
い

る
こ
と
に
加
え
、米
国
は
日
本
ほ
ど
環
境
規
制
が
厳
し
く
な
い

た
め
、多
く
の
米
国
企
業
は
環
境
性
能
よ
り
も
価
格
を
重
視

し
て
調
達
す
る
傾
向
が
強
い
こ
と
も
逆
風
と
な
っ
て
い
ま
す
。

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
国
際
的
な
規
格
で
あ
る

I
S
O
1
4
0
0
1
の
認
証
を
取
得
す
る
等
、積
極
的
に

環
境
問
題
に
取
り
組
む
三
光
株
式
会
社
様
で
す
が
、価
格

重
視
に
偏
り
が
ち
な
米
国
市
場
で
の
販
売
拡
大
に
は
並
々
な

ら
ぬ
苦
労
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
同
社
で
は
、今
後
取
扱
製
品
の
拡
充
を
図
る
た
め
に
商
社

機
能
の
強
化
を
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
営
業
活
動

を
通
し
て
把
握
し
た「
顧
客
が
求
め
る
商
品
」の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

を
拡
充
す
る
こ
と
で
、よ
り
一
層
顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

営
業
に
注
力
さ
れ
る
予
定
で
す
。

 

ま
た
、環
境
意
識
が
年
々
高
ま
る
中
、世
界
的
な
潮
流
は

規
制
強
化
方
向
に
傾
い
て
い
ま
す
。将
来
、米
国
で
も
環
境
規

制
が
強
化
さ
れ
る
可
能
性
を
考
え
る
と
、環
境
性
能
が
低
く

て
も
低
価
格
品
が
売
れ
る
現
状
が
変
化
し
、高
付
加
価
値
を

備
え
た
同
社
製
品
に
注
目
が
集
ま
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

同
社
で
は
、こ
れ
ま
で
の
地
道
な
営
業
努
力
は
い
つ
か
必
ず
実

を
結
ぶ
と
お
考
え
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
様
々
な
活
動
や
苦
労
話
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、

困
難
な
状
況
の
中
で
何
と
か
突
破
口
を
見
出
そ
う
と
現
地

ス
タ
ッ
フ
と
一
体
と
な
っ
て
業
務
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
同
社

の
熱
意
を
感
じ
ま
し
た
。厳
し
い
環
境
で
す
が
、前
向
き
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
が
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
繋
が
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

         （
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
駐
在
員
事
務
所
　
久
保
田
　
雅
人
） 

ニューヨーク編

海
外
進
出
最
前
線

海
外
進
出
さ
れ
て
い
る
福
岡
銀
行
大
阪
支
店
の
お
取
引
先
企
業
グ
ル
ー
プ
の
ご
紹
介

三
光
株
式
会
社
〜SAN

KO
U
SA
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c
.
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最
後
に
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じ
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に
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ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
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の
M
＆
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3
香
港
で
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業
活
動

４
最
後
に
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0942-73-3848
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丸
東
産
業
株
式
会
社
様
は
、福
岡
県
小
郡
市
に
本
拠
地

を
構
え
、パッ
ケ
ー
ジ
関
連
製
品
の
製
造
、販
売
を
行
わ
れ
て
い
る

企
業
で
す
。セ
ロ
フ
ァ
ン
等
の
取
り
扱
い
に
端
を
発
し
、現
在
は

製
品
の
上
流（
デ
ザ
イ
ン
や
商
品
企
画
等
）か
ら
下
流（
製
袋
）ま

で
の
一
貫
生
産
体
制
を
敷
い
て
、食
品・医
薬
品・化
粧
品・工
業

用
品
等
、あ
ら
ゆ
る
分
野
で
デ
ザ
イ
ン
性
と
機
能
性
を
両
立
さ
せ

た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
手
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。最
近
で
は「
直
進
く

ん（
手
で
簡
単
に
ま
っ
す
ぐ
開
封
出
来
る
袋
）」等
の
付
加
価
値
の

高
い
製
品
を
開
発
し
、全
国
の
営
業
拠
点
を
通
じ
て
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。今
回
は
、丸
東
産
業
株
式
会
社
様
の
子
会
社
で

香
港
に
拠
点
を
置
く「
香
港
包
装
器
材
中
心
有
限
公
司（
以
下
、

同
社
）」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
丸
東
産
業
株
式
会
社
様
の
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
取
り
組
み
の

歴
史
は
古
く
、1
9
5
7
年
に
は
貿
易
部（
現・国
際
部
）を
設
置

し
、い
ち
早
く
輸
出
に
注
力
さ
れ
て
い
ま
し
た
。当
初
、香
港
資
本

の
商
社
を
代
理
店
と
し
、包
装
関
連
製
品
や
食
品
ト
レ
イ
等
を

輸
出
さ
れ
て
い
た
経
緯
か
ら
、香
港
周
辺
市
場
に
強
い
魅
力
を

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。1
9
8
8
年
に
は
、そ
の
香
港

商
社
の
株
式
を
取
得
、1
0
0
％
子
会
社
と
し
た
の
が
現
在
の

同
社
で
、今
で
は
グ
ル
ー
プ
全
体
の
売
上
の
約
1
割
を
占
め
て
い

ま
す
。

　
香
港
で
は
夫
婦
共
働
き
世
帯
が
多
く
、レ
ス
ト
ラ
ン
で
も
持
ち

帰
り
の
文
化
が
根
付
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、同
社
で
は
そ
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
為
、多
く
の
有
名
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

等
に
食
品
ト
レ
イ
を
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、月
餅（
中
国
の

菓
子
の
一
種
）メ
ー
カ
ー
や
製
パ
ン
メ
ー
カ
ー
等
に
は
、高
品
質
な

ラ
ミ
ネ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム
製
品
を
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
他
、同

社
は
商
社
と
し
て
の
強
み
を
活
か
し
、日
本
か
ら
の
高
品
質
な
製

品
に
加
え
て
、中
国
等
か
ら
の
調
達
品
も
同
時
に
販
売
す
る
等
、

顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
幅
広
い
製
品
を
取
り
扱
わ
れ
て
い
ま

す
。近
年
、香
港
で
は
日
本
食
の
浸
透
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、主
力

製
品
の
包
装
資
材
等
だ
け
で
な
く
、寿
司
ロ
ボ
ッ
ト
の
様
な
機
械

装
置
や
調
理
用
器
具
等
、飲
食
店
向
け
の
ア
イ
テ
ム
を
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
で
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、日
本
食
文
化
の
拡
大
に
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
社
は
、ビ
ジ
ネ
ス
の
大
半
が
香
港
企
業
と
の
間
で
行
わ
れ
て

い
る
他
、現
地
で
採
用
し
た
香
港
人
25
名
と
日
本
人
1
名
で

運
営
す
る
等
、香
港
社
会
に
深
く
根
付
い
た
事
業
を
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。今
後
は
中
国
本
土
で
の
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
構
築
も

視
野
に
入
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、食
品
関
連
や
医
療
等
の

分
野
で
香
港
を
は
じ
め
と
し
た
中
国
地
域
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
を

検
討
し
て
い
る
企
業
に
と
って
、同
社
は
有
力
な
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト

ナ
ー
に
な
り
得
る
存
在
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。同
地
域
で
の

ビ
ジ
ネ
ス
を
検
討
さ
れ
て
い
る
皆
様
は
、ぜ
ひ
同
社
に
コ
ン
タ

ク
ト
を
取
ら
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
香
港
駐
在
員
事
務
所
　
菅
　
大
輔
）

▲同社取扱商品「直進くん」
▲左から福村副社長、Ms. Cheryl Richardson、福本社長

▲後列右端：Ran Chang総経理、後列右から2番目：下村常務董事

香港編

海
外
進
出
最
前
線

海
外
進
出
さ
れ
て
い
る
福
岡
銀
行
本
店
営
業
部
の
お
取
引
先
企
業
グ
ル
ー
プ
の
ご
紹
介

丸
東
産
業
株
式
会
社
〜
香
港
包
装
器
材
中
心
有
限
公
司
〜

げ
っ
ぺ
い
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福
岡
銀
行
及
び
ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン

シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
で
は
、2
0
1
3
年
1
月

30
日
、31
日
の
2
日
間
、タ
イ
を
は
じ
め
と

し
た
A
S
E
A
N
諸
国
で
の
食
品
関
連

の
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
支
援
を
目
的
に
、「
九
州 

食
の
商
談
会
in
バ
ン
コ
ク
（
共
催
：
福

岡
県
バ
ン
コ
ク
事
務
所
）」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
本
誌
上
で
は
、
タ
イ
に
お
け
る
日
本
食

ビ
ジ
ネ
ス
の
状
況
を
紹
介
し
た
上
で
、

商
談
会
の
模
様
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま

す
。

　　
タ
イ
は
こ
れ
ま
で
日
本
を
は
じ
め
と
す

る
海
外
か
ら
の
直
接
投
資
を
テ
コ
に
し
て

工
業
化
を
進
め
、
経
済
発
展
を
遂
げ
て
き

ま
し
た
。洪
水
の
影
響
に
よ
り
昨
年
は

一
時
的
に
停
滞
し
た
も
の
の
、
近
年
も

堅
調
な
経
済
成
長
は
続
い
て
お
り
、
そ
の

成
長
に
あ
わ
せ
て
タ
イ
国
民
の
所
得
の
向

上
も
進
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、
タ
イ
で
は
日

本
食
ビ
ュッ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ヒ
ッ
ト
を

き
っ
か
け
に
、2
0
0
0
年
以
降「
日
本
食

ブ
ー
ム
」が
起
こ
り
、
バ
ン
コ
ク
を
中
心
に

日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
が
急
増
。現
在
タ
イ

国
内
に
は
1,
7
0
0
軒
を
超
え
る
日
本

食
レ
ス
ト
ラ
ン
が
存
在
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
タ
イ
で
の
日
本
食
ビ
ジ
ネ
ス

は
、
主
に
現
地
に
滞
在
し
て
い
る
日
本
人

を
対
象
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

前
述
の
よ
う
な
タ
イ
で
の「
所
得
の
向
上
」

及
び「
日
本
食
人
気
の
高
さ
」を
背
景
に
、

近
年
は
タ
イ
人
富
裕
層
に
加
え
中
間
層
に

も
日
本
食
が
浸
透
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
日
本
食
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
へ
の
期
待
の
高

ま
り
を
受
け
、
今
回
福
岡
銀
行
で
は
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
、
食
品
に
特
化
し
た

商
談
会
を
バ
ン
コ
ク
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
商
談
会
に
は
ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
グ
ル
ー
プ
３
行
の
お
取
引
先
を
は
じ
め

と
し
た
九
州
の
食
品
関
連
企
業
31
社
が

現
地
に
集
結
。和
牛
や
麺
類
、
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
等
、
自
社
で
取
り
扱
って
い
る
自
慢
の

商
品
を
手
に
商
談
へ
と
望
み
ま
し
た
。

　
当
日
は
バ
イ
ヤ
ー
（
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ス
ー

パ
ー
等
の
買
い
手
側
）と
し
て
、
タ
イ
国
内

企
業
を
中
心
に
計
1
1
4
社
が
来
場
し
、

活
気
溢
れ
る
商
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

商
談
会
場
で
は
現
地
で
の
日
本
食
に
対
す

る
関
心
の
高
さ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、バ
イ

ヤ
ー
側
の
積
極
的
な
姿
勢
が
多
く
見
ら

れ
、
特
に
日
本
の「
和
牛
」に
対
し
て
強
い

関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。開
催

２
日
間
で
の
商
談
件
数
は
延
べ
4
8
9
件

（
参
加
企
業
１
社
あ
た
り
の
平
均
商
談
件

数
16
件
）に
も
上
り
、
そ
の
う
ち「
商
談
成

約
見
込
み
」は
1
1
9
件
と
、全
体
の
４
分

の
１
近
く
が
こ
れ
か
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
繋
が

る
見
込
み
と
な
る
等
、
今
後
の
動
き
に
期

待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　
参
加
企
業
か
ら
は
、「
今
ま
で
タ
イ
に

当
社
の
商
品
を
出
し
た
い
と
思
っ
て
い
て

も
、
方
法
が
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。良
い

き
っ
か
け
を
も
ら
え
た
」、「
数
多
く
の
バ
イ

ヤ
ー
と
商
談
す
る
こ
と
が
出
来
て
実
の
あ

る
商
談
だ
っ
た
」等
の
評
価
を
頂
き
、
参
加

企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
満
足
度
は
平
均

8・6
点
（
10
点
満
点
）
と
高
い
評
価
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
商
談
会
を
通
じ
て
、
日
本
食
材

は
タ
イ
に
お
い
て
、旺
盛
な
需
要
が
あ
る
こ

と
が
改
め
て
確
認
出
来
ま
し
た
。今
後
は

食
品
関
連
分
野
で
も
、
日
系
企
業
の
ビ
ジ

ネ
ス
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
バ
ン
コ
ク
駐
在
員
事
務
所
で
は
、
タ
イ

を
は
じ
め
、カ
ン
ボ
ジ
ア・ベ
ト
ナ
ム・ミ
ャ

ン
マ
ー
・
ラ
オ
ス
の
イ
ン
ド
シ
ナ
地
域
５

カ
国
を
担
当
エ
リ
ア
と
し
て
お
り
、
お
取

引
先
企
業
様
の
販
路
拡
大
に
関
す
る

様
々
な
情
報
提
供
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

上
記
の
地
域
へ
の
海
外
進
出
を
ご
検
討

さ
れ
て
い
る
お
客
様
は
、
お
近
く
の
ふ
く

お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
各
行

（
福
岡
銀
行
・
熊
本
フ
ァ
ミ
リ
ー
銀
行
・

親
和
銀
行
）
ま
で
是
非
お
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。

（
バン
コ
ク
駐
在
員
事
務
所
　
貞
方
　
泰
徳
）

商
談
の
様
子

タ
イ
の
日
本
食
ビ
ジ
ネ
ス

バ
ン
コ
ク
か
ら

「
九
州
食
の
商
談
会
in
バ
ン
コ
ク
」開
催
報
告

 Bangkok
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福
岡
銀
行
及
び
ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン

シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
で
は
、2
0
1
3
年
1
月

30
日
、31
日
の
2
日
間
、タ
イ
を
は
じ
め
と

し
た
A
S
E
A
N
諸
国
で
の
食
品
関
連

の
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
支
援
を
目
的
に
、「
九
州 

食
の
商
談
会
in
バ
ン
コ
ク
（
共
催
：
福

岡
県
バ
ン
コ
ク
事
務
所
）」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
本
誌
上
で
は
、
タ
イ
に
お
け
る
日
本
食

ビ
ジ
ネ
ス
の
状
況
を
紹
介
し
た
上
で
、

商
談
会
の
模
様
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま

す
。

　　
タ
イ
は
こ
れ
ま
で
日
本
を
は
じ
め
と
す

る
海
外
か
ら
の
直
接
投
資
を
テ
コ
に
し
て

工
業
化
を
進
め
、
経
済
発
展
を
遂
げ
て
き

ま
し
た
。洪
水
の
影
響
に
よ
り
昨
年
は

一
時
的
に
停
滞
し
た
も
の
の
、
近
年
も

堅
調
な
経
済
成
長
は
続
い
て
お
り
、
そ
の

成
長
に
あ
わ
せ
て
タ
イ
国
民
の
所
得
の
向

上
も
進
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、
タ
イ
で
は
日

本
食
ビ
ュッ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ヒ
ッ
ト
を

き
っ
か
け
に
、2
0
0
0
年
以
降「
日
本
食

ブ
ー
ム
」が
起
こ
り
、
バ
ン
コ
ク
を
中
心
に

日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
が
急
増
。現
在
タ
イ

国
内
に
は
1,
7
0
0
軒
を
超
え
る
日
本

食
レ
ス
ト
ラ
ン
が
存
在
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
タ
イ
で
の
日
本
食
ビ
ジ
ネ
ス

は
、
主
に
現
地
に
滞
在
し
て
い
る
日
本
人

を
対
象
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

前
述
の
よ
う
な
タ
イ
で
の「
所
得
の
向
上
」

及
び「
日
本
食
人
気
の
高
さ
」を
背
景
に
、

近
年
は
タ
イ
人
富
裕
層
に
加
え
中
間
層
に

も
日
本
食
が
浸
透
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
日
本
食
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
へ
の
期
待
の
高

ま
り
を
受
け
、
今
回
福
岡
銀
行
で
は
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
、
食
品
に
特
化
し
た

商
談
会
を
バ
ン
コ
ク
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
商
談
会
に
は
ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
グ
ル
ー
プ
３
行
の
お
取
引
先
を
は
じ
め

と
し
た
九
州
の
食
品
関
連
企
業
31
社
が

現
地
に
集
結
。和
牛
や
麺
類
、
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
等
、
自
社
で
取
り
扱
って
い
る
自
慢
の

商
品
を
手
に
商
談
へ
と
望
み
ま
し
た
。

　
当
日
は
バ
イ
ヤ
ー
（
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ス
ー

パ
ー
等
の
買
い
手
側
）と
し
て
、
タ
イ
国
内

企
業
を
中
心
に
計
1
1
4
社
が
来
場
し
、

活
気
溢
れ
る
商
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

商
談
会
場
で
は
現
地
で
の
日
本
食
に
対
す

る
関
心
の
高
さ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、バ
イ

ヤ
ー
側
の
積
極
的
な
姿
勢
が
多
く
見
ら

れ
、
特
に
日
本
の「
和
牛
」に
対
し
て
強
い

関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。開
催

２
日
間
で
の
商
談
件
数
は
延
べ
4
8
9
件

（
参
加
企
業
１
社
あ
た
り
の
平
均
商
談
件

数
16
件
）に
も
上
り
、
そ
の
う
ち「
商
談
成

約
見
込
み
」は
1
1
9
件
と
、全
体
の
４
分

の
１
近
く
が
こ
れ
か
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
繋
が

る
見
込
み
と
な
る
等
、
今
後
の
動
き
に
期

待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　
参
加
企
業
か
ら
は
、「
今
ま
で
タ
イ
に

当
社
の
商
品
を
出
し
た
い
と
思
っ
て
い
て

も
、
方
法
が
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。良
い

き
っ
か
け
を
も
ら
え
た
」、「
数
多
く
の
バ
イ

ヤ
ー
と
商
談
す
る
こ
と
が
出
来
て
実
の
あ

る
商
談
だ
っ
た
」等
の
評
価
を
頂
き
、
参
加

企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
満
足
度
は
平
均

8・6
点
（
10
点
満
点
）
と
高
い
評
価
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
商
談
会
を
通
じ
て
、
日
本
食
材

は
タ
イ
に
お
い
て
、旺
盛
な
需
要
が
あ
る
こ

と
が
改
め
て
確
認
出
来
ま
し
た
。今
後
は

食
品
関
連
分
野
で
も
、
日
系
企
業
の
ビ
ジ

ネ
ス
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
バ
ン
コ
ク
駐
在
員
事
務
所
で
は
、
タ
イ

を
は
じ
め
、カ
ン
ボ
ジ
ア・ベ
ト
ナ
ム・ミ
ャ

ン
マ
ー
・
ラ
オ
ス
の
イ
ン
ド
シ
ナ
地
域
５

カ
国
を
担
当
エ
リ
ア
と
し
て
お
り
、
お
取

引
先
企
業
様
の
販
路
拡
大
に
関
す
る

様
々
な
情
報
提
供
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

上
記
の
地
域
へ
の
海
外
進
出
を
ご
検
討

さ
れ
て
い
る
お
客
様
は
、
お
近
く
の
ふ
く

お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
各
行

（
福
岡
銀
行
・
熊
本
フ
ァ
ミ
リ
ー
銀
行
・

親
和
銀
行
）
ま
で
是
非
お
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。

（
バン
コ
ク
駐
在
員
事
務
所
　
貞
方
　
泰
徳
）

商
談
の
様
子

タ
イ
の
日
本
食
ビ
ジ
ネ
ス

バ
ン
コ
ク
か
ら

「
九
州
食
の
商
談
会
in
バ
ン
コ
ク
」開
催
報
告
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2
0
1
2
年
12
月
、中
国
東
北
地
方
の

新
た
な
大
動
脈
と
な
る
高
速
鉄
道
「
哈
大

高
速
鉄
道
」
が
開
通
し
ま
し
た
。遼
寧
省

大
連
か
ら
省
都
瀋
陽
や
吉
林
省
長
春
を

経
由
し
て
、
黒
龍
江
省
ハ
ル
ビ
ン
（
哈
爾

兵
）ま
で
を
専
用
路
線
で
結
び
ま
す（
詳
細

は
本
誌
本
号
34
頁
掲
載
の
「
海
外
ト
ピ
ッ

ク
ス
」を
ご
参
照
下
さ
い
）。こ
れ
に
よ
り
東

北
地
方
の
ネ
ッ
ク
と
言
わ
れ
て
い
た
交
通

ア
ク
セ
ス
網
が
改
善
さ
れ
、人
や
モ
ノ
の
往

来
が
活
発
に
な
り
、
今
後
の
経
済
の
活
性

化
に
繋
が
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
今
般
の
高
速
鉄
道
開
通
は
、
遼
寧
省
の

二
大
都
市
で
あ
る
瀋
陽
・
大
連
間
（
約

4
0
0
㎞
）の
ビ
ジ
ネ
ス
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
従
来
、同
区
間
は
特
急
列
車
で
４
時
間

強
か
か
って
い
ま
し
た
が
、高
速
鉄
道
で
は

夏
季
1
時
間
半（
冬
季
は
2
時
間
強
）と
、

日
帰
り
出
張
が
十
分
可
能
と
な
る
移
動

時
間
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、こ
れ
ま

で
大
連
駐
在
日
本
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
瀋

陽
出
張
は
社
用
車
を
利
用
す
る
ケ
ー
ス
が

多
く
、時
間
帯
に
よ
って
は
高
速
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
か
ら
市
内
ま
で
一
般
道
で
か
な

り
の
時
間
を
要
し
、
更
に
冬
の
高
速
道
路

は
凍
結
す
る
た
め
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
危
険

と
隣
り
合
わ
せ
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、実

際
の
距
離
以
上
に
瀋
陽
を
遠
く
感
じ
て
い

る
方
が
多
く
い
ま
し
た
。今
般
の
高
速
鉄

道
の
開
通
に
よ
り
、
そ
の
心
理
的
な
距
離

感
も
ず
い
ぶ
ん
と
近
く
感
じ
ら
れ
る
様
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
日
本
企
業
の
対
中
投
資
は
、

外
資
の
誘
致
に
積
極
的
で
、且
つ
、良
好
な

港
が
あ
り
、
加
工
貿
易
の
拠
点
等
と
し
て

活
用
し
や
す
い
こ
と
を
背
景
に
、
同
じ
遼

寧
省
に
あ
る
大
連
に
集
中
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、今
般
の
高
速
鉄
道
の
開
通
を
き
っ

か
け
に
、瀋
陽
で
の
更
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大

へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。そ
の
理
由

は
、
瀋
陽
が
①
中
央
政
府
に
よ
る
東
北
地

方
振
興
策
の
中
核
都
市
で
あ
る
こ
と
、②

首
都
北
京
と
東
北
地
方
を
つ
な
ぐ
ハ
ブ
都

市
で
あ
る
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
瀋
陽
は
、
戸
籍
人
口
が
7
2
3
万
人
、

面
積
は
福
岡
県
（
4,
9
7
7
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
）
の
2.
6
倍
の
広
さ
と
な
る

1
2,
9
8
0
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
及

ぶ
、
中
国
東
北
地
方
の
主
要
都
市
の
一
つ

で
す
。函
館
市
と
ほ
ぼ
同
じ
緯
度
に
位
置

す
る
た
め
、
冬
は
最
低
気
温
が
零
下
30
度

に
達
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、
か
つ

て
清
の
初
代
皇
帝
ヌ
ル
ハ
チ
が
後
金（
後
の

清
）
を
建
国
し
た
時
に
国
都
に
定
め
た
と

い
う
歴
史
が
あ
り
、
古
都
の
面
影
を
残
す

建
造
物
と
し
て
有
名
な
瀋
陽
故
宮
を
は
じ

め
、
歴
史
を
物
語
る
数
多
く
の
名
所
旧
跡

が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
九
州
及
び
日
本
と
の
関
係
で
は
、

2
0
1
1
年
に
佐
賀
県
が
地
元
企
業
の
中

国
市
場
開
拓
の
支
援
等
を
行
う
拠
点
と
し

て
事
務
所
を
開
設
し
て
い
る
他
、
中
国
東

北
地
方
を
管
轄
す
る
日
本
総
領
事
館
が
置

か
れ
て
お
り
、
ま
た
、
札
幌
市（
1
9
8
0

年
）及
び
川
崎
市（
1
9
8
1
年
）が
友
好

都
市
関
係
を
締
結
し
て
い
る
等
、
日
本
と

の
交
流
関
係
も
深
まって
い
ま
す
。

　
瀋
陽
周
辺
は
、
原
油
・
鉄
鉱
石
・
石

炭
等
の
天
然
資
源
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
中
国
の
大
手
製
鉄
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
「
鞍
山
鋼
鉄
集
団
」
等
の
素

材
メ
ー
カ
ー
が
集
積
し
、
機
械
工
業
や
製

造
業
を
中
心
と
し
た
国
内
有
数
の
重
工

業
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。し

か
し
、改
革
開
放
後
の
加
工
貿
易
全
盛
時

の
1
9
9
0
年
代
ま
で
、
瀋
陽
は
非
効
率

な
国
有
企
業
主
体
の
産
業
構
造
で
あ
っ
た

た
め
に
、
市
場
経
済
化
に
適
応
で
き
な

か
っ
た
こ
と
等
か
ら
、経
済
は
停
滞
し
て
い

ま
し
た
。

　
停
滞
か
ら
の
脱
却
の
転
機
と
な
っ
た
の

は
、
2
0
0
3
年
に
中
央
政
府
が
重
要
な

国
家
戦
略
と
位
置
付
け
た
「
東
北
振
興

策
」、
及
び
2
0
0
7
年
に
同
政
策
の
具

体
的
実
施
計
画
で
あ
る
「
東
北
地
区
振
興

計
画
」で
す
。こ
の
施
策
を
通
し
て
、
国
有

企
業
の
再
編
や
民
営
化
、
不
振
企
業
の
廃

止
等
と
い
っ
た
市
場
経
済
化
へ
の
対
応
が

実
施
さ
れ
、
今
や
世
界
有
数
の
工
作
機
械

メ
ー
カ
ー
に
成
長
し
た「
瀋
陽
機
床
集
団
」

を
筆
頭
に
、
瀋
陽
に
お
け
る
複
数
の
有
力

メ
ー
カ
ー
の
誕
生
、
更
に
は
関
連
す
る
地

場
産
業
の
成
長
に
も
繋
が
り
ま
し
た
。ま

た
同
施
策
に
は
、
瀋
陽
を
中
心
と
し
た
高

速
鉄
道
・
高
速
道
路
・
地
下
鉄
と
いっ
た

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
等
も
盛
り
込
ま
れ

て
お
り
、
大
型
の
開
発
投
資
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
施
策
が
実
施
さ
れ
て
い
た

時
期
が
、中
国
が
経
済
成
長
と
所
得
水
準

Overseas
Report

は
じ
め
に

1
高
速
鉄
道
開
通
に
よ
り

高
ま
る
瀋
陽
へ
の
注
目
度

2

瀋
陽
の
概
要

3

大
連
か
ら

中
国
東
北
地
方
・
遼
寧
省
最
大
の
都
市「
瀋
陽
」

　高
速
鉄
道
開
通
に
よ
る
新
時
代
の
到
来

は 

だ
い

あ
ん
ざ
ん
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Harbin

Shenyang

瀋陽駅

■ 主要指数比較

円元為替レートは2012年12月31日現在（１元＝13.92円）のものを使用

面積
（k㎡）

12,980

12,574

20,571

53,068

6,340

16,410

72,637

91,287

52,649

42,700

82,560

81,658

（千円）

1,011

1,278

733

594

1,149

1,137

人口
（万人）

723

589

762

993

2,347

2,019

5,915

6,150

4,003

4,243

19,196

16,252

瀋陽市
（遼寧省）

GDP（億元） 一人当たり
GDP（元） （出所）

大連市
(遼寧省） 在瀋陽

日本国総領事館

上海市統計年鑑

北京市統計年鑑

長春市
（吉林省）
ハルビン市
（黒龍江省）

上海市

北京市

東
北
3
省

他
都
市

（十億円）

8,234

8,561

5,572

5,906

26,721

22,623

（前年比）

12.3%

13.5%

13.3%

12.3%

11.8%

15.2%

年次

2011

2011

2011

2011

2011

2011

〈瀋陽－ハルビン〉
在来線：5時間→高速鉄道：1.5時間

（冬季3時間）

〈瀋陽―大連〉
在来線：4時間→1.5時間
（冬季：2.5時間）

〈瀋陽―北京〉
在来線：4時間→高速鉄道：2.5時間

（2014年開通予定）

■ GDPの推移と成長率

出所：各統計局資料より福岡銀行大連駐在員事務所にて作成

+18.0%

+16.0%

+14.0%

+12.0%

+10.0%

+8.0%

+6.0%

+4.0%

+2.0%

+0.0%

GDP（大連） GDP（瀋陽） GDP成長率（大連） GDP成長率（瀋陽） GDP成長率（中国全体）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000
GDP（単位：億元） GDP成長率

2007年2007年 2008年2008年 2009年2009年 2010年2010年 2011年2011年

+17.7%(瀋)

+17.5%(大)

+16.5%(大)

+16.3%(瀋)
+15.0%(大)

+14.1%(瀋)

+15.2%(大)+15.2%(大)

+14.1%(瀋)+14.1%(瀋)

+14.1%(全)+14.1%(全)

3,1313,131 3,8583,858

3,8613,8613,0743,074

4,4184,418

4,3594,359

5,1585,158

5,0185,018

6,1506,150

5,9155,915

+9.0%(全)+9.0%(全) +8.7%(全)+8.7%(全)
+10.3%(全)+10.3%(全)

+9.2%(全)+9.2%(全)

+13.5%(大)+13.5%(大)

+12.3%(瀋)+12.3%(瀋)

■ 貿易金額の推移と比較

出所：ジェトロ資料より（元出：大連市対外貿易合作局、瀋陽統計年鑑）

年次

2008年

2009年

2010年

2011年

449.1

403.5

521.1

600.1

238.4

208.2

273.9

311.9

210.7

195.3

247.2 

288.2

71.3

65.7

78.6

106.3
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35.2
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48.3

30.1

30.5

37.8 

58.0 
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6.6 倍

5.6 倍
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6.5 倍

7.0 倍

6.4 倍
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計
（億ドル） 輸出 輸入 計

（億ドル） 輸出 輸入 計
（億ドル） 輸出 輸入

■ 日本との貿易推移額

出所：ジェトロ資料より（元出：大連市対外貿易合作局、瀋陽統計年鑑）
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対日
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2
0
1
2
年
12
月
、中
国
東
北
地
方
の

新
た
な
大
動
脈
と
な
る
高
速
鉄
道
「
哈
大

高
速
鉄
道
」
が
開
通
し
ま
し
た
。遼
寧
省

大
連
か
ら
省
都
瀋
陽
や
吉
林
省
長
春
を

経
由
し
て
、
黒
龍
江
省
ハ
ル
ビ
ン
（
哈
爾

兵
）ま
で
を
専
用
路
線
で
結
び
ま
す（
詳
細

は
本
誌
本
号
34
頁
掲
載
の
「
海
外
ト
ピ
ッ

ク
ス
」を
ご
参
照
下
さ
い
）。こ
れ
に
よ
り
東

北
地
方
の
ネ
ッ
ク
と
言
わ
れ
て
い
た
交
通

ア
ク
セ
ス
網
が
改
善
さ
れ
、人
や
モ
ノ
の
往

来
が
活
発
に
な
り
、
今
後
の
経
済
の
活
性

化
に
繋
が
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
今
般
の
高
速
鉄
道
開
通
は
、
遼
寧
省
の

二
大
都
市
で
あ
る
瀋
陽
・
大
連
間
（
約

4
0
0
㎞
）の
ビ
ジ
ネ
ス
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
従
来
、同
区
間
は
特
急
列
車
で
４
時
間

強
か
か
って
い
ま
し
た
が
、高
速
鉄
道
で
は

夏
季
1
時
間
半（
冬
季
は
2
時
間
強
）と
、

日
帰
り
出
張
が
十
分
可
能
と
な
る
移
動

時
間
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、こ
れ
ま

で
大
連
駐
在
日
本
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
瀋

陽
出
張
は
社
用
車
を
利
用
す
る
ケ
ー
ス
が

多
く
、時
間
帯
に
よ
って
は
高
速
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
か
ら
市
内
ま
で
一
般
道
で
か
な

り
の
時
間
を
要
し
、
更
に
冬
の
高
速
道
路

は
凍
結
す
る
た
め
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
危
険

と
隣
り
合
わ
せ
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、実

際
の
距
離
以
上
に
瀋
陽
を
遠
く
感
じ
て
い

る
方
が
多
く
い
ま
し
た
。今
般
の
高
速
鉄

道
の
開
通
に
よ
り
、
そ
の
心
理
的
な
距
離

感
も
ず
い
ぶ
ん
と
近
く
感
じ
ら
れ
る
様
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
日
本
企
業
の
対
中
投
資
は
、

外
資
の
誘
致
に
積
極
的
で
、且
つ
、良
好
な

港
が
あ
り
、
加
工
貿
易
の
拠
点
等
と
し
て

活
用
し
や
す
い
こ
と
を
背
景
に
、
同
じ
遼

寧
省
に
あ
る
大
連
に
集
中
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、今
般
の
高
速
鉄
道
の
開
通
を
き
っ

か
け
に
、瀋
陽
で
の
更
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大

へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。そ
の
理
由

は
、
瀋
陽
が
①
中
央
政
府
に
よ
る
東
北
地

方
振
興
策
の
中
核
都
市
で
あ
る
こ
と
、②

首
都
北
京
と
東
北
地
方
を
つ
な
ぐ
ハ
ブ
都

市
で
あ
る
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
瀋
陽
は
、
戸
籍
人
口
が
7
2
3
万
人
、

面
積
は
福
岡
県
（
4,
9
7
7
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
）
の
2.
6
倍
の
広
さ
と
な
る

1
2,
9
8
0
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
及

ぶ
、
中
国
東
北
地
方
の
主
要
都
市
の
一
つ

で
す
。函
館
市
と
ほ
ぼ
同
じ
緯
度
に
位
置

す
る
た
め
、
冬
は
最
低
気
温
が
零
下
30
度

に
達
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、
か
つ

て
清
の
初
代
皇
帝
ヌ
ル
ハ
チ
が
後
金（
後
の

清
）
を
建
国
し
た
時
に
国
都
に
定
め
た
と

い
う
歴
史
が
あ
り
、
古
都
の
面
影
を
残
す

建
造
物
と
し
て
有
名
な
瀋
陽
故
宮
を
は
じ

め
、
歴
史
を
物
語
る
数
多
く
の
名
所
旧
跡

が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
九
州
及
び
日
本
と
の
関
係
で
は
、

2
0
1
1
年
に
佐
賀
県
が
地
元
企
業
の
中

国
市
場
開
拓
の
支
援
等
を
行
う
拠
点
と
し

て
事
務
所
を
開
設
し
て
い
る
他
、
中
国
東

北
地
方
を
管
轄
す
る
日
本
総
領
事
館
が
置

か
れ
て
お
り
、
ま
た
、
札
幌
市（
1
9
8
0

年
）及
び
川
崎
市（
1
9
8
1
年
）が
友
好

都
市
関
係
を
締
結
し
て
い
る
等
、
日
本
と

の
交
流
関
係
も
深
まって
い
ま
す
。

　
瀋
陽
周
辺
は
、
原
油
・
鉄
鉱
石
・
石

炭
等
の
天
然
資
源
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
中
国
の
大
手
製
鉄
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
「
鞍
山
鋼
鉄
集
団
」
等
の
素

材
メ
ー
カ
ー
が
集
積
し
、
機
械
工
業
や
製

造
業
を
中
心
と
し
た
国
内
有
数
の
重
工

業
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。し

か
し
、改
革
開
放
後
の
加
工
貿
易
全
盛
時

の
1
9
9
0
年
代
ま
で
、
瀋
陽
は
非
効
率

な
国
有
企
業
主
体
の
産
業
構
造
で
あ
っ
た

た
め
に
、
市
場
経
済
化
に
適
応
で
き
な

か
っ
た
こ
と
等
か
ら
、経
済
は
停
滞
し
て
い

ま
し
た
。

　
停
滞
か
ら
の
脱
却
の
転
機
と
な
っ
た
の

は
、
2
0
0
3
年
に
中
央
政
府
が
重
要
な

国
家
戦
略
と
位
置
付
け
た
「
東
北
振
興

策
」、
及
び
2
0
0
7
年
に
同
政
策
の
具

体
的
実
施
計
画
で
あ
る
「
東
北
地
区
振
興

計
画
」で
す
。こ
の
施
策
を
通
し
て
、
国
有

企
業
の
再
編
や
民
営
化
、
不
振
企
業
の
廃

止
等
と
い
っ
た
市
場
経
済
化
へ
の
対
応
が

実
施
さ
れ
、
今
や
世
界
有
数
の
工
作
機
械

メ
ー
カ
ー
に
成
長
し
た「
瀋
陽
機
床
集
団
」

を
筆
頭
に
、
瀋
陽
に
お
け
る
複
数
の
有
力

メ
ー
カ
ー
の
誕
生
、
更
に
は
関
連
す
る
地

場
産
業
の
成
長
に
も
繋
が
り
ま
し
た
。ま

た
同
施
策
に
は
、
瀋
陽
を
中
心
と
し
た
高

速
鉄
道
・
高
速
道
路
・
地
下
鉄
と
いっ
た

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
等
も
盛
り
込
ま
れ

て
お
り
、
大
型
の
開
発
投
資
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
施
策
が
実
施
さ
れ
て
い
た

時
期
が
、中
国
が
経
済
成
長
と
所
得
水
準

Overseas
Report

は
じ
め
に

1
高
速
鉄
道
開
通
に
よ
り

高
ま
る
瀋
陽
へ
の
注
目
度

2

瀋
陽
の
概
要

3

大
連
か
ら

中
国
東
北
地
方
・
遼
寧
省
最
大
の
都
市「
瀋
陽
」

　高
速
鉄
道
開
通
に
よ
る
新
時
代
の
到
来

は 

だ
い

あ
ん
ざ
ん

Dalian

Harbin

Shenyang

瀋陽駅

■ 主要指数比較

円元為替レートは2012年12月31日現在（１元＝13.92円）のものを使用
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（遼寧省）
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大連市
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日本国総領事館

上海市統計年鑑

北京市統計年鑑
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（吉林省）
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北
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市
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年次

2011

2011

2011

2011

2011

2011

〈瀋陽－ハルビン〉
在来線：5時間→高速鉄道：1.5時間

（冬季3時間）

〈瀋陽―大連〉
在来線：4時間→1.5時間
（冬季：2.5時間）

〈瀋陽―北京〉
在来線：4時間→高速鉄道：2.5時間

（2014年開通予定）

■ GDPの推移と成長率

出所：各統計局資料より福岡銀行大連駐在員事務所にて作成
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■ 貿易金額の推移と比較

出所：ジェトロ資料より（元出：大連市対外貿易合作局、瀋陽統計年鑑）
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■ 日本との貿易推移額

出所：ジェトロ資料より（元出：大連市対外貿易合作局、瀋陽統計年鑑）
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の
向
上
に
よ
り
消
費
市
場
と
し
て
の
魅
力

を
高
め
つ
つ
あ
っ
た
時
期
と
重
な
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
北
京
・
天
津
等
の
巨
大
市
場
と

東
北
地
方
を
結
ぶ
ハ
ブ
機
能
や
、
製
造
業

の
生
産
拠
点
等
と
し
て
発
展
す
る
条
件
を

備
え
て
い
た
瀋
陽
の
経
済
は
再
び
活
性

化
。足
元
で
は
環
境
に
配
慮
し
た
次
世
代

型
建
築
産
業
の
振
興
を
図
る
国
家
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「
国
家
現
代
建
築
産
業

化
モ
デ
ル
都
市
」に
中
国
で
初
め
て
指
定
さ

れ
る
等
、
新
た
な
産
業
の
育
成
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
瀋
陽
で
は
現
在
も
都
市
機
能
の
向
上
に

向
け
た
様
々
な
計
画
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。2
0
1
4
年
末
に
は
北
京
と
の
高
速

鉄
道
が
開
通
（
所
要
時
間
が
現
在
の
4
時

間
強
か
ら
2
時
間
半
に
短
縮
）し
、交
通
の

要
衝
と
し
て
更
に
利
便
性
が
向
上
す
る
見

込
み
で
あ
る
他
、瀋
陽
南
西
部
に
位
置
し
、

高
い
港
湾
能
力
を
有
す
る
営
口
港
と
瀋
陽

を
結
ぶ
直
通
道
路
「
通
海
大
道
（
1
2
0

㎞
：
所
要
時
間
は
1.
5
時
間
）」
が
建
設

中
で
あ
る
等
、
こ
れ
ま
で
ネ
ッ
ク
と
な
って

い
た
港
と
の
ア
ク
セ
ス
も
改
善
さ
れ
る
予

定
で
す
。

　
瀋
陽
の
特
徴
と
し
て
は
、
富
裕
層
が
多

い
こ
と
、
そ
し
て
面
子
を
重
視
し
高
額
消

費
を
好
む
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。前
述
の
通
り
、
元
々
国
有
企
業
の

集
積
地
で
あ
っ
た
瀋
陽
に
は
、
国
有
企
業

の
民
営
化
が
進
む
過
程
で
企
業
か
ら
慰

労
金
の
ほ
か
住
宅
や
不
動
産
の
安
価
で
の

払
い
下
げ
を
受
け
た
元
社
員
等
が
数
多

く
在
住
し
て
お
り
、
最
近
の
活
発
な
不
動

産
開
発
や
不
動
産
市
況
の
上
昇
が
、そ
う

し
た
層
の
資
産
増
加
（
＝
富
裕
層
の
拡

大
）に
繋
が
って
い
る
よ
う
で
す
。ま
た
、国

内
の
ぜ
い
た
く
品
支
出
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も

上
海
、
北
京
、
杭
州
に
次
ぐ
第
4
位
に
ラ

ン
ク
イ
ン
し
て
い
ま
す
（
華
商
晨
報
／

2
0
1
1
年
12
月
1
日
付
）。

　
こ
の
よ
う
な
消
費
の
受
け
皿
と
し
て
、

瀋
陽
に
は
主
な
繁
華
街
が
2
か
所
あ
り
、

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。瀋
陽
駅

前
の
「
太
原
街
」
と
瀋
陽
故
宮
に
隣
接
す

る「
中
街
」は
、
ど
ち
ら
も
大
変
な
賑
わ
い

を
見
せ
て
い
ま
す
。太
原
街
に
は
欧
米
系

の
高
級
ブ
ラ
ン
ド
や
高
級
百
貨
店
が
集
積

す
る
一
方
、
中
街
に
は
全
長
1,
5
0
0

メ
ー
ト
ル
の
歩
行
者
天
国
を
中
心
に
特
に

若
者
を
意
識
し
た
ブ
ラ
ン
ド
が
多
く
、ユ
ニ

ク
ロ
を
は
じ
め
、
雑
貨
小
売
の
無
印
良
品

や
眼
鏡
販
売
の
Ｊ
Ｉ
Ｎ
S
等
の
日
系
の
小

売
業
が
出
店
し
て
お
り
、
2
0
1
0
年
に

は
ヤ
マ
ダ
電
機
が
中
国
進
出
第
1
号
店
を

開
設
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
、
太
原
街
と

中
街
は
そ
れ
ぞ
れ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
顧

客
の
棲
み
分
け
が
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

す
が
、
最
近
で
は
従
来
の
棲
み
分
け
に
捉

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
中
街
に
も
上
海
の
高

級
百
貨
店
や
香
港
の
著
名
な
シ
ョッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
が
新
規
進
出
（
建
設
中
も
含

む
）
す
る
等
、
両
繁
華
街
の
集
積
は
大
連

を
大
き
く
上
回
る
商
圏
と
な
って
い
ま
す
。

更
に
、
瀋
陽
に
は
市
内
を
東
西
に
走
る
地

下
鉄
1
号
線
と
南
北
に
走
る
2
号
線
が

開
通
し
て
お
り
、
太
原
街
と
中
街
は
12
分

程
度
（
4
駅
）で
移
動
出
来
る
等
交
通
利

便
性
が
高
く
、
更
な
る
集
客
力
の
向
上
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
所
得
水
準
の
向
上
や
前
述
の
国

有
企
業
の
不
動
産
払
い
下
げ
効
果
等
に
よ

り
、
市
民
の
住
宅
購
買
力
が
上
昇
し
て
い

る
こ
と
を
背
景
に
、
瀋
陽
の
不
動
産
販
売

（
面
積
）
は
順
調
に
増
加
し
て
い
ま
す
。大

連
で
の
不
動
産
販
売（
面
積
）が
同
時
期
に

減
少
し
て
い
る
こ
と
と
比
べる
と
、
瀋
陽
の

堅
調
な
拡
大
が
目
立
ち
ま
す
。

　
周
辺
都
市
か
ら
の
人
口
流
入
を
吸
収
す

る
た
め
に
郊
外
や
農
村
部
で
も
ニュ
ー
タ
ウ

ン
建
設
が
計
画
さ
れ
る
等
、
瀋
陽
は
現
在

も「
実
需
中
心
の
市
場
の
拡
大
」が
続
い
て

い
る
と
見
ら
れ
て
お
り
、
住
宅
用
不
動
産

市
場
は
更
な
る
拡
大
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。ま
た
瀋
陽
は
、遼
寧
省
で
2
0
1
3
年

夏
に
開
催
さ
れ
る「
全
国
運
動
会（
日
本
の

国
体
に
相
当
）」の
中
心
都
市
と
し
て
、
競

技
関
連
施
設
や
選
手
村
の
建
設
も
活
発
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
事
情
を
背
景
に
、瀋
陽
に
は
、

日
本
か
ら
積
水
ハ
ウ
ス
や
東
急
不
動
産
、

三
菱
地
所
等
の
大
手
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
進

出
し
て
お
り
、
積
極
的
な
不
動
産
開
発
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
積
水
ハ
ウ
ス
は
2
0
1
2
年
4
月
に
鉄

骨
住
宅
用
生
産
工
場
を
竣
工
・
稼
働
し
て

お
り
、中
国
各
都
市
へ
省
エ
ネ
性
能
に
優
れ

た
住
宅
を
供
給
す
る
予
定
で
す
。既
に
瀋

陽
市
内
中
心
部
で
は
ホ
テ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン

の
複
合
施
設
を
建
設
中
で
あ
り
、
郊
外
の

住
宅
地
で
は
戸
建
住
宅
や
分
譲
マ
ン
シ
ョン

の
複
合
開
発
に
着
手
し
て
い
ま
す
。更
に
、

現
地
で
の
プ
ロ
ジェ
ク
ト
に
関
連
す
る
企
業

数
社
も
同
時
に
進
出
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
三
菱
地
所
で
は
2
0
1
2
年
10

月
に
「
瀋
陽
パ
ー
ク
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
」
を
開

業
し
（
敷
地
面
積
1
3
0,
0
0
0
㎡
の

本
格
的
な
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
商
業
施
設
）、

「
厳
寒
期
に
も
快
適
な
シ
ョッ
ピ
ン
グ
が
可

能
な
室
内
型
モ
ー
ル
」（
市
内
中
心
部
か

ら
北
へ
25
㎞
の
重
点
開
発
エ
リ
ア
「
瀋
北

新
区
」）を
展
開
し
ま
し
た
。

　
瀋
陽
は
、中
央
政
府
の「
東
北
振
興
策
」

の
下
、
国
有
企
業
の
改
革
や
地
場
産
業
の

育
成
、
市
内
イ
ン
フ
ラ
開
発
投
資
等
に
よ

る
経
済
発
展
を
実
現
し
ま
し
た
。こ
れ
に

対
し
大
連
は
、
改
革
開
放
政
策
に
基
づ
く

対
外
開
放
の
先
駆
的
な
都
市
と
し
て
外

資
誘
致
と
技
術
導
入
を
進
め
、
特
に
日
本

企
業
の
投
資
誘
致
と
対
日
貿
易
の
拡
大

が
原
動
力
と
な
っ
て
、
瀋
陽
と
は
対
照
的

な
経
済
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。

　
2
0
1
0
年
4
月
、中
央
政
府
は
瀋
陽

を
中
核
と
す
る
半
径
2
0
0
㎞
圏
内
の
8

都
市（
瀋
陽
、鞍
山
、撫
順
、本
渓
、営
口
、

遼
陽
、鉄
嶺
、阜
新
）を
高
速
道
路
や
鉄
道

の
整
備
に
よ
り
相
互
に
連
結
さ
せ
、
人
口

2,
3
5
9
万
人
の
一
大
経
済
圏
を
構
成

す
る「
瀋
陽
経
済
区
」の
建
設
を
承
認
し
ま

し
た
。ま
た
、大
連
に
お
い
て
も
、北
東
ア
ジ

ア
の
国
際
海
運
セ
ン
タ
ー
と
す
る
こ
と
等

を
目
標
と
し
た
「
遼
寧
沿
海
経
済
帯
発
展

計
画
」が
承
認
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
そ
れ

ぞ
れ
の
強
み
を
活
か
す
方
向
で
の
経
済
発

展
を
促
す
計
画
で
す
。

　
今
回
の
高
速
鉄
道
開
通
は
、大
連
駐
在

の
日
本
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
に
、瀋
陽
を
改
め

て
魅
力
的
な
市
場
と
し
て
認
識
さ
せ
る
契

機
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
心
理
的
な

距
離
感
が
あ
っ
た
瀋
陽
を
身
近
に
感
じ
さ

せ
る
効
果
は
、
日
系
企
業
に
と
っ
て
も
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
も
た
ら
す
き
っ

か
け
に
な
り
得
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
当
事
務
所
で
は
、
今
後
も
現
地
に
進
出

し
て
い
る
企
業
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
充

実
さ
せ
、
情
報
提
供
や
進
出
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
ま
い
り
ま
す
。最
寄
り
の
営
業
店
を

通
じ
て
い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

（
大
連
駐
在
員
事
務
所    

小
田
　
周
平
）

日
系
小
売
業
が
進
出
す
る

瀋
陽
の
繁
華
街

4
最
後
に

6

拡
大
す
る
瀋
陽
の

不
動
産
市
場

5

え
い
こ
う

た
い
げ
ん
が
い

ち
ゅ
う
が
い

か
し
ょ
う
の
う
ほ
う

あ
ん
ざ
ん

ぶ
じ
ゅ
ん

ほ
ん
け
い

て
つ
れ
い

ふ
し
ん
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■ 住宅販売面積と㎡単価の推移

出所：各統計局資料より福岡銀行大連駐在員事務所にて作成
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■ 東北３省の在留邦人・進出日系企業

出所：在瀋陽日本国領事館（2011.10時点）
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の
向
上
に
よ
り
消
費
市
場
と
し
て
の
魅
力

を
高
め
つ
つ
あ
っ
た
時
期
と
重
な
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
北
京
・
天
津
等
の
巨
大
市
場
と

東
北
地
方
を
結
ぶ
ハ
ブ
機
能
や
、
製
造
業

の
生
産
拠
点
等
と
し
て
発
展
す
る
条
件
を

備
え
て
い
た
瀋
陽
の
経
済
は
再
び
活
性

化
。足
元
で
は
環
境
に
配
慮
し
た
次
世
代

型
建
築
産
業
の
振
興
を
図
る
国
家
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「
国
家
現
代
建
築
産
業

化
モ
デ
ル
都
市
」に
中
国
で
初
め
て
指
定
さ

れ
る
等
、
新
た
な
産
業
の
育
成
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
瀋
陽
で
は
現
在
も
都
市
機
能
の
向
上
に

向
け
た
様
々
な
計
画
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。2
0
1
4
年
末
に
は
北
京
と
の
高
速

鉄
道
が
開
通
（
所
要
時
間
が
現
在
の
4
時

間
強
か
ら
2
時
間
半
に
短
縮
）し
、交
通
の

要
衝
と
し
て
更
に
利
便
性
が
向
上
す
る
見

込
み
で
あ
る
他
、瀋
陽
南
西
部
に
位
置
し
、

高
い
港
湾
能
力
を
有
す
る
営
口
港
と
瀋
陽

を
結
ぶ
直
通
道
路
「
通
海
大
道
（
1
2
0

㎞
：
所
要
時
間
は
1.
5
時
間
）」
が
建
設

中
で
あ
る
等
、
こ
れ
ま
で
ネ
ッ
ク
と
な
って

い
た
港
と
の
ア
ク
セ
ス
も
改
善
さ
れ
る
予

定
で
す
。

　
瀋
陽
の
特
徴
と
し
て
は
、
富
裕
層
が
多

い
こ
と
、
そ
し
て
面
子
を
重
視
し
高
額
消

費
を
好
む
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。前
述
の
通
り
、
元
々
国
有
企
業
の

集
積
地
で
あ
っ
た
瀋
陽
に
は
、
国
有
企
業

の
民
営
化
が
進
む
過
程
で
企
業
か
ら
慰

労
金
の
ほ
か
住
宅
や
不
動
産
の
安
価
で
の

払
い
下
げ
を
受
け
た
元
社
員
等
が
数
多

く
在
住
し
て
お
り
、
最
近
の
活
発
な
不
動

産
開
発
や
不
動
産
市
況
の
上
昇
が
、そ
う

し
た
層
の
資
産
増
加
（
＝
富
裕
層
の
拡

大
）に
繋
が
って
い
る
よ
う
で
す
。ま
た
、国

内
の
ぜ
い
た
く
品
支
出
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も

上
海
、
北
京
、
杭
州
に
次
ぐ
第
4
位
に
ラ

ン
ク
イ
ン
し
て
い
ま
す
（
華
商
晨
報
／

2
0
1
1
年
12
月
1
日
付
）。

　
こ
の
よ
う
な
消
費
の
受
け
皿
と
し
て
、

瀋
陽
に
は
主
な
繁
華
街
が
2
か
所
あ
り
、

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。瀋
陽
駅

前
の
「
太
原
街
」
と
瀋
陽
故
宮
に
隣
接
す

る「
中
街
」は
、
ど
ち
ら
も
大
変
な
賑
わ
い

を
見
せ
て
い
ま
す
。太
原
街
に
は
欧
米
系

の
高
級
ブ
ラ
ン
ド
や
高
級
百
貨
店
が
集
積

す
る
一
方
、
中
街
に
は
全
長
1,
5
0
0

メ
ー
ト
ル
の
歩
行
者
天
国
を
中
心
に
特
に

若
者
を
意
識
し
た
ブ
ラ
ン
ド
が
多
く
、ユ
ニ

ク
ロ
を
は
じ
め
、
雑
貨
小
売
の
無
印
良
品

や
眼
鏡
販
売
の
Ｊ
Ｉ
Ｎ
S
等
の
日
系
の
小

売
業
が
出
店
し
て
お
り
、
2
0
1
0
年
に

は
ヤ
マ
ダ
電
機
が
中
国
進
出
第
1
号
店
を

開
設
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
、
太
原
街
と

中
街
は
そ
れ
ぞ
れ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
顧

客
の
棲
み
分
け
が
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

す
が
、
最
近
で
は
従
来
の
棲
み
分
け
に
捉

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
中
街
に
も
上
海
の
高

級
百
貨
店
や
香
港
の
著
名
な
シ
ョッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
が
新
規
進
出
（
建
設
中
も
含

む
）
す
る
等
、
両
繁
華
街
の
集
積
は
大
連

を
大
き
く
上
回
る
商
圏
と
な
って
い
ま
す
。

更
に
、
瀋
陽
に
は
市
内
を
東
西
に
走
る
地

下
鉄
1
号
線
と
南
北
に
走
る
2
号
線
が

開
通
し
て
お
り
、
太
原
街
と
中
街
は
12
分

程
度
（
4
駅
）で
移
動
出
来
る
等
交
通
利

便
性
が
高
く
、
更
な
る
集
客
力
の
向
上
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
所
得
水
準
の
向
上
や
前
述
の
国

有
企
業
の
不
動
産
払
い
下
げ
効
果
等
に
よ

り
、
市
民
の
住
宅
購
買
力
が
上
昇
し
て
い

る
こ
と
を
背
景
に
、
瀋
陽
の
不
動
産
販
売

（
面
積
）
は
順
調
に
増
加
し
て
い
ま
す
。大

連
で
の
不
動
産
販
売（
面
積
）が
同
時
期
に

減
少
し
て
い
る
こ
と
と
比
べる
と
、
瀋
陽
の

堅
調
な
拡
大
が
目
立
ち
ま
す
。

　
周
辺
都
市
か
ら
の
人
口
流
入
を
吸
収
す

る
た
め
に
郊
外
や
農
村
部
で
も
ニュ
ー
タ
ウ

ン
建
設
が
計
画
さ
れ
る
等
、
瀋
陽
は
現
在

も「
実
需
中
心
の
市
場
の
拡
大
」が
続
い
て

い
る
と
見
ら
れ
て
お
り
、
住
宅
用
不
動
産

市
場
は
更
な
る
拡
大
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。ま
た
瀋
陽
は
、遼
寧
省
で
2
0
1
3
年

夏
に
開
催
さ
れ
る「
全
国
運
動
会（
日
本
の

国
体
に
相
当
）」の
中
心
都
市
と
し
て
、
競

技
関
連
施
設
や
選
手
村
の
建
設
も
活
発
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
事
情
を
背
景
に
、瀋
陽
に
は
、

日
本
か
ら
積
水
ハ
ウ
ス
や
東
急
不
動
産
、

三
菱
地
所
等
の
大
手
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
進

出
し
て
お
り
、
積
極
的
な
不
動
産
開
発
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
積
水
ハ
ウ
ス
は
2
0
1
2
年
4
月
に
鉄

骨
住
宅
用
生
産
工
場
を
竣
工
・
稼
働
し
て

お
り
、中
国
各
都
市
へ
省
エ
ネ
性
能
に
優
れ

た
住
宅
を
供
給
す
る
予
定
で
す
。既
に
瀋

陽
市
内
中
心
部
で
は
ホ
テ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン

の
複
合
施
設
を
建
設
中
で
あ
り
、
郊
外
の

住
宅
地
で
は
戸
建
住
宅
や
分
譲
マ
ン
シ
ョン

の
複
合
開
発
に
着
手
し
て
い
ま
す
。更
に
、

現
地
で
の
プ
ロ
ジェ
ク
ト
に
関
連
す
る
企
業

数
社
も
同
時
に
進
出
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
三
菱
地
所
で
は
2
0
1
2
年
10

月
に
「
瀋
陽
パ
ー
ク
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
」
を
開

業
し
（
敷
地
面
積
1
3
0,
0
0
0
㎡
の

本
格
的
な
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
商
業
施
設
）、

「
厳
寒
期
に
も
快
適
な
シ
ョッ
ピ
ン
グ
が
可

能
な
室
内
型
モ
ー
ル
」（
市
内
中
心
部
か

ら
北
へ
25
㎞
の
重
点
開
発
エ
リ
ア
「
瀋
北

新
区
」）を
展
開
し
ま
し
た
。

　
瀋
陽
は
、中
央
政
府
の「
東
北
振
興
策
」

の
下
、
国
有
企
業
の
改
革
や
地
場
産
業
の

育
成
、
市
内
イ
ン
フ
ラ
開
発
投
資
等
に
よ

る
経
済
発
展
を
実
現
し
ま
し
た
。こ
れ
に

対
し
大
連
は
、
改
革
開
放
政
策
に
基
づ
く

対
外
開
放
の
先
駆
的
な
都
市
と
し
て
外

資
誘
致
と
技
術
導
入
を
進
め
、
特
に
日
本

企
業
の
投
資
誘
致
と
対
日
貿
易
の
拡
大

が
原
動
力
と
な
っ
て
、
瀋
陽
と
は
対
照
的

な
経
済
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。

　
2
0
1
0
年
4
月
、中
央
政
府
は
瀋
陽

を
中
核
と
す
る
半
径
2
0
0
㎞
圏
内
の
8

都
市（
瀋
陽
、鞍
山
、撫
順
、本
渓
、営
口
、

遼
陽
、鉄
嶺
、阜
新
）を
高
速
道
路
や
鉄
道

の
整
備
に
よ
り
相
互
に
連
結
さ
せ
、
人
口

2,
3
5
9
万
人
の
一
大
経
済
圏
を
構
成

す
る「
瀋
陽
経
済
区
」の
建
設
を
承
認
し
ま

し
た
。ま
た
、大
連
に
お
い
て
も
、北
東
ア
ジ

ア
の
国
際
海
運
セ
ン
タ
ー
と
す
る
こ
と
等

を
目
標
と
し
た
「
遼
寧
沿
海
経
済
帯
発
展

計
画
」が
承
認
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
そ
れ

ぞ
れ
の
強
み
を
活
か
す
方
向
で
の
経
済
発

展
を
促
す
計
画
で
す
。

　
今
回
の
高
速
鉄
道
開
通
は
、大
連
駐
在

の
日
本
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
に
、瀋
陽
を
改
め

て
魅
力
的
な
市
場
と
し
て
認
識
さ
せ
る
契

機
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
心
理
的
な

距
離
感
が
あ
っ
た
瀋
陽
を
身
近
に
感
じ
さ

せ
る
効
果
は
、
日
系
企
業
に
と
っ
て
も
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
も
た
ら
す
き
っ

か
け
に
な
り
得
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
当
事
務
所
で
は
、
今
後
も
現
地
に
進
出

し
て
い
る
企
業
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
充

実
さ
せ
、
情
報
提
供
や
進
出
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
ま
い
り
ま
す
。最
寄
り
の
営
業
店
を

通
じ
て
い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

（
大
連
駐
在
員
事
務
所    

小
田
　
周
平
）

日
系
小
売
業
が
進
出
す
る

瀋
陽
の
繁
華
街

4
最
後
に

6

拡
大
す
る
瀋
陽
の

不
動
産
市
場

5

え
い
こ
う

た
い
げ
ん
が
い

ち
ゅ
う
が
い

か
し
ょ
う
の
う
ほ
う

あ
ん
ざ
ん

ぶ
じ
ゅ
ん

ほ
ん
け
い

て
つ
れ
い

ふ
し
ん

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

瀋陽市内のヤマダ電機

■ 住宅販売面積と㎡単価の推移

出所：各統計局資料より福岡銀行大連駐在員事務所にて作成

9,000

8,000

7,000

6,000

5,000
4,000

3,000
2,000

1,000
0

販売面積（大連） 販売面積（瀋陽） ㎡単価（瀋陽）

販売面積
(単位：万㎡)

平均販売㎡単価
(単位：元)

遼寧省

大連市

瀋陽市

吉林省

長春市

黒龍江省

ハルビン市

東北３省合計

90.5%

77.9%

9.7%

6.2%

4.4%

3.3%

2.5%

100.0%

7,173人

6,175人

772人

494人

348人

263人

201人

7,930人

94.0%

81.3%

10.1%

4.5%

3.4%

1.5%

1.2%

100.0%

1,439社

1,244社

155社

69社

52社

23社

18社

1,531社

建設中の積水ハウス開発物件（ホテルやマンションからなる複合施設） ㎡単価（大連）

■ 月間平均給与と一人当たりGDPの推移

出所：各統計局資料より福岡銀行大連駐在員事務所にて作成

■ 東北３省の在留邦人・進出日系企業

出所：在瀋陽日本国領事館（2011.10時点）
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海
外
リ
ポ
ー
ト（
大
連
か
ら
）で
お
伝
え
し
ま
し
た

通
り
、2
0
1
2
年
12
月
1
日
に
東
北
3
省（
遼
寧

省・吉
林
省・黒
龍
江
省
）を
結
ぶ
高
速
鉄
道「
哈
大

高
速
鉄
道
」の
運
行
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。本
稿
で

は
、東
北
3
省
に
お
け
る
交
通
の
大
動
脈
と
し
て
期

待
さ
れ
、中
国
版
新
幹
線
と
も
言
え
る
高
速
鉄
道

「
哈
大
高
速
鉄
道
」に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、さ
ら
に
詳

し
く
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

 

今
回
開
通
し
た
高
速
鉄
道「
哈
大
高
速
鉄
道
」の
名

称
は
哈
爾
浜（
ハ
ル
ビ
ン
）と
大
連
の
頭
文
字
に
由
来

し
ま
す
。中
国
東
北
3
省
の
最
南
省
で
あ
る
遼
寧
省

「
大
連
」か
ら
省
都（
中
国
の
行
政
区
と
し
て
の
省
の

首
都
が
あ
る
都
市
）「
瀋
陽
」、吉
林
省
の
省
都「
長

春
」を
経
由
し
て
最
北
省
の
黒
龍
江
省
の
省
都「
ハ
ル

ビ
ン
」を
全
長
9
2
1
㎞（
福
岡

－

東
京
間
と
ほ
ぼ

同
じ
距
離
）の
専
用
路
線
で
結
ん
で
い
ま
す
。

　
列
車
の
平
均
速
度
は
時
速
3
0
0
㎞（
冬
季
の
12

月
〜
3
月
は
時
速
2
0
0
㎞
）と
さ
れ
、こ
れ
ま
で
在

来
線
で
大
連

－

ハル
ビ
ン
間
が
約
9
時
間
、大
連

－

瀋

陽
間
が
約
4
時
間
か
かって
い
た
の
が
、ハ
ル
ビ
ン
ま
で

3
時
間（
冬
季
5
時
間
余
り
）、瀋
陽
ま
で
1.
5
時

間（
冬
季
2.
5
時
間
）で
結
ば
れ
る
こ
と
と
な
り
、大

幅
な
時
間
短
縮
が
可
能
と
な
り
ま
し
た（
図
1
）。

　
こ
の
高
速
鉄
道
は
日
本
企
業
等
の
技
術
を
基
に
中

国
が
独
自
開
発
し
た
も
の
と
さ
れ
、車
両
は
8
両
で

編
成
、座
席
は「
特
等
、一
等
、二
等
」の
3
種
類
あ
り

ま
す
。特
等
は
車
両
の
前
後
2
両
で
各
8
席
ず
つ
し

か
な
い
、ま
さ
に「
特
等
席
」で
す
。一
等
は
2
人
掛
け

専
用
、二
等
は
2
人
掛
け
と
3
人
掛
け
の
2
タ
イ
プ

と
な
って
お
り
、車
両
内
に
は
食
堂
車
も
あ
り
ま
す
。

私
も
瀋
陽
ま
で
二
等
席
で
出
張
に
行
き
ま
し
た
が
、

ト
ン
ネ
ル
に
入
る
時
や
車
両
の
す
れ
違
い
の
際
の
風

圧
に
よ
る
横
揺
れ
も
少
な
く
、日
本
の
新
幹
線
と
比
べ

て
何
ら
遜
色
の
な
い
、非
常
に
快
適
な
車
内
で
し
た
。

　
高
速
鉄
道
の
乗
車
料
金
は
、始
発
の「
大
連
北
駅

（
大
連
駅
か
ら
車
で
20
分
程
度
の
場
所
に
あ
る
高
速

鉄
道
専
用
駅
）」か
ら
終
点
の「
ハ
ル
ビ
ン
西
駅
」ま

で
が
二
等
で
2
8
5
元（
日
本
円
換
算
：
約

3,
9
9
0
円
）で
あ
る
等
、同
区
間
の
航
空
運
賃

（
1,
0
2
0
元
）や
高
速
バ
ス
運
賃（
3
5
0
元
）

を
意
識
し
た
競
争
力
の
あ
る
価
格
に
設
定
さ
れ
て

い
ま
す（
図
2
、3
参
照
）。

　
チ
ケ
ッ
ト
購
入
方
法
は
中
国
人
で
あ
れ
ば
、窓
口

や
券
売
機
で
中
国
人
専
用
の
身
分
証
明
書
を
用
い

て
、購
入
出
来
ま
す
。外
国
人
の
場
合
は
、パ
ス
ポ
ー

ト
の
提
示
が
必
要
で
、窓
口
で
の
取
り
扱
い
に
限
定

さ
れ
、さ
ら
に
、チ
ケ
ッ
ト
に
は
パ
ス
ポ
ー
ト
番
号
も

記
載
さ
れ
ま
す
。ま
た
、駅
に
入
る
際
、空
港
の
よ
う

な
手
荷
物
検
査
が
利
用
客
全
員
に
義
務
付
け
ら

れ
、か
つ
改
札
を
通
る
際
も
中
国
人
は
身
分
証
明

書
、外
国
人
は
パ
ス
ポ
ー
ト
の
提
示
が
必
要
と
な
る

こ
と
も
日
本
と
異
な
る
点
で
す
。

　
現
在
中
国
国
内
で
は
、各
地
で
高
速
鉄
道
の
建

設
な
ど
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。今
回
の「
大
連
↓
瀋
陽
↓
長
春
↓

ハ
ル
ビ
ン
」と
い
う
4
つ
の
副
省
級
市（
大
幅
な
自
主

権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
地
方
自
治
体
の
一
種
で
、北

京
･
上
海
等
の
直
轄
市
に
次
ぐ
重
要
な
都
市
と
い

う
位
置
づ
け
）を
結
ぶ
高
速
鉄
道
は
、単
に
交
通
の

利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、「
ヒ
ト・モ

ノ
」の
往
来
を
よ
り
容
易
に
す
る
こ
と
で
、東
北
3

省
が
1
つ
の
巨
大
な
経
済
圏
と
な
っ
て
企
業
活
動・

観
光・文
化
交
流
等
の
様
々
な
方
面
で
発
展
し
て
い

く
こ
と
に
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
大
連
駐
在
員
事
務
所 

ト
レ
ー
ニ
ー 

田
中 

慎
也
）

は
じ
め
に

Foreign countries Topics 海外トピックス

1
哈
大
高
速
鉄
道
に
つ
い
て

2

最
後
に

4

チ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て

3

大連―ハルビン間を結ぶ高速鉄道
「哈大高速鉄道」
現地駐在員がさらに詳しくご紹介します

北京
●

▲「瀋陽駅」内の様子

▲高速鉄道「和諧（わかい）号」

は 

だ
い

●大連

●瀋陽

●長春

●ハルビン

乗車料金の比較（片道料金、大連ーハルビン間）（図３）
種類 高速鉄道

料金
特等
一等
二等

513元
456元
285元
時刻表より

時間 料金
飛行機 高速バス

料金
・
時間

出所

時間 料金 時間

3.0時間
（冬5.5時間）

航空会社ヒアリング バス会社ヒアリング

1.5時間1,020元 12時間350元

大連北駅発の料金表（図2）

出所：時刻表より調査 ※カッコ内の円換算額は、１元≒14円で計算

行き先
瀋陽北
長春

ハルビン西

213元
386元
513元

（2,982円）
（5,404円）
（7,182円）

190元
343元
456元

（2,660円）
（4,802円）
（6,384円）

119元
215元
285元

（1,666円）
（3,010円）
（3,990円）

特等 一等 二等

大連発の所要時間（図1）

出所：時刻表より調査

行き先
瀋陽北
ハルビン西

従来
4.0時間
9.5時間

夏季
1.5時間
3.0時間

冬季（12月～3月）
2.5時間
5.5時間
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U s e f u l  I n f o r m a t i o n
貿 易 お 役 立 ち 情 報

アジア展示会情報｜イベント等は主催者側の都合により変更されることもあります。
場　　　所 期　　　間展　覧　会　名

第7回中国書画、芸術品博覧会
第11回全国工芸品、観光品、ギフト博覧会
中国（大連）骨董品、書画、芸術品博覧会
第７回大連ウェデイング博覧会
第３回大連春季輸出用服装及び無公害食品博覧会
第18回中国国際建築装飾材料展覧会
2013大連春季服装服飾展覧会
2013大連新生活消費商品博覧会
第4回国際真珠、宝石及び贅沢商品、芸術品博覧会
第3回大連国際食品博覧会
2013第２７回中国大連輸出入商品交易会
大連国際工業博覧会
第2回大連婦人児童用品博覧会
2013中国大連ゴルフ観光博覧会
2013大連大学、専門学校卒業生人材募集大会
2013大連市創業プロジェクト博覧会
2013年3.15国際消費品（大連）博覧会
2013大連春季不動産交易会
第46回大連不動産交易会及び装飾工事展覧会
第38回大連市中古不動産交易会
2013中国（春季）日用百貨商品交易会及び中国現代家
庭用品博覧会
2013第２回中国（大連）自動車用品交易春季博覧会
2013年第２７回中国大連輸出入商品交易会
大連国際工業博覧会
第2回大連国際釣具、釣り用品貿易展覧会
第2回大連国際戸外用品貿易展覧会

第１６回中国自動車用品及び改装自動車展覧会
第２０回中国（北京）国際建築装飾及び材料博覧会
2013中国北京国際ギフト、贈呈用品及び家庭用品（春季）展覧会
2013第13回中国（北京）国際石油化学技術装備展覧会
中国国際パイプ爆破防止電気自動化展覧会
2013中国国際放送、テレビ情報ネット展覧会
北京国際自動車修理、検査、診断設備及び自動車補修展覧会
2013中国国際国防情報化技術と気象装備展覧会
中国国際クラウド計算技術及び応用展覧会
2013第１０回中国（北京）国際菓子、アイスクリーム、乳
製品と食品包装加工展覧会
2013中国国際健康産業博覧会
2013中国（北京）国際有機食品、飲料、ハイレベル健康
食用油産業博覧会
2013第３回北京国際真珠、宝石、アクセサリー展覧会
第１７回京正・北京妊婦、赤ちゃん用品博覧会及び京正児
童服博覧会
2013北京国際美容、化粧品博覧会(春季）
2013中国（北京）特殊設備展覧会
2013中国（北京）新材料及び工業腐食防止設備展覧会
第20回中国国際石才商品及び石才技術装備展覧会
2013第８回北京国際温泉、プール、ＳＰＡ及び健康フィッ
トネス産業展覧会
2013中国（北京）国際照明展覧会及びＬＥＤ照明技術と応用展覧会
2013北京国際機電五金溶接切断化工塗装博覧会
2013第１１回中国国際科学機器及び実験室装備展覧会
第24回中国国際ガラス工業技術展覧会
2013中国国際スポーツ用品博覧会
2013第２回中国国際飲食博覧会
2013北京ウェデイング博覧会
2013北京国際ギフト及び工芸品展覧会
2013中国国際低炭素産業博覧会 
2013北京教育装備展示会
第12回中国国際大型スクリーンシステム統合設備展覧会
2013北京春季不動産展示交易会
中国国際模型博覧会
第５回中国（北京）国際警察用装備及びテロ対策技術装備展覧会
2013第１７回中国国際ソフトウェア博覧会
2013第１８回中国（北京）国際教育展覧会
2013第３回北京国際別荘産業及び関連施設展覧会
2013北京国際真珠、宝石、アクセサリー展覧会
2013第１回台湾真珠、宝石ブランド商品中国展覧会
2013国際ポンプ、洗浄設備、ウォータージェット工作機械展覧会
2013中国国際紡績糸(春季）展覧会
2013中国(北京）ドア、窓ブランド商品博覧会 
2013中国海外観光交易会
中国国際有機食品、輸入食品博覧会
第３回中国国際製茶業及び茶アートフェア
2013芸術北京博覧会
2013第15回北京国際玩具及び幼児教育用品展覧会
第１回国際鉱物と冶金業機械と電気機器及びサービス展示会
2013中国壁紙業界(北京）博覧会 
中国国際建築工学技術、新技術、新材料、新装備博覧会
中国国際施設農業及び園芸資材展覧会
2013中国国際種子産業展覧会

 3 月 7 日～ 3 月11日
  3 月14日～ 3 月18日

 3 月21日～ 3 月25日
 3 月28日～ 4 月 7 日
 4 月11日～ 4 月14日
 4 月16日～ 4 月22日
 4 月23日～ 4 月29日
 5 月 2 日～ 5 月 6 日
 5 月 8 日～ 5 月12日

 5 月15日～ 5 月17日

 5 月22日～ 5 月27日
 5 月30日～ 6 月 3 日
 3 月 2 日
 3 月 2 日～ 3 月 3 日
 3 月14日～ 3 月18日

 4 月11日～ 4 月15日

 4 月19日～ 4 月21日

 4 月28日～ 5 月 2 日

 5 月15日～ 5 月17日

 5 月31日～ 6 月 2 日

 3 月 1 日～ 3 月 4 日
 3 月 7 日～ 3 月10日
 3 月14日～ 3 月17日

 3 月19日～ 3 月21日

 3 月21日～ 3 月23日

 4 月 1 日～ 4 月 3 日

 4 月 7 日～ 4 月 9 日

 4 月12日～ 4 月15日

 4 月13日～ 4 月15日

 4 月18日～ 4 月20日

 4 月18日～ 4 月21日

 4 月25日～ 4 月27日

 5 月15日～ 5 月17日
 5 月24日～ 5 月27日
 5 月31日～ 6 月 3 日
 5 月31日～ 6 月 2 日
 3 月 1 日～ 3 月 3 日
 3 月20日～ 3 月23日
 3 月21日～ 3 月23日
 3 月28日～ 3 月30日
 4 月 6 日～ 4 月 8 日
 4 月11日～ 4 月14日
 4 月29日～ 5 月 1 日
 5 月15日～ 5 月17日
 5 月30日～ 6 月 1 日
 3 月 9 日～ 3 月10日

 3 月15日～ 3 月18日

 3 月27日～ 3 月29日

 4 月 1 日～ 4 月 4 日
 4 月 9 日～ 4 月11日
 4 月14日～ 4 月16日
 4 月19日～ 4 月22日
 5 月 1 日～ 5 月 3 日
 5 月13日～ 5 月15日
 5 月21日～ 5 月24日
 3 月 5 日～ 3 月 7 日
 3 月 7 日～ 3 月 9 日

 3 月11日～ 3 月13日

大連

北京

大連星海会展中心

世界博覧広場

蘇州

中国国際展覧中心

北京展覧館

北京全国農業展覧館

上海

場　　　所 期　　　間展　覧　会　名
2013第４回北京水展示会
2013中国国際娯楽施設設備博覧会
2013第25回国際医療機器設備博覧会
2013中国視聴集成設備と技術展覧会
2013中国国際痩身と美容展示会
第15回中国特許加入展覧会
2013北京国際道路運輸、都市公共交通車両及び部品展覧会
第２回中国(北京）国際サービス貿易交易会

第6回蘇州婚礼文化産業博覧会
第10回蘇州国際工業博覧会
第10回蘇州国際工作機械及び工具展覧会
第6回蘇州国際ダイカスト工業展覧会
第8回蘇州国際塗装表面処理展覧会
2013年華東国際省エネエレベーター及び機械部品展覧会
2013年第8回蘇州自動車アフターサービス市場博覧会
2013年国際プラスチック扉窓及び関連商品展覧会
第9回中国国際非鉄金属及び特殊鋳造展覧会
2013年中国鋳造部品展覧会
2013年中国（蘇州）国際冶金工業展覧会
第18回蘇州住宅産業博覧会
2013蘇州プリント基板（PCB）展覧会
2013蘇州表面実装（SMT）展覧会
蘇州国際金属板材加工技術展覧会
2013年中国（蘇州）省エネ環境保護展覧会
蘇州上花2013年春季釣具展
第5回蘇州国際家具展覧会

第23回中国華東輸出入商品交易会
第12回中国国際林業・木工機械及びサプライヤ展覧会
中国（上海）国際プリント工業展覧会
上海国際服装紡績品貿易博覧会
第21回中国国際金属博覧会
第95回中国ニット製品交易会
第25回中国シルク交易会
2013年国際半導体設備・材料・製造及びサービス展覧会
2013年中国（上海）国際太陽エネルギー技術展覧会
中国家電博覧会
第15回中国国際フロア材料及び舗装技術展覧会
中国国際遮光及び省エネ技術博覧会
第21回中国国際建築・内装展覧会
第22回上海国際ホテル用品博覧会
中国（上海）国際動力設備及び発電機展覧会
第24回国際エアコン及び食品冷凍加工博覧会
中国（上海）国際風力エネルギー展覧会
中国国際電力電工設備及び技術展覧会
中国スマートグリッド設備及び技術展覧会
中国国際ダンボール 紙展
第15回上海国際自動車工業展覧会
中国国際自転車展覧会・中国国際オートバイ及び部品交易会
中国国際食品及び飲料展
第13回上海国際包装及び食品加工技術展覧会
中国環境保護博覧会
国際太陽エネルギー及び太陽光発電展覧会
中国国際ベーカリー展覧会
中国国際美容化粧洗浄用品博覧会
2013年キッチン・トイレ博覧会
2013年第10回上海国際タッチパネル展覧会
第17回上海国際冶金工業展覧会
第9回上海国際スチールパイプ工業展覧会
中国（上海）鋳造鍛造展覧会
第9回上海国際金属工業展覧会
第8回中国国際鉄道交通展・第6回中国国際トンネル及
び地下工事技術展
2013年第15回上海国際携帯電話産業展覧会
上海国際家具及び内装展覧会
2013年上海国際工作機械・建材機械・鉱山機械及び専
用車輌展覧会
第5回上海国際耐摩材料工業用セラミック展覧会
上海国際紡績工業展
上海国際海上風力発電及び産業展覧会
中国国際鋳型及び設備展覧会
アジア食品・健康配料・天然原料中国展
第13回世界製薬原料中国展
2013年上海電熱部品・電熱合金及び工業電熱技術・設備展覧会
2013年中国上海（春季）国際ギフト・家庭用品展覧会
第2回上海自動車アクセサリー展覧会
2013年（春季）上海紡績服装展覧会
2013年高機能繊維産業展
中国（上海）国際技術輸出入交易会
中国（上海）ヒートポンプ及び関連設備展覧会
2013上海国際広告シルクスクリーン印刷展覧会

 3 月11日～ 3 月13日
 3 月17日～ 3 月19日
 3 月28日～ 3 月30日
 4 月10日～ 4 月12日
 4 月23日～ 4 月25日
 4 月26日～ 4 月28日
 5 月22日～ 5 月24日
 5 月28日～ 6 月 1 日

 3 月 1 日～ 3 月 3 日

 3 月 7 日～ 3 月10日

 3 月15日～ 3 月17日
 4 月 1 日～ 4 月 3 日

 4 月 9 日～ 4 月11日

 4 月29日～ 5 月 2 日

 5 月 8 日～ 5 月10日

 5 月14日～ 5 月17日
 6 月 6 日～ 6 月 8 日
 6 月 7 日～ 6 月 9 日
 6 月19日～ 6 月22日

 3 月 1 日～ 3 月 5 日
 3 月 5 日～ 3 月 8 日
 3 月 6 日～ 3 月 8 日

 3 月12日～ 3 月14日

 3 月19日～ 3 月21日

 3 月19日～ 3 月22日

 3 月26日～ 3 月28日

 4 月 1 日～ 4 月 3 日

 4 月 8 日～ 4 月10日

 4 月 8 日～ 4 月11日
 4 月21日～ 4 月29日
 5 月 6 日～ 5 月 9 日

 5 月 7 日～ 5 月 9 日

 5 月13日～ 5 月15日
 5 月14日～ 5 月16日

 5 月20日～ 5 月22日

 5 月28日～ 5 月31日

 6 月 4 日～ 6 月 6 日

 6 月 9 日～ 6 月11日
 
 6 月10日～ 6 月12日

 6 月10日～ 6 月13日

 6 月18日～ 6 月20日 

 6 月25日～ 6 月27日

 3 月15日～ 3 月17日
 3 月21日～ 3 月24日
 3 月27日～ 3 月29日
 4 月17日～ 4 月19日
 4 月24日～ 4 月26日
 5 月 8 日～ 5 月11日
 3 月13日～ 3 月15日
 3 月22日～ 3 月24日

北京国家会議中心

北京国家会議中心

蘇州国際博覧センター

上海新国際博覧中心

AsiaWorld-Expo
（香港） 

深圳会議展覧中心
（Shenzhen 
Convention &
Exhibition Centre）

深圳会議展覧中心
（Shenzhen 
Convention &
Exhibition Centre）

深圳

保利世　博
（Poly World Trade 
Expo Centre）

場　　　所 展　覧　会　名
2013第18回上海美容・ヘア化粧品博覧会
2013年表面活性剤及び洗剤展覧会
第86回中国労働保護用品交易会
2013年中国（上海）国際粉末冶金技術・セラミック工業展覧会
2013年第7回中国（上海）工業触媒・自動車汚染抑制・脱
硫脱窒技術及び設備展覧会
2013年中国（上海）プラスチック助剤展覧会
第3回中国（上海）国際合成レザー工業展覧会
2013年中国（上海）栄養健康産業博覧会
2013年上海国際澱粉及び関連製品展覧会
2013年第3回中国（上海）建築省エネ展覧会
第6回（2013）国際生物医薬産業及び測定機器（上海）展覧会
上海国際ビジネス服装博覧会
2013年上海国際工業自動化制御技術展覧会
2013年上海紡績工業展覧会
2013年上海国際交通工学技術及び設備展覧会
2013年上海国際軽貨物運輸展覧会
2013年中国国際健康商品展覧会
上海国際建築電気及び自動化展覧会
2013年上海乳児食品及び用品博覧会
2013年中国（上海）国際茶業博覧会
2013年中国国際有機食品博覧会

香港国際ライトニングフェア（春）  
HKTDC香港エレクトロニクスフェア（春） 
HKTDC国際ICTエクスポ 
HKTDC香港ハウスウェアフェア
HKTDC香港国際ホームテキスタイル＆ファーニシングフェア
HKTDC香港ギフト＆プレミアムフェア 
HOFEX2013 -第１５回国際フード＆ドリンク、ホテル・レストラ
ン＆フードサービス関連設備、備品＆サービスエキシビション
香港シニアフェア＆シニアエキスポアジア2013 
HKTDC香港国際メディカル機器＆用品フェア 
アジア葬儀＆墓地エキスポ 
第１２回ペアレントジャーナル国際子供＆ベビーブランドエキスポ
アートBaselエキスポ（アートフェア） 
国際アンティークフェア
HKTDCアントレプレナーデー
第１４回香港国際エデュケーションエキスポ
小売アジアエキスポ2013
第７１回サマーウェディングサービス＆ブランケットエキスポ、
第１４回香港ビューティーフィットネス＆メークアップフェスタ
香港ユナイテッドユースアソシエーション職業フェア2013
スマートインベストメント＆国際プロパティエキスポ
第２７回国際トラベルエキスポ
第８回M.I.C.E.トラベルエキスポ
ヘルスエキスポ2013
インホームエキスポ2013
June香港ジュエリー＆ジェムフェア
アジアファッションジュエリー＆アクセサリフェア June
チャイナソーシングフェア　エレクトロニクス＆構成部品
チャイナソーシングフェア　セキュリティ製品
コリアソーシングフェア　エレクトロニクス＆構成部品
チャイナソーシングフェア　ベビー＆子供用品
チャイナソーシングフェア　クリスマス＆季節商品
チャイナソーシングフェア　ギフト＆プレミアム
チャイナソーシングフェア　家庭用品
チャイナソーシングフェア　メディカル＆ヘルス製品
チャイナソーシングフェア　ソーラー＆省エネ製品
インドソーシングフェア　家庭用品
コリアソーシングフェア　ギフト＆プレミアム
チャイナソーシングフェア　ファッションアクセサリー
チャイナソーシングフェア　衣類＆テキスタイル
チャイナソーシングフェア　下着＆水着
香港国際印刷物＆パッケージフェア
インドソーシングフェア　衣類＆アクセサリー
Top Marques マカオ 2013 (自動車エキシビション) 
グローバルゲーミングエキスポアジア2013
マカオファイナンスインベストメントエキスポ 
ロハスエキスポ2013（ライフスタイル＆ヘルスエキシビション）
2013コミュニケーションマカオエキスポ

2013チャイナ（深圳）国際モデル＆トイエキスポ 
深圳国際ウェディングエキシビション＆ウェディングカル
チャーフェスティバル2013
チャイナITエキスポ
第６８回チャイナ国際メディカル機器フェア
第２１回チャイナ（深圳）国際ギフト、工芸、時計＆ハウスウェアフェア
2013深圳国際プロ無線通信技術＆情報エキスポ
2013第５回チャイナ（深圳）国際仏教アイテム＆工芸フェア
2013第７回チャイナ国際粘着テープ、保護フィルム＆オ
プティカルフィルム、ダイカッティングエキスポ

 3 月22日～ 3 月24日
 4 月10日～ 4 月12日
 4 月17日～ 4 月19日
 4 月26日～ 4 月28日

 5 月 8 日～ 5 月10日

 5 月13日～ 5 月15日
 5 月17日～ 5 月19日

 5 月22日～ 5 月24日

 5 月27日～ 5 月29日
 6 月 5 日～ 6 月 7 日
 6 月 9 日～ 6 月11日
 6 月10日～ 6 月13日
 3 月 4 日～ 3 月 6 日
 3 月14日～ 3 月15日
 3 月21日～ 3 月23日
 3 月27日～ 3 月29日
 4 月26日～ 4 月28日
 5 月16日～ 5 月19日
 5 月23日～ 5 月25日

 4 月 6 日～ 4 月 9 日

 4 月13日～ 4 月16日

 4 月20日～ 4 月23日

 4 月27日～ 4 月30日

 5 月 7 日～ 5 月10日

 5 月11日～ 5 月14日
 5 月14日～ 5 月16日
 5 月16日～ 5 月18日
 5 月17日～ 5 月19日
 5 月23日～ 5 月26日
 5 月25日～ 5 月27日
 5 月31日～ 6 月 1 日
 6 月 1 日～ 6 月 2 日
 6 月 4 日～ 6 月 6 日

 6 月 7 日～ 6 月 9 日

 6 月 8 日
 6 月 8 日～ 6 月 9 日

 6 月13日～ 6 月16日

 6 月14日～ 6 月16日

 6 月20日～ 6 月23日

 4 月12日～ 4 月15日

 4 月19日～ 4 月22日

 4 月27日～ 4 月30日

 4 月27日～ 4 月30日 
 5 月16日～ 5 月19日
 5 月21日～ 5 月23日
 5 月22日～ 5 月26日
 5 月31日～ 6 月 2 日
 6 月28日～ 6 月30日

 4 月 3 日～ 4 月 5 日

 4 月 4 日～ 4  月 6 日

 4 月10日～ 4 月12日
 4 月17日～ 4 月20日
 4 月25日～ 4 月28日
 5 月 5 日～ 5 月 7 日
 5 月 8 日～ 5 月11日

 5 月 9 日～ 5 月11日

上海光大会展中心

上海国際展覧中心

Hong Kong 
Convention &
Exhibition
Centre（香港）

場　　　所 展　覧　会　名
第８回チャイナ（深圳）国際ブランド下着フェア
第９回チャイナ（深圳）国際文化産業フェア
第１１回チャイナ（深圳）国際自動車/タッチスクリーン技
術＆機器フェア

2013深圳国際ITエキスポ＆深セン国際サテライトナビ
ゲーション＆自動車安全マネージメントエキシビション
第４回チャイナ（深圳）国際ロジスティクス設備＆技術エキシビション
2013チャイナ国際使い捨てペーパーエキスポ
2013深圳・香港・マカオ国際オートショー
チャイナ集積回路エキスポ2013
2013チャイナ（深圳）国際インベストメント＆トレードフェア
第１７回サウスチャイナ国際生産管理＆オートメーション
エキシビション
第１５回サウスチャイナ国際水エキシビション
第１１回チャイナ（深圳）国際スモールモーター＆電子機
器エキスポ
2013チャイナ（深圳）国際レアアース材料＆機器エキシビション
チャイナ国際シートメタル産業エキスポ2013
第２４回チャイナ（深圳）国際時計・ジュエリー＆ギフトフェア

チャイナ（広州）国際レジャー＆レクレーションエキシビ
ション2013
チャイナ（広州）国際ゲーム＆アミューズメントエキシビション
第１１３回セッションチャイナ輸出入フェア 
第１１３回セッションチャイナ輸出入フェア
第１１３回セッションチャイナ輸出入フェア
第１７回チャイナベーカリーエキシビション
2013広州ランドスケープ＆ハウジングエキスポ
2013広州機械用具エキシビション 
2013広州国際ボートショー
2013広州国際ウォータースポーツ用品トレードフェア、
ダイビング＆フィッシングショー

第１６回バルブ・配管用器具・液体管理＆加工用機器国際
トレードフェア
第２７回国際プラスティック＆ラバー産業エキシビション
第２３回シューズ＆皮革産業国際エキシビション
2013チャイナ国際セラミック産業エキシビション
第１０回チャイナ（広州）国際ワイン＆スピリッツエキシビション
2013チャイナ（広州）国際薬品・ヘルスケア産業エキスポ
2013広州国際電線＆ケーブルエキシビション
2013広州国際電光エキシビション＆広州ビル電気テク
ノロジーショー
第１４回広州国際メタル＆冶金エキシビション
第４回広州国際ロジスティクス設備エキシビション
第９回広州国際ブランドフォークリフト＆アクセサリエキ
シビション
第１１回広州国際ホスピタリティ設備＆用品フェア
第３回広州国際クリーニング＆ランドリー用品フェア
第３回広州国際コーヒー用品フェア
第３回広州ホテルキッチンウェアフェア
広州国際ガス産業＆エアコンプレッサーショー2013
第３回広州国際バキューム産業ショー2013
第４回広州国際ベビーカー＆ベビー用品フェア
第２５回広州国際トイ＆ホビーフェア
第７回広州ソーシングフェア　－ハードウェア、ビル資材
広州国際馬フェア 
2013チャイナ（広州）国際コイル巻線・絶縁＆電気製造
エキシビション2013第９回チャイナ（広州）国際食料品エクスポ
2013第４回チャイナ（広州）食品機械＆パッケージエキシ
ビション
2013第４回チャイナ（広州）国際ワイン＆スピリッツエキ
シビション
ICT Smart 2013（ICTエキシビション）
フォト＆イメージングサウスチャイナ2013エキシビション
サウスチャイナウェディングエキスポ2013
第１０回チャイナ（広州）国際表面処理、コーティング、電子
メッキ、印刷用インク、粘着物＆顔料エキシビション
2013第２回チャイナ（広州）毛皮＆皮革衣類エキシビション
広州国際オプティクスフェア2013
チャイナ(広州）ウェディングエキスポ2013サマー
2013第１１回チャイナ（広州）国際オートパーツ＆アクセサリエキスポ
2013第６回チャイナ（広州）国際潤滑油、グリース＆テク
ノロジー機器エキスポ
2013第３回国際（広東）省エネエキスポ
第５回チャイナ（広州）国際仏教アイテムフェア＆広州国
際健康製品フェア

第１４回台北国際チェーン＆フランチャイズ春エキシビション
台湾国際家具＆インテリアデコ＆建築資材エキシビション2013
第２９回台北国際オートパーツ＆アクセサリーショー
第８回台湾国際オートバイショー
第３回台湾国際電気自動車ショー

 5 月10日～ 5 月12日
 5 月17日～ 5 月20日

 5 月23日～ 5 月25日

 5 月26日～ 5 月28日

 5 月28日～ 5 月30日

 6 月 8 日～ 6 月13日
 6 月20日～ 6 月21日
 6 月21日～ 6 月23日

 6 月26日～ 6 月28日

 6 月28日～ 6 月30日

 4 月 3 日～ 4 月 5 日

 4 月15日～ 4 月19日
 4 月23日～ 4 月27日
 5 月 1 日～ 5 月 5 日

 5 月 9 日～ 5 月11日 

 5 月10日～ 5 月12日

 5 月15日～ 5 月17日

 5 月29日～ 5 月31日
 5 月29日～ 5 月31日
 5 月29日～ 6 月 1 日
 5 月30日～ 6 月 1 日
 6 月 4 日～ 6 月 6 日
 6 月 9 日～ 6 月11日

 6 月 9 日～ 6 月12日

 6 月16日～ 6 月18日
 
6 月18日～ 6 月20日

 6 月27日～ 6 月29日

 3 月30日～ 4 月 1 日

 4 月 8 日～ 4 月10日

 4 月14日～ 4 月17日
 5 月 3 日～ 5 月 5 日
 5 月 8 日～ 5 月10日
 5 月10日～ 5 月12日

 5 月10日～ 5 月12日

 5 月15日～ 5 月18日

 5 月16日～ 5 月18日 

 5 月21日～ 5 月23日

 5 月27日～ 5 月29日

 6 月 1 日～ 6 月 2 日

 6 月 5 日～ 6 月 7 日

 6 月20日～ 6 月23日

 4 月 4 日～ 4 月 7 日

 4 月10日～ 4 月13日

ベネチアン　マカオ

Macau Fisherman's 
Wharf Convention & 
Exhibition  Centre
（マカオ）

AsiaWorld-Expo（香港） 

香港・マカオ
広州中国輸出商品取引
会琶洲展館
（China Import&
Export Fair
{Pazhou}Complex）

広州

期　　　間期　　　間

Taipei World Trade 
Center Hall 1

台北
上海世貿商城
（上海マート）

上海光大会展中心
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U s e f u l  I n f o r m a t i o n
貿 易 お 役 立 ち 情 報

アジア展示会情報｜イベント等は主催者側の都合により変更されることもあります。
場　　　所 期　　　間展　覧　会　名

第7回中国書画、芸術品博覧会
第11回全国工芸品、観光品、ギフト博覧会
中国（大連）骨董品、書画、芸術品博覧会
第７回大連ウェデイング博覧会
第３回大連春季輸出用服装及び無公害食品博覧会
第18回中国国際建築装飾材料展覧会
2013大連春季服装服飾展覧会
2013大連新生活消費商品博覧会
第4回国際真珠、宝石及び贅沢商品、芸術品博覧会
第3回大連国際食品博覧会
2013第２７回中国大連輸出入商品交易会
大連国際工業博覧会
第2回大連婦人児童用品博覧会
2013中国大連ゴルフ観光博覧会
2013大連大学、専門学校卒業生人材募集大会
2013大連市創業プロジェクト博覧会
2013年3.15国際消費品（大連）博覧会
2013大連春季不動産交易会
第46回大連不動産交易会及び装飾工事展覧会
第38回大連市中古不動産交易会
2013中国（春季）日用百貨商品交易会及び中国現代家
庭用品博覧会
2013第２回中国（大連）自動車用品交易春季博覧会
2013年第２７回中国大連輸出入商品交易会
大連国際工業博覧会
第2回大連国際釣具、釣り用品貿易展覧会
第2回大連国際戸外用品貿易展覧会

第１６回中国自動車用品及び改装自動車展覧会
第２０回中国（北京）国際建築装飾及び材料博覧会
2013中国北京国際ギフト、贈呈用品及び家庭用品（春季）展覧会
2013第13回中国（北京）国際石油化学技術装備展覧会
中国国際パイプ爆破防止電気自動化展覧会
2013中国国際放送、テレビ情報ネット展覧会
北京国際自動車修理、検査、診断設備及び自動車補修展覧会
2013中国国際国防情報化技術と気象装備展覧会
中国国際クラウド計算技術及び応用展覧会
2013第１０回中国（北京）国際菓子、アイスクリーム、乳
製品と食品包装加工展覧会
2013中国国際健康産業博覧会
2013中国（北京）国際有機食品、飲料、ハイレベル健康
食用油産業博覧会
2013第３回北京国際真珠、宝石、アクセサリー展覧会
第１７回京正・北京妊婦、赤ちゃん用品博覧会及び京正児
童服博覧会
2013北京国際美容、化粧品博覧会(春季）
2013中国（北京）特殊設備展覧会
2013中国（北京）新材料及び工業腐食防止設備展覧会
第20回中国国際石才商品及び石才技術装備展覧会
2013第８回北京国際温泉、プール、ＳＰＡ及び健康フィッ
トネス産業展覧会
2013中国（北京）国際照明展覧会及びＬＥＤ照明技術と応用展覧会
2013北京国際機電五金溶接切断化工塗装博覧会
2013第１１回中国国際科学機器及び実験室装備展覧会
第24回中国国際ガラス工業技術展覧会
2013中国国際スポーツ用品博覧会
2013第２回中国国際飲食博覧会
2013北京ウェデイング博覧会
2013北京国際ギフト及び工芸品展覧会
2013中国国際低炭素産業博覧会 
2013北京教育装備展示会
第12回中国国際大型スクリーンシステム統合設備展覧会
2013北京春季不動産展示交易会
中国国際模型博覧会
第５回中国（北京）国際警察用装備及びテロ対策技術装備展覧会
2013第１７回中国国際ソフトウェア博覧会
2013第１８回中国（北京）国際教育展覧会
2013第３回北京国際別荘産業及び関連施設展覧会
2013北京国際真珠、宝石、アクセサリー展覧会
2013第１回台湾真珠、宝石ブランド商品中国展覧会
2013国際ポンプ、洗浄設備、ウォータージェット工作機械展覧会
2013中国国際紡績糸(春季）展覧会
2013中国(北京）ドア、窓ブランド商品博覧会 
2013中国海外観光交易会
中国国際有機食品、輸入食品博覧会
第３回中国国際製茶業及び茶アートフェア
2013芸術北京博覧会
2013第15回北京国際玩具及び幼児教育用品展覧会
第１回国際鉱物と冶金業機械と電気機器及びサービス展示会
2013中国壁紙業界(北京）博覧会 
中国国際建築工学技術、新技術、新材料、新装備博覧会
中国国際施設農業及び園芸資材展覧会
2013中国国際種子産業展覧会

 3 月 7 日～ 3 月11日
  3 月14日～ 3 月18日

 3 月21日～ 3 月25日
 3 月28日～ 4 月 7 日
 4 月11日～ 4 月14日
 4 月16日～ 4 月22日
 4 月23日～ 4 月29日
 5 月 2 日～ 5 月 6 日
 5 月 8 日～ 5 月12日

 5 月15日～ 5 月17日

 5 月22日～ 5 月27日
 5 月30日～ 6 月 3 日
 3 月 2 日
 3 月 2 日～ 3 月 3 日
 3 月14日～ 3 月18日

 4 月11日～ 4 月15日

 4 月19日～ 4 月21日

 4 月28日～ 5 月 2 日

 5 月15日～ 5 月17日

 5 月31日～ 6 月 2 日

 3 月 1 日～ 3 月 4 日
 3 月 7 日～ 3 月10日
 3 月14日～ 3 月17日

 3 月19日～ 3 月21日

 3 月21日～ 3 月23日

 4 月 1 日～ 4 月 3 日

 4 月 7 日～ 4 月 9 日

 4 月12日～ 4 月15日

 4 月13日～ 4 月15日

 4 月18日～ 4 月20日

 4 月18日～ 4 月21日

 4 月25日～ 4 月27日

 5 月15日～ 5 月17日
 5 月24日～ 5 月27日
 5 月31日～ 6 月 3 日
 5 月31日～ 6 月 2 日
 3 月 1 日～ 3 月 3 日
 3 月20日～ 3 月23日
 3 月21日～ 3 月23日
 3 月28日～ 3 月30日
 4 月 6 日～ 4 月 8 日
 4 月11日～ 4 月14日
 4 月29日～ 5 月 1 日
 5 月15日～ 5 月17日
 5 月30日～ 6 月 1 日
 3 月 9 日～ 3 月10日

 3 月15日～ 3 月18日

 3 月27日～ 3 月29日

 4 月 1 日～ 4 月 4 日
 4 月 9 日～ 4 月11日
 4 月14日～ 4 月16日
 4 月19日～ 4 月22日
 5 月 1 日～ 5 月 3 日
 5 月13日～ 5 月15日
 5 月21日～ 5 月24日
 3 月 5 日～ 3 月 7 日
 3 月 7 日～ 3 月 9 日

 3 月11日～ 3 月13日

大連

北京

大連星海会展中心

世界博覧広場

蘇州

中国国際展覧中心

北京展覧館

北京全国農業展覧館

上海

場　　　所 期　　　間展　覧　会　名
2013第４回北京水展示会
2013中国国際娯楽施設設備博覧会
2013第25回国際医療機器設備博覧会
2013中国視聴集成設備と技術展覧会
2013中国国際痩身と美容展示会
第15回中国特許加入展覧会
2013北京国際道路運輸、都市公共交通車両及び部品展覧会
第２回中国(北京）国際サービス貿易交易会

第6回蘇州婚礼文化産業博覧会
第10回蘇州国際工業博覧会
第10回蘇州国際工作機械及び工具展覧会
第6回蘇州国際ダイカスト工業展覧会
第8回蘇州国際塗装表面処理展覧会
2013年華東国際省エネエレベーター及び機械部品展覧会
2013年第8回蘇州自動車アフターサービス市場博覧会
2013年国際プラスチック扉窓及び関連商品展覧会
第9回中国国際非鉄金属及び特殊鋳造展覧会
2013年中国鋳造部品展覧会
2013年中国（蘇州）国際冶金工業展覧会
第18回蘇州住宅産業博覧会
2013蘇州プリント基板（PCB）展覧会
2013蘇州表面実装（SMT）展覧会
蘇州国際金属板材加工技術展覧会
2013年中国（蘇州）省エネ環境保護展覧会
蘇州上花2013年春季釣具展
第5回蘇州国際家具展覧会

第23回中国華東輸出入商品交易会
第12回中国国際林業・木工機械及びサプライヤ展覧会
中国（上海）国際プリント工業展覧会
上海国際服装紡績品貿易博覧会
第21回中国国際金属博覧会
第95回中国ニット製品交易会
第25回中国シルク交易会
2013年国際半導体設備・材料・製造及びサービス展覧会
2013年中国（上海）国際太陽エネルギー技術展覧会
中国家電博覧会
第15回中国国際フロア材料及び舗装技術展覧会
中国国際遮光及び省エネ技術博覧会
第21回中国国際建築・内装展覧会
第22回上海国際ホテル用品博覧会
中国（上海）国際動力設備及び発電機展覧会
第24回国際エアコン及び食品冷凍加工博覧会
中国（上海）国際風力エネルギー展覧会
中国国際電力電工設備及び技術展覧会
中国スマートグリッド設備及び技術展覧会
中国国際ダンボール 紙展
第15回上海国際自動車工業展覧会
中国国際自転車展覧会・中国国際オートバイ及び部品交易会
中国国際食品及び飲料展
第13回上海国際包装及び食品加工技術展覧会
中国環境保護博覧会
国際太陽エネルギー及び太陽光発電展覧会
中国国際ベーカリー展覧会
中国国際美容化粧洗浄用品博覧会
2013年キッチン・トイレ博覧会
2013年第10回上海国際タッチパネル展覧会
第17回上海国際冶金工業展覧会
第9回上海国際スチールパイプ工業展覧会
中国（上海）鋳造鍛造展覧会
第9回上海国際金属工業展覧会
第8回中国国際鉄道交通展・第6回中国国際トンネル及
び地下工事技術展
2013年第15回上海国際携帯電話産業展覧会
上海国際家具及び内装展覧会
2013年上海国際工作機械・建材機械・鉱山機械及び専
用車輌展覧会
第5回上海国際耐摩材料工業用セラミック展覧会
上海国際紡績工業展
上海国際海上風力発電及び産業展覧会
中国国際鋳型及び設備展覧会
アジア食品・健康配料・天然原料中国展
第13回世界製薬原料中国展
2013年上海電熱部品・電熱合金及び工業電熱技術・設備展覧会
2013年中国上海（春季）国際ギフト・家庭用品展覧会
第2回上海自動車アクセサリー展覧会
2013年（春季）上海紡績服装展覧会
2013年高機能繊維産業展
中国（上海）国際技術輸出入交易会
中国（上海）ヒートポンプ及び関連設備展覧会
2013上海国際広告シルクスクリーン印刷展覧会

 3 月11日～ 3 月13日
 3 月17日～ 3 月19日
 3 月28日～ 3 月30日
 4 月10日～ 4 月12日
 4 月23日～ 4 月25日
 4 月26日～ 4 月28日
 5 月22日～ 5 月24日
 5 月28日～ 6 月 1 日

 3 月 1 日～ 3 月 3 日

 3 月 7 日～ 3 月10日

 3 月15日～ 3 月17日
 4 月 1 日～ 4 月 3 日

 4 月 9 日～ 4 月11日

 4 月29日～ 5 月 2 日

 5 月 8 日～ 5 月10日

 5 月14日～ 5 月17日
 6 月 6 日～ 6 月 8 日
 6 月 7 日～ 6 月 9 日
 6 月19日～ 6 月22日

 3 月 1 日～ 3 月 5 日
 3 月 5 日～ 3 月 8 日
 3 月 6 日～ 3 月 8 日

 3 月12日～ 3 月14日

 3 月19日～ 3 月21日

 3 月19日～ 3 月22日

 3 月26日～ 3 月28日

 4 月 1 日～ 4 月 3 日

 4 月 8 日～ 4 月10日

 4 月 8 日～ 4 月11日
 4 月21日～ 4 月29日
 5 月 6 日～ 5 月 9 日

 5 月 7 日～ 5 月 9 日

 5 月13日～ 5 月15日
 5 月14日～ 5 月16日

 5 月20日～ 5 月22日

 5 月28日～ 5 月31日

 6 月 4 日～ 6 月 6 日

 6 月 9 日～ 6 月11日
 
 6 月10日～ 6 月12日

 6 月10日～ 6 月13日

 6 月18日～ 6 月20日 

 6 月25日～ 6 月27日

 3 月15日～ 3 月17日
 3 月21日～ 3 月24日
 3 月27日～ 3 月29日
 4 月17日～ 4 月19日
 4 月24日～ 4 月26日
 5 月 8 日～ 5 月11日
 3 月13日～ 3 月15日
 3 月22日～ 3 月24日

北京国家会議中心

北京国家会議中心

蘇州国際博覧センター

上海新国際博覧中心

AsiaWorld-Expo
（香港） 

深圳会議展覧中心
（Shenzhen 
Convention &
Exhibition Centre）

深圳会議展覧中心
（Shenzhen 
Convention &
Exhibition Centre）

深圳

保利世　博
（Poly World Trade 
Expo Centre）

場　　　所 展　覧　会　名
2013第18回上海美容・ヘア化粧品博覧会
2013年表面活性剤及び洗剤展覧会
第86回中国労働保護用品交易会
2013年中国（上海）国際粉末冶金技術・セラミック工業展覧会
2013年第7回中国（上海）工業触媒・自動車汚染抑制・脱
硫脱窒技術及び設備展覧会
2013年中国（上海）プラスチック助剤展覧会
第3回中国（上海）国際合成レザー工業展覧会
2013年中国（上海）栄養健康産業博覧会
2013年上海国際澱粉及び関連製品展覧会
2013年第3回中国（上海）建築省エネ展覧会
第6回（2013）国際生物医薬産業及び測定機器（上海）展覧会
上海国際ビジネス服装博覧会
2013年上海国際工業自動化制御技術展覧会
2013年上海紡績工業展覧会
2013年上海国際交通工学技術及び設備展覧会
2013年上海国際軽貨物運輸展覧会
2013年中国国際健康商品展覧会
上海国際建築電気及び自動化展覧会
2013年上海乳児食品及び用品博覧会
2013年中国（上海）国際茶業博覧会
2013年中国国際有機食品博覧会

香港国際ライトニングフェア（春）  
HKTDC香港エレクトロニクスフェア（春） 
HKTDC国際ICTエクスポ 
HKTDC香港ハウスウェアフェア
HKTDC香港国際ホームテキスタイル＆ファーニシングフェア
HKTDC香港ギフト＆プレミアムフェア 
HOFEX2013 -第１５回国際フード＆ドリンク、ホテル・レストラ
ン＆フードサービス関連設備、備品＆サービスエキシビション
香港シニアフェア＆シニアエキスポアジア2013 
HKTDC香港国際メディカル機器＆用品フェア 
アジア葬儀＆墓地エキスポ 
第１２回ペアレントジャーナル国際子供＆ベビーブランドエキスポ
アートBaselエキスポ（アートフェア） 
国際アンティークフェア
HKTDCアントレプレナーデー
第１４回香港国際エデュケーションエキスポ
小売アジアエキスポ2013
第７１回サマーウェディングサービス＆ブランケットエキスポ、
第１４回香港ビューティーフィットネス＆メークアップフェスタ
香港ユナイテッドユースアソシエーション職業フェア2013
スマートインベストメント＆国際プロパティエキスポ
第２７回国際トラベルエキスポ
第８回M.I.C.E.トラベルエキスポ
ヘルスエキスポ2013
インホームエキスポ2013
June香港ジュエリー＆ジェムフェア
アジアファッションジュエリー＆アクセサリフェア June
チャイナソーシングフェア　エレクトロニクス＆構成部品
チャイナソーシングフェア　セキュリティ製品
コリアソーシングフェア　エレクトロニクス＆構成部品
チャイナソーシングフェア　ベビー＆子供用品
チャイナソーシングフェア　クリスマス＆季節商品
チャイナソーシングフェア　ギフト＆プレミアム
チャイナソーシングフェア　家庭用品
チャイナソーシングフェア　メディカル＆ヘルス製品
チャイナソーシングフェア　ソーラー＆省エネ製品
インドソーシングフェア　家庭用品
コリアソーシングフェア　ギフト＆プレミアム
チャイナソーシングフェア　ファッションアクセサリー
チャイナソーシングフェア　衣類＆テキスタイル
チャイナソーシングフェア　下着＆水着
香港国際印刷物＆パッケージフェア
インドソーシングフェア　衣類＆アクセサリー
Top Marques マカオ 2013 (自動車エキシビション) 
グローバルゲーミングエキスポアジア2013
マカオファイナンスインベストメントエキスポ 
ロハスエキスポ2013（ライフスタイル＆ヘルスエキシビション）
2013コミュニケーションマカオエキスポ

2013チャイナ（深圳）国際モデル＆トイエキスポ 
深圳国際ウェディングエキシビション＆ウェディングカル
チャーフェスティバル2013
チャイナITエキスポ
第６８回チャイナ国際メディカル機器フェア
第２１回チャイナ（深圳）国際ギフト、工芸、時計＆ハウスウェアフェア
2013深圳国際プロ無線通信技術＆情報エキスポ
2013第５回チャイナ（深圳）国際仏教アイテム＆工芸フェア
2013第７回チャイナ国際粘着テープ、保護フィルム＆オ
プティカルフィルム、ダイカッティングエキスポ

 3 月22日～ 3 月24日
 4 月10日～ 4 月12日
 4 月17日～ 4 月19日
 4 月26日～ 4 月28日

 5 月 8 日～ 5 月10日

 5 月13日～ 5 月15日
 5 月17日～ 5 月19日

 5 月22日～ 5 月24日

 5 月27日～ 5 月29日
 6 月 5 日～ 6 月 7 日
 6 月 9 日～ 6 月11日
 6 月10日～ 6 月13日
 3 月 4 日～ 3 月 6 日
 3 月14日～ 3 月15日
 3 月21日～ 3 月23日
 3 月27日～ 3 月29日
 4 月26日～ 4 月28日
 5 月16日～ 5 月19日
 5 月23日～ 5 月25日

 4 月 6 日～ 4 月 9 日

 4 月13日～ 4 月16日

 4 月20日～ 4 月23日

 4 月27日～ 4 月30日

 5 月 7 日～ 5 月10日

 5 月11日～ 5 月14日
 5 月14日～ 5 月16日
 5 月16日～ 5 月18日
 5 月17日～ 5 月19日
 5 月23日～ 5 月26日
 5 月25日～ 5 月27日
 5 月31日～ 6 月 1 日
 6 月 1 日～ 6 月 2 日
 6 月 4 日～ 6 月 6 日

 6 月 7 日～ 6 月 9 日

 6 月 8 日
 6 月 8 日～ 6 月 9 日

 6 月13日～ 6 月16日

 6 月14日～ 6 月16日

 6 月20日～ 6 月23日

 4 月12日～ 4 月15日

 4 月19日～ 4 月22日

 4 月27日～ 4 月30日

 4 月27日～ 4 月30日 
 5 月16日～ 5 月19日
 5 月21日～ 5 月23日
 5 月22日～ 5 月26日
 5 月31日～ 6 月 2 日
 6 月28日～ 6 月30日

 4 月 3 日～ 4 月 5 日

 4 月 4 日～ 4  月 6 日

 4 月10日～ 4 月12日
 4 月17日～ 4 月20日
 4 月25日～ 4 月28日
 5 月 5 日～ 5 月 7 日
 5 月 8 日～ 5 月11日

 5 月 9 日～ 5 月11日

上海光大会展中心

上海国際展覧中心

Hong Kong 
Convention &
Exhibition
Centre（香港）

場　　　所 展　覧　会　名
第８回チャイナ（深圳）国際ブランド下着フェア
第９回チャイナ（深圳）国際文化産業フェア
第１１回チャイナ（深圳）国際自動車/タッチスクリーン技
術＆機器フェア

2013深圳国際ITエキスポ＆深セン国際サテライトナビ
ゲーション＆自動車安全マネージメントエキシビション
第４回チャイナ（深圳）国際ロジスティクス設備＆技術エキシビション
2013チャイナ国際使い捨てペーパーエキスポ
2013深圳・香港・マカオ国際オートショー
チャイナ集積回路エキスポ2013
2013チャイナ（深圳）国際インベストメント＆トレードフェア
第１７回サウスチャイナ国際生産管理＆オートメーション
エキシビション
第１５回サウスチャイナ国際水エキシビション
第１１回チャイナ（深圳）国際スモールモーター＆電子機
器エキスポ
2013チャイナ（深圳）国際レアアース材料＆機器エキシビション
チャイナ国際シートメタル産業エキスポ2013
第２４回チャイナ（深圳）国際時計・ジュエリー＆ギフトフェア

チャイナ（広州）国際レジャー＆レクレーションエキシビ
ション2013
チャイナ（広州）国際ゲーム＆アミューズメントエキシビション
第１１３回セッションチャイナ輸出入フェア 
第１１３回セッションチャイナ輸出入フェア
第１１３回セッションチャイナ輸出入フェア
第１７回チャイナベーカリーエキシビション
2013広州ランドスケープ＆ハウジングエキスポ
2013広州機械用具エキシビション 
2013広州国際ボートショー
2013広州国際ウォータースポーツ用品トレードフェア、
ダイビング＆フィッシングショー

第１６回バルブ・配管用器具・液体管理＆加工用機器国際
トレードフェア
第２７回国際プラスティック＆ラバー産業エキシビション
第２３回シューズ＆皮革産業国際エキシビション
2013チャイナ国際セラミック産業エキシビション
第１０回チャイナ（広州）国際ワイン＆スピリッツエキシビション
2013チャイナ（広州）国際薬品・ヘルスケア産業エキスポ
2013広州国際電線＆ケーブルエキシビション
2013広州国際電光エキシビション＆広州ビル電気テク
ノロジーショー
第１４回広州国際メタル＆冶金エキシビション
第４回広州国際ロジスティクス設備エキシビション
第９回広州国際ブランドフォークリフト＆アクセサリエキ
シビション
第１１回広州国際ホスピタリティ設備＆用品フェア
第３回広州国際クリーニング＆ランドリー用品フェア
第３回広州国際コーヒー用品フェア
第３回広州ホテルキッチンウェアフェア
広州国際ガス産業＆エアコンプレッサーショー2013
第３回広州国際バキューム産業ショー2013
第４回広州国際ベビーカー＆ベビー用品フェア
第２５回広州国際トイ＆ホビーフェア
第７回広州ソーシングフェア　－ハードウェア、ビル資材
広州国際馬フェア 
2013チャイナ（広州）国際コイル巻線・絶縁＆電気製造
エキシビション2013第９回チャイナ（広州）国際食料品エクスポ
2013第４回チャイナ（広州）食品機械＆パッケージエキシ
ビション
2013第４回チャイナ（広州）国際ワイン＆スピリッツエキ
シビション
ICT Smart 2013（ICTエキシビション）
フォト＆イメージングサウスチャイナ2013エキシビション
サウスチャイナウェディングエキスポ2013
第１０回チャイナ（広州）国際表面処理、コーティング、電子
メッキ、印刷用インク、粘着物＆顔料エキシビション
2013第２回チャイナ（広州）毛皮＆皮革衣類エキシビション
広州国際オプティクスフェア2013
チャイナ(広州）ウェディングエキスポ2013サマー
2013第１１回チャイナ（広州）国際オートパーツ＆アクセサリエキスポ
2013第６回チャイナ（広州）国際潤滑油、グリース＆テク
ノロジー機器エキスポ
2013第３回国際（広東）省エネエキスポ
第５回チャイナ（広州）国際仏教アイテムフェア＆広州国
際健康製品フェア

第１４回台北国際チェーン＆フランチャイズ春エキシビション
台湾国際家具＆インテリアデコ＆建築資材エキシビション2013
第２９回台北国際オートパーツ＆アクセサリーショー
第８回台湾国際オートバイショー
第３回台湾国際電気自動車ショー

 5 月10日～ 5 月12日
 5 月17日～ 5 月20日

 5 月23日～ 5 月25日

 5 月26日～ 5 月28日

 5 月28日～ 5 月30日

 6 月 8 日～ 6 月13日
 6 月20日～ 6 月21日
 6 月21日～ 6 月23日

 6 月26日～ 6 月28日

 6 月28日～ 6 月30日

 4 月 3 日～ 4 月 5 日

 4 月15日～ 4 月19日
 4 月23日～ 4 月27日
 5 月 1 日～ 5 月 5 日

 5 月 9 日～ 5 月11日 

 5 月10日～ 5 月12日

 5 月15日～ 5 月17日

 5 月29日～ 5 月31日
 5 月29日～ 5 月31日
 5 月29日～ 6 月 1 日
 5 月30日～ 6 月 1 日
 6 月 4 日～ 6 月 6 日
 6 月 9 日～ 6 月11日

 6 月 9 日～ 6 月12日

 6 月16日～ 6 月18日
 
6 月18日～ 6 月20日

 6 月27日～ 6 月29日

 3 月30日～ 4 月 1 日

 4 月 8 日～ 4 月10日

 4 月14日～ 4 月17日
 5 月 3 日～ 5 月 5 日
 5 月 8 日～ 5 月10日
 5 月10日～ 5 月12日

 5 月10日～ 5 月12日

 5 月15日～ 5 月18日

 5 月16日～ 5 月18日 

 5 月21日～ 5 月23日

 5 月27日～ 5 月29日

 6 月 1 日～ 6 月 2 日

 6 月 5 日～ 6 月 7 日

 6 月20日～ 6 月23日

 4 月 4 日～ 4 月 7 日

 4 月10日～ 4 月13日

ベネチアン　マカオ

Macau Fisherman's 
Wharf Convention & 
Exhibition  Centre
（マカオ）

AsiaWorld-Expo（香港） 

香港・マカオ
広州中国輸出商品取引
会琶洲展館
（China Import&
Export Fair
{Pazhou}Complex）

広州

期　　　間期　　　間

Taipei World Trade 
Center Hall 1

台北
上海世貿商城
（上海マート）

上海光大会展中心
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福岡銀行大連駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Dalian Representative Office）

福岡銀行駐在員事務所

［所在地］
中華人民共和国大連市人民路60号
大連富麗華大酒店622号室
［電話番号］
（国番号 86）411-8282-3643
［所長］
小田 周平

福岡銀行上海駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Shanghai Representative Office）

［所在地］
中華人民共和国上海市延安西路2201号
上海国際貿易中心2010号室
［電話番号］
（国番号 86）21-6219-4570
［所長］
安恒 忠紀

福岡銀行香港駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Hong Kong Representative Office）

［所在地］
Room 404, 4/F, Far East Finance Centre,
16 Harcourt Road, Hong Kong
［電話番号］
（国番号 852）2524-2169
［所長］
菅 大輔

福岡銀行バンコク駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Bangkok Representative Office）

［所在地］
16th Floor Unit 1606, Park Ventures Ecoplex,
57 Wireless Road, Lumpini, Pathumwan,
Bangkok 10330, Thailand
［電話番号］
（国番号 66）2-256-0695
［所長］
貞方 泰徳

福岡銀行シンガポール駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Singapore Representative Office）

［所在地］
One George Street #17-05
Singapore 049145
［電話番号］
（国番号 65）6438-4913
［所長］
酒口 昇

福岡銀行ニューヨーク駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. New York Representative Office）

［所在地］
One Rockefeller Plaza, Suite 1201,
New York, NY 10020-2003
［電話番号］
（国番号 1）212-247-2966
［所長］
藤井 雅博

北  米

アジア

〈海外駐在員事務所の位置と担当範囲〉

海外拠点紹介

大連

上海

香港バンコク

ニューヨーク

シンガポール

ホーチミン・ハノイ

シンガポール

Ho Chi Minh Tan 
Binh Exhibition & 
Convention Centre
（ホーチミン）

Ho Chi Minh Tan 
Binh Exhibition & 
Convention Centre
（ホーチミン）

singapore expo

SANDS EXPO AND 
CONVENTION 
CENTRE,
MARINA BAY SANDS

GiangVo Exhibition 
Centre & Fairground, 
Hanoi（ハノイ）

GiangVo Exhibition 
Centre & Fairground, 
Hanoi（ハノイ）

Vietnam Exhibition 
& Fair Centre, 
Hanoi（ハノイ）

場　　　所 展　覧　会　名
Taipei World Trade 
Center Hall 1

Taipei World Trade 
Center Hall 3

Taipei World Trade 
Center Nangang 
Exhibition Hall

期　　　間場　　　所 展　覧　会　名
国際ジュエリー＆ウォッチベトナム2013
国際スポーツ＆レジャー産業トレードエキシビション
グローバルエンジニアリングベトナムエキスポ
ベトナム国際ブロードキャスト＆AVショー
ベトナムデジタルフォト＆デジタル標識ショー2013
国際コスメティクス・ビューティー・ヘア＆スパトレード
エキシビション
ラバー＆タイヤ製品エキシビション 
アナリティカルベトナム2013（科学分野における分析・
研究所・技術＆生命に関する国際トレードエキシビション）
フード＆ホテルベトナムエキスポ
ベトナム国際ビル資材＆ライトニングエキシビション
サイゴン自動車技術＆アクセサリー（自動車、オートバイ
＆アクセサリ産業エキシビション）
ベトナム水産業国際エキシビション
ベトナムオートエキスポ（自動車、スペアパーツ＆アクセ
サリーエキスポ）

ベトナムエキスポ2013（キッチンウェア、ホームエレクト
ロニクス、バスアイテム、ファーニチャー、ギフト、アクセサ
リー、ホームデコ）

MTA2013(精密機械)
Pharma nutrition 2013(医療・病院)
アジアグルメエクスポ2013
キッズアカデミー2013
シンガポールインテリア＆家具展示会2013
SEA ASIA(海運業)
アジア国際発電技術展示会
アジアダイビング展示会2013
インターネット展示会
セミコンシンガポール2013(電子機器製造)
シンガポール国際LED/OLEDテクノロジーショー2013
アジアアトラクションエクスポ2013
ブロードキャストアジア2013(メディア・エンターテイメント)
コミュニックアジア2013(コミュニケーション・情報技術)
エンタープライズIT 2013(情報技術エキシビション)
小売業世界アジア2013
アクアラマ2013(ペット・釣具展)
アドテックシンガポール2013(広告マーケティング)
レジャーボートショー2013

第10回マレーシア国際ハラル展示会
アジアレール展示会
第20回マレーシア国際ジュエリーフェスティバル2013
MAPOフェアー2013(アイケア)
大卒生フェアー2013(キャリアフェア)
ウォーターマレーシア 2013
第16回東南アジアヘルスケアショー
ヘルス＆フィットネススポーツエクスポ2013
ホームデコレーションエキシビション2013
アジア太平洋歯科会議2013
第24回国際発明・革新・技術エキシビション2013
マレーシア国際ギフト＆プレミアムエクスポ2013
国際ビューティーエクスポ2013
女性の出産コンファレンス2013
石油＆ガスアジア2013
第14回国際建築、インテリアデザイン、建造物エキシビション
HIV、発病、治療、予防に関するIASコンファレンス
スマートキッズ 2013
第18回国際製造業イベント

機械装置エクスポ
デジタルプリントエクスポ
インドパワー 2013(発電・送電、再生可能エネルギー)
フード＆ホテル インドネシア2013
第9回国際小売販売、機器、商品陳列、保管エキシビション
パルプ＆ペーパーアジア 2013
INATEX2013(衣料・繊維機械、付属品)
レザー＆フットフェア2013
第3回インドネシア国際造船、海運、機械エキシビション
ジャカルタウェディングフェスティバル2013
インドネシア‐中国　機械製品・電子製品エキシビション2013
インドネシア自動車ショー2013
ジャカルタフェアー2013
ギフト＆店舗設計インドネシア2013

 5 月 9 日～ 5 月12日

 5 月22日～ 5 月24日

 4 月 4 日～ 4 月 7 日

 4 月11日～ 4 月13日

 4 月18日～ 4 月20日 
 4 月24日～ 4 月26日
 5 月23日～ 5 月26日

 5 月30日～ 6 月 2 日

 6 月25日～ 6 月27日

 6 月19日～ 6 月22日

 4 月10日～ 4 月13日
 

 4 月 9 日～ 4 月12日
 4 月15日～ 4 月17日
 4 月19日～ 4 月21日
 6 月14日～ 6 月16日
 6 月22日～ 6 月30日
 4 月 9 日～ 4 月11日
 4 月15日～ 4 月18日
 4 月19日～ 4 月21日
 4 月24日～ 4 月25日

 5 月 7 日～ 5 月 9 日

 6 月 4 日～ 6 月 7 日

 6 月18日～ 6 月21日

 4 月24日～ 4 月25日
 5 月30日～ 6 月 2 日
 6 月13日～ 6 月14日
 4 月18日～ 4 月21日

 4 月 3 日～ 4 月 6 日
 4 月17日～ 4 月19日
 4 月19日～ 4 月22日

 4 月20日～ 4 月21日

 4 月23日～ 4 月25日
 4 月24日～ 4 月26日
 4 月26日～ 4 月28日
 5 月 2 日～ 5 月 5 日
 5 月 7 日～ 5 月12日
 5 月 9 日～ 5 月11日
 5 月13日～ 5 月15日
 5 月18日～ 5 月21日
 5 月28日～ 5 月30日
 6 月 5 日～ 6 月 7 日
 6 月19日～ 6 月22日
 6 月29日～ 7 月 3 日
 4 月19日～ 4 月21日
 5 月21日～ 5 月25日

 4 月 3 日～ 4 月 4 日
 4 月 3 日～ 4 月 6 日
 4 月 3 日～ 4 月 5 日

 4 月10日～ 4 月13日

 4 月18日～ 4 月19日
 4 月18日～ 4 月21日
 5 月 1 日～ 5 月 4 日
 5 月 2 日～ 5 月 4 日
 5 月10日～ 5 月12日
 5 月16日～ 5 月18日
 5 月23日～ 5 月25日
 6 月 7 日～ 7 月 7 日
 5 月 9 日～ 5 月11日

Kuala Lumpur 
Convention Centre
（クアラルンプール）

Putra World Trade 
Centre（クアラルンプール）

Jakarta Convention 
Centre（ジャカルタ）

Jakarta Convntion Center

SUNTEC SINGAPORE 
INTERNATIONAL 
CONVENTION AND 
EXHIBITION CENTRE
MARINA at Keppel Bay

マレーシア

インドネシア

期　　　間

Saigon Exhibition & 
Convention Center
（ホーチミン）

2013春コンピューターエクスポ
2013台湾国際標識＆LEDエキスポ
台北シューズショー春＆夏2013
台北国際ギフト＆ステーショナリーショー
2013春台北トラベルフェア
2013インテリアデザイン＆材料ショー
第１８回台北ハイエンドファーニチャー＆キッチンウェアショー
GTIアジア台北エキスポ2013（ゲームエキスポ）
第９回台北国際ベジタリアン＆オーガニックフードエクスポ2013
第３２回国際ヤングデザイナーズエキシビション2013
2013台北国際ツーリズムエキスポ
2013台北国際コンピュータ＆ITエキスポ
台北国際チェーンストアフランチャイズ＆ビジネスフェア
台湾お土産＆地方特産エキスポ
第１７回台北国際ファーニチャーエクスポ
台湾国際メディカル＆ヘルスケアエキシビション
台湾国際シニアライフスタイル＆ヘルスケアエキシビション
台北国際フードエキシビション
台北国際食品加工＆薬剤機器ショー
台北国際包装産業ショー
台湾国際ホテル・レストラン＆ケータリングショー
台北キッズエキスポ＆ベビー・妊婦製品ショー
台北ウェディングファッションショー 
台湾お土産＆工芸ショー2013
アートレボリューション台北2013エキシビション
第３２回国際ヤングデザイナーズエキシビション2013
台北国際コンピュータ＆ITエキスポ
台湾国際葬式エキスポ
台北ワイン＆グルメエキスポ
第２９回台北国際オートパーツ＆アクセサリーショー
2013台北国際自動車エレクトロニクスショー
第１６回エレクトロニクスセキュリティ・情報セキュリティ・
火災セキュリティ国際エキシビション
2013セキュリティ技術＆用品エキシビション
2013台北国際コンピュータ＆ITエキスポ
第１５回国際フラットパネルディスプレイエキスポ
第５回国際両岸フォトニクスショー（光学製品エキシビション）
第２３回台北国際フードショー
台北国際食品加工＆薬剤機器ショー
台北国際包装産業ショー

ホームワーク　エクスポ2013
ViV アジア2013 （国際動物関連商品フェア）
チェムエクスポ タイ 2013 （国際化学エキスポ）
TIPREX 2013 （プラスチックス・ゴム関連展示会）
BIG+BIH （ギフト、装飾アイテム、文具等）
Power Buy Expo 2013 （電飾関連製品）
国際工芸品フェア (IICF 2013)  
Subcon Thailand 2013 （タイ国産業分野下請企業見本市）
Intermach 2013 （アジア・ハイテク機械展示会）
IA Robotics 2013 （タイ産業オートメーション・ショー）
Moldex 2013 （特殊工具・機械展示会）
シート・メタル・アジア展示会 2013
LogisPro Thailand 2013 （物流関連見本市）
Machine Tools Thailand 2013 （金属切削器具関連）
Weldtech 2013 （特殊溶接技術取引見本市）
Automotive Engineering Asia 2013 
（自動車関連技術見本市）
16th Meeting of the Conference of the Parties
Commart Thailand 2013
バンコク国際書籍フェア 2013 
 Thailand Online Expo 2013
（オンライン関連製品・サービス） 
House and Condo Show  (住宅系不動産フェア) 
 Thailand Travel and Dive Expo 2013(タイ旅行関連エキスポ) 
 Pet Expo 2013 (ペット関連商品・サービスフェア) 
タイ携帯端末エキスポ 2013
タイランドグランド  エクスポ2013
バンコク宝石・宝飾品フェア 2013 
タイ国際家具製品フェア 2013 (TIFF 2013)
バンコク国際ファッション・革製品フェア 2013
スタンプ　エキシビション
東南アジア・太陽光ビジネス・エキスポ 2013
バンコク国際モーター・ショー 2013
家具製品ショー 2013 
ファッション・宝石・ショー 2013
バンコク・ウェディング・ショー 2013
THAIFEX-World of Food Asia 2013（タイ世界食品見本市）

ベトナムサイゴングルメ＆アクセサリー機器エキスポ
ベトナムサイゴンファブリック＆グルメアクセサリーエキスポ
ライフスタイルベトナム2013（ホームデコ＆ギフトフェア）

 4 月17日～ 4 月21日
 4 月19日～ 4 月21日
 4 月23日～ 4 月25日
 4 月24日～ 4 月27日
 4 月26日～ 4 月29日

 5 月 3 日～ 5 月 6 日

 5 月 9 日～ 5 月11日
 5 月10日～ 5 月13日
 5 月17日～ 5 月20日
 5 月24日～ 5 月27日
 6 月 4 日～ 6 月 8 日

 6 月14日～ 6 月17日

 6 月20日～ 6 月23日

 6 月26日～ 6 月29日

 4 月 4 日～ 4 月 7 日
 4 月19日～ 4 月22日
 4 月25日～ 4 月28日
 5 月 3 日～ 5 月 6 日
 5 月17日～ 5 月20日
 6 月 4 日～ 6 月 8 日
 6 月14日～ 6 月16日
 6 月28日～ 6 月30日

 4 月10日～ 4 月13日

 4 月24日～ 4 月26日

 6 月 4 日～ 6 月 8 日

 6 月18日～ 6 月20日

 6 月26日～ 6 月29日

 2 月22日～ 3 月 3 日
 3 月13日～ 3 月15日
 3 月19日～ 3 月20日
 4 月 3 日～ 4 月 6 日
 4 月19日～ 4 月23日
 4 月27日～ 5 月 6 日
 5 月 2 日～ 5 月 5 日

 5 月16日～ 5 月19日

 5 月25日～ 6 月 2 日

 3 月 3 日～ 3 月14日
 3 月21日～ 3 月24日
 3 月29日～ 4 月 8 日

 4 月25日～ 4 月28日

 5 月 9 日～ 5 月12日
 5 月16日～ 5 月19日
 5 月23日～ 5 月26日
 5 月23日～ 5 月26日
 2 月23日～ 3 月 3 日
 2 月26日～ 3 月 3 日
 
3 月13日～ 3 月17日 
 3 月16日
 3 月19日～ 3 月20日
 3 月25日～ 4 月 7 日
 
 3 月30日～ 4 月 7 日

 5 月22日～ 5 月26日

 4 月11日～ 4 月14日

 4 月18日～ 4 月21日

 

バンコク
バンコク国際貿易
展示センター 
（Bangkok 
International 
Trade & 
Exhibition Centre）

Queen Sirikit 
National 
Convention Centre

Impact Exhibition & 
Convention
Centre
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福岡銀行大連駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Dalian Representative Office）

福岡銀行駐在員事務所

［所在地］
中華人民共和国大連市人民路60号
大連富麗華大酒店622号室
［電話番号］
（国番号 86）411-8282-3643
［所長］
小田 周平

福岡銀行上海駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Shanghai Representative Office）

［所在地］
中華人民共和国上海市延安西路2201号
上海国際貿易中心2010号室
［電話番号］
（国番号 86）21-6219-4570
［所長］
安恒 忠紀

福岡銀行香港駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Hong Kong Representative Office）

［所在地］
Room 404, 4/F, Far East Finance Centre,
16 Harcourt Road, Hong Kong
［電話番号］
（国番号 852）2524-2169
［所長］
菅 大輔

福岡銀行バンコク駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Bangkok Representative Office）

［所在地］
16th Floor Unit 1606, Park Ventures Ecoplex,
57 Wireless Road, Lumpini, Pathumwan,
Bangkok 10330, Thailand
［電話番号］
（国番号 66）2-256-0695
［所長］
貞方 泰徳

福岡銀行シンガポール駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Singapore Representative Office）

［所在地］
One George Street #17-05
Singapore 049145
［電話番号］
（国番号 65）6438-4913
［所長］
酒口 昇

福岡銀行ニューヨーク駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. New York Representative Office）

［所在地］
One Rockefeller Plaza, Suite 1201,
New York, NY 10020-2003
［電話番号］
（国番号 1）212-247-2966
［所長］
藤井 雅博

北  米

アジア

〈海外駐在員事務所の位置と担当範囲〉

海外拠点紹介

大連

上海

香港バンコク

ニューヨーク

シンガポール
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ふくおかフィナンシャルグループ

1

1

株式会社マイサ
株式会社炭化
株式会社満宏
株式会社アーダン
株式会社新日本医薬
株式会社トーア
株式会社ソフトサービス
コヨウ株式会社
丸福水産株式会社

株式会社ネビラボ

吹力発電により発光する緊急時用のホイッスルの開発
セラミック炭（未利用木質バイオマスと鉱物原料）と触媒によるエチレンガスの吸着・分解の研究開発
ワインの酸化を抑制する新規構造のワインディスペンサー開発
シルク主原料の医薬部外品軟膏クリームの開発
カンゾウ種苗に関する技術開発①低コストカンゾウクローン苗生産方法②品質保護の為の品種識別方法
配管洗浄等に適用可能なホモジニアスナノバブル発生装置の研究開発
青紫色半導体レーザーを用いた極小レーザーマーキング装置の開発
水質浄化目的のフルボ酸鉄配合資材の効率的製造および有効性・安全性の開発
軽量で実用性の高い世界最高ナノバブル数密度を有する樹脂製ハニカム型ナノバブル生成装置の開発
介護サービスから農業分野まで利用可能な次世代型センサーネットワークを実現する
スマートセンサボックスの開発

■ 受賞企業一覧
受賞企業名 プロジェクト名

　
キ
ュ
ー
テ
ッ
ク
は
、地
域
経
済
の
振
興
な
ら
び
に
中
小

企
業
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
、昭
和
60
年

８
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。同
財
団
は
、中
小
企
業
が

行
う
優
れ
た
新
技
術
や
新
製
品
等
の
研
究
開
発
の
支
援

策
と
し
て
、毎
年「
キ
ュ
ー
テ
ッ
ク
助
成
金
」を
交
付
し
て

お
り
、こ
れ
ま
で
の
交
付
件
数
は
今
回
を
含
め
て
累
計

2
3
8
件
、金
額
は
６
億
４
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
は
、26
件
の
助
成
金
応
募
案
件
の
中

か
ら
、10
件
の
交
付
先
を
決
定
し
、総
額
3
千
万
円
の

助
成
金
を
交
付
し
ま
し
た
。い
ず
れ
の
研
究
開
発
も

新
規
性
や
独
創
性
に
富
み
、将
来
が
期
待
さ
れ
る
も
の

で
す
。

　
ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
は
、助
成
を

受
け
ら
れ
た
皆
様
が
、こ
の「
キ
ュ
ー
テ
ッ
ク
助
成
金
」

を
契
機
に
、さ
ら
な
る
飛
躍
を
遂
げ
ら
れ
る
こ
と
を
祈
念

致
し
ま
す
。

（
松
永
　
圭
史
）

（
※
）福
岡
銀
行
の
創
立
40
周
年
を
記
念
し
て
設
立
さ
れ
た

「
財
団
法
人  

九
州・山
口
地
域
企
業
育
成
基
金
」が
、平
成

24
年
４
月
、「
一
般
財
団
法
人  

ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル

グ
ル
ー
プ
企
業
育
成
財
団
」に
名
称
を
変
更
。

「
平
成
24
年
度
キ
ュ
ー
テ
ッ
ク
助
成
金
贈
呈
式
」を
開
催
し
ま
し
た
。

一
般
財
団
法
人 

ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
企
業
育
成
財
団（
略
称
キ
ュ
ー
テ
ッ
ク
）（
※
）は
、

1
月
18
日（
金
）に「
平
成
24
年
度
キ
ュ
ー
テ
ッ
ク
助
成
金
贈
呈
式
」を
開
催
し
ま
し
た
。

▲助成金を受けられた企業の代表者10名
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ふくおかフィナンシャルグループ

1

1

株式会社マイサ
株式会社炭化
株式会社満宏
株式会社アーダン
株式会社新日本医薬
株式会社トーア
株式会社ソフトサービス
コヨウ株式会社
丸福水産株式会社

株式会社ネビラボ

吹力発電により発光する緊急時用のホイッスルの開発
セラミック炭（未利用木質バイオマスと鉱物原料）と触媒によるエチレンガスの吸着・分解の研究開発
ワインの酸化を抑制する新規構造のワインディスペンサー開発
シルク主原料の医薬部外品軟膏クリームの開発
カンゾウ種苗に関する技術開発①低コストカンゾウクローン苗生産方法②品質保護の為の品種識別方法
配管洗浄等に適用可能なホモジニアスナノバブル発生装置の研究開発
青紫色半導体レーザーを用いた極小レーザーマーキング装置の開発
水質浄化目的のフルボ酸鉄配合資材の効率的製造および有効性・安全性の開発
軽量で実用性の高い世界最高ナノバブル数密度を有する樹脂製ハニカム型ナノバブル生成装置の開発
介護サービスから農業分野まで利用可能な次世代型センサーネットワークを実現する
スマートセンサボックスの開発

■ 受賞企業一覧
受賞企業名 プロジェクト名

　
キ
ュ
ー
テ
ッ
ク
は
、地
域
経
済
の
振
興
な
ら
び
に
中
小

企
業
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
、昭
和
60
年

８
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。同
財
団
は
、中
小
企
業
が

行
う
優
れ
た
新
技
術
や
新
製
品
等
の
研
究
開
発
の
支
援

策
と
し
て
、毎
年「
キ
ュ
ー
テ
ッ
ク
助
成
金
」を
交
付
し
て

お
り
、こ
れ
ま
で
の
交
付
件
数
は
今
回
を
含
め
て
累
計

2
3
8
件
、金
額
は
６
億
４
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
は
、26
件
の
助
成
金
応
募
案
件
の
中

か
ら
、10
件
の
交
付
先
を
決
定
し
、総
額
3
千
万
円
の

助
成
金
を
交
付
し
ま
し
た
。い
ず
れ
の
研
究
開
発
も

新
規
性
や
独
創
性
に
富
み
、将
来
が
期
待
さ
れ
る
も
の

で
す
。

　
ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
は
、助
成
を

受
け
ら
れ
た
皆
様
が
、こ
の「
キ
ュ
ー
テ
ッ
ク
助
成
金
」

を
契
機
に
、さ
ら
な
る
飛
躍
を
遂
げ
ら
れ
る
こ
と
を
祈
念

致
し
ま
す
。

（
松
永
　
圭
史
）

（
※
）福
岡
銀
行
の
創
立
40
周
年
を
記
念
し
て
設
立
さ
れ
た

「
財
団
法
人  

九
州・山
口
地
域
企
業
育
成
基
金
」が
、平
成

24
年
４
月
、「
一
般
財
団
法
人  

ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル

グ
ル
ー
プ
企
業
育
成
財
団
」に
名
称
を
変
更
。

「
平
成
24
年
度
キ
ュ
ー
テ
ッ
ク
助
成
金
贈
呈
式
」を
開
催
し
ま
し
た
。

一
般
財
団
法
人 

ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
企
業
育
成
財
団（
略
称
キ
ュ
ー
テ
ッ
ク
）（
※
）は
、

1
月
18
日（
金
）に「
平
成
24
年
度
キ
ュ
ー
テ
ッ
ク
助
成
金
贈
呈
式
」を
開
催
し
ま
し
た
。

▲助成金を受けられた企業の代表者10名
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「
北
九
州
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
２
０
１
３
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　　
本
交
流
会
は
、「
環
境
」「
食
品・農
業
」「
も
の
づ
く

り
」「
ま
ち
づ
く
り
」「
シ
ル
バ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
」「
健
康・美・

癒
し
」「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
」「
産
学
官
連
携
」の

各
分
野
で
、北
九
州
地
区
の
Ｆ
Ｆ
Ｇ
３
行
の
お
取
引
先

を
中
心
に
ご
出
展
頂
き
、そ
の
数
は
F
F
G
の
ビ
ジ
ネ
ス

交
流
会
と
し
て
は
最
多
と
な
る
2
4
4
社
と
な
り
ま

し
た
。

　
開
催
日
当
日
は
、多
く
の
方
に
お
越
し
頂
き
、来
場
者

は
4,
3
0
0
名
を
数
え
ま
し
た
。出
展
企
業
や
来
場

者
は
、新
た
な
販
売
先
や
調
達
・
仕
入
先
の
開
拓
等
、

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
に
向
け
た

商
談
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、今
回
の
交
流
会
で
は
、出
展
企
業
に
対
し
希

望
す
る
商
談
内
容
等
に
つ
い
て
事
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
、綿
密
に
企
業
の
紹
介
や
商
談
を
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し

た
こ
と
が
奏
功
し
、出
展
企
業
同
士
や
出
展
企
業
と
食

品
バ
イ
ヤ
ー
、も
の
づ
く
り
発
注
企
業
と
の
間
で
、約

4
0
0
件
も
の
個
別
商
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。当
日
、

出
展
企
業
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
よ
る
と

「
具
体
的
な
商
談
に
繋
が
っ
た
」や「
自
社
の
P
R
が

十
分
に
出
来
た
」等
、ご
好
評
の
感
想
を
多
く
頂
き
ま

し
た
。

　
北
九
州
市
は
、環
境
問
題
や
高
齢
化
と
い
っ
た
日
本

が
直
面
す
る
課
題
に
、他
都
市
に
先
駆
け
て
取
り
組
ん

で
こ
ら
れ
ま
し
た
。今
回
の
交
流
会
で
は
、北
九
州
市

の「
環
境
」「
食
」「
も
の
づ
く
り
」「
ま
ち
づ
く
り
」「
健

康・福
祉
」「
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
」に
関
す
る
特
設
展
示

を
実
施
し
、北
九
州
市
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
今

後
の
施
策
等
を
広
く
紹
介
し
て
頂
き
ま
し
た
。あ
わ
せ

て
、市
制
50
周
年
を
迎
え
た
北
九
州
市
の
歴
史
的
な
写

真
等
の
パ
ネ
ル
を
展
示
し
た
コ
ー
ナ
ー
で
は
、来
場
さ
れ

た
多
く
の
方
が
足
を
止
め
、掲
示
し
た
年
表
や
写
真
を

思
い
出
深
げ
に
見
入
って
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、北
九
州
市
地
産
地
消
課
の
ご
協
力
に
よ
る
、

豊
前
一
粒
牡
蠣
等
の
地
元
食
材
を
使
っ
た「
牡
蠣
汁
」

や
、小
倉
焼
き
う
ど
ん
研
究
所（
北
九
州
市
の
ま
ち
お
こ

し
団
体
）に
よ
る「
小
倉
発
祥
焼
き
う
ど
ん
」を
来
場
者

に
ご
賞
味
頂
き
、北
九
州
の
食
材
の
魅
力
を
P
R
し
ま

し
た
。

　
本
交
流
会
で
は
、展
示
商
談
会
に
加
え
、北
九
州
市

の
北
橋
健
治
市
長
、国
際
協
力
銀
行
の
産
業
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
部
門 

西
日
本
総
代
表
の
家
田
嗣
也
氏
、神
戸
製
鋼

ラ
グ
ビ
ー
部
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
兼
総
監
督
の
平
尾

誠
二
氏
に
よ
る
特
別
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
北
橋
市
長
か
ら
は
、「
未
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
〜

次
世
代
に
つ
な
ぐ『
緑
の
成
長
戦
略
』〜
」と
題
し
て

ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。講
演
で
は
、北
九
州
市
の
市
制

50
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
実
施
す
る
取
り
組
み
や
、

産
･
学
･
官
･
民
に
よ
る
新
成
長
戦
略
の
推
進
等
に
つ

い
て
ご
紹
介
頂
き
ま
し
た
。ど
の
講
演
会
も
多
く
の
方
に

お
越
し
頂
き
、大
変
な
盛
況
振
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
F
F
G
で
は
、北
九
州
地
区
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
と
な

る「
F
F
G
北
九
州
本
社
ビ
ル
」が
3
月
に
完
成
し
ま

す
。新
北
九
州
本
社
ビ
ル
は
、ブ
ラ
ン
ド
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

あ
る「
あ
な
た
の
い
ち
ば
ん
に
。」を
実
践
す
る
為
、地
域

の
お
客
様
に
快
適
で
機
能
的
な
空
間
と
、質
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
を
ご
提
供
出
来
る
北
九
州
地
区
の
拠
点
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、オ
ー
プ
ン
当
日
の
３
月
１８
日
に

は
、完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
黒
田
征

太
郎
氏
を
お
招
き
し
、記
念
講
演
会
を
開
催
す
る
他
、

九
州
交
響
楽
団
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
等
を
行
い
ま

す
。多
く
の
皆
様
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上

げ
ま
す
。

　
今
後
も
、Ｆ
Ｆ
Ｇ
は
地
元
経
済
の
発
展・振
興
に
貢
献

す
る
べ
く
、多
様
な
金
融
商
品
に
加
え
、各
種
商
談
会
や

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
、セ
ミ
ナ
ー
等
の
充
実
し
た
サ
ー

ビ
ス
の
ご
提
供
に
努
め
、地
域
の
皆
様
と
と
も
に
歩
ん
で

参
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
松
永
　
圭
史
）

F
F
G
は
、「
北
九
州
市
制
50
周
年
」及
び「
F
F
G
北
九
州
本
社
ビ
ル
竣
工
」を
記
念
し
、北
九
州
市
、

北
九
州
商
工
会
議
所
と
の
共
催
に
よ
り
、２
月
７
日
に
西
日
本
総
合
展
示
場
新
館（
北
九
州
市
）に
お
い
て
、

「
北
九
州
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
２
０
１
３
」を
開
催
し
ま
し
た
。今
回
は
、本
交
流
会
の
模
様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ふくおかフィナンシャルグループ

2

■
Ｆ
Ｆ
Ｇ
３
行
の
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
と
し
て
は

　
最
多
の
2
4
4
社
が
出
展
、4,
3
0
0
名
が
来
場

■「
北
九
州
市
特
設
展
示
コ
ー
ナ
ー
」に
て

　
市
の
取
り
組
み
を
情
報
発
信

■
北
橋
市
長
を
は
じ
め
、著
名
人
に
よ
る

　
特
別
講
演
会
を
開
催

■
今
後
も
、Ｆ
Ｆ
Ｇ
は
、地
元
経
済
の
発
展・

　
振
興
に
貢
献
す
る

▲オープニングセレモニー
　左から小幡頭取（親和銀行）、原田副会頭（北九州商工会議所）、北橋市長（北九州市）、古村副頭取（福岡銀行）、白川常務（福岡銀行）
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「
北
九
州
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
２
０
１
３
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　　
本
交
流
会
は
、「
環
境
」「
食
品・農
業
」「
も
の
づ
く

り
」「
ま
ち
づ
く
り
」「
シ
ル
バ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
」「
健
康・美・

癒
し
」「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
」「
産
学
官
連
携
」の

各
分
野
で
、北
九
州
地
区
の
Ｆ
Ｆ
Ｇ
３
行
の
お
取
引
先

を
中
心
に
ご
出
展
頂
き
、そ
の
数
は
F
F
G
の
ビ
ジ
ネ
ス

交
流
会
と
し
て
は
最
多
と
な
る
2
4
4
社
と
な
り
ま

し
た
。

　
開
催
日
当
日
は
、多
く
の
方
に
お
越
し
頂
き
、来
場
者

は
4,
3
0
0
名
を
数
え
ま
し
た
。出
展
企
業
や
来
場

者
は
、新
た
な
販
売
先
や
調
達
・
仕
入
先
の
開
拓
等
、

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
に
向
け
た

商
談
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、今
回
の
交
流
会
で
は
、出
展
企
業
に
対
し
希

望
す
る
商
談
内
容
等
に
つ
い
て
事
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
、綿
密
に
企
業
の
紹
介
や
商
談
を
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し

た
こ
と
が
奏
功
し
、出
展
企
業
同
士
や
出
展
企
業
と
食

品
バ
イ
ヤ
ー
、も
の
づ
く
り
発
注
企
業
と
の
間
で
、約

4
0
0
件
も
の
個
別
商
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。当
日
、

出
展
企
業
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
よ
る
と

「
具
体
的
な
商
談
に
繋
が
っ
た
」や「
自
社
の
P
R
が

十
分
に
出
来
た
」等
、ご
好
評
の
感
想
を
多
く
頂
き
ま

し
た
。

　
北
九
州
市
は
、環
境
問
題
や
高
齢
化
と
い
っ
た
日
本

が
直
面
す
る
課
題
に
、他
都
市
に
先
駆
け
て
取
り
組
ん

で
こ
ら
れ
ま
し
た
。今
回
の
交
流
会
で
は
、北
九
州
市

の「
環
境
」「
食
」「
も
の
づ
く
り
」「
ま
ち
づ
く
り
」「
健

康・福
祉
」「
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
」に
関
す
る
特
設
展
示

を
実
施
し
、北
九
州
市
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
今

後
の
施
策
等
を
広
く
紹
介
し
て
頂
き
ま
し
た
。あ
わ
せ

て
、市
制
50
周
年
を
迎
え
た
北
九
州
市
の
歴
史
的
な
写

真
等
の
パ
ネ
ル
を
展
示
し
た
コ
ー
ナ
ー
で
は
、来
場
さ
れ

た
多
く
の
方
が
足
を
止
め
、掲
示
し
た
年
表
や
写
真
を

思
い
出
深
げ
に
見
入
って
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、北
九
州
市
地
産
地
消
課
の
ご
協
力
に
よ
る
、

豊
前
一
粒
牡
蠣
等
の
地
元
食
材
を
使
っ
た「
牡
蠣
汁
」

や
、小
倉
焼
き
う
ど
ん
研
究
所（
北
九
州
市
の
ま
ち
お
こ

し
団
体
）に
よ
る「
小
倉
発
祥
焼
き
う
ど
ん
」を
来
場
者

に
ご
賞
味
頂
き
、北
九
州
の
食
材
の
魅
力
を
P
R
し
ま

し
た
。

　
本
交
流
会
で
は
、展
示
商
談
会
に
加
え
、北
九
州
市

の
北
橋
健
治
市
長
、国
際
協
力
銀
行
の
産
業
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
部
門 

西
日
本
総
代
表
の
家
田
嗣
也
氏
、神
戸
製
鋼

ラ
グ
ビ
ー
部
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
兼
総
監
督
の
平
尾

誠
二
氏
に
よ
る
特
別
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
北
橋
市
長
か
ら
は
、「
未
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
〜

次
世
代
に
つ
な
ぐ『
緑
の
成
長
戦
略
』〜
」と
題
し
て

ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。講
演
で
は
、北
九
州
市
の
市
制

50
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
実
施
す
る
取
り
組
み
や
、

産
･
学
･
官
･
民
に
よ
る
新
成
長
戦
略
の
推
進
等
に
つ

い
て
ご
紹
介
頂
き
ま
し
た
。ど
の
講
演
会
も
多
く
の
方
に

お
越
し
頂
き
、大
変
な
盛
況
振
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
F
F
G
で
は
、北
九
州
地
区
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
と
な

る「
F
F
G
北
九
州
本
社
ビ
ル
」が
3
月
に
完
成
し
ま

す
。新
北
九
州
本
社
ビ
ル
は
、ブ
ラ
ン
ド
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

あ
る「
あ
な
た
の
い
ち
ば
ん
に
。」を
実
践
す
る
為
、地
域

の
お
客
様
に
快
適
で
機
能
的
な
空
間
と
、質
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
を
ご
提
供
出
来
る
北
九
州
地
区
の
拠
点
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、オ
ー
プ
ン
当
日
の
３
月
１８
日
に

は
、完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
黒
田
征

太
郎
氏
を
お
招
き
し
、記
念
講
演
会
を
開
催
す
る
他
、

九
州
交
響
楽
団
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
等
を
行
い
ま

す
。多
く
の
皆
様
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上

げ
ま
す
。

　
今
後
も
、Ｆ
Ｆ
Ｇ
は
地
元
経
済
の
発
展・振
興
に
貢
献

す
る
べ
く
、多
様
な
金
融
商
品
に
加
え
、各
種
商
談
会
や

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
、セ
ミ
ナ
ー
等
の
充
実
し
た
サ
ー

ビ
ス
の
ご
提
供
に
努
め
、地
域
の
皆
様
と
と
も
に
歩
ん
で

参
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
松
永
　
圭
史
）

F
F
G
は
、「
北
九
州
市
制
50
周
年
」及
び「
F
F
G
北
九
州
本
社
ビ
ル
竣
工
」を
記
念
し
、北
九
州
市
、

北
九
州
商
工
会
議
所
と
の
共
催
に
よ
り
、２
月
７
日
に
西
日
本
総
合
展
示
場
新
館（
北
九
州
市
）に
お
い
て
、

「
北
九
州
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
２
０
１
３
」を
開
催
し
ま
し
た
。今
回
は
、本
交
流
会
の
模
様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ふくおかフィナンシャルグループ

2

■
Ｆ
Ｆ
Ｇ
３
行
の
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
と
し
て
は

　
最
多
の
2
4
4
社
が
出
展
、4,
3
0
0
名
が
来
場

■「
北
九
州
市
特
設
展
示
コ
ー
ナ
ー
」に
て

　
市
の
取
り
組
み
を
情
報
発
信

■
北
橋
市
長
を
は
じ
め
、著
名
人
に
よ
る

　
特
別
講
演
会
を
開
催

■
今
後
も
、Ｆ
Ｆ
Ｇ
は
、地
元
経
済
の
発
展・

　
振
興
に
貢
献
す
る

▲オープニングセレモニー
　左から小幡頭取（親和銀行）、原田副会頭（北九州商工会議所）、北橋市長（北九州市）、古村副頭取（福岡銀行）、白川常務（福岡銀行）
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福岡空港の発着回数

九州の炭田
　かつて九州には筑豊（福岡県）、三池（福岡県）、西彼杵（長崎県）等、多くの炭田が存在し、
北海道と並ぶ石炭生産地として戦後日本の高度成長を支えてきました。しかし、1958年頃からはじ
まったエネルギー革命（いわゆる「石炭から石油へ」という流れ）や、海外からの安い石炭の輸入
増加等の影響を受けて、九州の炭鉱は相次いで閉山に追い込まれました。そして2001年に西彼杵炭
田の池島炭鉱が閉山したことで、九州の石炭生産の歴史は幕を閉じました。
　それでも、九州には官営八幡製鉄所（現、新日鐵住金株式会社八幡製鉄所）をはじめ、石炭生産
をきっかけに生まれ育った企業や産業が数多く存在しています。また、現在北九州市で石炭火力発
電の最先端技術の実証実験が実施中である等、九州は今でも石炭関連分野の先進地域として日本の
発展に貢献しています。

九州の炭田

九州の
炭田

九州の
炭田

にし その ぎ

三池炭田
1721年～1997年

福岡（糟屋）炭田

福岡空港の発着回数
福岡空港の発着回数
福岡空港の発着回数
福岡空港の発着回数

今月の注目データ

DATA in 九州
福岡空港の発着回数

145,000

140,000

135,000

130,000

（出所：国道交通省「暦年・年度別空港管理状況調書」を基にふくおかフィナンシャルグループ作成）
※「発着回数」は、空港管理状況調書における「着陸回数」の2倍として算出。

139,002 

唐津炭田

天草炭田

佐世保炭田

西彼杵炭田
1700年代頭～2001年

2002年度

福岡空港の発着回数（単位：回）
今月は「福岡空港の発着回数」と「九州の炭田」です。

141,678 

2007年度

133,896

2008年度

136,736

2009年度

137,154 

2010年度

141,834 

2011年度

135,764

2003年度

135,878 

2004年度

137,358

2005年度

139,242

2006年度

　地下鉄で博多から５分、天神から10分。都心部からのアクセスがとても便利な福岡空港は、毎日
多くの方々に利用されています。リーマンショック直後に減少した発着回数はその後増加傾向で、
2012年度には、相次いで就航したLCCの効果もあり過去最多が予想されています。また、福岡空港
の発着回数は、羽田（384,716回）、成田（188,572回）に続く国内第3位、滑走路１本あたりでは
全国一を誇ります（滑走路数：羽田４本、成田２本、福岡１本）。
 2013年４月からは、KLMオランダ航空により、ヨーロッパ・福岡間初の直行便就航が予定される
他、滑走路増設に向けた動きも本格化する等、福岡空港はこれからも九州の空の玄関口として、更
なる利便性向上と発展が期待されます。

（資料）各種資料を基にふくおかフィナンシャルグループ作成
※筑豊、三池、西彼杵炭田の生産開始・終了年については、それぞれ直方市石炭記念館ＨＰ、大牟田市作成資料、九州・山口の近代化産業遺跡群ＨＰを参照

筑豊炭田
1700年代頭～1976年
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経 済 動 向 〈福岡県〉

福岡県の最近の経済動向

福岡県の景気 緩やかながらも、持ち直しの動きが見られる
生産活動は、鉄鋼の増産により、総合指数が2ヵ月連続で上昇する等、緩やかながらも持ち直しの動きが見ら

れます。
消費面では、大型小売店販売額が2ヵ月ぶりに前年を下回りましたが、住宅建設は消費税増税を意識した着工

増加により好調を維持しており、また、公共工事も増加の動きが続いています。
福岡県の景気は、堅調な住宅建設や公共工事を背景に、総じて緩やかながらも持ち直しの動きが見られます。

1.生産活動 総合指数は２ヵ月連続で上昇
11月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る

と、総合指数は89.3となり前月比0.4％上昇しました。
主要業種では、中国向けの自動車関連の輸出の落

ち込みの影響が続いている輸送機械や、自動車部品
用素材が減産となった化学等が低下した一方、生産
設備の大型補修工事の終了により増産となった鉄鋼
が上昇しました。

■福岡県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 福岡県出所

総合指数 鉄鋼業 一般機械工業 輸送機械工業 化学工業
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3.住宅建設 5ヵ月連続で前年を上回る
12月の新設住宅着工戸数は、3,514戸と前年同月

比10.3％増加し、5ヵ月連続で前年を上回りました。
｢持家｣｢貸家｣を中心に、消費税増税前の駆け込み

需要を意識した着工により好調を維持しています。ま
た、住宅着工の先行指標である建築確認申請件数で
も、戸建の申請件数が前年を上回る水準で推移して
おり、着工戸数増加に向けた動きが続いています。

国土交通省出所
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■福岡県の新設住宅着工戸数
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前年比

4.公共工事 ４ヵ月連続で前年を上回る
12月の公共工事保証請負状況は、件数は前年同月

比0.2％減の1,079件、金額は同12.3％増の291億円
となり、請負金額は４ヵ月連続で前年を上回りました。
発注者別では、高速道路や大学施設関連の大型案

件があった「独立行政法人等」が大幅に増加した他、
「県」「その他」も前年を上回りました。

西日本建設業保証出所
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5.企業倒産 負債総額、件数ともに前年を下回る
1月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数

が前年同月比24 .2％減の25件、負債総額が同
37.8％減の約18億円となりました。
サービス業において販売不振等を原因として1億

円以上の倒産が3件発生したものの、負債総額、件数
ともに前年を下回っています。

■福岡県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 ２ヵ月ぶりに前年を下回る
12月の大型小売店販売額は、前年同月比1.3％減

の758億円と、２ヵ月ぶりに前年を下回りました。
主力の衣料品は好調だった前月の勢いが続かず、

当月は前年実績を下回った他、飲食料品の動きも鈍
く、全体的に低調に推移しました。

■福岡県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈福岡県〉
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経 済 動 向 〈熊本県〉
K u m a m o t o

熊本県の最近の経済動向

熊本県の景気 総じて横ばいで推移している
生産活動は、電子部品・デバイス等が好調である一方で、二輪車関連の減産により輸送機械の生産が低迷す

る等、一部に弱さが見られます。
住宅建設は、分譲マンションの着工減少等により、前年を下回った他、消費面でも、大型小売店販売額が、2ヵ

月ぶりに前年を下回りました。
熊本県の景気は、堅調な公共工事等、一部に明るさは見えるものの、総じて横ばいで推移しています。

1.生産活動 総合指数は２ヵ月ぶりに低下
11月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る

と、総合指数は98.8となり、前月比2.9％低下しました。
主要業種では、スマートフォン向け集積回路の生産

が好調な電子部品・デバイス等が上昇したものの、二
輪車関連で低水準の生産が続く輸送機械が低下しま
した。

■熊本県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 熊本県出所

総合指数 一般機械工業（右軸） 電子部品・デバイス工業（右軸） 輸送機械工業（右軸） 食料品・たばこ工業

3.住宅建設 4ヵ月ぶりに前年を下回る
12月の新設住宅着工戸数は、1,004戸と前年同月

比2.0％減少し、4ヵ月ぶりに前年を下回りました。
｢貸家｣は消費税増税前の駆け込み需要を意識した

着工により増加した一方、「分譲」はマンションの着工
が減少した他、「持家」も前年同月に大型分譲地で着
工が好調だった反動の影響が見られ、全体でも前年
を下回りました。

国土交通省出所
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■熊本県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

前年比

4.公共工事 ７ヵ月連続で前年を上回る
12月の公共工事保証請負状況は、件数は前年同月

比8.5％増の931件、金額は同11.7％増の152億円
となり、請負金額は７ヵ月連続で前年を上回りました。
発注者別では、「市町村」が前年並みの水準を維持

した他、「県」「独立行政法人等」「その他」も前年を上
回る等、全体として好調に推移しました。

西日本建設業保証出所
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■熊本県の公共工事請負高
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前年比

5.企業倒産 大型倒産発生により、負債総額は大幅に増加
1月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数

が前年同月比12 . 5％減の7件、負債総額が同
231.1％増の約30億円となりました。
地元工業団地運営等を行っていた運営会社で約

28億円の大型倒産（破産手続き開始）が発生し、負債
総額は前年を大幅に上回りました。

■熊本県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 ２ヵ月ぶりに前年を下回る
12月の大型小売店販売額は、前年同月比0.9％減

の187億円と、２ヵ月ぶりに前年を下回りました。
飲食料品は前年並みを維持したものの、主力の衣

料品は冬物を中心に売上が伸び悩み、全体では前年
を下回りました。

■熊本県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈熊本県〉
K u m a m o t o

熊本県の最近の経済動向

熊本県の景気 総じて横ばいで推移している
生産活動は、電子部品・デバイス等が好調である一方で、二輪車関連の減産により輸送機械の生産が低迷す

る等、一部に弱さが見られます。
住宅建設は、分譲マンションの着工減少等により、前年を下回った他、消費面でも、大型小売店販売額が、2ヵ

月ぶりに前年を下回りました。
熊本県の景気は、堅調な公共工事等、一部に明るさは見えるものの、総じて横ばいで推移しています。

1.生産活動 総合指数は２ヵ月ぶりに低下
11月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る

と、総合指数は98.8となり、前月比2.9％低下しました。
主要業種では、スマートフォン向け集積回路の生産

が好調な電子部品・デバイス等が上昇したものの、二
輪車関連で低水準の生産が続く輸送機械が低下しま
した。

■熊本県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 熊本県出所

総合指数 一般機械工業（右軸） 電子部品・デバイス工業（右軸） 輸送機械工業（右軸） 食料品・たばこ工業

3.住宅建設 4ヵ月ぶりに前年を下回る
12月の新設住宅着工戸数は、1,004戸と前年同月

比2.0％減少し、4ヵ月ぶりに前年を下回りました。
｢貸家｣は消費税増税前の駆け込み需要を意識した

着工により増加した一方、「分譲」はマンションの着工
が減少した他、「持家」も前年同月に大型分譲地で着
工が好調だった反動の影響が見られ、全体でも前年
を下回りました。

国土交通省出所
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■熊本県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

前年比

4.公共工事 ７ヵ月連続で前年を上回る
12月の公共工事保証請負状況は、件数は前年同月

比8.5％増の931件、金額は同11.7％増の152億円
となり、請負金額は７ヵ月連続で前年を上回りました。
発注者別では、「市町村」が前年並みの水準を維持

した他、「県」「独立行政法人等」「その他」も前年を上
回る等、全体として好調に推移しました。

西日本建設業保証出所
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■熊本県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

前年比

5.企業倒産 大型倒産発生により、負債総額は大幅に増加
1月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数

が前年同月比12 . 5％減の7件、負債総額が同
231.1％増の約30億円となりました。
地元工業団地運営等を行っていた運営会社で約

28億円の大型倒産（破産手続き開始）が発生し、負債
総額は前年を大幅に上回りました。

■熊本県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 ２ヵ月ぶりに前年を下回る
12月の大型小売店販売額は、前年同月比0.9％減

の187億円と、２ヵ月ぶりに前年を下回りました。
飲食料品は前年並みを維持したものの、主力の衣

料品は冬物を中心に売上が伸び悩み、全体では前年
を下回りました。

■熊本県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈長崎県〉
N a g a s a k i

長崎県の最近の経済動向

長崎県の景気 総じて横ばいで推移している
生産活動は、一般機械、食料品が好調で総合指数は2ヵ月ぶりに上昇しましたが、輸送機械では新造船が減産

する等、一部に弱さが見られます。
消費面では、大型小売店販売額が前年を下回ったものの、住宅建設は消費税増税前の駆け込み需要を意識し

た着工により好調に推移しました。
長崎県の景気は、堅調な住宅建設等、一部に明るさは見えるものの、総じて横ばいで推移しています。

1.生産活動 総合指数は３ヵ月ぶりに上昇
11月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は114.8となり、前月比5.6％上昇し
ました。
主要業種では、輸送機械で新造船が厳しい受注環

境と既存の受注残の減少を背景に減産が続く一方、
新興国の発電プラント向けボイラー・タービン等が
増産となった一般機械、及び食料品が上昇しました。

■長崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 長崎県出所

総合指数 一般機械工業（右軸） 電子部品・デバイス工業（右軸） 輸送機械工業 食料品工業
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3.住宅建設 4ヵ月連続で前年を上回る
12月の新設住宅着工戸数は、491戸と前年同月比

50.6％増加し、4ヵ月連続で前年を上回りました。
「貸家」は前年並みの水準にとどまったものの、「持
家」「分譲」が消費税増税前の駆け込み需要を意識し
た着工により好調に推移しました。また、住宅着工の
先行指標である建築確認申請件数で、戸建の申請件
数が前年を上回る水準で推移しており、着工戸数増
加に向けた動きが続いています。

国土交通省出所
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■長崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

前年比

4.公共工事 ５ヵ月ぶりに前年を下回る
12月の公共工事保証請負状況は、件数は前年同月

比2.9％減の476件、金額は同23.7％減の109億円
となり、請負金額は５ヵ月ぶりに前年を下回りました。
発注者別では、病院施設建築工事等の大型案件が

あった「市町」以外のすべての発注者で前年を下回り
ました。

西日本建設業保証出所
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■長崎県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町 ■その他

前年比

5.企業倒産 負債総額、件数ともに前年を下回る
1月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数

が前年同月比33.3％減の4件、負債総額が同19.5％
減の約4億円となりました。
不動産賃貸業で約4億円の倒産があった他は、大

型倒産の発生はなく、負債総額、件数ともに前年を下
回りました。

■長崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1
2012 2013

30

20

10

0

（億円） （件数）

2.大型小売店 ２ヵ月ぶりに前年を下回る
12月の大型小売店販売額は、前年同月比1.2％減

の127億円と、２ヵ月ぶりに前年を下回りました。
飲食料品は鍋物関連等が好調で前年を上回ったも

のの、主力の衣料品は低調に推移し、全体では前年を
下回りました。

■長崎県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈長崎県〉
N a g a s a k i

長崎県の最近の経済動向

長崎県の景気 総じて横ばいで推移している
生産活動は、一般機械、食料品が好調で総合指数は2ヵ月ぶりに上昇しましたが、輸送機械では新造船が減産

する等、一部に弱さが見られます。
消費面では、大型小売店販売額が前年を下回ったものの、住宅建設は消費税増税前の駆け込み需要を意識し

た着工により好調に推移しました。
長崎県の景気は、堅調な住宅建設等、一部に明るさは見えるものの、総じて横ばいで推移しています。

1.生産活動 総合指数は３ヵ月ぶりに上昇
11月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は114.8となり、前月比5.6％上昇し
ました。
主要業種では、輸送機械で新造船が厳しい受注環

境と既存の受注残の減少を背景に減産が続く一方、
新興国の発電プラント向けボイラー・タービン等が
増産となった一般機械、及び食料品が上昇しました。

■長崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 長崎県出所

総合指数 一般機械工業（右軸） 電子部品・デバイス工業（右軸） 輸送機械工業 食料品工業
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3.住宅建設 4ヵ月連続で前年を上回る
12月の新設住宅着工戸数は、491戸と前年同月比

50.6％増加し、4ヵ月連続で前年を上回りました。
「貸家」は前年並みの水準にとどまったものの、「持
家」「分譲」が消費税増税前の駆け込み需要を意識し
た着工により好調に推移しました。また、住宅着工の
先行指標である建築確認申請件数で、戸建の申請件
数が前年を上回る水準で推移しており、着工戸数増
加に向けた動きが続いています。

国土交通省出所
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■長崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

前年比

4.公共工事 ５ヵ月ぶりに前年を下回る
12月の公共工事保証請負状況は、件数は前年同月

比2.9％減の476件、金額は同23.7％減の109億円
となり、請負金額は５ヵ月ぶりに前年を下回りました。
発注者別では、病院施設建築工事等の大型案件が

あった「市町」以外のすべての発注者で前年を下回り
ました。

西日本建設業保証出所
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■長崎県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町 ■その他

前年比

5.企業倒産 負債総額、件数ともに前年を下回る
1月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数

が前年同月比33.3％減の4件、負債総額が同19.5％
減の約4億円となりました。
不動産賃貸業で約4億円の倒産があった他は、大

型倒産の発生はなく、負債総額、件数ともに前年を下
回りました。

■長崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 ２ヵ月ぶりに前年を下回る
12月の大型小売店販売額は、前年同月比1.2％減

の127億円と、２ヵ月ぶりに前年を下回りました。
飲食料品は鍋物関連等が好調で前年を上回ったも

のの、主力の衣料品は低調に推移し、全体では前年を
下回りました。

■長崎県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈佐賀県〉
S a g a

佐賀県の最近の経済動向

佐賀県の景気 弱含みで推移している
生産活動は、一般機械、食料品が減産となる等、弱い動きが見られ、総合指数においても100を下回る水準が

続いています。
公共工事は3ヵ月連続で前年を上回る等、増加の動きを続けていますが、消費面では、大型小売店販売額が前

年を下回った他、住宅建設も2ヵ月連続で前年を下回りました。
佐賀県の景気は、総じて弱含みで推移しています。

1.生産活動 総合指数は２ヵ月ぶりに低下
11月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る

と、総合指数は92.1となり、前月比0.9％低下しました。
主要業種では、医薬品が増産となった化学が4ヵ月

連続で上昇した他、電子部品・デバイスも上昇しました
が、土木建設機械の落込みが大きい一般機械、及び食
料品が低下しました。

■佐賀県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 佐賀県出所

総合指数 一般機械工業（右軸） 電子部品・デバイス工業 化学工業（右軸） 食料品工業

140

120

60

80

100

180

140

20

60

100

11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
2011 2012

3.住宅建設 2ヵ月連続で前年を下回る
12月の新設住宅着工戸数は、449戸と前年同月比

13.3％減少し、2ヵ月連続で前年を下回りました。
「持家」「貸家」はほぼ前年並みの水準となりました
が、「分譲」は前年同月にあったマンション着工が今月
はなかったことから大幅に落ち込み、全体でも前年を
下回りました。

国土交通省出所
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4.公共工事 ３ヵ月連続で前年を上回る
12月の公共工事保証請負状況は、件数は前年同月

比25.4％増の351件、金額は同75.2％増の103億円
となり、請負金額は３ヵ月連続で前年を上回りました。
発注者別では、学校改築工事等の大型案件があっ

た「市町村」が増加した他、「国」「独立行政法人等」「そ
の他」も前年を上回りました。

西日本建設業保証出所
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5.企業倒産 負債総額、件数ともに前年を下回る
1月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数

は前年同月比60.0％減の2件、負債総額は同93.1％
減の約2億円となりました。
海運業で販売不振を原因とする約2億円の倒産が

発生した他は、大型倒産の発生はなく、負債総額、件
数ともに前年を下回りました。

■佐賀県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 ２ヵ月ぶりに前年を下回る
12月の大型小売店販売額は、前年同月比3.3％減

の72億円と、２ヵ月ぶりに前年を下回りました。
主力の衣料品、飲食料品ともに動きが鈍く、全体的

に売上は低調に推移しました。

■佐賀県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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となり、請負金額は３ヵ月連続で前年を上回りました。
発注者別では、学校改築工事等の大型案件があっ

た「市町村」が増加した他、「国」「独立行政法人等」「そ
の他」も前年を上回りました。

西日本建設業保証出所

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
2011 2012

140

120

100

80

60

40

20

0

（億円）
150

100

50

0

▲50

（％）

■佐賀県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産 負債総額、件数ともに前年を下回る
1月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数

は前年同月比60.0％減の2件、負債総額は同93.1％
減の約2億円となりました。
海運業で販売不振を原因とする約2億円の倒産が

発生した他は、大型倒産の発生はなく、負債総額、件
数ともに前年を下回りました。

■佐賀県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

1 2 3 4 5 6
2012 2013

40

30

20

10

0

（億円） （件数）

7 8 9 10 11 12 1

2.大型小売店 ２ヵ月ぶりに前年を下回る
12月の大型小売店販売額は、前年同月比3.3％減

の72億円と、２ヵ月ぶりに前年を下回りました。
主力の衣料品、飲食料品ともに動きが鈍く、全体的

に売上は低調に推移しました。

■佐賀県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
2011 2012

80

60

40

20

0

（億円）

0

10

▲10

（％）

前年比

10

5

0

倒産件数

負債総額

前年比

53 FFG MONTHLY SURVEY Vol.57



21,052

88.8 90.3 105.1

54FFG MONTHLY SURVEY Vol.57



21,052

88.8 90.3 105.1

55 FFG MONTHLY SURVEY Vol.57



18,682

56FFG MONTHLY SURVEY Vol.57



18,682

57 FFG MONTHLY SURVEY Vol.57



平成23年10月17日現在

58FFG MONTHLY SURVEY Vol.57



平成23年10月17日現在

59 FFG MONTHLY SURVEY Vol.57



平成25年2月25日現在

60FFG MONTHLY SURVEY Vol.57



平成25年2月25日現在



MONTHLY SURVEY
2013年3月 VOL.57

韓国岳（1,700ｍ）から高千穂峰（1,574ｍ）を望む。

FFG
調
査
月
報
［
M
O
N
TH
LY SU

RV
EY　

2013年
3月
 V
O
L.57］

海外駐在員による海外リポート特集

トップに聞く！
高橋　信郎 氏　株式会社 高橋商店　代表取締役社長
中重　健治 氏　不二ライトメタル 株式会社　代表取締役社長
串間　新一郎 氏　三井松島産業 株式会社　代表取締役社長

特集

FFG調査月報57号 2013年 ２ 月25日／㈱FFGビジネスコンサルティング
　　　　　　　　  福岡市中央区大手門１丁目８番３号　TEL 092（723）2576　http://www.fukuoka-fg.com/
                 印刷／久野印刷㈱


